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論文要旨  

 

不安な社会情勢における日本語とタイ語の SNS での会話の分析 

—COVID-19 に関する会話をデータとして— 

 

 本研究では、新型コロナウイルスが世界中に蔓延しているコロナ禍の状況において人と会うこと

が制限される中で、SNS（Social Networking Service）がどのような意味を持ち、どのようなコミ

ュニケーションが行われているのかを考察するために、SNS を用いた友人同士のチャットコミュニ

ケーションを分析する。 

 2019 年の末から現在（2022 年 12月）に至るまで新型コロナウイルスが世界中に拡大し、人々に

様々な影響を与え、深刻な事態を引き起こしている。外出時のマスク着用や、手洗い、うがいの習

慣化等、生活様式が変わり、人々は多少なりとも不安を抱えているだろうと予測される。また、新

型コロナウイルスの蔓延による深刻な事態が人々の生活に与えた影響の一つに、家族や友人と対面

で会うことができなくなったことが挙げられる。スマートフォンの普及により、チャットメッセー

ジが重要なコミュニケーションの一つとなっているが、コロナ禍では、チャットメッセージの重要

性がますます増していると考えられる。 

 そこで、本研究では、友人同士の SNS のチャットコミュニケーションにおける不安・不満など好

ましくない状況に関する会話を研究対象とし、SNS の会話の特徴について、タイ語と日本語のそれ

ぞれの言語の連鎖組織及び参加者の相互行為の特徴、そして言語表現の分析と考察を通して対照す

る。その上で、コロナ禍において、人と会うことが制限されるような状況で、SNS で行われている

コミュニケーションが参加者にとってどのような意味があるのかを解明することを目的とする。 

 タイ語と日本語の会話に関して、チャランポン（2020）では、悩み語りの会話において、タイ語

母語話者の悩み語りの聞き手は【からかい】、日本語母語話者は【共感】で応じる傾向があるとい

うことが論じられている。その違いをきっかけとして、本研究では、悩み語りだけでなく、タイ語

と日本語の不安・不満など、好ましくない状況に関する会話について研究する。また、タイ語と日

本語それぞれの言語の特徴を探り、その類似点・相違点を明らかにすることによって、タイ語を母

語とする日本語学習者への日本語教育の一つの手がかりになると良いと考える。 

 本研究で分析するデータとしては、SNS 上の COVID-19に関する友人同士の好ましくない状況に関

する会話における連鎖組織及び言語表現、参加者の相互行為の特徴を探ることを目的とするため、

親しい間柄における COVID-19 に関する話題のネガティブな内容のチャットの会話を収集した。 

 データ収集の時期は 2020 の 7 月から 11 月までで、協力者に、COVID-19 に関する不安など好まし

くない状況に関する SNS でのチャット会話の画面を撮影して、協力者の自己判断で会話の始まりか
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ら終わりまで送ってもらうよう依頼した。協力者は日常でソーシャルメディアを利用することが多

いと予測される大学生・大学院生を対象とした。データとして、10代～50 代までの日本人の大学

生・大学院生 16 名、タイ人の大学生・大学院生 43 名による LINE などのチャット会話のデータを、

日本語のものを 59 会話、タイ語のものを 85 会話収集した。 

 分析方法については、まず、会話のやりとりを連鎖組織として分析するために、全ての発話を行

為として捉えて発話機能のラベルを付けた。発話を抽出する際、基本的に SNSでの一つの吹き出し

を一つの発話として捉えるが、一つの吹き出しに複数の文がある場合、一つ一つの文をみて、それ

ぞれに発話機能を付けた。また、スタンプや写真も一つの発話と捉えた。その後、各発話がポジテ

ィブな内容か、ネガティブな内容かを文脈から判断し、ポジティブとネガティブそれぞれの〘+〙

と〘-〙というラベルをつけて、話題がどちらの方向に向かうのかを探った。なお、タイ語のデータ

は日本語に直訳して提示している。 

 データの各発話に発話機能とポジティブ〘+〙とネガティブ〘-〙のラベルをつけた後、会話の全

体を連鎖組織に分けて、発話の連鎖を分析した。また、それぞれの連鎖組織の内容を見て、その連

鎖組織のやりとりの目的を文脈から判断し、ラベルを付けた。今回最も注目したのは、〔安否確認

の部分〕、〔不安共有の部分〕、〔不満共有の部分〕である。 

  以下、本研究の結果をまとめる。 

 まず、本研究では、チャット会話のデータの種類を≪〔安否確認の部分〕がある会話≫と≪〔安

否確認の部分〕がない会話≫に分けて分析を行った。 

 ≪〔安否確認の部分〕がある会話≫は、≪〔安否確認の部分〕から始まる会話≫と≪〔挨拶の部

分〕から始まる会話≫、≪〔不安共有の部分〕から始まる会話①≫、そして≪〔不満共有の部分〕

から始まる会話①≫の 4 つに分類した。 

 ≪〔安否確認の部分〕がある会話≫では、両言語とも〔安否確認の部分〕が会話の開始の場所な

ど早い位置で行われていたことが観察できた。≪〔安否確認の部分〕から始まる会話≫以外でも、

比較的早く安否確認が行われていた。また、安否の確認ができるとそのまま会話が終了されていた

ことも見られた。このことから、いずれの言語においても、〔安否確認の部分〕が最も重要な部分

であることが考えられる。相手の安全が確認できると、次に会話の参加者によって、〔不満共有の

部分〕などネガティブな方向になるか、〔からかいの部分〕などポジティブな方向になるか、もし

くは、〔雑談の部分〕など中立の方向に展開していくかということになるが、もう既に不満を共有

する部分がある≪〔不満共有の部分〕から始まる会話≫と≪〔不安共有の部分〕から始まる会話≫

の種類以外、必ず、〔不安共有の部分〕または〔不満共有の部分〕というネガティブな方向に展開

していくということが観察できた。 

 また、日本語では〔不安共有の部分〕が行われていることが多かった。これはコロナが人類共通

の好ましくない出来事であり、皆多少なりとも不安を抱いているからだろう。お互い同じ立場、同
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じ気持ちである相手とやりとりをすることで、自分の不安を共有しているのではないかと考えられ

る。一方、タイ語では、〔不満共有の部分〕が行われていたことが多かった。不満は【文句】など

の悪口に移行することが多いため、不安を述べるより会話の雰囲気が悪くなる恐れがある発話だと

考えられるが、タイ人は個人主義で日本人のように集団を考えるのではなく、自分中心に考えてい

る（フォーンサターポーン：2012）ため、雰囲気が悪くなるのを怖がらずに溜まった不満を解放し

ているのではないかと考えられる。いずれにしても、コロナに関する会話では、同じ立場、同じ気

持ちである相手とネガティブな気持ちを共有することが重要視されていると考えられる。 

 しかし、今回の会話データの主な話題はコロナに対するネガティブな話題だが、両言語ともネガ

ティブな発話を行うばかりでなく、【笑い】、【からかい】、【励まし】、【思いやり】などポジ

ティブな発話も行っていることが観察できた。さらに会話の最後にプラスの期待や現在の状況の良

いところなどを情報提供して、前向きでポジティブな結末に展開していくことがある。特に、日本

語もタイ語も笑いを誘うような発話が見られた。その笑い誘いについては両言語も前の発話を契機

に、ネタとして未来への期待や現状のいいところを述べたり、からかいをしたりポジティブな内容

の発話を行うことでポジティブな話題へと展開しており、最終的に笑いを誘って、ふざけて楽しい

雰囲気で会話を終わらせる傾向がみられた。 

 次に、≪〔安否確認の部分〕がない会話≫は、≪〔不安共有の部分〕から始まる会話②≫と ≪

〔不満共有の部分〕から始まる会話②≫の 2つに分類した。 

 ≪〔不安共有の部分〕から始まる会話②≫では、≪【不安表明】から始まる会話≫と≪【予定変

更】から始まる会話≫の 2 つに分けることができた。≪【不安表明】から始まる会話≫では、日本

語では、相手の不安な気持ちを共有するために、【理解】、ネガティブな内容での【評価】そして

【共感】をしていた。そこでは、それらのネガティブな反応によって、会話の方向性としては最初

から、最後までネガティブな発話が続いて行われるという傾向が見られた。しかし、≪【予定変

更】から始まる会話≫では、会話の参加者はすぐに次の予定を提供し、新しい約束をしようとする

態度を相手に見せるようにしていた。そこでは、やりとりがネガティブなやりとりから前向きな結

末に展開していた。一方、タイ語では、≪【不安表明】から始まる会話≫において、不安を共有し

た後、会話の参加者は会話の最後に面白く笑いを誘う【からかい】・【冗談】、または【思いや

り】をしていた。そこでは、会話としてはネガティブなやりとりばかりが続いていたわけではな

く、途中で会話がポジティブな方向に展開して、ポジティブな内容でやりとりを終える傾向があっ

た。≪【予定変更】から始まる会話≫では、不安を共有した際、タイ語母語話者はその後、今の状

況に対する不満を共有したり、相手を慰めてから解決方法を提供したりしていた。そのため、会話

の参加者の行為によって、会話は最初から最後までネガティブな内容のままでやりとりが終わる場

合もあり、ネガティブな内容からポジティブな内容に展開して会話を終える場合もあった。 

 最後に≪〔不満共有の部分〕から始まる会話②≫では、≪【不満表明】から始まる会話≫と≪

【現状説明】から始まる会話≫の 2 つに分けることができた。日本語では、不満を 1 つの隣接ペア
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で共有すると、すぐに会話を別の話題に展開しようとしていた。展開していった話題がポジティブ

な話題であったため、会話が一気にネガティブな内容からポジティブな内容に展開し、会話をポジ

ティブな気持ちで終えていた。一方、タイ語では、不満表明の話し手が【不満表明】をすると、聞

き手は【不満表明】や不満のような内容の【現状説明】などネガティブな応答をして、お互いコロ

ナによる様々な不満を共有していた。そのため、会話が最初から最後までネガティブな内容のまま

であった。 

 以上、日本語の〔安否確認の部分〕がない会話では、会話の参加者は不安と不満を共有した後、

状況がいつ収まるかわからないものの、冗談や新しい約束への提供など、楽観的な態度を相手に見

せるようにする傾向があった。一方、タイ語では、不安を共有した後は、会話の参加者は会話の最

後に面白く笑いを誘うなどポジティブな発話を行う傾向があった。しかし、不安共有とはまったく

異なり、タイ語母語話者は不満に対して、【不満表明】などネガティブな発話で応答し、お互い

様々な不満を共有していた。 

 次に、言語表現の分析結果をまとめる。日本語では、ポジティブな内容の発話を表すのに、「安

心」、「うれしい」、「よかった」など様々なバリエーションのポジティブな言語表現を用いてい

た。一方、タイ語は日本語と比べると、あまりポジティブな言語表現を使用していなかった。その

ため、タイ語では、その発話がポジティブかどうかを見極めるためには、ほとんどの場合、会話の

発話機能から判断しなければならなかった。また、今回のデータから会話の参加者は様々な言語的

な方法を使って、言葉による遊びを行うことで、会話に真面目過ぎない少しふざけた印象を与えて

いることが観察できた。言葉による遊びは様々で、日本語の方がタイ語よりバリエーションが多か

った。 

 一方、ネガティブな言語表現においては、日本語もタイ語も、不安・不満を表すのに、「ゾッと

する」、「怖い」、「大変」などネガティブ言語表現を使用していた。しかし、日本語の方が言葉

のバリエーションが多かった。また、不安・不満を表すのに、ネガティブな言葉表現を用いること

以外に、日本語とタイ語は「第三者の言葉を引用する」、「大げさな比喩を使用する」など様々な

言語的な方法を使っていることが観察された。また、日本語では、「不安」と「不満」に対して、

多かった反応の一つは【共感】である。会話データから、【共感】をする際、終助詞の「ね」が頻

繁に用いられていることが分かった。「ね」を付けると、その共感を強く表すことができると考え

られる。 

 続いて、スタンプ・絵文字・顔文字に関して、タイ語はスタンプを多く使用していた。一方、日

本語は絵文字を多く用いていた。両言語の共通点は、日本語母語話者もタイ語母語話者もネガティ

ブな発話の後に、「顔文字と感情：Smileys & Emotion」の絵文字を用いる傾向があることと、現在

の大学生・大学院生は、SNS で顔文字はもうあまり使用していなかったことである。 

 最後に SNS における会話の意味を考えてみると、友人同士にとって SNS は、平時には雑談やおし

ゃべりをする場かもしれないが、異常事態における会話では、相手の安否を確認する重要なツール



v 

 

になる。また、コロナのような人に会うのが困難な状況では、SNS で不安・不満な気持ちを分け合

って、感情を共有することに加えて、気持ちが楽になるように言葉による遊びを行う場面としての

役割を担っているのではないかと考えられる。 
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บทคัดย่อ  

การศึกษาวิจัยเปรียบเทียบบทสนทนาทางSNSระหว่างภาษาญ่ีปุ่ นและภาษาไทยเกีย่วกบัวกิฤตการณ์ทางสังคมที่

ส่งผลต่อความวติกกงัวล โดยใช้ข้อมูลจากบทสนทนาเกีย่วกบัCOVID-19 

ตั้งแต่ปลายปีค.ศ.2019จนถึงปัจจุบนั(ณ.เดือนธนัวาคม ค.ศ. 2022)โควิด19ไดแ้พร่กระจายไปทัว่โลก ผูค้นต่างไดรั้บ
ผลกระทบหลายดา้น รูปแบบการใชชี้วิตกเ็ปล่ียนไปหลายอยา่ง อาทิเช่นการใส่แมสเม่ืออกไปขา้งนอก การลา้งมือและกลั้วคอ
เม่ือกลบัถึงบา้นกก็ลายเป็นเร่ืองปกติในชีวิตประจ าวนั ซ่ึงการเปล่ียนแปลงเช่นน้ีน าพามาซ่ึงความวิตกกงัวลต่างๆไม่มากกน็อ้ย 
โดยเฉพาะการท่ีไม่สามารถเจอหนา้ครอบครัวหรือเพื่อนฝงูไดก้็เป็นปัญหาอยา่งหน่ึงท่ีงานวิจยัน้ีจะยกมาวิเคราะห์ เน่ืองจากใน
สถานการณ์เช่นน้ีจึงจะท าใหบ้ทสนทนาทางSNSมีบทบาทมากข้ึนกว่าในสถานการณ์ปกติ 

ดงันั้นจุดประสงคข์องงานวิจยัน้ีคือการศึกษาวา่SNSมีบทบาทอยา่งไร ในสถานการณ์ท่ีผูค้นถูกจ ากดัการเจอหนา้กนั
และมีการเร่ิมและด าเนินบทสนาทนาเชิงลบอยา่งไร ในสถานการณ์อนัไม่น่าพึงใจอยา่งโควิด19 

จากงานวิจยัของเจริญพงศ ์(2020) ซ่ึงไดว้ิเคราะห์บทสนทนาการพดูคุยปรับทุกขท์ าใหท้ราบวา่ในภาษาญ่ีปุ่นผูฟั้งจะ
แสดงความรู้สึกร่วมกบับทสนทนา ส่วนผูฟั้งชาวไทยมีแนวโนม้ว่าจะพดูลอ้เล่นในระหว่างการสนทนา ซ่ึงความแตกต่างขา้งตน้
น่ีเองท่ีเป็นจุดเร่ิมตน้ให้งานวิจยัน้ีอยากศึกษาเปรียบเทียบระหว่างภาษาญ่ีปุ่นและภาษาไทย โดยผูว้ิจยัคาดหวงัเป็นอยา่งยิง่ว่าจะ
น าผลท่ีไดไ้ปใชใ้นการพฒันาและปรับปรุงการเรียนการสอนภาษาญ่ีปุ่นใหก้บัผูเ้รียนชาวไทยในอนาคตต่อไป 

 เพื่อศึกษาโครงสร้างการปฏิสมัพนัธ์(Sequential Organization)และวิธีการใชภ้าษาในบทสนาทนาเชิงลบ ผูว้ิจยัได้
รวบรวมขอ้มูลบทสนทนาทางแชทระหวา่งเพ่ือนสนิทในหวัขอ้เก่ียวกบัโควิด19 โดยระยะเวลารวบรวมตวัอยา่งบทสนทนาคือ
เดือนกรกฎาคมถึงเดือนพฤศจิกายน พศ.2563 ในการรวบรวมบทสนทนามีการขอความอนุเคราะห์ใหผู้ใ้หค้วามร่วมมือส่งภาพ
แคปหนา้จอบทสนทนาท่ีเป็นเชิงลบในหวัเร่ืองเก่ียวกบั COVID-19 ซ่ึงผูใ้หค้วามร่วมมือจะเป็นผูต้ดัสินใจเองว่าบทสนทนาเร่ิม
และส้ินสุดท่ีตรงไหน ผูใ้หค้วามร่วมมือในคร้ังน้ีคือกลุ่มนกัศึกษามหาวิทยาลยัและนกัศึกษาปริญญาโทและเอก ซ่ึงน่าจะเป็น
กลุ่มท่ีมีการใช ้SNSในชีวิตประจ าวนัเป็นประจ า 

 ขอ้มูลท่ีไดใ้นคร้ังน้ีมาจากนกัศึกษามหาวิทยาลยัและนกัศึกษาปริญญาโทและเอกในช่วงอายรุะหว่าง10-50ปี โดยมีชาว
ญ่ีปุ่นจ านวน 16คนและชาวไทยจ านวน 43 คน และไดข้อ้มูลบทสนทนาภาษาญ่ีปุ่น59บทสนทนา บทสนทนาภาษาไทย 85 บท
สนทนา 

 โดยมีวิธีการวิจยัคือการน าขอ้มูลท่ีไดม้าวิเคราะห์วจักรรมของแต่ละบทสนทนา เพื่อศึกษาโครงสร้างการปฏิสมัพนัธ์ 
โดยหน่ึงบทสนทนามาจากหน่ึงช่องค าพดู หากในหน่ึงช่องค าพดูมีหลายบทสนทนา กจ็ะดูจากบริบทเพ่ือแยกประเภทของวจั
กรรม โดยสติกเกอร์หรือรูปภาพกถื็อเป็นหน่ึงบทสนทนาดว้ย หลงัจากนั้นกจ็ะแบ่งวจักรรมว่าเป็นเชิงบวกหรือเชิงลบ เพ่ือดูว่า
การสนทนาจะมีแนวโนม้ไปในทิศทางไหน อน่ึงบทสนทนาภาษาไทยจะมีการแปลเป็นภาษาญ่ีปุ่นแบบตรงตวั  
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 เม่ือแบ่งวจักรรมวา่เป็นเชิงบวกหรือเชิงลบแลว้ ต่อมากจ็ะแยกประเภทโครงสร้างการปฏิสมัพนัธ์ของบทสนทนา โดย
การวิเคราะห์จากบริบทวา่โครงสร้างการปฏิสมัพนัธ์แต่ละอนัมีจุดประสงคข์องสารคืออะไร โดยจะเนน้ “ส่วนยืนยนัความ
ปลอดภยั”, “ส่วนแบ่งปันความกงัวล” และ”ส่วนแบ่งปันความไม่พอใจ” 

   โดยคร้ังน้ีจะแบ่งประเภทของบทสนทนาเป็น2 ประเภทคือ“บทสนทนาท่ีมีส่วนยนืยนัความปลอดภยั” และ“บท
สนทนาท่ีไม่มีส่วนยนืยนัความปลอดภยั” 

 ผลการวิจยัพบว่า“บทสนทนาท่ีมีส่วนยนืยนัความปลอดภยั”สามารถแบ่งเป็นส่ีประเภทใหญ่ไดคื้อ “บทสนทนาท่ีเร่ิม
จากส่วนยืนยนัความปลอดภยั”, ”บทสนทนาท่ีเร่ิมจากการทกัทาย” , ”บทสนทนาท่ีเร่ิมจากการแสดงความกงัวลใจ” และ“บท
สนทนาท่ีเร่ิมจากการแสดงความไม่พอใจ”  

 โดยส่วนยนืยนัความปลอดภยัมกัจะปรากฏในบทสนทนาอยา่งรวดเร็วเช่นในช่วงเร่ิมตน้บทสนทนา แมบ้ทสนทนาจะ
ไม่ไดเ้ร่ิมจากส่วนยนืยนัความปลอดภยัแต่สุดทา้ยผูส้นทนากจ็ะด าเนินบทสนทนาไปยงัส่วนยืนยนัความปลอดภยัอยูดี่ ดงันั้น
ส่วนยนืยนัความปลอดภยัจึงเป็นส่วนส าคญัท่ีสุดของบทสนทนาประเภทน้ี 

   ซ่ึงทุกบทสนทนาหลงัจากผูร่้วมบทสนทนายนืยนัความปลอดภยัของอีกฝ่ายไดแ้ลว้ บทสนทนาก็จะเปล่ียนไปส่วน
อ่ืนๆทั้งเชิงบวกเช่นส่วนการลอ้เล่น เชิงลบเช่นส่วนแสดงความไม่พอใจ และเป็นกลางเช่นส่วนพูดคุยเล่นเป็นตน้ แต่ไม่ว่าบท
สนทนาไหนกจ็ะตอ้งมีการแสดงความกงัวลหรือความไม่พอใจต่อโควิด19 อนัท าใหบ้ทสนทนาด าเนินไปทิศทางเชิงลบทั้งส้ิน 
โดยในภาษาญ่ีปุ่นมกัจะมีแนวโนม้พดูคุยแบ่งปันความกงัวลใจ เม่ือเจอผูท่ี้ตกอยูใ่นสถานการณ์เดียวกบัตวัเอง แต่ในภาษาไทยจะ
แบ่งปันความไม่พอใจต่อโควิด19กบัอีกฝ่ายหลายต่อหลายอยา่ง แมก้ารแสดงความไม่พอใจอาจจะท าใหบ้รรยากาศการพดูคุยแย่
ลงไดก้ต็าม  

  แมส่้วนใหญ่ของบทสนทนาจะเป็นไปในเชิงลบ หากแต่กมี็หลายบทสนทนาท่ีหลงัจากนั้นมกัจะจบลงท่ีผูเ้ขา้ร่วม
สนทนาใหข้อ้มูลเก่ียวกบัสถานกาณ์ในแง่ดี แสดงความคาดหวงัหรือมีการกล่าวลอ้เล่นกนัเพ่ือเรียกเสียงหวัเราะ ท าใหบ้ท
สนทนาจบลงในเชิงบวก 

 ต่อไปคือ“บทสนทนาท่ีไมมี่ส่วนยนืยนัความปลอดภยั” แบ่งไดเ้ป็นสองประเภทคือ ”บทสนทนาท่ีเร่ิมตน้จากส่วน
แบ่งปันความกงัวล” และ”บทสนทนาท่ีเร่ิมตน้จากส่วนแบ่งปันความไม่พอใจ” 

  ”บทสนทนาท่ีเร่ิมตน้จากส่วนแบ่งปันความกงัวล” สามารถแบ่งไดเ้ป็น”บทสนทนาท่ีเร่ิมจากการแสดงความกงัวล” 
และ”บทสนทนาท่ีเร่ิมจากการเปล่ียนแปลงก าหนดการ”  โดยในภาษาญ่ีปุ่น”บทสนทนาท่ีเร่ิมจากการแสดงความกงัวล” นั้นผูฟั้ง
จะแสดงความเขา้ใจ และใหค้่าเชิงลบ หรือแสดงความเขา้อกเขา้ใจ เพ่ือแบ่งปันความไม่สบายใจของผูพ้ดู การท่ีผูฟั้งมีปฏิกิริยา
เชิงลบท าใหบ้ทสนทนาด าเนินไปในเชิงลบตั้งแต่ตน้จนจบ หากแต่ ”บทสนทนาท่ีเร่ิมจากการเปล่ียนแปลงก าหนดการ”  นั้น
ตรงกนัขา้ม ผูเ้ขา้ร่วมบทสนทนาจะเสนอก าหนดการคร้ังต่อไปทนัทีอยา่งกระตือรือร้น ท าใหบ้ทสนทนาด าเนินไปในเชิงบวก 
อีกดา้นในภาษาไทย”บทสนทนาท่ีเร่ิมจากการแสดงความกงัวล” นั้นหลงัจากแบ่งปันความกงัวลกนัแลว้ ผูเ้ขา้ร่วมบทสนทนาจะ
มีการลอ้เล่น เล่นมุก หรือแสดงความเป็นห่วงเป็นใยต่อกนัท าให้บทสนาทนาจบลงแบบข าขนัและไปในทิศทางเชิงบวก ส่วน”
บทสนทนาท่ีเร่ิมจากการเปล่ียนแปลงก าหนดการ”  นั้นหลงัจากแบ่งปันความกงัวลแลว้ คนไทยก็จะแสดงความไม่พอใจต่อโค
วิด19 หรือปลอบโยนอีกฝ่ายพร้อมเสนอแนวทางแกปั้ญหา ท าใหบ้ทสนทนาไปมีทั้งจบลงในเชิงลบและจบลงในเชิงบวกทั้งสอง
อยา่ง 
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 สุดทา้ยคือ”บทสนทนาท่ีเร่ิมตน้จากส่วนแบ่งปันความไม่พอใจ” สามารถแบ่งไดเ้ป็นสองประเภทคือ”บทสนทนาท่ีเร่ิม
จากการแสดงความไม่พอใจ” และ”บทสนทนาท่ีเร่ิมจากการกล่าวถึงสถานการณ์ปัจจุบนั”โดยในภาษาญ่ีปุ่นจะแสดงความไม่
พอใจแค่บทสนทนาคู่เดียว และเปล่ียนหวัขอ้ไปในเชิงบวกแทน แต่ภาษาไทยจะตอบกลบัความไม่พอใจของอีกฝ่ายโดยการ
แสดงความไม่พอใจต่อโควิด19 หรือกล่าวถึงสถานการณ์ปัจจุบนัท่ีไม่พึงใจบา้ง ท าใหบ้ทสนทนาเป็นเชิงลบตั้งแต่ตน้จนจบ 

  ในส่วนของการใชภ้าษา ภาษาญ่ีปุ่นจะมีการใชค้  าทางบวกเช่น “สบายใจ” “ดีใจ” “ดีแลว้” และอ่ืนๆอีกมากมาย แต่
ภาษาไทยจะไม่ค่อยมีการใชค้  าทางบวกเท่า ดงันั้นการวิเคราะห์วา่ประโยคนั้นเป็นขอ้ความเชิงบวกหรือลบจึงจ าเป็นตอ้งดูจาก
บริบทรอบขา้ง นอกจากน้ีในภาษาญ่ีปุ่นและไทยยงัมีการเล่นค า หรือการใชวิ้ธีต่างๆท่ีท าใหบ้รรยากาศการพูดคุยผอ่นคลาย ไม่
ตึงเครียดจนเกินไป 

 ในการใชภ้าษาเชิงลบเอง ภาษาญ่ีปุ่นและภาษาไทยมีการใชค้  าเชิงลบมากมายและมีการใชก้รรมวิธีต่างๆแสดงถึงความ
กงัวลหรือความไม่พอใจ เช่น”การยกค าพูดของบุคคลท่ีสามมาอา้งอิง” “การเปรียบเทียบเกินจริง”เป็นตน้ แต่ในภาษาไทยจะมี
การใชวิ้ธีแสดงความไม่พอใจหลากหลายวิธีกวา่ภาษาญ่ีปุ่น  

  ทั้งน้ีในภาษาญ่ีปุ่นจะมีการใชค้  าแสดงความเขา้อกเขา้ใจอีกฝ่าย โดยการแสดงความเขา้อกเขา้ใจมกัจะมีการต่อทา้ย
ประโยคดว้ย 「ね」เพ่ือเนน้ความรู้สึกเขา้อกเขา้ใจใหม้ากข้ึน 

 นอกจากน้ีในบทสนทนาภาษาไทยพบวา่มีการใชส้ติกเกอร์เป็นจ านานมาก ส่วนในบทสนทนาภาษาญ่ีปุ่นจะนิยมใชอิ้
โมติคอนมากกว่า โดยอิโมติคอนมกัจะตามหลงัขอ้ความเชิงลบ และเป็นประเภท Smileys & Emotion 

  สุดทา้ยน้ีในสถานการณ์ปกติSNSอาจจะเป็นพ้ืนท่ีส าหรับคุยเล่นทัว่ไป แต่ในสถานการณ์ท่ีไม่ปกติเช่นโควิด19 SNS
จะถูกใชเ้ป็นเคร่ืองมือท่ีใชย้ืนยนัความปลอดภยัของอีกฝ่าย นอกจากน้ีSNSยงัไม่ใช่แค่เป็นเคร่ืองมือท่ีใชแ้บ่งปันความรู้สึกเชิงลบ
เช่นความกงัวลใจ ความไม่พอใจ หากแต่กย็งัเป็นเคร่ืองมือท่ีใชแ้บ่งเบาความรู้สึกเชิงลบและก่อใหเ้กิดความรู้สึกในแง่ดีผา่น
การละเล่นทางขอ้ความต่างๆอีกดว้ย 
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第 1 章 はじめに 

 本研究では、新型コロナウイルスが世界中に蔓延しているコロナ禍の状況において人と会うこと

が制限される中で、SNSがどのような意味を持ち、どのようなコミュニケーションが行われている

のかを考察するために、SNS（Social Networking Service）を用いた友人同士のチャットコミュニ

ケーションを分析する。特に、COVID-19 に関する不安・不満など好ましくない状況に関する会話を

分析対象とし、友人同士が SNS を通してどのようにやり取りをしているかを、会話分析の手法を用

いて明らかにすることを目的とする。 

 2019 年の末から現在（2022 年 12月）に至るまで新型コロナウイルスが世界中に拡大し、人々に

様々な影響を与え、深刻な事態を引き起こしている。外出自粛や外出するときはマスクを着用し、

手洗い、うがいを習慣化する等、生活様式が変わり、人々は多少なりとも不安や不満を抱えている

だろうと予測される。そのため、本研究は多くの人々に共通している COVID-19 を話題とした好ま

しくない状況に関する会話を対象として分析する。 

 COVID-19とは coronavirus disease 2019（2019 年に発生した新型コロナウイルス感染症）を略

した言葉であり、2019 年の終わりごろに発生したのを皮切りに、短期間で世界中に感染が拡大し

た。新型コロナウイルスに感染しても、多くの場合は症状が出ず、症状が出る場合も大半の人では

咳や発熱などの軽症で数日から数週間たつと回復するが、病状がとても重くなって呼吸が苦しくな

る人もごく一部存在する。ひどい場合には、内臓が機能しなくなって死に至ることすらある。行動

医学研究部長・精神保健研究所（2020）によると、感染そのものへの不安に加え、生活スタイルの

変化に伴う様々なストレスがあること、育児、家事、介護、療養の負担が増えている人もおり、在

宅によって人との結びつきが減少し、生活のリズムを崩したり、睡眠や食事のバランスを崩してし

まう場合もあること、仕事や将来の見通しについて心配をし、不安になる人もいること、身近に感

染者がいたり、自分自身に感染のリスクが生じることもまた、気持ちの上での負担を生じかねない

ことなどが指摘されている。 

 そうした中で、新型コロナウイルスの蔓延による深刻な事態が人々の生活に与えた影響の一つ

に、家族や友人と対面で会うことができなくなったことが挙げられる。そのため、チャットメッセ

ージの重要性がますます増していると考えられる。現在、スマートフォンの普及により、チャット

メッセージが重要なコミュニケーションの一つとなっているが、このような不安な社会情勢におい

て、SNS がどのような意味を持ち、どのようなコミュニケーションが行われているのかを探りたい

と考える。そこで、本研究では、SNS 上での COVID-19 に関する会話、特に友人同士の LINE、

Messenger、Instagram、そして Twitter の 4 つのオンライン状態の SNS のチャットコミュニケー

ションにおける不安・不満など好ましくない状況に関する会話を対象とし、会話参加者がどのよう

に不安・不満などネガティブな内容の発話を行い、それに対してどのような反応を行って会話を展

開していくのかを明らかにしたい。 
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 チャランポン（2020）では、悩み語りのような好ましくない状況の会話において、タイ語母語話

者の悩み語りの聞き手は【からかい】、日本語母語話者は【共感】で応じる傾向があるということ

が論じられている。その違いをきっかけとして、本研究では、悩み語りだけでなく、タイ語と日本

語の好ましくない状況に関する会話について研究する。 

 分析に際しては、会話分析の手法を用い、タイ語と日本語のそれぞれの言語の連鎖組織及び参加

者の相互行為の特徴、そして言語表現の分析と考察をし、対照する。チャットの会話では、話し手

と聞き手の仕草や振る舞い、表情が観察できないが、利用者の感情を表すためのスタンプや絵文

字・顔文字および写真を送ることができる。そのため、本研究では、文字での会話を対象するだけ

ではなく、チャットで送ったスタンプや絵文字・顔文字および写真も併せて分析して考察してい

く。 

 この研究を通して、タイ語と日本語それぞれの言語の特徴を探り、その類似点・相違点を明らか

にすることによって、タイ人日本語学習者への日本語教育の一つの手がかりにしたいと考える。 

 本研究での研究目的は、以下の 2 点である。 

 1.友人同士の SNS のチャットコミュニケーションにおける不安・不満など好ましくない状況に関

する会話を対象とし、SNS の会話の特徴を探り、タイ語と日本語のそれぞれの言語の連鎖組織及び

参加者の相互行為の特徴、そして言語表現の分析と考察をし、対照する。 

 2.コロナ禍において、人と会うことが制限されるような状況で、SNS ではどのようなコミュニケ

ーションが行われており、そのコミュニケーションは参加者にとってどのような意味があるのかを

解明する。  



3 

 

第 2 章 先行研究 

 本章では、SNS とそれに関連のある先行研究、好ましくない状況に関する会話に関連する先行研

究、共感に関連する先行研究、そして COVID−19 をめぐる状況を概観し、先行研究の問題点を指摘す

る。 

2.1 ソーシャルメディア（SNS）の定義とソーシャルメディア系サービスおよびコミュニケーショ

ンツールの現状に関する研究 

 まずは、本研究で扱う SNS を定義しておく。坂田、曽我、甲斐田（2021）では、SNS とは、

Social Networking Service（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）の略で、社会的な繋がり

を作り出せるサービスのことであると述べている。 

 総務省情報通信政策研究所（2022）によると、令和 3 年では、「スマートフォン」の全年代での

利用率は 91.1％に増加している。全年代における主なソーシャルメディア系サービスアプリの利用

率は、「LINE」が最も多く、92.5％で、年代別に見ても、全ての各年代で最も利用率が高い。ユー

ザ同士の交流やコミュニケーションを主な目的とするソーシャルメディア系サービスおよびアプリ

に関しては、全年代の利用率で見ると、「Twitter」は 46.2％、「Instagram」は 48.5％、そして

「Facebook」は 32.6％で「LINE」に続く。「Twitter」の利用率は、10 代及び 20代の若年層の利用

率が高くなっているほか、30 代及び 50 代の利用率が伸びている。一方、「Instagram」の利用率

は、全年代、40 代を除く各年代で増加しており、「Facebook」の利用率は、去年と比べると、全年

代及び多くの年代で減少していると報告している。 

 

2.2 日本語の LINE の分析に関する先行研究 

 総務省情報通信政策研究所（2020）によると、主なソーシャルメディア系サービスアプリの中で

全年代の利用率が高いのは LINE であるため、まず LINE に関する先行研究を見ていく。 

 LINE とは、韓国のインターネットサービス会社であるネイバー株式会社（現：ネイバー株式会

社）の日本法人 NHN JAPAN 株式会社（現：LINE 株式会社）が提供している、無料音声電話やメール

を通じて個人・グループ単位でやりとりができるアプリケーションである。 

 

2.2.1 LINE の特徴と場面的特性に関する先行研究 

 まず、西川・中村 （2015）では、19～24 歳の男女へのインタビューにおいて、LINE 上のコ

ミュニケーションに①～⑤のような特徴があることを指摘している。  

 ① やりとり速度が極端に速い例がある一方、一旦途切れた会話が翌日再開されるような

場合でも、スムーズに会話が継続される。 
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  ② 複数の話題が同時並行でやりとりされる話題の輻輳が問題なく遂行されている。 

  ③ スタンプ機能以外にも、従来のメールでも用いられてきたテキストでの顔文字表現も

行われ、テキスト以外の表現の工夫や使い分けが生じている。 

     ④ 同じスタンプや画像を別のニュアンスで多用し、しかも誤解なく了解されている。 

 ⑤ 極端に短文化され、省略されたメッセージの理解のためテキスト内外の文脈への依存度

の高いコミュニケーションである。 

（西川・中村 2015、pp.47 :参照） 

 一方、岡本・服部（2017）では、LINE の特徴を以下のようにまとめる。 

① グループ名、参加者の人数が表示される。 

② 入力した文字やメッセージが吹き出しの中に一挙に表示される。 

③ 送信した順番に発話が時系列に並ぶ。日が変わると日付が表示される。 

  ④ 画面の左側に、送信者の登録氏名や写真・送信者を表すマークが現れ、同時に相手が送信

した時刻が表示される。 

  ⑤ １回 1 つの「スタンプ」が送信できる。また「スタンプ」は、絵文字のように文字メッセ

ージと共に送ることはできない。ただし、スタンプの中には、もともと「ありがとう」、

「ごめん」、“OK”、”Thank  you”、”Sorry”、などの文字が含まれているものが多

い。 

  ⑥ 画面の右側には、自分が送信したメッセージが吹き出しに表示され、発信時刻、相手が読

んだ場合は、「既読者数」表示が出る。尚、参加者が複数の場合は、既読者が増える毎に

「既読者数」表示が増える。 

⑦ 写真や動画（音声も含）が送信できる。 

⑧ 新しくメンバーに入ったりやめたりする際に表示が出る。 

⑨ 誰かが招待した場合も、その旨表示される。 

  ⑩ その他、STICONS（LINE 専用の絵文字）機能なども加わり、スタンプ同様の利用ができる

ようになってきている。 

    （岡本・服部 2017、pp.132-133 :参照） 
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 また、岡本（2016）では、岡本・服部（20171）を参考にし、LINE のチャットでのコミュニケーシ

ョンの場面性を IRC2、PC メール、ケータイメール、ケータイ電話と比較し、それぞれの場面的特性

について整理している。以下の表 1 は、岡本のまとめた表に加えて、LINE の機能更新のため、著者

が一部改訂を加えたものである。 

表 1 LINEチャットの場面的特性 

場面性 LINE のチャ

ット 

IRC PC メール ケータイメ

ール 

ケータイ電

話 

空間 共有あり 共有なし 共有なし 共有なし 共有なし 

送受信 同期から非

同期 

同期から非

同期 

非同期 同期から非

同期 

同期 

通信 同期または

非同期 

ほぼ同期 非同期 同期または

非同期 

同期 

既読表示 ある ない ない ない3 - 

モード 文字、絵

文、記号、

写真、動

画、スタン

プ、URL リン

ク、音声、

ビデオ電話 

文字、絵

文、記号、

写真 

文字、絵

文、記号、

写真 

文字、絵

文、記号、

写真  

音声 

参加形態 1 対 1 

1 対多 

1 対 1 

1 対多 

1 対 1 

1 対多 

基本的に 1

対 14 

 

1 対 1 

 

匿名性 低い 高い 低い 低い 低い 

記録性 あり あり あり あり なし 

 

 上記で、岡本（2016）では、モードに特に注目し、LINE は他のメディアにはなかった視覚的な表

現を表す「スタンプ」という機能があるとし、詳しく取り上げている。  

 

1 岡本（2016）では、その時、岡本・服部(2017)はまだ「印刷中」であった。 

2 IRC（Internet Relay Chat）とは、インターネットを通じて複数の利用者がリアルタイムに文字メッセージを交換

することができるチャットシステムである。（IT用語辞典 2016：参照） 

3 近年のスマホのショートメッセージは「開封済み」などの既読を知らせる設定もある。（岡本 2016、p.235：参

照） 

4 スマホのショートメッセージには 3人以上でやりとりできる機能もある。（岡本 2016、p.235：参照） 



6 

 

2.2.2 LINE の表現とスタンプに関する先行研究 

 岡本（2016）は、実際の親しい学生同士の 3人以上が参加している LINE 会話を分析した結果、チ

ャットに出現した表現は、「視覚的描写」、「心理的描写」、「日常的表現」、「個人的表現」、

「即効的表現」、そして「音声的・音韻的表現」の 6 つの種類に分けられると考察している。以

下、岡本の考察をまとめる。 

 ①「視覚的描写」は五感に訴えかける表現のことで、感動詞や擬態語、擬声語などが含まれ

る。例えば、感動詞の「うわー」や感情表出の「ちくしょう」、そして「笑」「(^o^)/」な

どの顔文字・エモティコンである。 

 ②「心理的描写」は「～と思う」「～と言う」など、他の文に「～」の部分をそのまま投げ出

したり、心の中の生のことばを説明するものである。 

 ③ 「日常的表現」は日常的な発想にもとづく表現、話しことば的な言い方や語彙選択のことで

ある。例えば、「英語できねー」などである。 

 ④「個人的表現」は話しことば的雰囲気が出せるもので「ね」「よ」などの終助詞、「あいづ

ち」や「応答」などのことである。例えば、共感や相手の反応を引き出すなどの相互行為の

促進を担っているものである。 

 ⑤「即効的表現」は「えーと」や「あのー」「なんか」などのフィラーである。 

 ⑥「音声的・音韻的表現」はアクセントやプロミネンスを伝えるものである。例えば、「！」

「？」などの表記である。 

（岡本、2016：pp.229-231） 

 また、他のメディアにはなかった視覚的な表現を表す「スタンプ」という機能について岡本

（2016）、岡本・服部(2017)は、「会話の連鎖を方向付ける」と「参加構造の組織を担う」の

2 つに分類している。「会話の連鎖を方向付ける」について、岡本（2016）、岡本・服部

(2017)は、スタンプは 1 つのターンと隣接ペアの一部として機能する場合があり、文の一部の

構成要素ともなりうる。一方、「会話の連鎖を方向付ける」については、おかしさや楽しさを

誘う種類のスタンプが、参加の意志表明を表すのにも使われて、参加の組織化を担っていたと

言えると述べている。例えば、異なる人が同じ種類のスタンプを使用することで、親しい仲間

でみられる“joking relationship”が協働構築され、仲間意識を表したり、更に、同じ種類の

スタンプを「別れ」で使用することによって「楽しさ」や「のり」が演出されて「遊び」の空

間が創出され、別れの話題中に埋め込まれた「雑談」が共同達成されていた場合があると指摘

している。   

 また、LINE スタンプの利用動機や利用行動について、山﨑他（2021）では、日本人大学生

212 名を対象に、チャット状況での LINE スタンプの利用動機，LINE スタンプの利用や購入に関
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するアンケート調査をした結果、探索的因子分析及び確認的因子分析により、「雰囲気づく

り」、「感情表現」、「注目誘引」、「個性表現」、「沈黙回避」の 5 つの利用動機が見出さ

れたとしている。このうち、「雰囲気づくり」、「感情表現」、「沈黙回避」で女性が男性よ

り高かった。これらの利用動機とスタンプ使用/購入の関連を重回帰分析により検討した結果、

スタンプの使用を強く促す動機は「注目誘引」と「感情表現」であるのに対し，スタンプの購

入を促す動機は「個性表現」であることが見出されたとのことである。 

 

2.2.3 LINE での会話の構造に関する先行研究 

 次に、LINEでの会話の構造について紹介する。三宅（2020）では、依頼場面で相手が承諾するま

での吹出と内容の配置のパターンを，大きく「単発一気型」、「多発一気型」、「混合型」、「往

還型」の 4種に分類している。   

 ① 単発一気型：一つの吹出で切り出し（挨拶/呼びかけなど）から依頼までを行い、相手から了

承を得ているもの。 

 ② 多発一気型：切り出し（挨拶/呼びかけなど）から依頼まで吹出を 2 つ以上に分けて、相手か

らの反応を待たずに依頼を行い、相手から了承を得ているもの。  

 ③混合型（2 種類） 

 ③-1．混合単発一気型：最初に（挨拶や依頼の前置きなどの）相手との往還があるが，依頼

部分は一つの吹出で行っているもの。  

  ③-2．混合多発一気型：（挨拶や依頼の前置きなどの）相手との往還があるが， 依頼部分は

複数の吹出に分けて相手からの反応を待たずに一気に依頼しているもの。  

 ④往還型：相手と複数回のやりとりや交渉を往還させて了承を得ているもの。 

（三宅 2020、pp.147：参照） 

  三宅（2020）の結果では、①、②、③の出現率は 81.0％で、一気型あるいはそれに近い形で依

頼をしていることが多い。すなわち，LINE では対面とは大きく異なり，相手の反応を待たずに一気

に依頼するパターンが圧倒的に多いと三宅(2020)は述べている。その後のフォローアップインタビ

ューによると、情報を小出しにして相手の反応を待つというやり方では話が終わらないところで相

手が反応してきて，やりとりに時間がかかり煩雑になる上、無駄な憶測や心配を抱かせてしまう。

一気に用事を述べるほうが効率的で相手にも配慮しているという回答が多かったと指摘している。

そこで、目前に相手がいる場合は様子や反応を踏まえて次を決めるが LINE の場合は異なる配慮と留

意が必要であることが分かると三宅(2020)は結論づけている。 
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2.3 SNS における「笑い」に関する先行研究 

 本節では、SNS における「笑い」に関する先行研究を概観する。青柳・川合（2019）は、「ニコ

ニコ動画コメントデータ」を分析し、「草5」はポジティブな単語よりネガティブな単語につけるこ

との方が多かったということが指摘されている。「草」については「草」自体や「草生える」など

「草」と共に使用される語が抽出され、「草」自体がネガティブ寄りのものと認識されていると考

えられる。一方、「ｗ」については「ｗ」自体がネガティブであるわけではなくネガティブな単語

と共に現れるケースが多くみられたと述べている。更に、共起する品詞においては「草」では名

詞、感動詞が、「ｗ」では形容詞、動詞が多く出現する傾向がみられたとしている。「草」は笑い

の対象が名詞である際に用いられ、「ｗ」は名詞そのものを対象とするより、行為や状態が笑いの

対象である場合に多く用いられるものと思われると述べている。 

 「笑」について、青柳・川合（2019）は次のように述べている。今回のデータでは「笑」という

例が少なく、あまり分析できないが、「笑」が付与された名詞を嘲笑する意味合いで使われていた

例がみられたため、「笑」はそれが付与された名詞を侮蔑する役割として使用されていると考えら

れる。 

 以上、青柳・川合（2019）はネットスラングは全体的にネガティブな意味や嘲笑、侮蔑的な笑い

として用いられている傾向があり、インターネットコミュニケーションの場においての笑いは嘲笑

や批判的なものが多いと言えるのではないだろうかとまとめている。 

 

2.4 SNS における顔文字・絵文字に関する先行研究  

 まず、顔文字の定義を取り上げる。荒川（2007）では、顔文字とは、表情やしぐさに似せて文字

や記号を組み合わせたアスキーアート（ASCII art）の一種であり、携帯電話やパーソナルコンピュ

ーターでのメールのやり取りなどの際に、文の間や文末に挿入する形で用いられると定義され、プ

タシンスキ他（2017）も、顔文字をインターネット上の会話において人がそのときの気持ちなどを

表現したいときに文字と記号を素材とし想像力を使って新しく発明して利用する表現であると定義

している。また、中丸（2005）では、インターネットや携帯電話でのやりとりをする場合に、メッ

セージの他にテキスト（通常の文字や記号）を用いて、絵や感情を表現する方法に絵文字、もしく

は、顔文字（emoticon, emotional icon, smiley）があるとし、顔文字はメッセージの内容（例：

ごめんなさい）に感情を付加する用途として、通常、感情表出時の顔をテキストで作成したもの

（例：ごめんなさい（＾＿＾））で、メール（インターネット・携帯電話）、TV ロープ、電光提示

版などで使用されていると指摘している。 

 

5 「草」とはネット上で「笑い」を意味するスラングである。 
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 顔文字を構成する要素としての文字や記号について、荒川（2007）では、顔文字の部分として用

いられ、顔文字全体が一つの表象として機能するときには、元の意味を失うとしている。例えば、

「(^_^)」の括弧やアンダーバー、アスタリスクといった要素は、それぞれ顔の輪郭、口の形、目の

形、を表現したものと読み替えられると説明している。 

 高木（1993）による顔文字の研究では，顔文字の機能には三つがあると述べている。それは（1）

高次表意や推意を方向づけるコンテクスト化機能、（2）相手の対面について調整・維持を図る機

能、（3）自己の対面について調整・維持を図る機能の 3つである。 

 顔文字の文化差について、荒川（2007）はドイツやアメリカの顔文字は、：-）のように顔を 90

度左側に転倒した形（転倒型）で表現されることが多いが、日本の顔文字は、正立した形（正立

型）で表現されることが多いとしている。また、プタシンスキ・奥村・ジェプカ（2017）は、正立

型の顔文字の例には，単純な（ˆoˆ）から精巧な（̅（工）̅）ほか、一般的に顔文字らしいものもあれ

ば、もともと文字一つや二つへの見方を変えて、姿勢や動作の意味で使われるものもあり、その例

には「orz」（がっかり、絶望の意味）や「ぷ．」（ボウリングをしているなどの意味）などがあげ

られるとしている。 

 また、顔文字・絵文字の歴史に関して、プタシンスキ・奥村・ジェプカ（2017）では、文字の組

合せで絵をつくる遊び，いわゆる「文字絵」は江戸時代から日本に存在しており，その有名な例と

しては「へのへのもへじ」があると報告している。ネット上の非言語表現はインターネットや電気

通信技術とともに進化してきており、最初は文字だけの顔文字が流行したが、技術の発展につれて

単純な絵を記号化することが可能となった。初期の絵文字は日本国内のみで普及したが、2007 年か

ら Google が Gmail サービスへの導入を目的として、絵文字セットを Unicode へ含めるために開

発を進めており、2010 年に成功したとしている。また、2011 年に Apple 社によって発売された新

型スマートフォン iPhone6 には高解像度の絵文字が含まれ、世界的に流行したという。 

 プタシンスキ・奥村・ジェプカ（2017）は、2004 年に創立された Facebook や 2006 年に創立さ

れた Twitter などのソーシャルネットワーキングサービス（SNS）が人気を集め続け、またスマー

トフォンが一般的に利用されるようになり，SNS 数が急増していること、2011 年に創立された LINE 

社は一般的な絵文字のほかに、高解像度の絵文字 STAMP（スタンプ）を使えるようにし、新たな人

気の波を起こしたことに言及している。一般的な絵文字とは異なり、スタンプには超高解像度の画

像が含まれており、アニメーションがついているものも少なくないという。Oberwinkler・大家

（2022）は、LINE が登場して以来、スタンプを使用するコミュニケーションは日常生活に欠かせな

いものとなっていると述べている。 
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2.5 好ましくない状況に関する会話に関する研究 

 コロナという社会情勢は、不安や恐怖、隔離がもたらすストレス、偏見と差別、情報のもたらす

社会不安と混乱、などさまざまなメンタルヘルス上の問題を生じさせる。そのため、それらのネガ

ティブな感情を表出するために、語り手は会話の中で「不安」に限らず、現在の状況に対する「愚

痴」「不満」「悩み」「不運」なども語ることが予想される。 

 そこで、本節は、コロナ禍という不安な社会情勢の中で、「不安」「愚痴」「不満」「悩み語

り」「不運」という好ましくない状況に関する会話についての先行研究を見ていく。 

  

2.5.1 不安に関する先行研究 

 「不安」の会話を対象とする会話研究は管見の限りまだなされていないため、本研究は心理学の

分野での不安の定義を取り上げる。 

 三浦（1983）は、不安の意味と価値観を研究し、「不安」とは「何かはっきりと分からないが、

白分自身の存在の中から生じて来る漢然とした恐れの感情である」と定義している。一方、吉村

（2018）は心理学に基づく“不安”との付き合い方についての研究の中で、「不安」とは「これか

ら起こる何かによって、自己の存在が脅かされる可能性を感じること」と定義している。そして、

佐伯（2021）では、精神看護専門看護師による不安を持つ人への対応について研究し、不安とは

「漠然とした恐れの感情」と定義している。さらに、「不安」の原因は過去に失敗や嫌な体験でこ

わい思いをしたことがあるため、未来の危険から身を守ることや、用心深い性格や完璧主義である

ため、ミスの少ない正確さを求めることである（佐伯、2021）。つまり、身を守ることが重要な原

因であると言える。 

 不安を抱える人に対する相談者への対応に関して、佐伯（2021）では相談者のヒストリーを傾聴

し、ゆっくり相槌を打ちながら共感する方法を提供している。さらに、「大変な思いをしてきたん

ですね」「よく耐えてきましたね」「私が同じ立場に置かれたら同じくらい辛いと思います」など

共感の言葉の例も取り上げている。 

 

2.5.2 日本語の愚痴に関する先行研究 

 一般的に、漠然とした不安・不満などネガティブでいやな感情から解消される方法の一つは誰か

に愚痴をこぼすことだと考えられるため、まず、愚痴についての研究をみる。野中（2007）は、

「愚痴」についてバフチン6の言語観の観点から論じており、（1）愚痴は必ず聞き手を必要とする

 

6ミハイル・バフチン。ロシアの哲学者、思想家、文芸批評家、記号論者。バフチンは、空間的に共有することがな

い、唯一でかけがえのない自己の視点から世界の意味を解釈するという前提から議論を開始する(Clark & Holquist, 

1984)。 
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こと、（2）愚痴をこぼす人は、聞き手に対して「私の愚痴を聞いてほしい、でも意見（異見）はし

ないでほしい」という特徴的な態度をとることを指摘している。一方、岡田（2004）は、野中の研

究に基づき、愚痴の定義を「聞き手に、ある関心事を話題として、直接的な問題解決を意図せず

に、否定的な感情を中心として表出することを目的としたコミュニケーョン」とした。また、釜田

（2017）は、日本語会話における共感の仕組みを研究するために、愚痴や悩み、不満などの会話を

研究し、「愚痴」は、嘆いてもどうしようもないことで、聞き手からの同調を期待するものであ

り、「愚痴を語る」ことは「望ましくない事態について嘆くことで、同調してもらえることを期待

している語り」であると定義している。さらに、釜田（2017）は、「愚痴」は聞き手に同調しても

らえることを期待しているが、「愚痴」に同調しないことは、語り手の経験を否定することに繋が

るため、「愚痴」に同調できないと考えていても表面的には一度同調し、その後、除々に同調でき

ないことを伝えたほうが語り手を否定せずに済むと述べている。 

 

2.5.3 日本語とタイ語の不満、及び日本語会話におけるタイ人日本語学習者の不満表明に関する

先行研究 

 不安と同じネガティブな状況である不満についての日本語とタイ語の研究を紹介する。まず、日

本語における不満について、釜田（2017）は、不満では、語り手が聞き手からの正当性を認めてほ

しいと望んでいる。聞き手が語り手の正当性を認めることができない場合、その代わりに語り手の

心情に賛同する傾向があると述べている。次にタイ語における「不満」という好ましくない内容の

会話の特徴を取り上げる。ソムチャナキット（2013）は日本語母語話者とタイ語母語話者の不満表

明について分析し、両言語とも明示的な不満表明ストラテジーが用いられる傾向にあるが、タイ語

では日本語と比べ、多様なストラテジーが使用され、冗談を言いながら不満表明を行うという特徴

がみられたとしている。一方、ウォンサミン（2016）では、日本語母語話者は 不満の原因・理由の

説明を求めて、好ましくない状況の結果を客観的に述べる傾向があるが、タイ語母語話者は親しい

友人に対する不満表明の際に、冗談を言うのが特徴的であることが指摘されている。それに関し

て、ウォンサミン（2018）では、日本語会話におけるタイ人日本語学習者の不満表明に関する研究

の中で、タイ語母語話者は，時に親しい相手に冗談を言うことによって、「遊ぶ自分」として、不

満表明フレームから遊びフレームへのリフレーミングを開始し、不満表明フレームの真剣な側面を

留保して、一時的に相手の笑いを誘うような「真剣ではない側面」に切り替えてやりとりを行って

いるとしている。つまり、真剣に問題の解決法を導かなければならない状況にもかかわらず、素早

い状況の解決を優先するのではなく、相手と所々冗談を交えながら会話を進めていることが明らか

になったと述べている。 

 また、ウォンサミン（2018）は、遊びフレームにおける冗談の内容別に相手がリフレーミングを

認識可能とする手がかりを分類し、遊びフレームにおける冗談の内容によって、相手の フェイスを

侵害する冗談である「フェイス侵害あり」と、発話の中に明らかな間違いや大袈裟な内容を含めて
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笑いを誘う冗談である「フェイス侵害なし」に分類している。遊びフレームへのリフレーミングに

よって、不満表明を言う側であるタイ語母語話者は「不満表明の自分」ではなく、一時的に「遊ぶ

自分」という自己位置づけを表示していると見なせる。それによって、笑いを生みやすいような環

境が作られるため，不満表明による緊張した雰囲気が緩和されるだけではなく、フェイスの侵害の

度合の軽減が図られ、対立する聞き手との人間関係が保たれるという役割もある。そのため、不満

を言う側であるタイ語母語話者は、人間関係を保持するためのストラテジーとして遊びフレームへ

のリフレーミングをしていると考えられるとウォンサミン(2018)は述べている。 

 

2.5.4 日本語とタイ語の悩み語りに関する先行研究 

 日本語の悩み語りの研究については、悩み語りの場面における語り手と聞き手の「分かち合い」

に関する研究が多く行われている。これらは「分かち合い」の研究であるため、語り手の行為よ

り、主に聞き手による理解・共感の行為に焦点を当てた研究が多い。戸江（2018）は子育てひろば

における悩み語りを分析し、語り手がまず「最近、調子はどうですか？」という習慣的な挨拶を

し、受け手が「いいと思うよ、たぶんね」といったふくみのある応答をすると、質問をした語り手

は回答の後で悩み語りを切り出すと述べている。また聞き手に関して、戸江（2018）は、幼い子供

の親とその家庭を訪れた看護婦との会話を分析した研究から、悩み語りに対して可能な応答は助言

だけではなく、共感もとりうる応答のひとつだとしている。また、共感するためにはお互い同じ立

場であることが必要になると論じている。しかし、子育てひろばの悩み語りの場面において、語り

手が悩みを語ると、それを聞いた他の母親はそれを分かり合ったり、助言をしたりするが、そこで

語られる悩みはそれほど深刻なものではなく、他愛のないものが多いため、これらの悩みの多くは

特に何かの解決策を講じなくてもいいと指摘している。このような悩み語りの内容に関して、安井

（2018）は、日本語母語話者の友人同士の実際の日常会話を分析した結果、語られた悩みや問題が

異常・特異なものではなく、誰でも感じうる「普通のこと」であるということを示すことが適切な

返答だと述べている。聞き手が、悩みの語り手との「共－成員性（Co-membership）」を可視化さ

せ、「そのような悩みを抱くことは異常なことではなく普通のことだ」ということを立証すること

に志向することは、語り手への共感・理解を強調できるだけでなく、自分の弱点を露呈したことで

語り手が多少感じる可能性のある「ばつの悪さ」「恥ずかしさ」の度合いを軽減することになると

考えられると論じている。 

 また、斉藤（2014:45）は、20 代女性の恋愛にまつわる不満や悩み相談における聞き手の言語行

動を考察した結果、聞き手は「語りを進めるストラテジー」、つまり相づちや笑い、あわせて、興

味や驚きを示す反応を見せたり、情報要求を行ったりすることによって、話し手の語りを促してお

り、「語りを進めるストラテジー」によって、話の要旨を掴み、その上で、助言や励まし、慰めが

必要かどうか判断した後、実際に行う場合には、「直接的助言・励まし・慰め」、「間接的助言・

励まし・慰め」「第三者の心境を代弁する」などあらゆるストラテジーを駆使しながら行っている
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と指摘している。また、これら 3 つがなされる際に共通していたことは、直接的そして間接的なス

トラテジーが存在していることであるが、間接的なストラテジーの方が直接的よりも種類が多かっ

たと述べている。間接的助言について言えば、強い助言になることを避けた、聞き手の話し手への

気遣いの現れであるとも言える。直接的に助言を行った場合も、それが話し手に受け入れられない

と判断した場合には、臨機応変に、聞き手が話し手に寄り添った姿勢にすり合わせたような発話が

みられたことも、人間関係に考慮したことの現れであろうと述べている。つまり、「恋愛話」にお

ける聞き手は、話し手の聞いてほしいという要求をまず受け入れ、相づちや笑い、あわせて、興味

や驚きを示すことといった語りを進めるストラテジーを用いながら、話し手の不満や悩みに関する

現状に対しての認識を捉え、助言・励まし・慰めを行うべきか判断した上で、それらを行う場合に

は、話し手と聞き手の関係性や語りの場への配慮したストラテジーを用いながら行っているといえ

ると結論づけている。 

 さらに、末吉（2011：97）は教師同士の教育現場での悩みや葛藤を語り合う場を設け、実践研究

を行っている。その教師同士の会話を考察すると、あいづちや共感、同調や笑いといった語り手を

支援するような聞き手の反応が数多く存在していることが分かると述べている。このような聞き手

の存在する場では、自分がこの場所で受け入れられていると心地よく感じることができ、語り手は

畏怖を感じることもなく何でも安心して愚痴を言うことができたと考えられるとしている。また、

聞き手である他の参加者たちが語り手に対して、ほとんどの場合発言の邪魔をせず、ひとりよがり

なアドバイスや意見を無理に押し付けたりもしなかったことが、語り手自身の悩みを振り返り、自

分で問題の解決方法を探る機会を与えていたと指摘している。 

 一方、タイ語と日本語の悩み語りについては、チャランポン（2020）は、日本語とタイ語の対面

会話での「悩み語り」について分析し、タイ語で出現した発話内容と日本語で出現した事柄には大

きな違いが 2 点見られたと述べている。まず 1 点目は、タイ語は過去の体験や出来事を描写する

【経験語り】を行っていたが、日本語は現在抱えている悩みの事情を説明する【現状説明】を行っ

ていたことである。つまり、タイ語母語話者は悩みを話す際、最初から悩みそのものに言及するの

ではなく、その悩みの原因である過去の経験を中心に詳細に説明する傾向があるのに対して、日本

語母語話者の悩み語りは悩みの現時点での事情の説明を中心とする傾向があると指摘している。2 

点目の違いは、自分の気持ちを語るときの語りである。タイ語母語話者は自分の不満または悩んで

いる気持ちを具体的に表すために、否定的な表現を使用したり、事柄の経験時に第三者が思ったで

あろうことや第三者に言いたかったことを想像して言ったりするなどの方法を取り、不満の気持ち

を示す。一方、日本語母語話者は主に否定的な言語表現を使用することによって悩みを明示すると

述べている。 

 また、チャランポンは、聞き手の行為に関する特徴としては、タイ語母語話者は【からかい】を

することによって、相手の話を理解したことを立証しようとしていたと述べている。【からかい】

は聞き手の理解を立証すること以外に、悩み語りの場面の緊張した雰囲気を緩和させることもでき

る。しかし、深刻な場面でからかいをすると、聞き手は語り手の悩みを真面目に聞いていないとい
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う印象を与えてしまう。また、「フェイス侵害あり」のからかいを使用すると、相手のことを精神

的に傷つける恐れがあると考えられる。場合によっては、語り手の語りの途中で、聞き手が突然か

らかいをすると、相手を戸惑わせたり、からかいに応じるために語り手の語りを中断させたりする

可能性があるのではないかということも考えられる。そのため、悩み語りにおいて、からかいは慎

重に注意しながら使わなければならない行為であると言えると論じている。一方、日本語母語話者

は【共感】によって、理解を立証しようとするという特徴がみられたという。聞き手は【共感】を

行うことで、語り手の発話に対して、自分がどのような態度をとっているのかを表そうとしてお

り、「共感」を行う際、あいづちの「そう」が頻繁に用いられていると指摘している。「そう」

は、自分の発話計画が完遂されていない発話について、相手が自分の代わりにその計画を行ってい

ることを認定することを表す（串田 2002：23）ため、「そう」による「共感」は聞き手の理解を立

証することができると考えられる。さらに、「ね」を付けると、共感が強調できる。こういった相

互行為の組織をみると、日本語において【現状説明】に対する「共感」で理解を立証しようとして

いると考えられると述べている。 

 

2.5.5 タイ語と日本語の不運な経験を語る会話に関する先行研究 

 次に「不運」という好ましくない事柄について語る先行研究を見ておきたい。トーンハーン

（2012）では、タイ語と日本語の対照研究として不運な経験を語る会話を分析し、語り手と聞き手

のいずれか、あるいは両者が、その出来事を、①問題として捉えるかどうか、②問題として捉える

場合はどのように会話を展開させるか、③問題として捉えない場合はどのように展開させるかとい

う要因によって日本語とタイ語の異同が生じるということを指摘している。トーンハーンは、日本

語のデータからわかったこととして、日本では、不運な経験に遭った人に対しては、なにか行動を

する前に、まず相手の愚痴に共感することが重要であり、聞き手が勝手に具体的な問題解決の行動

に移ることは、相手に自分の行動に関して考慮する余地を与えないことになり、押しつけがましく

なってしまうため、相手の意図を理解してから判断しようとするからではないかと述べている。一

方、タイ語のデータを見ると、相手が抱えている問題を両者にとって問題だと捉える場合、その問

題は行動で解決できるものならすぐに解決しようとし、行動に発展する傾向がみられるとのことで

あり、タイ語では、具体的な解決行動を取ることが重要であり、解決に向かって両者が会話を進め

ていくのであるという。しかし、相手の問題を両者の問題だと捉えない場合には、ことばでの慰

め・励ましで十分だと考えているようであると結論づけている。 

 

2.6 「共感」に関する先行研究 

 本研究では、日本語母語話者の不安を語る際の聞き手の反応について、水谷（1993）が日本語の

会話は「共話」のタイプで、話者間の共通の理解を前提としていると述べているため、チャットと
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いう文字の会話で聞き手が語り手の語りを支援する重要な役割の 1つであると考えられる「共感」

を取り上げる。 

 日本語の「共感」について、釜田（2017）は、ネガティブな評価に対する「共感」について分析

し、共感では、語り手は聞き手に認められたいという欲求があり、聞き手は語り手を認めたいとい

う欲求があり、互いに調整を行いながら態度をすり合わせ、その積み重ねによって共感が創り上げ

られるとしている。共感は単に自分の欲求だけを満たそうとするのではなく、相手の欲求も満たそ

うとする複雑な営みであるが、人間関係の構築や維持を行う上で欠かすことができない営みである

と論じている。 

 川上（1993）では、「共感」には「賛成意見としての共感」と「話し合いの場を保つ共感」の二

種類があるとしている。前者は、相手の主張に対して賛成であることを示す共感である。例えば、

「～さんの意見に賛成です」などの賛成を表すメタ言語表現と「やっぱり」などの共感表示の形式

が挙げられている。後者は人間関係や話し合いの場を保持しようとするために、相手の「話す」行

動そのことを認めるような共感である。それによって、意見の違いはあるものの、話し合いの場の

柔らかな雰囲気が保持されていると指摘している。例えば、「聞く」態度を示すあいづちや頷きが

挙げられている。 

 続いて、「共感］はどのような場所に現れるのか、また現れるとどのような効果があるのかに関

する先行研究をまとめる。 

 藤井・大塚（1994）では、日常の友人同士の会話を収録し分析した結果、平均 3.7 発話に 1 回の

頻度で重なりが生じており、重なりが生ずる要因から「自己選択」「割り込み」「見なし」「継

続」の 4 つに分類し調べたところ、重なりの半数は先行発話の途中で重なる「割り込み」である。

そして重なり全体の少なくとも 40％以上は、先行発話への同意、共感、関心などを積極的に示し会

話を促進させ、話者同士の連帯感を強める協力的な性格を持つこと、が明らかになったと論じてい

る。以下藤井・大塚（1994）が行った、日常の友人同士の会話で現れた、共感の例とそれに関する

考察を抜粋する。   

①「割り込み」の場合 

 話の最中に会話の進行とは関係なく、その場の突発的なできごとについて発言したり、急に何か

思い出して発言し、進行中の発話と重なるような場合である。 

＜例 11＞ 塾の生徒獲得に関して（藤井・大塚 1994:10 抜粋）                 

a：西口は一っしかないんだけれど紛らわしい［中央西口っていうのがあるのね   

    → b：                               ［中央西があるのよね 

 この例は、b が a の発話の途中から割り込んで、a の発話を完結させているが、それがちょうど a

の発話と一致してコーラスを奏でている。ここでの重なりは a の発話を妨げることなく、むしろ補
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強しながら、見解の一致や共感を示す協力的なものと見ることができると、藤井・大塚は述べてい

る。 

＜例 13＞塾の生徒獲得に関して （藤井・大塚 1994:10 抜粋）                                   

a：入りにくくなちゃうからはやめ［はやめに  

  → b：              ［はやめはやめに   

a：はやめはやめに入れちゃうのよ  

 この例では、a の発話の途中で bが「割り込み」をしている。藤井・大塚は、bはなにか新しいこ

とをいうのではなく、相手の発話したことばを自分の発話に引き入れて、関心や共感を示し、会話

を盛り上げていると考えられると述べている。さらに重ねられた aがまたそのことばを発話に取り

入れて、いっそう会話が盛り上がっていると指摘している。 

 「驚きや感心などを表す表現」も「割り込み」に見られる。 

＜例 14＞受験について （藤井・大塚 1994:10 抜粋）                 

  a：塾推薦があるとか聞いて［え一とか思って。  

  → b：           ［え一そんなのあるの？  

 この例は、藤井・大塚は、先行発話への共感や、相手が期待した反応の場合は、会話を盛り上

げ、促進させることができるであろうと述べている。 

 以上、藤井・大塚（1994）では、重なりが協力的なものとして成り立つには、関心や共感を意味

するために現われた重なりを、相手が受け入れ、さらに、共感を示すというような、参加者間の一

致した理解に基づく相互作用が必要であると指摘している。 

 

②「見なし」の場合   

 藤井・大塚は、TPR が予測可能であることに基づくもので、偶発性が強いが、会話参加者の積極

的な姿勢の表れとして重なっている場合も無視できないとし、「見なし」の協力的重なりは、会話

分析における「優先的応答体系7（preference organization）」の概念を用いて説明できるものが

あるとしている。次の例はその発話が好ましい応答であるため、素早い反応となり、相手の発話の

末尾に重なっているものとして説明できると述べている。 

 

 

7 藤井・大塚（1994：11）では、「優先的応答体系」とはある一つの発話に対する応答に好ましいもの（無標）と好

ましくないもの（有標）の順位づけがあり、好ましい応答は短い表現で素早く現れるが、好ましくない応答は、遅

れ、前置き、遠回し、長い表現などの 傾向を持つというものであると説明している。 
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＜例 15＞ （藤井・大塚 1994:11 抜粋）                 

a：××塾は強［い 

  → b：     ［強いんですってね。 

 藤井・大塚は、b の発話は重なったことで、相手の発話への共感を強調し、相手との連帯感の 構

築に貢献することになると述べる。感謝や謝罪に対する否定の応答がしばしば重なるのもそれが好

ましい応答であるためと説明することもできるとしている。 

 このことを踏まえると、日本語における友人同士の会話に見られる発話の重なりは、妨害という

よりも、むしろ会話参加者の同意、共感、関心、理解などを積極的に表現し、会話参加者同士の連

帯感を強め、会話を盛り上げ促進させる協力的な側面を多く持っているということができると論じ

ている。 

 また、西阪他（2013）は、東日本大震災後に福島県内の避難所やいわゆる仮設住宅で行われたボ

ランティア活動である足湯活動におけるコミュニケーションをデータにし、聞き手であるボランテ

ィアが被災者に「共感」的応答をする時、共感の権利はどのように主張されるのかを次のように述

べている。共感するには、自分に共感する権利があることを同時に示さなければならず、自分と相

手の共通性を示すことは、この共感の権利を主張するための、一つの有効な手段であるが、共通性

の提示は、そこで話題が切り替わってしまうリスクがある。また、「私も...」など相手と共通する

ようなことは、自分が相手と同じ場面でその経験を共有している場合だけではなく、異なる空間、

時間においても同じような経験をしたり、あるいは、そのような話を見聞きしていたりする場合に

も起きうるという。 

 

2.7 COVID−19 をめぐる状況 

 厚生労働省（2022）では、「新型コロナウイルス（SARS-CoV2）」はコロナウイルスのひとつであ

ると述べている。ウイルスにはいくつか種類があり、コロナウイルスは遺伝情報として RNA をもつ

RNA ウイルスの一種（一本鎖 RNA ウイルス）で、粒子の一番外側に「エンベロープ」という脂質か

らできた二重の膜を持っている。ウイルスは粘膜に入り込むことはできるが、健康な皮膚には入り

込むことができず表面に付着するだけと言われている。物の表面についたウイルスは時間がたてば

壊れてしまうが、物の種類によっては 24 時間～72 時間くらい感染する力をもつと言われていると

報告している。ウィルスは、感染者の口や鼻から、咳、くしゃみ、会話等のときに排出される、ウ

イルスを含む飛沫又はエアロゾルと呼ばれる更に小さな水分を含んだ状態の粒子を吸入するか、感

染者の目や鼻、口に直接的に接触することにより感染する。一般的には１メートル以内の近接した

環境において感染するが、エアロゾルは１メートルを超えて空気中にとどまりうることから、長時

間滞在しがちな、換気が不十分であったり、混雑した室内では、感染が拡大するリスクがあること

が知られていると説明している。 
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 また、厚生労働省（2022）によると、手洗いは、たとえ流水だけであったとしても、ウイルスを

流すことができる。石けんを使った手洗いはコロナウイルスの膜を壊すことができるので、更に有

効である。手洗いの際は、指先、指の間、手首、手のしわ等に汚れが残りやすいといわれているた

め、これらの部位は特に念入りに洗うことが重要である。また、流水と石けんでの手洗いができな

い時は、手指消毒用アルコールも同様に脂肪の膜を壊すことによって感染力を失わせることができ

ると述べている。感染を予防するためには、基本的な感染予防の実施や不要不急の外出の自粛、「3

つの密」を避けること等が重要である。「3 つの密」は、1．密閉空間（換気の悪い密閉空間であ

る）、2．密集場所（多くの人が密集している）、3．密接場面（互いに手を伸ばしたら届く距離で

の会話や共同行為が行われる）という。 

 「新型コロナウイルス（SARS-CoV2）」の時系列的な経緯に関して、岡部（2020）では、以下のよ

うに報告されている。2019 年末には「中国湖北省武漢市での原因不明肺炎の発生」の情報がネット

情報で広がり、日本のメディア数社も、この情報をネットニュース等で取り上げていた。2020 年 1

月 9 日、WHOは、中国より原因ウイルスは新たなコロナウイルスであるとの情報を発表した。ま

た、WHO は 1月 22 日、1月 30 日 に緊急委員会会議を開催、中国国内において症例数が増加し、ま

た、他国でもヒト―ヒト感染が確認されたことから、1月 30 日に新型コロナウ イルスによる感染

症のアウトブレイクが、国際的に懸念される公衆衛生上の緊急事態（Public Health Emergency of 

International Concern： PHEIC）であると宣言された。 1 月 28 日、日本では，新型コロナウイル

スについて、感染症法に基づく「指定感染症」（二類相当）及び検疫法に基づく「検疫感染症」に

指定し、1月 28 日公布，2 月 1 日より実施とした。また、1月 30 日、日本政府は新型コロナウイル

ス感染症対策本部を設置した。3月 11 日、WHO は、新型コロナウイルス感染症（2 月 11 日に

COVID-19（coronavirus disease 2019）と命名。ウイルスについては，国際ウイルス分類委員会が

SARS-CoV-2（severe acute respiratory syndrome coronavirus 2）と命名）について、パンデミッ

ク（世界的大流行）とみなしたと報告している。 

 続いて、タイの COVID‐19 に関する事情について述べる。Thai Health Report (2022) は、タイ

人は家族を大切にする傾向があり、コロナウイルスが死に至る可能性がある病気であることが明ら

かになるとすぐに家族の安全を心配したと述べている。お年寄りや幼児がいる家族はなおさらであ

る。そして政府により移動制限が宣言されると、どれだけ遠くても家族のそばにいようと多くの人

が帰省していたようである。新型コロナウイルスが流行しているこの 2 年間、こんなに長く家族と

過ごせたことは今までなかったと多くの人が報告している。しかし、休校、在宅勤務、外出・外食

制限などの繰り返しで、人々の生活には多くの影響が生じている。自宅で過ごす時間が長くなる

と、ネガティブな思考や不安・恐怖などの感情が湧いてくる。ネガティブな感情が生じると短絡的

な行動を取ってしまい、家族と良い関係を保つことが難しくなる。そのため、家族と支えあいなが

ら困難な状況を乗り越える必要があると述べられている。 

 



19 

 

2.8 先行研究の問題点と本研究の課題 

 以上、本章では SNSとそれに関連のある先行研究、好ましくない状況に関する会話に関連する先

行研究、共感に関連する先行研究、そして COVID-19 に関連する先行研究について見てきた。先行研

究から、「不安」に関する研究は心理学の分野のものが多く、広範囲で多様な不安について扱われ

ているが、三浦（1983）は、いずれも不安を望ましくないものか否かで見る視点では、望ましくな

いと捉えている点が共通していると述べている。今回の SNS でのチャットデータでは、コロナ

（COVID-19）という好ましくない事柄に関する話題を扱っている。コロナは生命の危険を伴う感染

症であり、それに関する情報や知識にはまだ不明な点が多く、多くの人々が不安を感じ、ときには

精神的な負担が生じた。このような状況においては、コロナによる不安や精神的な負担を同じ立場

同じ気持ちを持っている相手と共有することが重要であり、コロナの話題におけるやりとりの特徴

の一つだと予測される。さらに、釜田（2017）は、「愚痴」は聞き手からの同調、不満は正当性を

求めているものだと述べている。一方、ソムチャナキット（2013）、ウォンサミン（2016、2018）

の先行研究から、タイ語では冗談を交えながら会話を進めていくという特徴があることが分かっ

た。この主張については、以下のような疑問点が生じる。すなわち、語り手はいつでも、どんな話

題でも日本語では同調・正当性、タイ語ではからかいを求めるのか。それは対面会話だけなのか、

チャットの会話であれば、どうなるかということである。 

 また、コロナの状況では人と直接会うことができないため、SNS などのツールを使ったコミュニ

ケーションが普段以上に重要になるため、SNSでの会話を研究する意味があるのではないかと考え

ている。これまでの研究では対面の会話を分析するのが一般的だったが、現在チャットメッセージ

が重要なコミュニケーションの一 ひとつとなっているため、今後日本語教育において、チャットメ

ッセージで使う日本語を教える必要性が高まると考えられる。 

 そこで、 本研究では、コロナ禍における SNS の会話を分析データとし、会話分析の手法を用い

て、 連鎖組織及び言語表現の分析を行う。これまでの先行研究で扱われているネガティブな会話で

は普段の日常の問題に関するデータしか扱われていない。コロナウイルスという新しい話題を扱う

ことで、他の話題とは違う特徴が見られることがと予測されるので、研究をする意味があるのでは

ないかと考えられる。 

 また、それぞれの発話でどのような言語形式が用いられているかについても分析を行う。さら

に、チャットでは、音声および、表情やジェスチャーを使うことができないものの、絵文字、スタ

ンプ、記号などの機能を用いて、文字会話でも使い手の感情を表すことができるため、対面会話よ

り表現要素のバリエーションが豊富にみられると考えられる。そこで、本研究では COVID-19 に関

する好ましくないチャット会話データを収集し、会話における連鎖組織と言語表現を分析・考察す

ることを研究目的とする。  
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第 3 章 研究方法 

3.1 研究目的 

 本研究では友人同士の SNS のチャットコミュニケーションにおける不安・不満など好ましくない

状況に関する会話を対象とし、タイ語と日本語のそれぞれの言語の連鎖組織及び参加者の相互行

為、そしてそこで用いられる言語表現を分析し、両言語の SNS の会話の特徴を対照しながらその異

同について考察する。また、その考察を通して、コロナ禍において、人と会うことが制限されるよ

うな状況で、SNS ではどのようなコミュニケーションが行われており、そのコミュニケーションは

参加者にとってどのような意味があるのかについて論じる。 

 

3.2 データ収集 

 本研究では、友人同士の SNS のチャットコミュニケーションにおける好ましくない状況に関する

会話を分析することを目的としているため、調査協力者として総務省情報通信政策研究所（2022）

に基づき、日常でソーシャルメディアを利用することが多いと予測される若年層にチャットのデー

タの提供を依頼することとした。 

 データ収集の方法として、日本語母語話者については、性別、学年と学部を問わず、著者の所属

する大学、または同じアルバイト先の大学生・大学院生を 20 名対象とした。彼らに COVID-19 に関

する不安など好ましくない状況に関する SNS でのチャット会話の画面を撮影して、メールか LINE

で送ってもらうよう依頼した。その際、会話の数はいくつでもかまわないこと、また、チャット会

話には切れ目がないため、会話の始まりと終わりを協力者の判断で決めて一つのデータとして送っ

てもらうよう指示した。タイ語母語話者については、タイの大学の教員である知人に日本語母語話

者と同じ内容で依頼し、彼らの学生にチャット会話の画面を提供してもらったものを、まとめてメ

ールで送ってもらった。依頼する際、協力者は日本語母語話者と同じく性別、学年と学部を問わ

ず、20 人が欲しいと依頼したが、予想以上に 43 名からのデータをもらった。 

表 2 日本語母語話者の調査協力者 

データ 会話の参加者 年齢 性別 身分 

N01 ［N01A］、［N01B］ 20 代、20 代 女性、女性 大学生、大学院生 

N02 ［N01A］、［N01B］ 20 代、20 代 女性、女性 大学生、大学院生 

N03 ［N01A］、［N01B］ 20 代、20 代 女性、女性 大学生、大学院生 

N04 ［N02A］、［N02B］ 20 代、20 代 女性、女性 大学生、大学院生 

N05 ［N03A］、［N03B］ 10 代、10 代 女性、女性 大学生、大学生 

N06 ［N03A］、［N03B］ 10 代、10 代 女性、女性 大学生、大学生 
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N07 ［N03A］、［N03B］ 10 代、10 代 女性、女性 大学生、大学生 

N08 ［N04A］、［N04B］ 20 代、20 代 女性、女性 大学生、大学院生 

N09 ［N04A］、［N04B］ 20 代、20 代 女性、女性 大学生、大学院生 

N10 ［N04C］、［N04B］ 20 代、20 代 女性、女性 大学生、大学院生 

N11 ［N05A］、［N05B］ 10 代、10 代 女性、女性 大学生、大学生 

N12 ［N06A］、［N06B］ 10 代、10 代 女性、女性 大学生、大学生 

N13 ［N07A］、［N07B］ 20 代、20 代 女性、女性 社会人、大学院生 

N14 ［N07C］、［N07B］ 20 代、20 代 女性、女性 社会人、大学院生 

N15 ［N07D］、［N07B］ 20 代、20 代 女性、女性 社会人、大学院生 

N16 ［N07D］、［N07B］

［N07E］、［N07F］ 

20 代、20 代 

20 代、 

男性、男性、男

性、女性 

社会人、社会人、社会

人、大学院生 

N17 ［N07G］、［N07B］ 20 代、20 代 女性、女性 大学生、大学院生 

N18 ［N07H］、［N07B］ 20 代、20 代 女性、女性 社会人、大学院生 

N19 ［N08A］、［N08B］ 20 代、20 代 男性、女性 社会人、大学院生 

N20 ［N09A］、［N09B］ 20 代、20 代 女性、女性 大学生、大学生 

N21 ［N10A］、［N10B］ 20 代、20 代 女性、女性 大学生、大学生 

N22 ［N11A］、［N11B］ 10 代、10 代 男性、女性 大学生、大学生 

N23 ［N11A］、［N11B］ 10 代、10 代 男性、女性 大学生、大学生 

N24 ［N12A］、

［N12B］、［N12C］ 

50 代、50 代

40 代 

女性、女性、女性 大学院生、大学院生、大

学院生 

N25 ［N12A］、

［N12B］、［N12C］ 

50 代、50

代、40 代 

女性、女性、女性 大学院生、大学院生、大

学院生 

N26 ［N13A］、［N13B］ 50 代、20 代 女性、男性 社会人、大学院生 

N27 ［N14A］、［N14B］ 30 代、40 代 女性、男性 社会人、大学院生 

N28 ［N14A］、［N14B］ 30 代、40 代 女性、男性 社会人、大学院生 

N29 ［N14A］、［N14B］ 30 代、40 代 女性、男性 社会人、大学院生 

N30 ［N14A］、［N14B］ 30 代、40 代 女性、男性 社会人、大学院生 

N31 ［N14A］、［N14B］ 30 代、40 代 女性、男性 社会人、大学院生 

N32 ［N14A］、［N14B］ 30 代、40 代 女性、男性 社会人、大学院生 

N33 ［N14C］、［N14B］ 10 代、40 代 女性、男性 大学生、大学院生 

N34 ［N14C］、［N14B］ 10 代、40 代 女性、男性 大学生、大学院生 

N35 ［N14C］、［N14B］ 40 代、40 代 男性、男性 社会人、大学院生 
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N36 ［N14D］、［N14B］ 40 代、40 代 男性、男性 社会人、大学院生 

N37 ［N14D］、［N14B］ 40 代、40 代 女性、男性 社会人、大学院生 

N38 ［N14E］、［N14B］ 40 代、40 代 女性、男性 社会人、大学院生 

N39 ［N15A］、［N15B］ 10 代、10 代 男性、男性 大学生、大学生 

N40 ［N15A］、［N15B］ 10 代、10 代 男性、男性 大学生、大学生 

N41 ［N15A］、［N15B］ 10 代、10 代 男性、男性 大学生、大学生 

N42 ［N15C］、［N15B］ 10 代、10 代 女性、男性 大学生、大学生 

N43 ［N16A］、［N16B］ 20 代、20 代 男性、男性 大学生、大学院生 

N44 ［N17A］、［N17B］ 20 代、20 代 女性、女性 大学生、大学生 

N45 ［N17C］、［N17B］ 20 代、20 代 女性、女性 大学生、大学生 

N46 ［N17A］、［N17B］ 20 代、20 代 女性、女性 大学生、大学生 

N47 ［N17D］、［N17B］ 20 代、20 代 女性、女性 大学生、大学生 

N48 ［N18A］、［N18B］ 20 代、20 代 女性、女性 大学生、大学生 

N49 ［N18A］、［N18B］ 20 代、20 代 女性、女性 大学生、大学生 

N50 ［N19A］、［N19B］ 20 代、20 代 女性、女性 大学生、大学生 

N51 ［N20A］、［N20B］ 50 代、20 代 女性、女性 社会人、大学生 

N52 ［N20A］、［N20B］ 50 代、20 代 女性、女性 社会人、大学生 

N53 ［N20A］、［N20B］ 50 代、20 代 女性、女性 社会人、大学生 

N54 ［N20A］、［N20B］ 50 代、20 代 女性、女性 社会人、大学生 

N55 ［N20A］、［N20B］ 50 代、20 代 女性、女性 社会人、大学生 

N57 ［N20A］、［N20B］ 50 代、20 代 女性、女性 社会人、大学生 

N58 ［N20A］、［N20B］ 50 代、20 代 女性、女性 社会人、大学生 

N59 ［N20A］、［N20B］ 50 代、20 代 女性、女性 社会人、大学生 

 

表 3 タイ語母語話者の調査協力者 

データ 会話の参加者 年齢 性別 身分 

T01 ［T01A］、［T01B］ 20 代、20 代 男性、女性 社会人、大学院生 

T02 ［T01A］、［T01B］ 20 代、20 代 男性、女性 社会人、大学院生 

T03 ［T01A］、［T01B］ 20 代、20 代 男性、女性 社会人、大学院生 

T04 ［T01A］、［T01B］ 20 代、20 代 男性、女性 社会人、大学院生 

T05 ［T01A］、［T01B］ 20 代、20 代 男性、女性 社会人、大学院生 
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T06 ［T01A］、［T01B］ 20 代、20 代 男性、女性 社会人、大学院生 

T07 ［T01A］、［T01B］ 20 代、20 代 男性、女性 社会人、大学院生 

T08 ［T01A］、［T01B］ 20 代、20 代 男性、女性 社会人、大学院生 

T09 ［T02A］、［T02B］ 20 代、20 代 女性、女性 社会人、大学院生 

T10 ［T02A］、［T02B］ 20 代、20 代 女性、女性 社会人、大学院生 

T11 ［T02A］、［T02B］ 20 代、20 代 女性、女性 社会人、大学院生 

T12 ［T02A］、［T02B］ 20 代、20 代 女性、女性 社会人、大学院生 

T13 ［T03A］、［T03B］ 20 代、20 代 男性、男性 大学生、大学生 

T14 ［T04A］、［T04B］ 10 代、10 代 女性、女性 大学生、大学生 

T15 ［T05A］、［T05B］ 20 代、20 代 女性、女性 大学生、大学生 

T16 ［T06A］、［T06B］ 20 代、20 代 女性、女性 大学生、大学生 

T17 ［T07A］、［T07B］ 20 代、20 代 女性、女性 大学生、大学生 

T18 ［T08A］、［T08B］ 20 代、20 代 女性、女性 大学生、大学生 

T19 ［T09A］、［T09B］ 20 代、20 代 女性、女性 大学生、大学生 

T20 ［T10A］、［T10B］ 20 代、20 代 女性、女性 大学生、大学生 

T21 ［T11A］、［T11B］ 20 代、20 代 女性、女性 大学生、大学生 

T22 ［T12A］、［T12B］ 20 代、20 代 女性、女性 大学生、大学生 

T23 ［T13A］、［T13B］ 20 代、20 代 女性、女性 大学生、大学院生 

T24 ［T13C］、［T13B］ 20 代、20 代 女性、女性 大学生、大学院生 

T25 ［T13D］、［T13B］ 20 代、20 代 男性、女性 大学生、大学院生 

T26 ［T14A］、［T14B］ 20 代、20 代 女性、男性 大学生、大学生 

T27 ［T15A］、［T15B］ 20 代、20 代 女性、女性 大学生、大学生 

T28 ［T16A］、［T16B］ 30 代、30 代 男性、女性 大学院生、大学院生 

T29 ［T17A］、［T17B］ 20 代、20 代 女性、女性 大学生、大学生 

T30 ［T18A］、［T18B］ 20 代、20 代 女性、女性 大学生、大学院生 

T31 ［T18C］、［T18B］ 20 代、20 代 女性、女性 大学生、大学院生 

T32 ［T19A］、［T19B］ 20 代、20 代 女性、女性 社会人、大学院生 

T33 ［T19C］、［T19B］ 20 代、20 代 女性、女性 社会人、大学院生 

T34 ［T19D］、［T19B］ 20 代、20 代 女性、女性 社会人、大学院生 

T35 ［T19E］、［T19B］ 20 代、20 代 女性、女性 社会人、大学院生 

T36 ［T19F］、［T19B］ 20 代、20 代 女性、女性 社会人、大学院生 

T37 ［T19G］、［T19B］ 20 代、20 代 女性、女性 社会人、大学院生 
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T38 ［T19H］、［T19B］ 20 代、20 代 女性、女性 社会人、大学院生 

T39 ［T19I］、［T19B］ 20 代、20 代 女性、女性 社会人、大学院生 

T40 ［T19J］、［T19B］ 50 代、20 代 女性、女性 社会人、大学院生 

T41 ［T20A］、［T20B］ 20 代、20 代 女性、女性 大学生、大学生 

T42 ［T20A］、［T20B］ 20 代、20 代 女性、女性 大学生、大学生 

T43 ［T21A］、［T21B］ 20 代、20 代 女性、女性 大学生、大学生 

T44 ［T22A］、［T22B］ 20 代、20 代 女性、女性 大学生、大学生 

T45 ［T23A］、［T23B］ 20 代、20 代 女性、女性 大学生、大学生 

T46 ［T24A］、［T24B］ 20 代、20 代 女性、女性 大学生、大学生 

T47 ［T25A］、［T25B］ 20 代、20 代 男性、女性 大学生、大学生 

T48 ［T25A］、［T25B］ 20 代、20 代 男性、女性 大学生、大学生 

T49 ［T25A］、［T25B］ 20 代、20 代 男性、女性 大学生、大学生 

T50 ［T26A］、［T26B］ 20 代、20 代 女性、女性 大学生、大学生 

T51 ［T27A］、［T27B］

［T27C］、［T27D］ 

20 代、20

代、20 代、

20 代 

女性、女性、女

性、女性 

大学生、大学生、大学

生、大学生 

T52 ［T27E］、［T27B］

［T27F］ 

20 代、20

代、20 代、 

女性、女性、女性 大学生、大学生、大学生 

T53 ［T27A］、［T27B］

［T27G］ 

20 代、20

代、20 代、 

女性、女性、女性 大学生、大学生、大学生 

T54 ［T27F］、［T27B］

［T27G］ 

20 代、20

代、20 代、 

女性、女性、女性 大学生、大学生、大学生 

T55 ［T27E］、［T27B］ 20 代、20 代 女性、女性 大学生、大学生 

T56 ［T27E］、［T27B］ 20 代、20 代 女性、女性 大学生、大学生 

T57 ［T27E］、［T27B］ 20 代、20 代 女性、女性 大学生、大学生 

T58 ［T28A］、［T28B］ 20 代、20 代 女性、女性 大学生、大学生 

T59 ［T29A］、［T29B］ 20 代、20 代 女性、女性 大学生、大学生 

T60 ［T29A］、［T29B］ 20 代、20 代 女性、女性 大学生、大学生 

T61 ［T30A］、［T30B］ 50 代、20 代 女性、女性 社会人、大学生 

T62 ［T30A］、［T30B］ 50 代、20 代 女性、女性 社会人、大学生 

T63 ［T31A］、［T31B］ 20 代、20 代 女性、女性 大学生、大学生 

T64 ［T32A］、［T32B］ 20 代、20 代 女性、男性 大学生、大学生 

T65 ［T33A］、［T33B］ 20 代、20 代 男性、男性 大学生、大学生 



25 

 

T66 ［T33A］、［T33B］ 20 代、20 代 男性、男性 大学生、大学生 

T67 ［T34A］、［T34B］ 20 代、20 代 女性、女性 大学生、大学生 

T68 ［T34C］、［T34B］ 20 代、20 代 女性、女性 大学生、大学生 

T69 ［T34C］、［T34B］ 20 代、20 代 女性、女性 大学生、大学生 

T70 ［T35A］、［T35B］ 20 代、20 代 女性、女性 大学生、大学生 

T71 ［T36A］、［T36B］ 50 代、20 代 女性、女性 社会人、大学生 

T72 ［T36C］、

［T36B］、［T36D］ 

20 代、20

代、20 代 

女性、女性、女性 大学生、大学生、大学生 

T73 ［T36E］、［T36B］ 20 代、20 代 女性、女性 大学生、大学生 

T74 ［T37A］、［T37B］ 20 代、20 代 女性、女性 大学院生、大学院生 

T75 ［T38A］、［T38B］ 20 代、20 代 女性、女性 社会人、大学院生 

T76 ［T39A］、［T39B］ 20 代、20 代 男性、女性 大学生、大学生 

T77 ［T40A］、［T40B］ 20 代、20 代 女性、男性 社会人、大学院生 

T78 ［T41A］、［T41B］ 20 代、20 代 女性、女性 社会人、大学院生 

T79 ［T41C］、［T41B］ 20 代、20 代 女性、女性 社会人、大学院生 

T80 ［T41D］、［T41B］ 20 代、20 代 女性、女性 社会人、大学院生 

T81 ［T41F］、［T41B］ 20 代、20 代 男性、女性 社会人、大学院生 

T82 ［T41G］、［T41B］ 20 代、20 代 女性、女性 社会人、大学院生 

T83 ［T41H］、［T41B］ 50 代、20 代 男性、女性 社会人、大学院生 

T84 ［T42A］、［T42B］ 20 代、20 代 女性、女性 社会人、大学院生 

T85 ［T43A］、［T43B］ 20 代、20 代 女性、女性 大学生、大学生 

 

 本研究の限界として、2 点述べておきたい。一点目は、協力者の自己判断で好ましくない状況に

関する会話のデータを提供してもらったことである。そのため、好ましくない状況に関する会話の

始まりと終わりの判断は協力者次第であり、会話の途中から始まっていたり、内容がまだ終わって

いないところで切ったりしていたデータもあった。本研究では、3.4で述べるように、会話の始ま

りの発話のタイプによって、会話を分類するという方法を取っているが、会話の始まりの発話が、

実際には会話の始まりではない可能性もあるということになる。二点目の限界は、大学院生の年齢

の幅が広いため、会話参加者の中に若年層でない 30～50代の人が含まれていることである。本研究

では、そのようなデータも分析に含めているが、世代による分析は行わないものとする。 
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3.3 分析方法 

 まず、会話のやりとりを連鎖組織として分析するために、全ての発話を行為として捉えて発話機

能のラベルを付ける。発話を抽出する際、基本的に一つの吹き出しは一つの発話として捉えるが、

一つの吹き出しに複数の文がある場合、一つ一つの文をみて、それぞれに発話機能を付ける。ま

た、スタンプと写真も一つの発話と捉える。なお、タイ語のデータは日本語に直訳して提示する。 

 本研究で用いる「発話機能」はトーンハーン（2012）、Daengsubha（2015）を参考にし、筆者で

修正を加えた。それぞれの定義を以下に挙げる。なお、発話は会話例によく出るものから並べる。 

表 4 COVID-19 に関する会話における発話機能 

発話機能 定義とデータ中の例 

【質問】 わからない事、疑わしい事を問いただす発話 

［N02A］：最近はずっとお家で過ごしてるん？（日本語データ N04） 

［T01A］: ช่วงน้ีใชชี้วิตล าบากมะ（最近生活大変？）（タイ語データ T01） 

【応答】 相手の【質問】に対する応答の発話 

［N02B］：うん、ずーっと家におって、zoom で web 授業受けとる！

（日本語データ N04） 

［T01B］：ก็นิดนึง（ちょっと大変かな）（タイ語データ T01）                   

【不安表明】 不安な気持ちを表す発話 

［N02A］：余計大変や（日本語データ N04） 

［T02A］：กจุะติดยงัวะ（あたしもう感染したのかな？）（タイ語データ

T09） 

【不満表明】 不満な気持ちを表す発話 

［N01B］:ほんまｺﾛﾅ許すまじ！！！！！！（日本語データ N03） 

［T01B］: แต่คนท่ีน่ี โดยเฉพาะเดก็วยัรุ่นจะไม่กลวักนั（でもここの人は特に若者

は（コロナを）怖がってない）（タイ語データ T01） 

【評価】 会話の相手と相手に属する人／モノ／コトについて、その意義・価値

を認めたり、それらの善悪・美醜などの価値を判断して決めたりする

ことを表す発話 

［N02B］：意外とスムーズに使えるな（日本語データ N04） 

［T01B］：คือแบบเรามองวา่แปลก（あたし的には変な感じ）（タイ語データ

T01） 

【共感】 相手と同様に感じていることを示す発話 

［N10B］：いや、わかる...（日本語データ N21） 
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【現状説明】 現在の事情を説明する発話、または現在抱えている問題の事情を説明

する発話 

［N02A］：さすがに緊急事態宣言出て塾は休校になったんやけど、社

員は出勤やねん（日本語データ N04） 

［T01B］：ผลแลบ็เราอยูใ่นแลบ็อ่ะ แลบ็เรายงัท าคา้งอยูเ่ลย（実験結果は研究室の中

にある。まだ実験の途中だし）（タイ語データ T01） 

【情報提供】 相手に事実情報を与える発話 

［N02A］：オンライン授業に決まった大学もあるみたい（日本語デー

タ N04） 

［T01B］：วนัน้ีรัฐสั่งปิดตวัทุกอยา่ง ยกแวน้essential businessอยา่งเป็นทางการ（今日政府

は essential business 以外正式に（企業に）活動停止するよう命じ

た）（タイ語データ T01） 

【からかい】  

 

相手に冗談を言って、相手を揶揄する発話 

［T01A］：เห็น Animal crossing รัวๆ（Animal crossing（ゲーム）めちゃく

ちゃやってるね）（タイ語データ T02）                   

【意見提示】  自分の意見を述べる発話 

［N01A］: というか前週とかも（外出禁止令が）出てたからあんまり

気にしてなかった笑（日本語データ N03） 

［T01A］：ฝ่ังนูน้เป็นง้ีอยูล่ะ（そっち（アメリカ）は元々そういう感じじ

ゃん）（タイ語データ T01） 

【理解】  相手が言ったことの意味を理解したことを表す発話 

［N02B］：あ、そうか昼出勤やもんな（日本語データ N04） 

［T01A］：อ่าฮะ（なるほど）（タイ語データ T01） 

【心情の表明】 人物や出来事に対する感想を述べる発話 

［N10B］：でも、A ぷんがこうしてわざわざメッセージくれるだけで

うれしいし気が楽にる...！รัก（愛してる）（日本語データ N21） 

［T25A］: เราจะตายกนัหมด（私たち皆死ぬ）（タイ語データ T48）               

【意志表明】  自分がこれからする、またはしたい行動について報告する発話 

［N01B］:安心していけるようになったら絶対行こう（日本語データ

N03） 

【同意】 相手の判断や意見に賛成する発話 

［N02A］：そうやなぁ、（日本語データ N04） 

［T01B］：ก็นะ（それな）（タイ語データ T01） 

【冗談】 相手に冗談を述べる発話 
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［N10A］：あんまり大きい声では言えないけど、ね、笑（日本語デー

タ N21） 

［T25B］: คนมนัรวย ใชเ้งินแกป้ห.（お金持ちだからお金で解決する）（タ

イ語データ T47）        

【笑い】 笑うこと 

［N02B］：笑笑（日本語データ N04） 

［T01A］：5555（wwww）（タイ語データ T01）  

【ツッコミ】 ぼけの誤りやとぼけを指摘する発話 

［N14B］：笑ってるんじゃね～！（日本語データ N30） 

［T02A］: ติดโรค ปสด แหละ ไม่ใช่โควิด（感染したのは苛立ち病だね。コロ

ナじゃなくて）（タイ語データ T09）                   

【受け入れ】 

 

相手の助言、【感謝】、【依頼】、【からかい】、【祈り】、【励ま

し】、などの発話を受け入れる発話 

［T01B］:จรงิ ถว้นหนา้（本当。みんなが同じ）（タイ語データ T01）        

【思いやり】 相手の気持ちに配慮し、相手が何を望みどんな気持ちかを注意深く考

え、発話すること。 

［T41B］：อาก็ดูแลตวัเองนะคะ（おじさんも気をつけてください ）（タイ

語データ T83）            

【文句】 言い分や苦情を表す発話 

［N10B］：どこ行くかも全部いわされるし...。旅行はなぜ何も言わ

れなかったのかわからない笑そういう母のさじ加減で良い悪いが決ま

る家なのです...笑（日本語データ N21） 

［T01B］：เลน่เกมจนไม่อยากเลน่ละ（ゲームやっててもう飽きた）（タイ語

データ T01）        

【皮肉】 遠まわしに意地悪く非難する発話 

［T25A］: สนกุละไป楽しすぎる（タイ語データ T47）        

【承認】 

 

相手の【受け入れ】、【同意】、【確認】、【理解】、【保留】、

【拒否】などを認める発話 

［N02B］：うん、そうみたいやな…（日本語データ N04）   

［T01B］：ใช่（そう）（タイ語データ T01）         

【励まし】 相手を元気づける発話 

［N10A］：もう少し我慢の時やな、（日本語データ N21） 

［T01A］：แต่ทุกคนก็โดนอ่ะนะ อนัน้ีซวยถว้นหนา้ ไม่เดียวดาย（でもみんな同じだか

らね。みんなそう。一人じゃない）（タイ語データ T01）        
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【確認】 相手の【確認要求】に対する応答発話 

［N14B］：明日の９時に関空、の予定！（日本語データ N27） 

【驚き】  相手が言ったことに対して驚きを表す発話 

04［N02A］： zoom でやってるんや！（日本語データ N04） 

【誘い】 相手に行動をするよう誘い込む発話 

［N03A］: 2/17～20 でどっか行く？それとも別の日にする...? （日

本語データ N05）                       

【挨拶】 相手に会ったり、別れたりする際、儀礼的に交わす発話 

［N14A］：おはよ （日本語データ N27）                       

［T01B］:                       （タイ語データ T01）                   

【悩み語り】 現在抱えている悩みを語る発話 

［N03A］:本当に自分が公務員になりたいのか分からなくなってしま

った... （日本語データ N07）  

【予定変更の提案】 予定の変更に対して、自分が適切だと思っている解決案を明示的に出

す発話 

［N03A］: Cちゃんとも話したんやけど...台湾旅行やっぱり中止か

延期にしない？（日本語データ N05）  

【予定変更の指示】 予定を変更することを指示する発話 

［T42B］: เราตอ้งจดัมีทต้ิงหลงัโควิดแลว้แหละ（ミーティング（女子会）はも

うコロナの後にしないといけないよ）（タイ語データ T84） 

【予定変更の報告】 予定の変更に対して、告げ知らせる発話 

［T33B］:ท่ีจะไปเท่ียวกนัอะ่ เราถามแม่ล่ะแม่บอกวา่ยงัไม่อยากใหไ้ปช่วงน้ี（遊びの約束な

んだけど、お母さんに聞いたら行ってほしくないと言っている）（タ

イ語データ T65） 

【提案】  相手の抱えている問題や悩みに対して、自分が適切だと思っている解

決案を明示的に出す発話 

［N18B］：タイ料理食べる？笑（日本語データ N48） 

【決断】 意志をはっきりと決定する発話 

［N03B］:やめちゃうか... (´；ω；｀) （日本語データ N05） 

【報告】 告げ知らせる発話 

［N14B］：ダメだった...（日本語データ N27） 

【語り】 過去の出来事を報告する発話 

［T01B］：แบบ เดก็ท่ีเราท างานดว้ย เคา้สั่งปิดม.นางพูดกบัเราวา่นางไม่กลวั นางจะมา（一緒

に研究していた子が大学が閉まっていても、怖くないから行くって言

ってた）（タイ語データ T01）                   
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【願望】 

 

あるもの／ことが望ましいと述べる発話、また、相手にあるもの/こ

とが望ましいと述べることによって、解決案を非明示的に出す発話 

［N10B］：コロナ終わったら A ぷんとデートしたいなり（日本語デー

タ N21）  

【依頼】 相手に行動をお願いする発話 

［N01A］:［N01B］に任せる！（日本語データ N03） 

【慰め】 相手の心を落ち着かせる発話 

［T01A］:  （タイ語データ T01）                    

【呼びかけ】 相手の注目を引くために行う発話 

［T42B］: ［T42A］（タイ語データ T84）        

【拒否】 相手の助言、【感謝】、【依頼】、【からかい】などの発話を受け入

れない発話 

［N18B］：タイ料理より南国フルーツロスなの（日本語データ N48） 

【理由説明】 自分の前の発話に対して、理由を述べる発話 

「N07B」： 1 ヶ月ぶりの運転で S 字は曲がれん（日本語データ N18） 

【感謝】 相手に対して感謝の気持ちを述べる発話 

［N10B］：ありがとう... （日本語データ N21）  

【謝罪】 相手に対して失敗や無礼などを詫びる発話 

［N10B］：あと、前の私のネガティブツイートでお目を汚してしまっ

て申し訳ぬ... （日本語データ N21）  

［T01B］: โทษที เม่ือคืนนนอนเร็ว（ごめん。昨日はやく寝ちゃった ）（タ

イ語データ T01）        

【問題提示】 更なる問題を示す発話 

［N14B］：やばい、タイに入国できない...コロナの陰性証明書が必

要だって... （日本語データ N27）  

【祈り】 よいことが起こるように願う発話 

［N14A］：なんとか帰れることを願う（日本語データ N27） 

【情報要求】 相手に情報を求める発話 

［N14B］：どうしたの? （日本語データ N30） 

【確認要求】 自分の判断が正しいかどうか確認を求める発話 

［N14A］：あちた帰ってくるんだったっけ？（日本語データ N27） 

【意見要求】 相手の意見を要求する発話 

［N01A］:どうする？（日本語データ N03） 

【修復】 間違った発話を訂正する発話 
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［N02A］：すご、やな笑（日本語データ N04） 

【安心表明】 安心した気持ちを表す発話 

［N02B］：そうか…ちょっと安心（日本語データ N04） 

【同情】 同情の気持ちを表す発話 

［N18B］：あやあ...（日本語データ N48） 

【お願い】 相手にお願いをする発話 

［N18B］：助けて。このタイロス（日本語データ N48） 

【ためらい】 決めかねてぐずぐずしている発話 

［N01B］:どうしよう（日本語データ N03） 

【解決】 解決案を出す発話 

［T33A］: กุไปเองได（้一人で行ける）（タイ語データ T65）        

 

その後、各発話の内容を観察し、会話の参加者にとって、その内容が不安を消し去るようなこと

なのか、あるいは不安の原因になるようなことなのかを文脈から判断し、ポジティブな内容〘+〙

（例：（授業が）再開できたらいいけどなぁ）か、ネガティブな内容〘-〙（例：余計大変や

（汗））かについてのラベルをつける。次に、会話の全体を連鎖組織に分ける。また、それぞれの

連鎖組織の内容を見て、その連鎖組織を通して会話参加者らが何をしているのかを判断し、連鎖組

織のラベルを付ける。連鎖組織のラベルを付けた後、その会話がどのような活動を成し遂げようと

するものであるのかを探るため、話題がポジティブとネガティブのどちらの方向に向かうのかに着

目して分析・考察する。その際、発話に用いられた言語形式も分析・考察する。 

 

3.4 連鎖組織の構造の区分基準 

 本研究は、コロナ禍における COVID-19 という特殊な話題についての会話が SNS上でどのように行

われているのかを探るために、会話分析の手法を用いて分析を行う。会話分析では「会話を相互行

為状況の基本的な形態と捉え、会話の中で交わされる発話を人々が相互行為的に何かを成し遂げる

過程として捉える」（高木・細田・森田 2016:9）ことから、本研究では SNS の会話を相互行為とし

て捉えることにより、会話参加者の発話がどのような連鎖組織をなしており、そこでの参加者が何

を成し遂げようとしているのかを観察する。 

 まず、連鎖組織の概念を述べる。本研究は Schegloff & Sacks(1973)を参考にする。Schegloff & 

Sacks(1973)は、会話分析では、会話は、参加者がターンを交替しながら、発話をやりとりすること

によって行われる活動であり、どのようなタイプの発話の後にどのようなタイプの発話がなされる

かについての規範的な期待が存在すると考え、発話と発話の連なりに注目するとしている。発話と
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発話は、最も基本的には［挨拶―挨拶］や［質問―応答］のように、行為として適切に結びつく形

を組み合わせられる。それを最も基本的なものとして、隣接ペア（adjacency pair）と呼ぶ。この

行為（すなわち隣接ペア）の結びつきを秩序立てている仕組みのことを「連鎖組織（sequence 

organization)」という。連鎖組織は、なんらかの活動を成し遂げるための、2 つ以上の行為の規範

的な連なりである。一度挨拶や質問などの発話によって連鎖が開始されると、それが組み合わせら

れるべき発話（挨拶、応答など）が生起するための位置が作り出される。連鎖組織は、人が様々な

活動を成し遂げるための手段となると説明している。 

 本研究では上記の概念に従って、まず、話題の全体の内容をみて確認し、それぞれの発話はどの

ような行為を行うのかをみて、発話と発話の連鎖を分析する。さらに、それぞれの連鎖組織の内容

を見て、その連鎖組織が何を成し遂げようとしているのかを文脈から判断し、ラベルを付ける。 

 本研究のデータに見られた内容の区分は以下のとおりである。 

 1.〔安否確認の部分〕＝相手の安否を確認する部分 

 2.〔不安共有の部分〕＝相手と COVID-19 に関する不安を共有する部分 

 3.〔不満共有の部分〕＝相手と COVID-19 に関する不満を共有する部分 

 4.〔雑談の部分〕＝雑談をする部分 

 5.〔挨拶の部分〕＝挨拶をする部分 

 6.〔誘いの部分〕＝相手に誘いを申し出る部分 

 7.〔予定変更の部分〕＝予定の変更を申し出る部分 

 8.〔励ましの部分〕＝相手を元気づける部分 

 9.〔症状確認の部分〕＝相手に現在の症状を聞いて、コロナに感染したかどうかを確認する部分 

 10.〔お願いの部分〕＝相手にお願いをする部分  

 本研究では、COVID-19 の話題では平時の会話とは違う特徴が現れると思われる〔安否確認の部

分〕、〔不安共有の部分〕そして、〔不満共有の部分〕の 3 つに主に注目して、分析・考察する。  

 

3.5 データ中に使用する記号の一覧 

   数字  ：発話順番を示す 

［発話者］  ：発話者を示す 

〘 〙  ：その発話がポジティブかネガティブかを示す 

 +  ：ポジティブな内容の発話 
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 -    ：ネガティブな内容の発話 

（ ）  ：発話が 2つ以上の発話機能を持つと思われる場合、カッコ鍵で示す。 

     ：同じ発話の続きを示す 

       ：発話の隣接ペアを示す 

       ：後方拡張の発話を示す 

｛安否確認｝ ：相手に COVID-19に関して安否を確認するのを含意する発話 

｛安全｝ ：発話者がコロナに関して安全であると解釈できる発話  
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第 4 章 日本語とタイ語のネガティブな会話における連鎖組織及び言語表現の分析 

 本章では、日本語とタイ語のネガティブな会話における連鎖組織及び言語表現を分析する。第 3

章で述べたように、本研究では、チャット会話のデータを内容によって 10 種類の部分に区分する。

その上で、それぞれのチャット会話を≪〔安否確認の部分〕がある会話≫と≪〔安否確認の部分〕

がない会話≫の大きく 2 つに分けて、分析する。≪〔安否確認の部分〕がある会話≫では、≪〔安

否確認の部分〕から始まる会話≫、≪〔挨拶の部分〕から始まる会話≫、≪〔不安共有の部分〕か

ら始まる会話①≫、そして、≪〔不満共有の部分〕から始まる会話①≫に分けられる。一方、≪

〔安否確認の部分〕のない会話≫では、≪〔不安共有の部分〕から始まる会話②≫と≪〔不満共有

の部分〕から始まる会話②≫に分けられる。それらの下位分類も含めて、本研究で扱うデータの分

類を以下に図示する。 

 

図 1 本研究で扱うデータの分類 

 以下、≪〔安否確認の部分〕がある会話≫から順に、実際のデータを挙げながら、それぞれの特

徴を見ていく。 

〔安否確認の部分〕が

ある会話

〔安否確認の部分〕から始まる

会話
【質問】から始まる会話

〔挨拶の部分〕から始まる会話 【挨拶】から始まる会話

〔不安共有の部分〕から始まる

会話①（日本語のみ）
【不安表明】から始まる会話①

〔不満共有の部分〕から始まる

会話①（日本語のみ）
【不満表明】から始まる会話①

〔安否確認の部分〕

がない会話

〔不安共有の部分〕から始まる

会話②

【不安表明】から始まる会話②

【予定変更】から始まる会話

〔不満共有の部分〕から始まる

会話②

【不満表明】から始まる会話②

【現状説明】から始まる会話
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4.1 〔安否確認の部分〕がある会話 

 本研究で扱うチャット会話が生じた状況において、COVID-19（以下「コロナ」と記す）は生命の

危険を伴う恐れのある感染症であるため、このような状況では相手の身の安全を確認することがと

ても大事であるという点が、平時の会話とは違う特徴の一つだと考えられる。 

 そこで、本節では、会話のデータから、≪〔安否確認の部分〕がある会話≫をすべて抽出し、

〔安否確認の部分〕がどのようなやりとりであるのか、どのような会話から展開してきたのか、ま

たその後どのような内容へと展開するのかについて、発話の連鎖組織と言語表現、スタンプなどの

SNS 特有の表現の観点から分析する。 

 

4.1.1 〔安否確認の部分〕から始まる会話 

 この項では≪〔安否確認の部分〕がある会話≫のうち、≪〔安否確認の部分〕から始まる会話≫

について述べる。 

 

4.1.1.1 〔安否確認の部分〕から始まる会話における日本語の会話例 

 まず、〔安否確認の部分〕から始まる日本語の会話例を 4 つ挙げながら、みていく。日本語の会

話例 1 は相手の近況について聞く会話である。［N07A］が東京に引っ越す予定があったため、

［N07B］は［N07G］がいるはずの東京のコロナの状況について聞く質問からやりとりを開始してい

る（図 2）。 

日本語の会話例 1（日本語データ N17：［N07G］・20 代女子大学生、［N07B］・20 代女子大学生、

LINE） 

図 2 日本語の会話例 1のデータ及び連鎖組織8 

 

 

8本研究では、ネガティブな発話とポジティブな発話を色分けしている。ネガティブな発話は青に、ポジティブな発

話は黄色に分類している。 
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 01［N07B］質問｛安否確認｝                           

 02［N07B］質問｛安否確認｝                           

 03-05［N07G］応答〘-〙｛安全｝                           

 

 06［N07G］不安表明〘-〙 

 

 07［N07G］不安表明（皮肉）〘-〙 

 08 [N07B］理解（既読） 

 

 この日本語の会話例 1 は、会話の内容から見ると、以下の図 3 で示すように、〔安否確認の部

分〕と、〔不安共有の部分〕の 2つに分けることができる。 

 この会話例 1 から、1つの連鎖組織が抽出できた。以下の順で述べる。 

図 3 日本語の会話例 1の全体構造及び連鎖組織 

安否確認の部分 

 

 

 

不安共有の部分   

 

 

 

 

  図 3 について詳細に述べる。まず、〔安否確認の部分〕では、以下の連鎖 1のように［N07B］が

01 の【質問】から連鎖を開始し、［N17A］の 03-05 の応答で連鎖が終結している。［N07B］は 01

で「もう東京？」という【質問】をし、さらに 02 で、「コロナ大丈夫？」と直接的に［N17A］の

  06［N07A］: 不安表明 〘-〙 

  07［N07A］: 不安表明（皮肉）〘-〙 

  08［N07B］: 理解 

連鎖 1 の

後方拡張 

  01［N07B］ : 質問 

  02［N07B］ : 質問｛安否確認｝                           

  03-05［N07A］: 応答〘-〙 ｛安全｝                           

 

連鎖 1 
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コロナでの安否確認という【質問】を付け加えている。コロナ禍での人々の生活においては、3 つ

の密（密集、密接、密閉）を避け、外出時にはマスクを着用し、手洗い、うがいなどを習慣化し

て、感染防止を心がけるよう、政府や自治体からの注意喚起がなされている。そのため、このよう

な不安な社会情勢の中において、[N07B]01 の「もう東京？」と 02 の「コロナ大丈夫？」は単に近

況を尋ねる質問であるだけでなく、感染者の多い東京にいる相手の安否の確認も含意しているので

はないかと考えられる。 

日本語の会話例 1 の連鎖 1   

01[N07B] ：質問｛安否確認｝     もう東京？        〔安否確認の部分〕 

02[N07B] ：質問｛安否確認｝       コロナ大丈夫？ 

03-05[N07G] ：応答〘-〙｛安全｝  東京にいるはずだったんですけど。学校も 47/27 以 

        降で検討中引っ越しも先送りに 

 

06[N07G] ：不安表明   4/4 に一旦引っ越し準備で東京に行って、4/5 には  

      とんぼ帰りかなと検討中です。 

07[N07G] ：不安表明（皮肉）  東京行ったときに移動禁止とかにならないといいん 

       ですけど...苦笑い 

08[N07B] ：理解          既読            〔不安共有の部分〕 

 

 ［N07G］は 03-05 で「東京にいるはずだったんですけど」と、逆接の接続詞「けど」を使い、通

常の状況であれば、今頃はもう東京に引っ越ししているはずだが、コロナで予定が狂っており、学

校も検討中であるため、引っ越しが先送りになったというネガティブな【応答】を行って、さらに

発話末に[  ]という緊張感を表す汗をかいた笑顔の絵文字を付け加えており、より現在の状況に

対するどうしようもなさを表し、ネガティブな意味を伝えようとしている。この発話で、質問で開

始された連鎖は一旦終結している。 

 ここで［N07G］は安否確認の【質問】に対して、東京に引っ越せないというネガティブな情報を

提供しているが、そのネガティブな【応答】によって、［N07G］は現在感染率が高い東京にはいな

いので、コロナから安全だというように解釈できる。[N07B] はそれ以上安否確認の【質問】をして

おらず、この連鎖 1 で安全の確認が成立したと言える。 

 しかし、この話題はここで終結せず、〔安否確認の部分〕の後、会話は〔不安共有の部分〕に展

開していく。〔不安共有の部分〕では、上記の連鎖 1 で示すように、［N07G］は、［N07G］03-05
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の【応答】を後方拡張して、06-07で【不安表明】を行い、［N07B］08 の【理解】で連鎖を終結し

ている。 

 ［N07G］は 03—05 の【応答】を後方拡張して、06 で引っ越しの準備とスケジュールについて述べ

て、さらに、［N07G］06 の「とんぼ帰りかなと検討中です」という発話で、コロナのような状況で

は、東京に行ってもその日のうちに帰ってきたほうがいいかもしれないという【不安表明】をして

いると読み取れる。さらに、［N07G］は 07 で「東京行ったときに移動禁止とかにならないといいん

ですけど...苦笑」と、とりあえず東京に行こうとはしており、行った場合に問題が起こらないこと

を期待しつつも、文末に「～ですけど...苦笑」と逆接の接続詞「けど...」と「苦笑」の表現を使

って、行きたいけど帰ってこられるかどうかを【皮肉】のような言い方で【不安表明】を行ってい

る。 

 一方、相手の安否確認を聞いた［N07B］は、［N07G］の安全を確認できたためか、［N07G］の発

話に対して既読してそのまま会話を終えている。ここで、［N07B］は応答しないため、発話の連鎖

になっていないが、チャット会話であるため、既読したことは理解したことだと解釈できる。 

 以上、会話例 1 では、［N07G］と［N07B］は、安否確認を行った後、すぐに〔不安共有の部分〕

へと展開していた。不安を共有する際、発話者は自分の状況についての【情報提供】をしたり、皮

肉めいた表現で述べたりしていた。 

 収集された会話データは 2020 年のもので、新型コロナウイルス感染症をパンデミック（世界的な

大流行）とみなせると表明した初めての年である。すなわち、このやりとりが行われた頃に新しく

生じた出来事であり、感染すると死に至ることもある恐ろしいものであるため、人々に様々な影響

を与え、深刻な事態を引き起こしていた時期である。このような不安な状況であることを前提とす

ると、［N07B］01 の「もう東京？」と、02 の「コロナ大丈夫？」という【質問】は単に近況を尋ね

る質問であるだけでなく、相手の安否の確認も含意していると理解して良いだろう。また、コロナ

に関する話題は、会話の参加者がコロナはどのようなものなのか、これからどう対処すればいいの

かよく分かっていないという特殊性があるため、〔不安共有の部分〕において不安やどうしようも

なさのようなネガティブな感情や情報を行っていたと観察できた。  
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 次に、相手の近況について聞く会話を見る。社会人の［N02A］は、自分が働いている塾について

の状況を話しており、大学院生［N02B］は、ZOOM 授業について話している（図 4）。 

日本語の会話例 2（日本語データ N04：［N02A］・20 代社会人、［N02B］・20 代女子大学院生、

LINE） 

図 4 日本語の会話例 2のデータ及び連鎖組織 

 

 

 01［N02A］: 質問｛安否確認｝                           

 

   02［N02B］: 応答〘+〙｛安全｝                           

 03［N02B］: 質問｛安否確認｝                           

 

 04［N02A］: 驚き 

 05［N02A］: 応答〘-〙、現状説明 

          〘-〙 

 06［N02B］: 受け入れ、 

                                        評価〘+〙 

       

 07［N02B］: 評価〘-〙、 

             質問 

 

 08［N02A］: 同意、評価〘+〙 

 

 09［N02A］: 応答〘-〙、 

                                       不安表明〘-〙 

 

10［N02B］: 共感〘-〙、 

      質問 

11［N02A］: 応答〘+〙｛安全｝ 

N04A 
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 12［N02A］: 現状説明（続き） 

 13［N02B］: 理解 、安心表明 

         〘+〙｛安全｝、 

        評価〘-〙 

 14［N02A］: 同意、 

                                    現状説明〘+〙 

       

15［N02B］: 理解〘+〙｛安全｝、 

      不安表明〘-〙 

             

 

16［N02A］: 理解、同意、評価〘-〙 

       

 17［N02A］: 質問 

18［N02B］: 応答 

 

19［N02A］: 理解、評価〘+〙、 

      情報提供〘+〙 
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 20［N02B］: 承認、 

  現状説明〘+〙、  

 評価〘+〙 

 

 21［N02A］: 評価〘+〙、意思表明〘+〙 

  22［N02A］: 修復 

 

 

 23［N02B］: スタンプ（ツッコミ） 

 24［N02B］: 笑い 

 

 

 図 5 で示すように、この会話は内容から見て、お互い安全を確認しあう〔安否確認の部分〕、お

互いの不安を共有し合う〔不安共有の部分〕、現状についての質問による〔雑談の部分〕の 3 つに

区分できる。 

 この会話例 2 から、8つの連鎖組織が抽出できた。以下、順に述べる。 
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図 5 日本語の会話例 2の全体構造及び連鎖組織 

安否確認の部分 

 

 

 

 

不安共有の部分   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［N04B］の安全確認 

   01［N02A］: 質問｛安否確認｝                           

  02［N02B］: 応答〘+〙｛安全｝  

  04［N02A］: 驚き  

  06［N02B］: 評価〘+〙 

  08［N02A］: 評価〘+〙 

    

［N04A］の安全確認 

  03［N02B］: 質問｛安否確認｝ 

  05［N02A］: 応答｛危険｝ 

  05［N02A］:   現状説明〘-〙 

  07［N02B］: 評価〘-〙  

 

  07［N02B］: 質問｛事実確認｝ 

   09［N02A］: 応答｛事実｝〘-〙 

            09［N02A］: 不安表明〘-〙   

  10［N02B］: 共感〘-〙  

 

  10［N02B］: 質問｛安否確認｝             

  11-12［N02A］: 応答〘+〙｛安全｝、現状説明 

                〘+〙 

  13［N02B］: 理解〘+〙、安心表明〘+〙｛安全｝ 

 

  13［N02B］: 評価〘-〙    

  14［N02A］: 同意〘-〙   

  14［N02A］: 現状説明〘+〙 

  15［N02B］: 理解〘+〙｛安全｝  

連鎖 1 

連鎖 2 

連鎖 3 

連鎖 4 

連鎖 5 
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不安共有の部分   

 

雑談の部分   

 

雑談の部分 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 図 5 について詳細に述べる。まず、〔安否確認の部分〕では、コロナ禍でのような不安な社会情

勢の中において、［N02A］01 の「最近はずっとお家で過ごしてるん？」は単に近況を尋ねる質問で

あるだけでなく、相手の安否の確認も含意していると理解できる。この質問で開始される連鎖組織

は、［N02A］01 と［N02B］02 の質問と応答の隣接ペアの後の第三の位置で［N02A］04 の驚きがな

され、さらに双方からの【評価】の発話で後方拡張されており、以下の連鎖 1のように示される。  

日本語の会話例 2 の連鎖 1 

01［N02A］：質問｛安否確認｝ 最近はずっとお家で過ごしてるん？ 

02［N02B］：応答〘+〙｛安全｝うん、ずーっと家におって、zoom で web 授業受けとる！ 

04［N02A］：驚き           zoom でやってるんや！ 

06［N02B］：評価〘+〙       意外とスムーズに使えるな 

08［N02A］：評価〘+〙     意外といけるんやね〜 

［N02A］01の質問に対する［N02B］02 の応答「うん、ずーっと家におって、zoom で web 授業受

けとる！」は、人と接触する機会が少なく、感染率が低く安全であるということを含意していると

  17［N02A］: 質問｛事実確認｝     

  18［N02B］: 応答      

  19［N02A］:    理解、評価 〘+〙 

  19［N02A］: 情報提供 〘+〙    

  20［N02B］: 承認   

 

  20［N02B］: 現状説明、評価〘+〙 

   21［N02A］: 評価〘+〙、意思表明〘+〙 

  22［N02A］: 修復 

  23［N02B］: ツッコミ〘+〙    

  24［N02A］: 笑い〘+〙                                

連鎖 7 

  15［N02B］: 不安表明       

  16［N02A］: 理解、同意、評価〘-〙     
連鎖 6 

連鎖 8 
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言える。この隣接ペアの次の位置で［N02A］は驚きを示し、Zoom への【評価】を 06 と 08で述べ合

っている。ここでは、［N02B］が安全であるということがわかった段階で、安否確認のやりとりは

終了し、Zoom が便利であるというポジティブな【評価】を述べ合うというやりとりが行われてい

る。［N02B］は 05 で「そうなんよ～意外とスムーズに使えるな！」と「意外と」「スムーズ」可能

形の「使える」というポジティブな意味を表す言語形式、［N02A］も 08 で「意外といけるんやね

～」と［N02B］と類似した表現を用いて、ポジティブな【評価】を述べ合っている。このことか

ら、［N02A］は［N02B］が安全であるということがわかったため、関連のある話題に展開し、ポジ

ティブな【評価】を述べ合えるのではないかと考えられる。 

 一方、「N02A は仕事行っとるの…？」と聞かれた［N02A］は、05 で、「仕事行ってるよ～    さ

すがに緊急事態宣言出て塾は休校になったんやけど、社員は出勤やねん」とネガティブな【現状説

明】をしており、出勤しているため人と接触する機会が多く、危険だということが含意されている

と解釈できる。それを受けた［N02B］は、「出勤せんならんのか...」とネガティブな【評価】を行

って連鎖を終結し、同じメッセージで［N02A］の現状についてさらに質問して新たな連鎖組織を開

始し、［N02A］がどの程度危険なのかを確認しようとしている。この 03 の【質問】と【応答】の隣

接ペアに続く第三の位置の【評価】の連鎖組織が終結すると、さらに【質問】と【応答】と第三の

位置の発話によるやりとりが繰り返され、最後にポジティブな【現状説明】を受けて N02Aの安否確

認が終結する。これらの連鎖組織の連続を以下に示す。 

日本語の会話例 2 の連鎖 2 

03［N02B］：質問｛安否確認｝   〇〇は仕事行っとるの…？ 

05［N02A］：応答〘-〙       仕事行ってるよ〜    

       現状説明〘-〙       さすがに緊急事態宣言出て塾は休校になったんや 

      けど、社員は出勤やねん。 

07［N02B］：評価〘-〙       出勤せんならんのか… 

 ［N02B］は事実を確認するために以下の新たな連鎖 3において 07で教室移転についての【質問】

をしているが、［N02A］はそれに対して 09 で事実の確認を行った後、「余計大変や   」というネ

ガティブな表現と大変さを表す汗の絵文字を使い、COVID-19 の影響に加えて異動もあったために、

例年通りにいかないことばかりで大変であることを述べて【不安表明】を行っている。 

日本語の会話例 2 の連鎖 3 

07［N02B］：質問     春から教室移ったんやっけ？ 

09［N02A］：応答、      うん、春から新しい教室だよ    

      不安表明〘-〙     余計大変や 
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10［N02B］：共感〘-〙        そうやよなぁ… 

 これに対して［N02B］は 10 で【共感】を示し、連鎖を終結している。ここまでで［N02B］は、

［N02A］が自分の現状を不安に感じていることを理解したが、相手がどの程度安全なのかがはっき

りしないため、10 で出勤している人数について質問して新たな連鎖組織を開始している。以下の連

鎖 4 に示す。 

日本語の会話例 2 の連鎖 4 

10［N02B］：質問｛安否確認｝      出勤してる人は何人くらいなん？ 

11［N02A］：応答｛安全｝〘+〙、  教室内には自分だけだよ。 

                  現状説明〘+〙   みんなそれぞれの現場に出勤してる  

13［N02B］：安心表明〘+〙    そうか…ちょっと安心 

［N02A］が 11 で教室内は自分だけで、皆それぞれの現場に出勤していると【応答】すると、それを

聞いた［N02B］は 13 で「そっか...ちょっと安心 」と【安心表明】とまだ心配な気持ちを残して

いることを表す口が開いた顔の絵文字を示すことで、連鎖を終結しているが、同じメッセージで

「でも行き帰りは怖いな...」と「怖い」というネガティブな表現で再びネガティブな【評価】をす

ることで新たな連鎖組織を開始している。以下の連鎖 5に示す。 

日本語の会話例 2 の連鎖 5 

13［N02B］：評価〘-〙  でも行き帰りは怖いな… 

14［N02A］：同意〘-〙       そうやなぁ、 

14［N02A］：現状説明〘+〙    そんなに人多くないけどね 

15［N02B］：理解｛安全｝  あ、そうか昼出勤やもんな 

 ［N02A］はそれに対して、14 で「そうやなぁ」と【同意】しているが、行き帰りの時間帯が他人

と違うため、「そんなに人多くないけどね。」とポジティブな内容での【現状説明】を付け加え、

相手を安心させようとしている。［N02B］は 15 で「あ、そうか昼出勤やもんな  」と【理解】と

自分の大げさな心配に恥ずかしさを表す赤面の絵文字を示し、ここでやっと［N02A］の身の安全を

確認し、安心を示している。 

 お互い相手の安否を確認できたところで、会話は〔不安共有の部分〕に移行していく。安全な状

況にある［N02B］は自分の不安を表明することによって新たな連鎖を開始し、不安を共有しようと

している。［N02A］はそれに【共感】し、問題の共有をしている。以下の連鎖 6 に示す。 

日本語の会話例 2 の連鎖 6 

15［N02B］：不安表明〘-〙 私外出るの買い物ぐらいやけど外出少ないからって油断し 
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      んようにしんならん...ゾッとする...かかっても 1 人でな 

      んとかしんならんと思うとゾッとする... 

16［N02A］：理解、  そうやなぁ。 

                  同意、〘-〙 外出する時は予防しっかりしないとな。 

         評価〘-〙 確かに、一人暮らしやとそれも怖いなぁ(TT) 

 ［N02B］は「油断しんようにしんならん」「かかっても１人でなんとかしんならんと思うとゾッと

する...」と「油断する」「ゾッとする」などのネガティブな結末につながるような表現やネガティブ

な感情の表現を使って、自分のコロナに対する【不安表明】をしており、［N02A］も「外出する時は

予防しっかりしないとな」という【同意】によって、［N02A］自身の問題でもあることを表明し、

「確かに、一人暮らしやとそれも怖いなぁ(TT)」というネガティブな【評価】と現状に対する悲しさ

を表す泣きの顔文字の表現で［N02B］の不安を共有している。 

 続いて、やり取りは〔雑談の部分〕に展開していく。ここまではネガティブな内容が続いていた

が、［N02A］は 17 で大学はゴールデンウイーク明けまで休みなのかという話題について【質問】を

して、新しい連鎖組織を開始している。以下の連鎖 7 に示す。 

日本語の会話例 2 の連鎖 7 

17［N02A］：質問    休みなん？ 

18［N02B］：応答       そうそう！ 

19［N02A］：評価〘+〙   再開できたらいいけどなぁ   

19［N02A］：情報提供〘-〙     オンライン授業に決まった大学もあるみたい 

20［N02B］：承認〘-〙      うん、そうみたいやな…   

 この最初の【質問】と【応答】の隣接ペアは、第三の位置で「（授業が）再開できたらいいけど

なぁ」という未来に対するポジティブな【評価】がなされているが、今後の状況がどうなるのかが

分からないため、他の大学はもうオンライン授業に決まったというネガティブな内容での【情報提

供】も行って連鎖を後方拡張し、その情報を【承認】して連鎖が終結している。 

 その後は、以下の連鎖 8 のように、大学と関連した話題として、家でチャイムを鳴らしていると

いう【現状説明】から新たな連鎖組織が開始され、それに対する【評価】と【意志表明】で隣接ペ

アをなし、【評価】発話の自己修復とそれに対する相手のツッコミと笑いで連鎖が終結している。

これらの連鎖組織は次のように示される。 

日本語の会話例 2 の連鎖 8 

20［N02B］：現状説明〘+〙 、  家にいると怠けちゃうからアプリで大学と同じ時間 
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      にチャイム鳴らしてる笑笑 

      評価〘+〙   結構メリハリでいい感じ笑 

21［N02A］：評価〘+〙、意思表明〘+〙 すこ、そんなアプリあるんや！うちの生徒に教えて 

       あげようかな笑 

22［N02A］：修復〘+〙   すご、やな笑 

 

23［N02B］：ツッコミ〘+〙    

 

24［N02B］：笑い〘+〙   笑笑 

 ［N02B］は上の連鎖 7の最後で［N02A］の情報を【承認】して連鎖を終結した上で、 連鎖 8の 20

の【現状説明】で新たな連鎖を開始し、家で大学と同じ時間にチャイムを鳴らしていることを

「笑」を使って面白いこととして紹介し、「メリハリついていい感じ笑笑」というポジティブな言

語形式を使って、コロナの状況をポジティブに捉えようとしていることを表している。［N02A］は

「そんなアプリあるんや！うちの生徒に教えてあげようかな笑」と、アプリに対するポジティブな

【評価】と【意志表明】を述べた後、21 で書き間違った「すこ」を 22「すご、やな笑」と【修復】

しているが、そのミスをネタとして利用して、［N02B］が「すこ」と書かれたスタンプで突っ込み

を入れ、さらに「笑笑」と反応してこの会話を笑いで終えている。 

 以上、このデータは、お互いの近況に関する【質問】によって、相手の安否確認を行い、家で

ZOOM 授業を受けている［N02B］は、コロナに関しては安全であることが判明して、その後は Zoom

へのポジティブな【評価】を述べ合うやりとりが行われていた。一方、出勤している［N02A］は、

安全な状態とは言えず、［N02A］の身の安全を確認して［N02B］が安心を表明するまでは、ネガテ

ィブな内容のやりとりが行われていた。双方の安否確認がなされた後は、〔不安共有の部分〕に移

行し、安全な状況にある［N02B］も不安な気持ちを表して、お互いが同じ気持ち、同じ立場である

ことを共有しており、それを契機に、未来への期待や現状のいいところを述べるなど、ポジティブ

な内容の発話でポジティブな話題へと展開しており、最終的に書き間違えた表現をネタとして笑い

を誘って、楽しい雰囲気で会話を終わらせていた。すなわち、相手がネガティブな情報や不安を述

べると、聞き手はそれに対して【同意】や【共感】を示すが、それだけで話題を終了するのではな

く、お互いに笑い合える機会を作り、ポジティブになれる形で会話を終了することが行われてい

た。   
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 続いて、3つ目の会話は、相手の近況について聞く会話である。［N18A］は、［N18B］が元気な

のかを確認している（図 6）。  

日本語の会話例 3（日本語データ N48：［N18A］・20 代女子大学生、［N18B］・20 代女子大学生、

LINE） 

図 6 日本語の会話例 3のデータ及び連鎖組織 

 

 01［N18A］: 質問 

       不満表明〘-〙 

  02-03［N18A］: お願い（冗談）〘+〙 

 

   04［N18B］: 応答〘+〙 

   05［N18B］: 同情〘-〙 

      06［N18B］: 提案（笑い）〘+〙 

 

 07［N18A］: 否定（文句）〘-〙 

 08［N18B］: 評価〘-〙 

 

 この日本語の会話例 3 は、会話の内容から見ると、図 7で示すように、【質問】-【応答】の隣接

ペアから成る〔安否確認の部分〕、〔不満共有の部分〕、そして冗談めかした〔お願いの部分〕の

3 つに分けることができる。 

 この会話例 3 から、3つの連鎖組織が抽出できた。以下、順に述べる。 

 

 

 

 

A 
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図 7 日本語の会話例 3の全体構造及び連鎖組織 

安否確認の部分 

 

 

 

 

不満共有の部分   

 

 

 

お願いの部分   

 

 

 

 

 図 7 について詳細に述べる。まず、〔安否確認の部分〕 では［N18A］01 の「元気ですか？」と

いう【質問】から始まる。この会話はコロナに関する会話であるため、この【質問】は、相手の安

否の確認も含意しているのではないかと考えられる。この【質問】で開始される連鎖組織は以下の

連鎖 1 のように示される。  

日本語の会話例 3 の連鎖 1 

01［N18B］：質問｛安否確認｝  元気ですか？ 

04［N18B］：応答〘+〙｛安全｝ 元気やで 

［N18A］01の【質問】に対し、［N18B］は 04で「元気やで」と【応答】しているため、［N18B］

は元気であることを表明し、［N18A］01 と［N18B］04 の隣接ペアで〔安否確認の部分〕の連鎖組織

を終結している。 

 ここでは［N18B］の安全しか確認していないが、会話は〔不満共有の部分〕に展開している。こ

れは、［N18A］の「A はコロナのせいでタイ旅行がなくなって萎えてます」という【不満表明】

が、【不満表明】であると同時に「コロナに罹ってはいない」ということを含意していると読み取

［N45B］の安否確認 

  01［N18A］: 質問｛安否確認｝  

  04［N18B］: 応答〘+〙｛安全｝  
連鎖 1 

  01［N18B］: 不満表明〘-〙 

  05［N18A］: 同情〘-〙 

 

 

連鎖 2 

  02-03［N18A］: お願い(冗談) 〘+〙 

  06［N18B］: 提案〘+〙 

  07［N18A］: 否定(文句) 〘-〙 

  08［N18B］: 評価〘-〙 

 

 

連鎖 3 
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れるため、この発話によって双方が安全であることが確認できていると理解することができる。

［N18A］は以下の連鎖 2 に示すように、新たな連鎖を開始している。 

日本語の会話例 3 の連鎖 2 

01［N18B］：不満表明〘-〙 ［N18A］はコロナのせいでタイ旅行がなくなって萎えてます 

04［N18B］：同情〘-〙 あやあ... 

 ［N18B］は 04 で【同情】して、連鎖を終結している。［N18A］は不満な気持ちを表すために、

「～せい」という悪い結果をもたらす意味を表す表現を使って、コロナは、自分に対してタイ旅行

がなくなったという非常に好ましくない結果の原因であることを明示している。更に、「萎える」

という表現も使って、不満や困った気持ちをよりはっきり伝えている。 

 続いて、〔お願いの部分〕について述べる。［N18A］は 01 で【質問】と【不満表明】をし、すぐ

下の位置の 02-03 で、「助けて。このタイロス」という 01の【不満表明】から関連する〔お願いの

部分〕の連鎖を開始している。以下の連鎖 3に示す。 

日本語の会話例 3 の連鎖 3 

02-03［N18B］：お願い（冗談）〘+〙  助けて。このタイロス 

06［N18B］：提案〘+〙   タイ料理食べる？笑 

07［N18B］：否定（文句）〘-〙  タイ料理より南国フルーツロスなの 

08［N18B］：評価〘-〙   それはきびしい 

 ［N18B］は「タイ料理食べる？笑」と文末に「笑」を付け加えて、からかい気味に【提案】をし

ている。それに対して、［N18A］は 07 で「タイ料理より南国フルーツロスなの」と 03 の「タイロ

ス」と同じく「フルーツロス」と、「ロス」の表現を繰り返して、コロナのせいで、タイに行け

ず、南国のフルーツも食べられず、がっかりしているという【文句】を述べて、［N18B］の【提

案】を【否定】している。［N18B］は 08 で「それはきびしい」のネガティブな【評価】で連鎖を終

結して、会話を終えている。 

 以上、この会話例は［N18B］の安否確認から始まり、［N18B］は安全であるため、安否確認はす

ぐに 1 つの隣接ペアで終了した。［N18A］は［N18B］の安否確認をしながら、コロナに対する自分

の不満も述べて、［N18B］と不満を共有していた。【不満表明】を述べた後に、［N18B］は冗談め

かしなお願いをしており、［N18B］もからかい気味に【提案】をしていたため、ネガティブな会話

は少しふざける感じに展開していたが、［N18A］の次の【文句】で会話の流れはまたネガティブに

戻り、聞き手のネガティブな反応で会話を終了していた。 
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 最後の会話例 4 は、会話例 1－3と異なり、【質問】の発話が通常の質問ではなく、【からかい】

の質問であるという会話である。この会話では、相手が外で遊びまくったのではないかとからかっ

て、相手がよく外出しているかどうかを間接的に尋ね、相手の安全を確認している（図 8） 。 

日本語の会話例 4 （日本語データ N18：［N07H］・20 代女子大学生、［N07B］・20 代女子大学

生、LINE） 

図 8 日本語の会話例 4のデータ及び連鎖組織 

 

  01［N07H］：からかい（質問）〘-〙 

  02［N07B］：否定（応答）〘+〙 

  03［N07B］：現状説明〘+〙 

  04［N07H］：驚き〘+〙、からかい〘+〙 

  05［N07H］：からかい〘+〙 

  06［N07B］：現状説明〘+〙 

  07［N07B］：現状説明〘-〙 

  08［N07H］：現状説明〘+〙 

  09［N07H］：質問 

  10［N07B］：応答〘-〙 

  11［N07B］：現状説明〘+〙 

  12［N07B］：不安表明〘-〙 

  13［N07B］：理由説明〘-〙 

  14［N07H］：励まし〘+〙 

  15［N07B］：受けいれ〘+〙 

 

 この日本語の会話例 4 は、会話の内容から見ると、以下の図 9 で示すように、〔安否確認の部

分〕と〔不安共有の部分〕の 2 つに分けることができる。 
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 この会話例 4 から、2つの連鎖組織が抽出できた。以下、順に述べる。 

図 9 日本語の会話例 4の全体構造及び連鎖組織 

安否確認の部分 

 

 

 

 

 

不安共有の部分   

 

 

 

 

 

 

 図 9 について詳細に述べる。まず、〔安否確認の部分〕を説明する。この隣接ペアは【からか

い】（質問）—【否定】（応答）、【現状説明】 から成っている。以下の連鎖 1のように示され

る。 

日本語の会話例 4 の連鎖 1 

01［N07H］： からかい（質問）〘-〙でも［N07B］は外出して遊びまくりでしょ～？？（笑） 

02「N07B」： 否定（応答）〘+〙 なわけ笑笑 

03「N07B」： 現状説明〘+〙  家でネットフリックス見てる笑         

04［N07H］：驚き〘+〙   え？！？！ 

     からかい〘+〙   てっきりコロナ上等でウロウロしてるのかと思った(笑) 

05［N07H］：からかい〘+〙  ［N07B］はかからなさそうだし(笑) 

06-08「N07B」：現状説明〘+〙 さすがに自粛してる笑  

［N07B］の安全確認 

   01［N07H］: からかい（質問）〘-〙  

   02-03［N07B］: 否定（応答）〘+〙、現状説明〘+〙 

   04-05［N07H］: 驚き〘+〙、からかい〘+〙 

   06-08［N07B］: 現状説明〘+〙、〘-〙 

 

 

 

連鎖 1 

   09［N18A］: 質問 

   10［N07B］: 応答〘-〙 

   11-13［N07B］: 情報提供〘-〙、不安表明〘-〙、 

             理由説明〘-〙 

   14［N07H］: 励まし〘+〙 

   15［N07B］: うけいれ〘+〙 

 

連鎖 2 
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    現状説明〘-〙  ちなみに 14くらいまでは車校に行ってたけど笑 

  現状説明〘+〙  車校もしまったからいくところない笑 

 ［N07H］は 01 で「でも ［N07B］は外出して遊びまくりでしょ～？？（笑）」という笑いを誘う質

問をして【からかい】を行っている。これは、［N07B］が「遊びまく」っているのではないかとい

うネガティブな内容の質問だが、それに対して、［N07B］は 02 で「なわけ笑笑」と【否定】して、

さらに 03 で「家でネットフリックス見てる笑」と自分は外出せず、ちゃんと家にいるから安全だと

いうポジティブなことを暗示的に表している。［N14B］が家でネットフリックスを見ているという

ことが分かり、続いて、［N07H］は 04 で【驚き】を示し、さらに「てっきりコロナ上等でウロウロ

してるのかと思った(笑)」[［N07B］はかからなさそうだし(笑)] と再度面白く【からかい】の発話

で反応している。［N07B］は、06 で「さすがに自粛してる笑」と述べて、さらに以前は車校に通っ

ていたが、コロナで閉まっているため、どこにも行っていないということを付け加え、【現状説

明】を行っている。従って、［N07B］の 03、06-08 での【現状説明】から、家で自粛しているた

め、他人と接する機会が少なく、コロナから安全であろうことが解釈できる。 

 以上のことから、このやりとりを見れば、［N07H］01の「でも［N07B］は外出して遊びまくりで

しょ～？？（笑）」と 04 の「てっきりコロナ上等でウロウロしてるのかと思った(笑)」は一見単な

る【からかい】に見えても、相手が外出して遊んでいるかどうかを確認すると同時に、［N07B］が

感染者と接触する機会があるかないかという、安否確認も含意しているのではないかと考えられ

る。 

 続いて、会話は〔不安共有の部分〕に展開していく。この部分は、［N07B］07-08 の【現状説

明】を契機にして、「N07H」の「仮免まで行った？？」という【質問】から新たな連鎖組織が開始

されている。以上の連鎖 2 に示す。 

日本語の会話例 4 の連鎖 2 

09［N07H］： 質問   仮免まで行った？？ 

10「N07B」： 応答〘-〙  仮免試験がコロナで潰れた笑 

11「N07B」： 情報提供〘-〙  仮免前の効果測定はクリアした     

12「N07B」： 不安表明〘-〙  仮免試験絶対落ちる 

13「N07B」： 理由説明〘-〙  1 ヶ月ぶりの運転で S 字は曲がれん 

14［N07H］： 励まし〘+〙  [[第三者の名前]] でも受かったんだから大丈夫でしょ(笑) 

15［N07H］： うけいれ〘+〙  あそっか笑 

 ［N07B］は 19 で「仮免試験がコロナで潰れた笑」と上記で述べたように自動車学校が閉まっただ

けでなく、コロナで仮免試験も潰れたと【応答】している。その後、20-22 で仮免前の効果測定は
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クリアしたが、1 ヶ月運転をしていなかったため、S 字を曲がれず、「仮免試験絶対落ちる」という

【不安表明】を行って、［N07H］と不安を共有しようとしている。それを受け取るために、

「N07H」が【励まし】をし、［N07B］がそれを受け入れて、「笑」で会話を終了している。 

 以上、会話例 4 では、他の会話例と異なり、安否確認の質問を【からかい】（質問）の発話として

行っていた。それに対し、聞き手は【否定】（応答）、【現状説明】で反応していることが観察さ

れた。【からかい】による質問を行うことによって、会話は楽しい雰囲気で始まっていた。従っ

て、その後、ネガティブとポジティブな発話を問わず「笑」を多く付けていたことによって、会話

がふざけた雰囲気になっていた。安否確認の後、聞き手の【現状説明】によって、会話は〔不安共

有の部分〕に展開し、楽しい会話がネガティブな方向に変わっていたが、最後の【励まし】のおか

げで、やりとりがまたポジティブになり、前向きに終えられていた。 

 言語表現に関して、ポジティブな発話でもネガティブな発話でも「笑」を付けていた。笑いのおか

げで、会話が、少しふざける感じで、笑いながら話しているような雰囲気になっていた。 

 以上、日本語のデータ 4 つについて見てきた。続いてタイ語のデータを見ていく。 
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4.1.1.2 〔安否確認の部分〕から始まる会話におけるタイ語の会話例 

 次に、タイ語の会話例を 3 つ挙げながら、みていく。 

 まず、タイ語の会話 1 は相手の近況について聞く会話である。［T01A］はタイに在住している

が、［T01B］はアメリカに在住している。［T01A］は［T01B］にアメリカでの生活について聞いて

いる（図 10）。 

タイ語の会話例 1（タイ語データ T01：［T01A］・20 代社会人男性、［T01B］・20 代女子大学院

生、LINE） 

図 10 タイ語の会話例 1 のデータ 
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 本研究では、タイ語のデータはすべて日本語に直訳して提示する。 
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図 11 日本語訳及び発話機能と連鎖相識 

01［T01A］: 最近生活大変？       質問｛安否確認｝ 

02［T01B］: （次の日）     挨拶 

03［T01B］：ちょっと大変かな                    応答〘-〙  

04［T01B］: でもそんなにひどくはない     応答（評価）〘+〙 

05［T01B］: ごめん。昨日はやく寝ちゃった           謝る 

06［T01B］：研究室は閉まってる。大学も閉まってる。     応答(理由説明〘-〙)  

          レストランは持ち帰りだけ 

07［T01B］: スーパーではまだ大体の食材は買えるけど   応答（理由説明〘+〙) 

          数量限定。 

08［T01A］：なるほど      理解 

09［T01B］：今日政府は essential business 以外正式に 情報提供〘-〙  

      （企業に）活動停止するよう命じた 

10［T01B］：人が多かったとこが廃れた町みたい  評価〘-〙  

11［T01A］: タイみたいだね                             同意（皮肉）〘-〙 

12［T01A］：apocalypse っぽい                        同意（皮肉）〘-〙 

13［T01A］：でもまだ（町中で）ゾンビが歩いて       同意（皮肉）〘-〙 

       なくてよかった 

14［T01B］：そうだよね     同意〘-〙 

15［T01B］: でもここの人は特に若者は（コロナを）       不満表明〘-〙 

          怖がってない。                                       

16［T01B］：あたし的には変な感じ       評価〘-〙     

17［T01A］：そっち（アメリカ）は元々そういう感じじゃん 意見提示〘-〙      

18［T01B］: そうだよ      同意〘-〙 

19［T01B］：一緒に研究していた子が大学が閉まってい  経験語り（理由説明）〘-〙 

          ても、怖くないから行くって言ってた 

20［T01B］: あたしは、え？落ち着いてって感じ           評価〘-〙  
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21［T01B］：で。タイはどうなの？          質問｛安否確認｝           

22［T01B］：騒いではないか？    質問｛安否確認｝          

23［T01A］：都内はそんなことないよ    応答〘+〙｛安全｝ 

24［T01A］：バスターミナル以外                         現状説明（理由説明） 

25［T01A］：田舎に行くバスね    現状説明（理由説明） 

26［T01A］：ロックダウンで仕事ないから、皆実家に帰る 現状説明（理由説明） 

 

（以下の 27A-72A での【雑談の部分】は分析には使用しない） 

27［T01A］：さっきチャーハンを食べにきたからｗｗｗ 

28［T01A］: おお 

29［T01A］: （チャーハンの写真） 

30［T01A］: ちょっと返事が遅れた 

31［T01B］：今起きた 

32［T01A］：何かタイのもの欲しい？ 

33［T01A］：買って送るよ 

34［T01A］ お金は後でいい 

35［T01A］: 帰国してから、返してもいいから 

36［T01B］: 今思いつくものはないな 

37［T01B］: わざわざありがとう 

38［T01A］：あったら教えて 

39［T01B］：はーい 

40［T01A］：最近簡単にネット注文できるから 

41［T01A］: www 

42［T01B］: 本当に 

43［T01B］: そういえば、あたしのアホな話があるんだけど 

44［T01A］: 話して話して 

45［T01B］：amazon pantry から洗濯用洗剤とトイレ用の洗剤を 1 つずつ注文したけど 
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46［T01A］：先に笑っていい？ 

47［T01A］：ｗｗｗ 

48［T01B］: ＝＝ 

49［T01B］：だめ 

50［T01A］： 続けて続けて続けて www 

51［T01B］: でもなかなか届かないから、別のとこでも注文した 

52［T01B］：でも別のとこで注文した時、アマゾンの方をキャンセルしてなかった。 

53［T01B］：どうせキャンセルできると思ってたから 

54［T01B］：でも結局キャンセル出来なかったの。 

55［T01A］：掃除用具だらけ 

56［T01A］: (爆笑のスタンプ) 

57［T01B］: だから、同じ日に洗濯用洗剤 3 つとトイレ用の洗剤 2 つ届いた 

58［T01B］：（干されたウサギが泣いてるのスタンプ） 

59［T01A］: 院生時代フェイスブックでの（オンライン）市場があって 

60［T01B］: 次買うの 1年後とかかも 

61［T01A］：使わないものを売るところ 

62［T01A］：そっちにはない？ 

63［T01B］：腐らないものなら保存できるよ 

64［T01B］: ある 

65［T01A］: 保存できるなよかった 

66［T01B］：でもこういうものは preference だから、転売しにくいよ 

67［T01A］: それはただの失敗。アホではない 

68［T01A］: お金を無駄にしなくてまだよかった 

((時間がたった) 

69［T01A］: もう終わった？ 

70［T01B］：終わった。 

71［T01B］：お母さんから電話が来た。 
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72［T01A］：そっか 

 

73［T01A］: で？今はずっと部屋にいるの？             質問｛安否確認｝              

74［T01B］: そう      応答〘+〙｛安全｝ 

75［T01A］：必要ないなら出かけないって感じかな  応答〘+〙｛安全｝ 

76［T01B］：ゲームやっててもう飽きた    文句（評価）〘-〙 

77［T01A］：wwww      笑い（理解） 

78［T01A］：そんなに暇なの     質問 

79［T01B］：すごく（暇）     応答 

80［T01B］：実験結果は研究室の中にある。    応答 

          まだ実験の途中だし     

81［T01A］：こっちもまだ仕事がたくさんある  文句（現状説明）〘-〙 

82［T01A］：全然ひまがない                            文句（現状説明）〘-〙 

83［T01A］: じゃあ、ほぼすべて研究室でやらないと 理解 

       いけないってことだね 

84［T01B］：そう      承認 

85［T01B］：新しい実験をはじめたばかり。   文句（情報提供）〘-〙 

          始まって１週間で研究室に入れなくなった 

86［T01B］:                           感情の表明 

87［T01A］：ああ...      理解 

88［T01A］：でもみんな同じだからね    励まし〘+〙 

89［T01A］：みんなそう。一人じゃない    

90［T01B］: 本当。みんなが同じ    受け入れ〘+〙 

91［T01A］:        慰め〘+〙 

 このタイ語の会話例 1 は、会話の内容から見ると、以下の図 11 で示すように、【質問】-【応

答】の隣接ペアから始まる〔［T01B］の安否確認の部分〕、〔不満共有の部分①〕、〔雑談の部

分〕、〔［T01A］の安否確認の部分〕、〔不満共有の部分②〕、そして〔励ましの部分〕の 6 つに

分類できる。ただし、〔［T01B］の安否確認の部分〕がまだ完了していないところで、〔不満共有
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の部分①〕がやりとりの途中に挿入され、［T01A］の安全を確認できたところで〔雑談の部分〕に

移行した後、再度〔［T01B］の安否確認の部分〕の続きに戻るというように、全体構造が複雑にな

っている。 

 この会話例 1 から、7つの連鎖組織が抽出できた。以下、順に述べる。 

図 12 タイ語の会話例 1 の全体構造及び連鎖組織 

安否確認の部分 

 

 

 

 

 

 

 

 

［T01B］:09情報提供〘-〙  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［T01B］の安否確認 

   01［T01A］: 質問｛安否確認｝  

   03-04、06-07［T01B］: 応答（評価）〘+〙、 

              理由説明〘-〙、〘+〙  

   08［T01A］: 理解 

 

   09-10［T01B］: 情報提供〘-〙、評価〘-〙 

   11-13［T01A］: 同意〘-〙（皮肉） 

   14［T01B］: 同意〘-〙 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  73［T01A］: 質問｛安否確認｝ 

   74-75［T01B］: 応答〘+〙｛安全｝ 

 

 

連鎖 1 

連鎖 2 

連鎖 3 

不満共有の部分① 

    15［T01B］: 不満表明〘-〙、評価〘-〙 

    17［T01A］: 意見提示〘-〙  

    18-20［T01B］: 同意〘-〙、経験語り（ 

               理由説明）〘-〙、 

                                                                評価〘-〙 

連鎖 5 

連鎖 4 

［T01A］の安否確認 

   21-22［T01B］: 質問｛安否確認｝ 

   23-26［T01A］: 応答〘+〙｛安全｝、現状 

            説明（理由説明） 

     

 



64 

 

雑談の部分   

                                           

                                                 (分析対象外) 

 

 

 

不満共有部分②   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

励ましの部分   

                                           

                                                  

 

  図 12 について詳細に述べる。まず〔［T01B］の安否確認の部分〕について述べる。会話の背景

として［T01A］は現在タイに住んでいるが、［T01B］はアメリカの大学に通っている。［T01A］は

01 で「最近生活大変？」という【質問】をして、相手の近況について聞いている。［T01A］と

［T01B］は違う国に住んでおり、相手の状況がどうなのかを分からないため、01［T01A］の「最近

生活大変？」は単に近況を尋ねる質問であるだけでなく、相手の安否の確認も含意しているのでは

ないかと考えられる。この質問で開始される連鎖組織は以下の連鎖 1 のように示される。  

 

  76［T01B］: 文句（評価）〘-〙 

  77［T01A］: 笑い（理解）〘-〙 

   78［T01A］: 質問 

  79-80［T01B］: 応答 

  81-82［T01A］: 文句（現状説明）〘-〙 

  83［T01A］: 理解 

  84［T01B］: 承認 

  85［T01B］: 文句（情報提供）〘-〙、感情 

          の表明〘-〙 

 87［T01A］: 理解 

 

 

  

 

 ［T01A］:27            

. 

.     (中略) 

. 

 ［T01A］:72 

 

 

 

  

 連鎖 6 

  88-89［T01A］:88-89励まし〘+〙 

  90［T01B］: 受け入れ〘+〙 

  91［T01A］: 慰め〘+〙 

  

 

連鎖 7 
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タイ語の会話例 1 の連鎖 1 

01［T01A］: 質問｛安否確認｝    最近生活大変？        

03［T01B］: 応答〘-〙  ちょっと大変かな   

04［T01B］: 応答（評価）〘+〙    でもそんなにひどくはない 

06［T01B］：応答（理由説明）〘-〙 研究室は閉まってる。大学も閉まってる。レストランは 

      持ち帰りだけ                

07［T01B］: 応答（理由説明）〘+〙 スーパーではまだ大体の食材は買えるけど、数量限定  

08［T01A］：理解         なるほど   

［T01A］01の質問に対して、［T01B］は 02 で「ちょっと大変かな」というネガティブな【応

答】をし、04 で大変だが、「そんなにひどくない」というポジティブな 【評価】をして、その理

由として 06と 07 で「研究室も大学も閉まってる。」「スーパーでは数量限定だが、まだ大体の食

材は買える」などの【現状説明】を挙げている。この連鎖は［T01A］08 の【理解】で終結してい

る。 

［T01B］は 03 での「ちょっと」と 04での「でもそんなに～ない」という表現を使って、現在の

生活は少し大変だが、まだ生活できると述べたにもかかわらず、次にアメリカでのネガティブな現

状について述べて連鎖 2 を開始している。 

タイ語の会話例 1 の連鎖 2 

09［T01B］：情報提供〘-〙     今日政府は essential business 以外正式に（企業に） 

      活動停止するよう命じた 

10［T01B］：評価〘-〙      人が多かったとこが廃れた町みたい  

11-13［T01A］: 同意 (皮肉) 〘-〙 タイみたいだね apocalypse っぽい。でもまだ（町中で） 

      ゾンビが歩いてなくてよかった                        

14［T01B］：同意〘-〙  そうだよね               

 ［T01B］09 は、アメリカでは今日政府がほとんどの企業に活動停止するように命じたため、人が

外出しなくなり、町が「廃れた町みたい」というネガティブな【情報提供】とその【評価】をして

いる。それに対して、［T01A］は「タイみたいだね」と述べて、タイも人が少ないため、ゾンビが

いる終末後の世界のようであると大げさに比喩を用いて皮肉な表現をしており、どこもコロナの状

況が深刻であることを表している。［T01B］は 14 で【同意】をし、連鎖を終結している。 
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 〔［T01B］の安否確認の部分〕が続いている中で、次に見るように〔不満共有の部分①〕が挿入

されている。［T01B］は、15 で「でもここの人は特に若者は（コロナを）怖がってない」という

【不満表明】を切り出して、以下の連鎖 3 で示しているように新しい連鎖組織を開始している。 

タイ語の会話例 1 の連鎖 3 

15［T01B］: 不満表明 〘-〙   でもここの人は特に若者は（コロナを）怖がってない                               

16［T01B］：評価〘-〙    あたし的には変な感じ。     

17［T01A］：意見提示〘-〙   そっち（アメリカ）は元々そういう感じ 

       じゃん。   

18［T01B］: 同意 〘-〙      そうだよ      

19［T01B］：経験語り（理由説明）〘-〙 一緒に研究していた子が大学が閉まっていても、 

       怖くないから行くって言ってた 

20［T01B］: 評価〘-〙   あたしは、え？落ち着いてって感じ    

 ［T01B］は、15 の【不満表明】に、自分にとってそれは変だとネガティブな【評価】も付け加え

ている。それに対して、［T01A］は 17 で「そっち（アメリカ）は元々そういう感じじゃん」とアメ

リカ人に対するネガティブな同意的な【意見提示】を行って不満を共有している。続いて、

［T01B］は 19-20 で、一緒に研究していた子が大学が閉まっていてもゼミに行くので、納得できな

いというネガティブな【経験語り】と【評価】をして、不満を表しており、連鎖を終結している。 

 ［T01B］は、コロナに対するアメリカ人の態度に不満を表すのに、「怖がってない（ไม่กลวั

กนั）」、「変（แปลก）」、「え？落ち着いてって感じ（ห๊ะ ใจเยน็ไอนอ้ง）」という表現を用いて、自分

で見て感じた気持ちを表している。 

  ［T01B］は不満を行ったところ、21-22 で「で。タイはどうなの？騒いではないか？」という

【質問】をして新たな連鎖組織を開始し、［T01A］の安否を確認しようとしている。この 21-22 の

質問から始まる連鎖組織の連続を以下に示す。ここで、やりとりが再び〔安否確認の部分〕に戻っ

ている。以下に説明する。 

タイ語の会話例 1 の連鎖 4 

21-22［T01B］ ：質問 ｛安否確認｝ で。タイはどうなの？騒いではないか？        

23［T01A］ ：応答〘+〙｛安全｝ 都内はそんなことないよ    

24-25［T01A］：現状説明（理由説明）バスターミナル以外。田舎に行くバスね。ロックダウンで 

                仕事ないから、皆実家に帰る                                             
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 ［T01B］の 21-22 の質問に対し、［T01A］は 23で「都内はそんなことないよ」と【応答】し、さ

らに、24-25「ロックダウンで仕事ないから、皆実家に帰る」などという【理由説明】を付け加えて

いる。このような【応答】から、現在都内はロックダウンしているし、多くの人も田舎の実家に帰

るため、都内では人が少なく、コロナの感染確率が低いだろうと解釈できるため、 [T01A]は安全で

あることを示している。［T01A］の安全を確認できたところ、ここで連鎖が終結し、次に、会話は

〔雑談の部分〕に移行しているが、［T01A］と［T01B］は、27-72 でコロナに関係ない別の話題を

展開していたため、本研究ではこの部分を分析の対象外とする。 

 〔［T01B］の安否確認の部分〕では、［T01B］は連鎖 2まで【現状説明】や【情報提供】などの

ネガティブな発話ばかりが続いたり、途中に連鎖 3 の〔不満共有の部分①〕と連鎖 4 の〔［T01B］

の安否確認の部分〕そして、〔雑談の部分〕が挿入されていたりした。そのため、［T01A］は

[T01B］の身の安全をまだ把握できていないと考えられる。そこで［T01A］は、再び［T01B］の安否

を確認するために、73で「で？今はずっと部屋にいるの？」とより明確な【質問】を切り出し、新

しい連鎖組織を開始している。この連鎖組織を以下に示す。 

タイ語の会話例 1 の連鎖 5 

73［T01A］:   質問｛安否確認｝     で？今はずっと部屋にいるの？                     

74-75［T01B］: 応答｛安全｝〘+〙     そう。必要ないなら出かけないって感じかな    

 ［T01A］73 に対して、［T01B］74-75 での「必要ないなら出かけない」という応答によって、

［T01B］が人と接触する機会が少なく、感染の確率が低く安全であるということを含意していると言

える。ここでやっと［T01B］の安全を確認できたことになる。［T01B］の安全が確認された後、次

に、〔不満共有の部分②〕に展開していく。［T01B］は 76 で「ゲームやっててもう飽きた」と、現在

の状況に対するネガティブな【文句】を行い、新しい連鎖組織を開始している。以下に連鎖 6 を示

す。 

タイ語の会話例 1 の連鎖 6 

76［T01B］：文句（評価）〘-〙  ゲームやっててもう飽きた 

77［T01A］：笑い    wwww  

78［T01A］：質問（事実確認）  そんなに暇なの？    

79［T01B］：応答    すごく（暇）    

81-82［T01A］：文句（現状説明）〘-〙 こっちもまだ仕事がたくさんある。全然ひまがない 

80［T01B］：文句（現状説明）〘-〙  実験結果は研究室の中にある。まだ実験の途中だし

83［T01A］: 理解    じゃあ、ほぼすべて研究室でやらないといけないって 

        ことだね 
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84［T01B］：承認    そう   

85［T01B］：文句（情報提供）〘-〙   新しい実験をはじめたばかり。始まって１週間で 

       研究室に入れなくなった 

86［T01B］: 感情の表明〘-〙    

87［T01A］: 理解    ああ...   

 ［T01B］76 に対して、［T01A］は 77 で笑いで反応して、【文句】-【笑い】の隣接ペアが形成され

ている。続いて、［T01A］は 78 で「そんなに暇なの？」という【質問】をし、［T01B］が 79 で現在

はとても暇であると【応答】すると、［T01A］は 81-82で、自分が［T01B］と違って、仕事があるた

め、暇ではないという【文句】を言って後方拡張している。［T01B］は 79 の次の位置の 80で実験の

途中だが、研究室に入れなくなってどうしようもないという【文句】の発話で、暇な理由を説明し、

［T01A］は 83 で【理解】を示すことで不満を共有している。［T01B］80 の【文句】の隣接ペアは

［T01B］の【承認】の後方拡張で終了している。最終的に［T01B］が研究室閉室の【文句】の続きを

言って、さらに頭を抱えるというスタンプも付け加え、困っているという【感情の表明】を行うと、

［T01A］は【理解】で連鎖を終結している。 

 最後に、〔励ましの部分〕について説明する。［T01B］の【文句】というネガティブな発話が続い

てきたところで、［T01A］が 88-89でみんな同じで、あなた一人ではないというポジティブな発話の

【励まし】をして、新たな連鎖組織を開始している。以下の連鎖 7に示す。 

会話例 1 の連鎖 7 

88-89［T01A］：励まし〘+〙  でもみんな同じだからね。みんなそう。一人じゃない。 

90［T01B］: 受け入れ〘+〙  本当。みんなが同じ 

91［T01A］: 慰め〘+〙     

 ［T01A］は、【励まし】で研究室閉室のことでネガティブな感情を抱いている［T01B］を前向き

にさせようとしているのではないかと考えられる。［T01B］はそれを受け入れて、90 で「本当。み

んなが同じ」と述べている。最終的に［T01A］がポジティブな思考に転換した［T01B］に頭をなで

るスタンプを送信し、連鎖を終結して会話を終えている。 

 以上、タイ語の会話例 1 は、「最近生活大変？」という質問から始まっていた。会話参加者が違

う国に在住しており、お互い相手の状況がよくわからないこと、さらにコロナ禍という非常事態で

あることを考慮すると、この質問は一見単なるニュートラルな事実関係を尋ねる質問に見えるが、

相手の安否の確認も含意した質問であると考えられる。 

 安否確認をされた［T01B］は、少し大変だがそれほどひどくないという曖昧な【応答】をした

が、その後ネガティブな発話ばかりを続けており、さらに会話が〔不満共有の部分〕、〔雑談の部
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分〕、そして〔［T01A］の安否確認の部分〕に展開していっていたため、［T01A］は［T01B］の安

全をなかなか確認できず、もう一度 73 で「今はずっと部屋にいるの？」とより明確な質問をしなけ

ればならなかったということが観察できた。一方、「タイはどうなの？騒いではないか？」と聞か

れた［T01A］は「都内はそんなことないよ。」というポジティブな応答をしたため、質問した

［T01B］はすぐに［T01A］の安全を確認することができ、［T01A］の安否確認をこのまま終えるこ

とができた。このことから、タイ語母語話者の聞き手は、相手の安全を確認できるまで相手につい

て質問をするということが観察できた。この例のように、タイ語母語話者は、会話の途中で、様々

な話題に展開し、まったく関係ない別の話題にも転換したが、それでも、最終的にまた前の話題に

戻って話題を終了させていた。 

 この会話では、お互いの安全を確認できた後も［T01B］の【文句】などによって、やりとりがネ

ガティブな方向に展開していっていたため、ネガティブな感情を抱いている［T01B］を前向きにさ

せるように［T01A］は【励まし】という発話を用いていた。そうして、会話をポジティブで前向き

に終わらせていた。 

  この会話例は、〔不満共有の部分〕が 2 回出現した。【不満表明】を表すのに、町が「廃れた町

みたい。」など大袈裟な比喩をすることが観察できた。また、聞き手もゾンビがいる終末後の世界

のようであると大げさに比喩を用いて皮肉のような言い方で反応している。また、【不満表明】を

表すのに、「怖がってない（ไม่กลวักนั）」、「変（แปลก）」、「え？落ち着いてって感じ（ห๊ะ ใจเยน็ไอ

นอ้ง）」という言語表現を用いている。 

 また、この会話では、相手の【不満表明】に対する反応として、日本語の会話例に見られたよう

な【共感】はせず、【理解】、【皮肉】、自分の【現状説明】、そして【文句】など、様々なバリ

エーションが見られた。 
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 次に、タイ語の会話例 2 を見ていく。この会話はタイ語の会話例 1 と同様に、相手の近況について

聞く会話である。［T41H］は［T41B］の叔父であり、タイにいるが［T41B］は日本に留学している

（図 13）。 

タイ語の会話例 2 （タイ語データ T83：［T41H］・50 代社会人男性、［T41B］・20 代女子大学院

生、LINE） 

図 13 タイ語の会話例 2 のデータ 

 

 

 

 

 

 

B 

B 
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図 14 日本語訳及び発話機能と連鎖相識 

01［T41H］：（日本）状況はどう？                      質問 

02［T41B］：OK（大丈夫）です。    応答（現状説明）〘+〙 

           こっちは最近ずっと家に引きこもって、        

          あまり外出していないです。 

03［T41H］：                          評価〘+〙  

04［T41H］：                      評価〘+〙 

05［T41B］：日本人はまだ花見に行ってるって友人は 不満表明（情報提供）〘-〙 

      言ってました。 

06［T41B］：この時期は桜が咲いてる                    情報提供 

07［T41H］：       笑い（同意）〘-〙 

08［T41H］：気をつけてな                               思いやり〘+〙                  

09［T41B］: 今日本は春休み中なので、近所はちょっと  不満表明（情報提供）〘-〙 

          異常に人が多い。子供は家にいるから。 

10［T41H］: 既読      理解 

11［T41B］：はい。                                     受け入れ 

12［T41B］：おじさんも気をつけてください             思いやり〘+〙 

13［T41B］：ウイルスのニュースがあるようで        情報提供〘-〙 

14［T41H］: OK（了解）                             受け入れ 

15［T41B］: そうボクシングスタジアムね。   情報提供〘-〙 

      ○○だったか？○○だったか分からないけど 

16［T41H］: 既読      理解 

17［T41B］: 体を大事にしてください。                 思いやり〘+〙  

18［T41B］：       思いやり〘+〙 

19［T41H］: 既読      理解 
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 このタイ語の会話例 2 は、会話の内容から見ると、以下の図 15 で示すように、この会話では【質

問】-【応答】から成る〔安否確認の部分〕、〔不満共有の部分〕、そして〔思いやりの部分〕の 3

つに分けることができる。 

 この会話例 2 から、3つの連鎖組織が抽出できた。以下、順に述べる。 

図 15 タイ語の会話例 2 の全体構造及び連鎖組織 

安否確認の部分   

 

 

 

不満共有の部分   

 

 

： 

 

 

 

思いやりの部分   

 

 

 

 

 

 

 

  

  01［T41H］: 質問｛安否確認｝ 

  02［T41B］: 応答（現状説明）〘+〙｛安全｝ 

  03-04［T41H］: 評価〘+〙 

 

 

 

 

 

  

 

  05［T41B］: 不満表明（情報提供）〘-〙 

   06［T41B］: 情報提供 

  07［T41H］: 笑い（同意）〘-〙 

  08［T41H］: 思いやり〘+〙 

  11［T41B］: 受け入れ 

   09［T41B］: 情報提供〘-〙 

   07［T41H］: 理解（既読） 

 

 

 

  

 

 12［T41B］: 思いやり〘+〙 

  14［T41H］: 受け入れ〘+〙 

 13，15［T41B］: 情報提供〘-〙 

 16［T41H］: 理解（既読） 

 17-18［T41B］: 思いやり〘+〙 

 19［T41H］: 理解（既読） 

 

 

 

 

 

  

連鎖 1 

連鎖 2 

連鎖 3 
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 まず、〔安否確認の部分〕について詳細に述べる。この会話は［T41H］の「（日本）状況はど

う？」という【質問】から会話が始まっている。この会話例は、タイ語の会話例 1 と同じく会話の

参加者は別の国に住んでおり、相手の状況がよくわからないという背景があるため、［T41H］01 の

「（日本）状況はどう？」という質問は相手の安全を確認する意味を含めているのではないかと考

えられる。この質問で開始される連鎖組織は以下の連鎖 1 のように示される。 

タイ語の会話例 2 の連鎖 1 

01［T41H］：質問｛安否確認｝      （日本）状況はどう? 

02［T41B］：応答｛安全｝、現状説明 〘+〙 OK（大丈夫）です。こっちは最近ずっと家に 

                     引きこもって、あまり外出していないです 

03-04［T41H］：評価〘+〙                        

 ［T41H］01 に対して、［T41B］は 02 で大丈夫だと【応答】し、さらにずっと引きこもって、あ

まり外出していないという【現状説明】も行っている。［T41B］02の【応答】と【現状説明】によ

って、［T41B］が人と接触する機会が少なく、感染の確率が低く安全であると解釈できるため、

［T41H］は 03-04 でポジティブなスタンプの【評価】を行って、連鎖を拡張して終結している。相

手の安全をすぐ確認できたため、〔安否確認の部分〕は一つの隣接ペアで完結している。 

 続いて、〔不満共有の部分〕について述べる。［T41B］は 05-06でコロナに対する日本人の態度

について【不満表明】をして、新たな連鎖を開始している。以下の連鎖 2 に示す。 

タイ語の会話例 2 の連鎖 2 

05［T41B］：不満表明（情報提供）〘-〙 日本人はまだ花見に行ってるって友人は言ってまし

た。 

06［T41B］：情報提供 この時期は桜が咲いてる  

07［T41H］：笑い（同意）〘-〙     

08［T41H］：思いやり〘+〙           気をつけてな                                         

11［T41B］：受け入れ 〘+〙   はい。   

09［T41B］：情報提供〘-〙   今日本は春休み中なので、近所はちょっと異常に      

   人が多い。子供は家にいるから  

10［T41H］：理解          既読 

 05-06［T41B］の「日本人はまだ花見に行ってるって友人は言ってました。この時期は桜が咲いて

る」の発話は一見単なる現在の日本の事情に関する情報を提供するものに見えていても、コロナ禍

という非常事態であることを考慮すると、3 密を守らないで、花見のように大勢の人が集まる場所
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に行くことが自分にとって非常識だということを含意しているのではないかと考えられるため、こ

の発話は【不満表明】9だと解釈できる。［T41H］は 07 で笑いのスタンプを送信し、【同意】を表

し、さらにそれは面白いということも表している。続いて、05-06 のネガティブ内容の【情報提

供】に対する気遣いを表すために、［T41H］は 08 で「気をつけてな」という【思いやり】を行って

いる。［T41B］は 11 でそれを受け入れている。その後、［T41B］は近所についてのネガティブな

【情報提供】も付け加えており、［T41H］の返信がないが、既読しているため、それは【理解】だ

と解釈できる。つまりこの連鎖は【情報提供】―【理解】の隣接ペアで会話を終えていると考えら

れる。 

 最終的に、この会話はネガティブなやりとりから、ポジティブな方向に展開していく。すなわち

〔不満共有の部分〕から〔思いやりの部分〕に移行していく。これについて以下に述べる。 

 ［T41H］08 の「気をつけてな」という【思いやり】を契機にして、［T41B］は 12 で「おじさん

も気をつけてください」と相手に対する【思いやり】を表し、新たな連鎖を開始している。以下の

連鎖 3 に示す。 

タイ語の会話例 2 の連鎖 3 

12［T41B］：思いやり〘+〙       おじさんも気をつけてください。 

14［T41H］: 受け入れ 〘+〙 OK（了解）                               

13、15［T41B］：情報提供〘-〙     ボクシングスタジアムね。○○だったか？           

       ○○だったか分からないけどウイルスのニュースが 

            あるようで。 

16［T41H］： 理解   既読                   

17-18［T41B］：思いやり〘+〙 体を大事にしてください。                                                    

19［T41H］： 理解   既読  

［T41H］も［T41B］その【思いやり】をうけいれている。ここで一旦連鎖が集結するが、［T41B］

はさらに［T41H］に対する気遣いを表すのに、タイはボクシングスタジアムでクラスターが発生し

たと 13 と 15 でネガティブな【情報提供】をして連鎖を後方拡張し、クラスターに気を付けるよう

に注意を促していると解釈できる。最後に 17-18 で「体を大事にしてください」と、ハートがあふ

れた様子の気遣いを表す「    」というスタンプを送信することによって、【思いやり】を再度明

確に表明し、温かい雰囲気で会話を終えている。 

 

9 タイ人は家族を非常に大事にしている。タイでは特に地方では大家族が少なくないため、祖父母などお年寄りにコ

ロナを感染しないように皆は気をつけている。 
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 以上、会話例 2 では、近況に関する【質問】によって、相手の安否確認を行っていた。相手の安

全が確認できたら、次に【不満表明】と【思いやり】を述べ合うやりとりが行われていた。会話の

終末で【思いやり】を述べ合うことで、会話は不満であるネガティブな話題から、ポジティブな話

題へ展開していき、最終的に温かい雰囲気で会話を終えていた。 

 この会話の当時、ニュースなどによれば、コロナは新しく発生した、死に至る恐れのある怖い病

気であるとされていたが、コロナに関する知識はまだ十分に得られない状況であった。さらに会話

の参加者は別々の国に住んでおり、会う機会がなく、お互いの状況がよくわからず、共有できる情

報も多くはなかった。そのため、タイ語母語話者は相手に対する気遣いを表すのに、会話の最後に

「気を付けて」などの【思いやり】を示していたのではないかと考えられる。 

 また、この会話例は、文字の返信をしない、既読だけのものが多かった。反応が既読のみの場

合、対面会話においてあいづちがないのと同じように、聞き手がちゃんと聞いているのか、理解し

ているのかがわからず相手に不安を感じさせてしまう可能性があると考えられる。 
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 最後に、タイ語の会話例 3 を見ていく。この会話の参加者は上記のタイ語の会話例 1 と同じ人物

で、相手の近況について聞く会話である（図 16）。 

タイ語の会話例 3 （タイ語データ T02：［T01A］・20 代社会人男性、［T01B］・20 代女子大学院

LINE） 

図 16 タイ語の会話例 3 のデータ 

 

 

 

 

B 
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図 17 日本語訳及び発話機能と連鎖相識 

01［T01A］：最近どう？      質問｛安否確認｝ 

02［T01A］：Animal crossing（ゲーム）めちゃくちゃ            からかい〘+〙       

           やってるね 

03「TA1B」：最近は OK（大丈夫）だよ                          応答〘+〙｛安全｝ 

04「TA1B」：暇                                         現状説明(文句) 〘-〙 

05「TA1B」：ゲームばかり      現状説明(文句) 〘-〙 

06「TA1B」：やっている      現状説明(文句) 〘-〙 

07［T01A］：ふふ                                      笑い（理解）〘-〙 

08［T01A］：寝るのがかなり遅い？                        質問 

09［TA1B］：今寝るところ                                応答 

10［TA1B］：メッセンジャーを送ってきたから        応答 

            返事した  

11［T01A］：いいね                               評価 

12［T01A］：○○お休み                                  挨拶 

13［TA1B］：                              挨拶 

（（次の日）  

14［T01A］:         （隔離中何をすればいい？         からかい〘+〙               

                          

               起きる→食べる→寝る→ゲーム→ 

               食べる→寝る）  

15［TA1A］: あんただね www 

16［TA1B］: 仕事もやってるよ。                               うけいれ〘+〙  

          うまる（上のアニメキャラクター）じゃない wwwwwww 

17［TA1B］：でも仕事なくなったら多分そうなる                  不安表明（皮肉）〘-〙 

18［T01A］：wwww                                              笑い〘-〙 
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 このタイ語の会話例 3 は、会話の内容から見ると、以下の図 18 で示すように、この会話は【質

問】—【応答】から成る〔安否確認の部分〕と、〔からかいの部分①〕、〔雑談の部分〕、〔から

かいの部分②〕そして〔不安共有の部分〕の 5 つに分けることができる。 

 この会話例 3 から、5 つの連鎖組織が抽出できた。以下、順に述べる。 

図 18 タイ語の会話例 3 の全体構造及び連鎖組織 

安否確認の部分   

 

 

 

からかいの部分①   

 

 

 

 

雑談の部分   

 

 

 

 

 

からかいの部分②   

 

 

 

 

 

  01［T01A］: 質問｛安否確認｝ 

  03［T01B］:   応答〘+〙｛安全｝ 

 

 

 

 

  

 

   02［T01A］: からかい〘+〙 

   04-06［T01B］: 現状説明（文句）〘-〙 

   07［T01A］: 笑い（理解）〘-〙 

 

  

連鎖 1 

連鎖 2 

  08［T01A］: 質問 

  09-10［T01B］: 応答 

  11［T01A］: 評価〘+〙 

  12［T01A］: 挨拶 

  13［T01B］: 挨拶 

 

 

 

 

  

 

連鎖 3 

  14-15［T01A］: からかい〘+〙 

  16［T01B］: 受け入れ〘+〙 

 

 

 

 

  

 

連鎖 4 
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不安共有の部分   

 

 

 

 まず、〔安否確認の部分〕を説明する。この会話は［T01A］は「最近どう？」という【質問】から

連鎖組織が始まっている。以下の連鎖 1 に示す。 

タイ語の会話例 3 の連鎖 1 

01［T02A］：質問｛安否確認｝    最近どう？ 

03［T02B］：応答〘+〙｛安全｝ 最近は元気だよ                                       

 ［T02A］の「最近どう？」という【質問】に対し、[T01B］は元気だと【応答】し、連鎖を終結して

いる。上記のタイ語の会話例 1、2と同じように、［T01A］の【質問】はただの近況を聞く質問ではな

く、安否確認も含意しているものである。［T01B］の【応答】の「元気だ」もただ健康的な面だけで

なく、コロナには感染していないということを解釈できるものではないかと考えられる。 

 続いて、〔からかいの部分①〕について述べる。［T01A］は 01 の「最近どう？」の返事を待たず、

すぐ次の位置で 02［Animal crossing（ゲーム）めちゃくちゃやってるね］と【からかい】をして、

以下に示されたように新たな連鎖組織を開始している。 

タイ語の会話例 3 の連鎖 2 

02［T02A］： からかい〘+〙   Animal crossing めちゃくちゃやってるね 

04-06［T02B］ ：現状説明(文句) 〘-〙 暇。ゲームばかりやっている。                                                 

07［T02B］：笑い（理解）〘-〙  ふふ                                                

 それに対して、［T01B］は 04-06でゲームばかりやっているという文句を通じて、暇であることに

【現状説明】を表している。 

  〔安否確認の部分〕は連鎖 1 で終えていたが、〔からかいの部分①〕の連鎖 2 の［T01B］04-06 で

の【文句】によって、［T01B］の安全をより明確に確認できたのではないかと考えられる。これは家

でゲームばかりやっているのは、このような状況であれば逆にいいことだからである。家でゲームを

やって、あまり外に出かけないため、人と接触する機会が少なく、感染の確率が低く安全であると解

釈できるのである。そのため、会話の参加者は、これから会話をうまく〔雑談の部分〕に展開してい

くと考えられる。 

 次に、〔雑談の部分〕について述べる。［T01A］は続いて、08 で「寝るのがかなり遅い？」という

【質問】をして新しい連鎖を開始している。以下の連鎖 2 に示す。 

 17［T01B］: 不安表明（皮肉）〘-〙 

 18［T01A］: 笑い〘-〙 

 

 

 

 

  

 

連鎖 5 
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タイ語の会話例 3 の連鎖 3 

08［T02A］：質問（事実確認） 寝るのがかなり遅い？ 

09［T02B］：応答   今寝るところ                                      

11［T02A］：評価〘+〙   いいね   

12［T02A］：挨拶   ［T02B］お休み                                         

13［T02B］：挨拶                                

 ［T02B］は 09 でタイとアメリカには時差があり、現在アメリカはもう夜であるため今寝るところ

だと【応答】している。最後にお互いお休みという【挨拶】を述べあって、連鎖を終結している。

ここで会話が一旦途切れることになっている。 

 次に〔からかいの部分②〕について説明する。次の日、［T01A］は昨日の続きとして、14-15 で

昨日話したことをネタにして、隔離での面白い生活サイクルの写真を送信し、「あんただね www」

と言っている。［T01A］は、外では優等生だが、家では漫画やアニメ、ゲーム、コーラに囲まれ

て、グータラ過ごしているというアニメキャラクターの写真を使うことにより、笑いを誘うため

に、皮肉めいた「からかい」を行って新たな連鎖組織を開始している。以下に連鎖 4 を示す。 

タイ語の会話例 3 の連鎖 4 

 

14［T02A］: からかい〘+〙  （隔離10中何をすればいい？起きる→食べる→寝る→ゲーム

→ 食べる→寝る） 

15［T02A］: からかい〘+〙 あんただね www 

16［T02B］: うけいれ〘+〙 仕事もやってるよ。うまる11じゃない wwwwwww                   

 その「からかい」に対して、［T01B］は 16で「仕事もやってるよ。うまるじゃない wwwwwww」と

【受け入れ】をして、連鎖を終結している。この【からかい】はからかい手が相手の笑いを誘おう

としていると考えられるが、相手のことを侮辱するようにも見える。 

 最後に、〔不安共有の部分〕を述べる。［T01B］は［T01A］の【からかい】を契機にして、17 で

「でも仕事なくなったら多分そうなる」と面白めいた皮肉の言い回しで【不安表明】を行ってい

る。［T01A］は笑いで応じて、その不安を共有し、会話を終結している。この連鎖組織は以下の連

鎖 5 に示される。 

 

10 タイ語訳 

11［T02A］14の写真にあるアニメキャラクターの名前 



81 

 

タイ語の会話例 3 の連鎖 5 

17［T02B］：不安表明（皮肉）〘-〙 でも仕事なくなったら多分そうなる                     

18［T02A］：笑い〘-〙  wwww                                                

 以上、この会話例の始まりは、安否確認の意味を含意している近況を聞く質問であった。相手の

安全を確認してからは、やりとりが【からかい】によって少しふざけた雰囲気で展開されていた。

この【からかい】は、日本語の会話例 4 とほぼ同じく、【からかい】の質問によって、相手の安否

確認を含意していた。その後会話が〔雑談の部分〕と、再度の〔からかいの部分〕に展開してい

た。最終的に、会話の参加者は【からかい】を発端として、〔不安共有の部分〕で皮肉めいた言い

回しで不安を述べていた。そこで、〔不安共有の部分〕でも少し笑いを誘っているように感じさせ

る。［T01A］も 18 で笑いで反応していたため、このやりとりはネガティブな気持ちを表すととも

に、笑いも誘っていると言えるのではないかと考えられる。 

 また、会話の参加者は「（暇で）ゲームばかりやっている（วา่งเล่นเกมรัวไรัวๆ）」というネガティブ

な発話を用いて、【文句】を行っていた。この【文句】は通常事態ならよくない出来事だが、コロ

ナのような非常事態であれば逆にいいことになる。つまり家でゲームをやって、あまり外に出かけ

ないということは、人と接触する機会が少なく、感染の確率が低く安全であると解釈できるのであ

る。そのため、コロナという話題の会話では、文字通りに理解するだけでは物足りず、非常事態と

いう前提で深く考慮しなければならないと考えられる。 

 言語表現に関して、この会話例では、【からかい】をするのに、相手のことを侮辱するように見

えるような表現を使っているため、誤解を招く可能性があるのではないかと思われる。しかし、

［T02A］16での反応からみれば、このようなからかいはタイ人にとって普通のことのようである。 
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4.1.2 〔挨拶の部分〕から始まる会話 

 この項では〔挨拶の部分〕から始まる会話を分析する。〔挨拶の部分〕から始まる会話というの

は、【挨拶】という発話から会話が始まるものである。今回のデータでは、日本語は 2 つ、タイ語

は 1 つ、会話例を抽出できた。以下、順に説明する。 

 

4.1.2.1 〔挨拶の部分〕から始まる会話における日本語の会話例 

 まず、日本語の会話例を見ていく。挨拶から、相手のコロナに関する近況を聞く会話である。挨

拶して相手はどうであるのかを聞くとともに、相手の安全も確認している（図 19）。 

日本語の会話例 5 （日本語データ N30：［N14A］・30 代女性、［N14B］・40 代男子大学生、

LINE） 

図 19 日本語の会話例 5 のデータ及び連鎖組織 

 

  01［N14A］：挨拶 

  02［N14A］：笑い 

 

  03［N14A］：質問 

  04［N14A］：評価〘-〙  

         

  05［N14A］：挨拶 

  06［N14B］：応答〘+〙 

  07［N14A］：情報要求 

 

  08［N14A］：理解〘+〙、評価〘+〙、   

        安心表明〘+〙 
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  09［N14A］：情報提供〘-〙 

 

 

  10［N14B］：共感〘-〙 

 

  11［N14A］：情報提供〘-〙 

 

 

  12［N14B］：共感〘-〙 

 

  13［N14A］：感情表明〘-〙 

  14［N14B］：ツッコミ〘+〙 

  15［N14B］：笑い〘+〙 

 

  16［N14A］：うけいれ〘+〙 
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  17［N14B］：意見提示（不安 

        表明）〘-〙 

  18［N14B］：質問（不安表明） 

        〘-〙 

  19［N14A］：応答〘-〙 

  20［N14B］：不安表明〘-〙 

  21［N14A］：共感〘-〙 

  22［N14B］：同意〘-〙 

  23［N14A］：情報提供〘-〙 

 

  24［N14A］：感情表明〘-〙 

  25［N14B］：感情表明〘-〙 

 

 この日本語の会話例 5 は、会話の内容から見ると、以下の図 20 で示すように、【挨拶】-【挨

拶】の発話による〔挨拶の部分〕、【質問】-【応答】の発話による〔安否確認の部分〕、自分が体

験した情報を共有する〔情報共有の部分〕、そして現状に対する不安を共有する〔不安共有の部

分〕の 4 つに分けることができる。 

 この会話例 5 から、4つの連鎖組織が抽出できた。以下、順に述べる。 
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図 20 日本語の会話例 5 の全体構造及び連鎖組織 

挨拶の部分 

 

 

 

安否確認の部分 

 

 

 

 

情報共有の部分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  01-02［N14A］：挨拶、笑い 

  05［N14A］：挨拶 

 

 

 

連鎖 1 

   04［N14A］: 評価〘-〙 

   07［N14B］: 情報要求 

   09［N14A］: 情報提供〘-〙 

   10［N14B］: 共感〘-〙 

   11［N14A］: 情報提供〘-〙 

   12［N14B］: 共感〘-〙 

   13［N14A］: 感情表明〘-〙 

   14［N14B］: ツッコミ〘+〙、笑い〘+〙 

   16［N14A］: うけいれ〘+〙 

 

 

 

［N14A］:37報告 

 

 

 

連鎖 3 

［N14B］の安否確認 

   03［N14A］: 質問｛安否確認｝        

   06［N14B］: 応答〘+〙｛安全｝        

   08［N14A］: 理解〘+〙、評価〘+〙、安心表明〘+〙 

 

 

 

連鎖 2 
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不安共有の部分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 20 について詳細に述べる。まず、〔挨拶の部分〕を説明する。この隣接ペアは【挨拶】+【笑

い】—【挨拶】から成っている。以下の連鎖 1のように示される。  

日本語の会話例 5 の連鎖 1 

01［N14A］： 挨拶   おはよ  

02［N14A］： 笑い    

05［N14B］：  挨拶   おはよ！ 

 ［N14A］は、01 で【挨拶】の次の位置に笑いのスタンプを付け加えている。楽しい気持ちで挨拶

しようという意図ではないかと考えられる。また、話し手が会話を唐突なものにしすぎないように

【挨拶】と【笑い】のスタンプで会話を開始したと考えられる。 

 〔挨拶の部分〕の隣接ペアの後、会話が〔安否確認の部分〕に展開している。次で詳細に説明す

る。この連鎖組織は［N14A］03 での「［N14B］の学校はコロナどうなったの？」という質問から開

始している。以下の連鎖 2 に示す。 

日本語の会話例 5 の連鎖 2 

03［N14A］： 質問｛安否確認｝  ［N14B］の学校はコロナどうなったの？ 

06［N14B］： 応答｛安全｝  学校、とりあえず GW まではオンラインやで！ 

08［N14A］：  理解〘+〙  オンライン授業なんや... 

        評価〘+〙  なら良かったね！ 

        安心表明〘+〙  心配しちゃった 

   17-18［N14A］: 意見提示（不安表明）〘-〙、 

             質問（不安表明）〘-〙 

   19［N14A］: 応答〘-〙 

   20［N14B］: 不安表明〘-〙 

   21［N14A］: 共感〘-〙 

   22［N14B］: 同意〘-〙 

   23［N14A］: 情報提供〘-〙 

   24［N14A］: 感情表明〘-〙 

   25［N14B］: 感情表明〘-〙 

 

 

［N30A］:37報告 

 

 

 

連鎖 4 
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 ［N14B］6の【応答】で、ゴールデンウイークまで学校はオンライン授業のようであるため、学

校に行く必要がなく、密集を避けることができ、ひとまずコロナの感染から安全であろうと解釈で

きるのではないかと思われる。［N14B］の安全を確認できたからこそ、［N14A］が 08 で【理解】と

「なら良かったね！ 」とポジティブな【評価】をして、うれし泣きの絵文字を付け加えて、さら

に「心配しちゃった」と【安心表明】を表して、連鎖組織を終結している。 

 続いて、〔情報共有の部分〕について述べる。［N14A］が 03 の安否確認の質問のすぐ隣の位置

04 で自分の方は「今すごい笑笑」と現状に対するネガティブな【評価】をして、安否確認とともに

新たな連鎖組織を開始している。以下の連鎖 3 に示す。 

日本語の会話例 5 の連鎖 3 

04［N14A］： 評価〘-〙 ［N14A］今すごい笑笑 

07［N14B］： 情報要求 どうしたの? 

09［N14A］： 情報提供〘-〙 今笑い事やけど友達、コロナになって退院した 

10［N14B］： 共感〘-〙 あら大変やったな 

11［N14A］： 情報提供〘-〙 やはり症状は食べ物の味がしなくなって喉の痛みから来た 

     みたい 今は仕事辞めて家から一歩でてないねんて！ 

12［N14B］： 共感〘-〙 あら！身近にもあるんやね 

13［N14A］： 感情表明〘-〙 だから［N14A］もびっくりよ 

14［N14B］： ツッコミ〘+〙 笑ってるんじゃね～！ 

15［N14B］： 笑い〘+〙    

16［N14A］： うけいれ〘+〙 だって...もう完治したから  

 それに対し、［N14B］は「どうしたの？」という【情報要求】を行っている。［N14B］は「今笑

い事やけど」という前置きをして、「友達、コロナになって退院した  」というネガティブな体

験情報を与え、【情報提供】を行っている。それに対し、「あら大変やったな」と【共感】の発話

で後方拡張をして、反応している。続いて、［N14A］は 11 で【情報提供】の発話で、コロナの症状

と友人の状況についての情報を付け加えている。［N14B］は 12 で「あら！身近にもあるんやね」

と、コロナは意外と身近な話だという【共感】をして、【情報提供】-【共感】の隣接ペアが成立し

ている。［N14A］はそのペアを後方拡張して、13 のネガティブな【感情表明】の発話の「だから

［N14B］もびっくりよ  」と述べているが、文末に笑いの絵文字を付けて、友達のことにびっくり

したが、笑えると、ネガティブな感情をわざと少しふざけて表している。［N14B］は 14 で「笑って

るんじゃね～！」とそれにツッコミをして、15 で「  」のスタンプで【笑い】を行っている。反
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応として、［N14B］は 16「だって...もう完治したから  」と【うけいれ】とうれし泣きの絵文

字を使って、連鎖組織を終結している。 

 最後に、〔不安共有の部分〕について説明する。［N14B］は 17 での「罹るんなら、病室の空いて

るうちやな！」という【意見提示】の発話と 18 での「でも、免疫っでできるんかな？」という【質

問】の発話で、病室の状況と免疫獲得に対する【不安】を［N14B］と共有しようとすることによっ

て、新たな連鎖組織を開始している。以下の連鎖 4 に示す。 

日本語の会話例 5 の連鎖 4 

17［N14B］： 意見提示（不安表明〘-〙） 罹るんなら、病室の空いてるうちやな！ 

18［N14B］： 質問（不安表明〘-〙） でも、免疫っでできるんかな？ 

19［N14A］： 応答〘-〙   ん～どうなんやろうなぁ～その辺はわからないよね 

20［N14B］： 不安表明〘-〙   何度もコロナ、罹ったらたまらんな 

21［N14A］： 共感〘-〙   薬ないからね～ 

22［N14B］： 同意〘-〙   な！ 

23［N14A］： 情報提供〘-〙   大阪 387 人もおるで感染者 

24［N14A］： 感情の表明〘-〙 

25［N14B］： 感情の表明〘-〙  

 データ収集時点では、コロナが新たなウイルスで、それに関する情報量がまだ少ない病気である

ため、［N14A］が自分も分からないと 19 で【応答】している。お互い分からないため、不安共有が

その後も続いている。［N14B］は 21 で「何度もコロナ、罹ったらたまらんな」とまた【不安表明】

の発話を行っている。【不安表明】の発話に対して［N14A］が 21 で「薬ないからね～」という【共

感】で反応しており、その後［N14B］が 22 で【同意】を後方拡張して連鎖が終結している。次に、

［N14A］は 23 で「大阪 387 人もおるで感染者」と大阪での感染者数が多いというネガティブな【情

報提供】を行って、さらに 24 で汗をかいて困っている顔のスタンプも付け加えている。一方、

［N14B］は死にかけた様子のスタンプで送信して、お互いネガティブな感情を表して、連鎖を終結

し、会話を【不安表明】のまま終えている。 

 以上、会話例 5 では、楽しい気持ちで【挨拶】から会話を開始し、そして会話が〔安否確認の部

分〕に展開していた。安否を早くに確認でき、話し手が安心したことで、ここまでポジティブな気

持ちで会話が続いていた。その次にやりとりが［N14A］の体験について進み、自分の体験や知って

いる情報を面白く［N14B］と共有しようとしている。実際は身近な人がコロナに感染したことはよ

くないことであるが、16 の「だって...もう完治したから  」というポジティブな発言から、ふ

ざけた感じで語っているということが分かる。しかし、その後のやりとりはネガティブに展開して
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しまっている。［N14A］が病室の状況と免疫獲得に対する【不安表明】を行うと、お互いそれに関

する情報や知識がないため、そこから不安などネガティブな発話ばかりを述べ合っていた。それに

より会話がポジティブな方向からネガティブな方向に変わり、ネガティブな気持ちでやりとりを終

えていた。 

 言語表現に関して、この会話例では、ポジティブとネガティブな発話を問わず、笑いなどの面白

さを表す絵文字やスタンプを付け加えていた。そこで、会話は真面目過ぎず、少しふざけたような

印象を与えていた。 
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 次に、日本語の会話例 6 は、相手が現在何をしているのかを聞く会話である（図 21）。 

日本語の会話例 6 （日本語データ N27：［N14A］・30 代女性、［N14B］・40 代男子大学生、

LINE） 

図 21 日本語の会話例 6 のデータ及び連鎖組織 

 01［N14A］：挨拶 

 02［N14A］：質問 

 03［N14B］：挨拶 

 04［N14B］：応答 

 05［N14A］：確認要求 

 06［N14B］：確認 

 07［N14A］：確認要求 

 08［N14B］：確認 

 09［N14B］：確認 

 10［N14B］：確認 

 11［N14A］：評価〘+〙 

 12［N14A］：質問 

 13［N14B］：応答 

 14［N14B］：応答 

 15［N14B］：応答 

B 
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 16［N14A］：理解、評価〘-〙 

 17［N14A］：質問｛安否確認｝ 

 18［N14B］：否定〘-〙 

 19［N14B］：応答〘-〙 

 20［N14A］：質問｛安否確認｝        

 21［N14B］：応答〘+〙｛安全｝ 

 22［N14B］：情報提供（写真） 
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 23［N14B］：不安表明〘-〙 

 24［N14A］：確認要求 

 25［N14B］：確認 

 26［N14B］：情報提供〘-〙 

 

 27［N14A］：質問 

 

 

 28［N14A］：評価〘-〙 

 

 

 29［N14B］：問題提示〘-〙 

 

 30［N14A］：驚き〘-〙 

 

 31［N14A］：質問 

 

 32［N14A］：情報提供〘+〙 
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  33［N14A］：情報提供 

  34 [N14A］：質問（不安表明） 

        〘-〙 

  35［N14A］：｟電話をする｠ 

 

  36［N14A］：祈り〘+〙 

  37［N14A］：報告〘-〙 

 

 この日本語の会話例 6 は、会話の内容から見ると、以下の図 22 で示すように、〔挨拶の部分〕、

【質問】-【応答】の発話による〔現状確認の部分〕、〔安否確認の部分〕、〔不安共有の部

分〕、そして〔問題提示の部分〕の 5 つに分けることができる。 

  この会話例 6 から、5つの連鎖組織が抽出できた。以下の順で述べる。 

図 22 日本語の会話例 6 の全体構造及び連鎖組織 

挨拶の部分 

 

 

現状確認の部分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  02［N14A］: 質問  

  04［N14B］: 応答  

  05［N14A］: 確認要求  

  06［N14B］: 確認  

  07［N14A］: 確認要求  

  08-10［N14B］: 確認  

  11［N14A］: 評価〘+〙  

  12［N14A］: 質問  

  13-15［N14B］: 応答  

   16［N14A］: 理解 

 

 

 

 

連鎖 2 

 

  01［N14A］: 挨拶  

  03［N14B］: 挨拶 

 

連鎖 1 
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安否確認の部分 

 

 

 

 

 

不安共有の部分 

 

 

 

 

 

問題提示の部分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 22 について詳細に述べる。まず、〔挨拶の部分〕を説明する。この隣接ペアは【挨拶】—【挨

拶】から成っている。以下の連鎖 1 のように示される。  

 

 

連鎖 3 

  29［N14B］: 問題提示〘-〙 

  30［N14A］: 驚き 〘-〙 

  31［N14A］: 質問 

  32-33［N14A］: 情報提供〘+〙 

  34［N14A］: 質問（不安表明）〘-〙 

    35［N14A］： ｟電話をする｠  

  36［N14A］: 祈り〘+〙 

  37［N14A］: 報告〘-〙 

 

 

 

連鎖 5 

  22［N14B］: 情報提供（写真）〘-〙 

  23［N14B］: 不安表明〘-〙 

  24［N14A］: 確認要求 

  25［N14B］: 確認  

  26［N14B］: 情報提供〘-〙  

  27-28［N14A］: 質問 、不安表明〘-〙 

  

 

 

 

  16［N14A］: 評価〘-〙 

  18［N14B］: 否定〘-〙 

  17［N14A］: 質問｛安否確認｝        

  19［N14B］: 応答〘-〙 

  20［N14A］: 質問｛安否確認｝        

  21［N14B］: 応答〘+〙｛安全｝        

 

 

 

連鎖 4 
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日本語の会話例 6 の連鎖 1 

01［N14A］：  挨拶   おはよ                        

03［N14B］：  挨拶   おはよ 

 ［N14A］01 は「おはよ」という【挨拶】のすぐ隣の位置の［N14A］02 で、「なにちてるの？」と

いう相手の現状を聞く【質問】を行っている。この会話は種類 1 の≪〔安否確認の部分〕から始ま

る会話≫のように、【挨拶】をせずに、［N14A］02 の【質問】から会話を始めてもいいように見え

るが、【挨拶】がないと、会話が突然始まったように見えて、不自然に思われるのではないかと思

われる。従って、【挨拶】は会話が唐突なものにならないように使用されたと考えられる。 

 続いて、〔現状確認の部分〕について述べる。このやりとりは［N14A］02 の「なにちてるの？」

という【質問】-［N14B］04 の「帰国準備しているよ」という【応答】の隣接ペアから成ってい

る。以下の連鎖 2 のように示される。  

日本語の会話例 6 の連鎖 2 

02［N14A］： 質問   なにちてるの？ 

04［N14B］： 応答    帰国準備しているよ 

05［N14A］： 確認要求   あちた帰ってくるんだったっけ？         

06［N14B］： 確認    明日の９時に関空、の予定！ 

07［N14A］： 確認要求   てことは今日の夜に飛行機？ 

08-10［N14B］： 確認   今もう乗っているよ！3本乗り継ぎしないといけないの 

     とりあえず１本終わり 

11［N14A］： 評価〘+〙   ［N14B］   ヨシヨシ 

 

 ［N14A］02-［N14B］04 の後、［N14A］05 で「あちた帰ってくるんだったっけ？」という【確認

要求】が行われて連鎖が拡張され、その予定確認をして、［N14A］11 で「［N14B］  ヨシヨ

シ  」というポジティブな【評価】をし、連鎖組織を終結している。 

 次に、［N14A］は 12で「今どの国？」という【質問】をして、以下の連鎖 2に示すように新たな

連鎖組織を開始している。 

日本語の会話例 6 の連鎖 2 

12［N14A］： 質問    今どの国？    

13-15［N14B］： 応答   ベトナムのハノイ。それから、バンコク行って 
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         バンコクから関空 

16［N14A］： 理解   なるほど 

 ［N14B］13-15 の応答で、［N14B］が今ハノイの空港にいることが分かったため、［N14A］は 16

で隣接ペアを後方拡張して、【理解】で連鎖組織を終了させている。 

 続いて、〔安否確認の部分〕について詳細に説明する。［N14B］は空港にいることが分かった段

階で、16 で[コロナ検査とか空港凄そうね！] というネガティブな【評価】で新たな連鎖組織を開

始している、更に、17で「体温チェック？」という【質問】でやりとりが〔現状確認の部分〕か

ら、〔安否確認の部分〕に展開していていく。以下の連鎖 3 で示される。 

日本語の会話例 6 の連鎖 3 

16［N14A］： 評価〘-〙  コロナ検査とか空港凄そうね！ 

18［N14B］： 否定〘-〙  さすがに空港では検査はしないけど 

17［N14A］： 質問｛安否確認｝  体温チェック？    

19［N14B］： 応答〘-〙  体温チェックぐらいね！  

20［N14A］： 質問 ｛安否確認｝ 飛行機満席？ 

21［N14B］： 応答〘+〙｛安全｝  さっき乗った、ダナン→ハノイは、ガラガラよ！ 

 「N14A」は 16 で空港でのコロナ検査が厳しくて大変そうであるというネガティブな【評価】を行

ったが、［N14B］は 18で「さすがに空港では検査はしないけど」と「さすがに～ない」という表現

を用いて、入国の人を管理する場所であるにもかかわらず精度の高い PCR 検査などがなかったと、

予想と異なることを示して、相手のネガティブな【評価】を否定していることを表している。 

 また、 [N14B］19 は［N14A］17 に対して、「体温チェックぐらいね！」と応答している。この会

話例では、恐らく［N14A］の予想では、空港はコロナの検査がきびしい場所のはずだが、実際そう

ではなかったため、［N14A］は［N14B］のことを心配していると思われる。さらに、［N14A］は次

の位置 20 で「飛行機満席？」と連続で【質問】を行っている。［N14A］は相手の安全を確認するた

めに、様々な質問をしたと思われる。［N14B］19，21 による応答で、［N14B］はとりあえず体温チ

ェックができたし、ダナンからハノイまでの飛行機もガラガラで、飛行機内は密閉空間だが、接触

は密接ではないため、感染のリスクはそれほど高くないと考えられ、〔安否確認の部分〕がここで

終了している。 

 続いて、〔不安共有の部分〕について述べていく。安否確認後、［N14B］は 22 で運航状況の案内

板の写真を送信し、更に 23 で「飛行機、キャンセルばっかり... 」という【不安表明】を付け加え

て、不安を表し、新たな連鎖組織を開始している。以下の連鎖 4 で示す。 
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日本語の会話例 6 の連鎖 4 

22［N14B］： 情報提供〘-〙  （運航状況の案内板の写真） 

23［N14B］： 不安表明〘-〙  飛行機、キャンセルばっかり...     

24［N14A］： 確認要求  キャンセルって飛ばないってこと？ 

25［N14B］： 確認   そうそう！ 

26［N14B］： 情報提供〘-〙  自分が予約してたやつも、いくつかキャンセル 

      になった 

27［N14A］： 質問   それはコロナの影響で？       

28［N14A］： 不安表明〘-〙  ［N14B］がちんぱい 

 また、［N14B］26 で「自分が予約してたやつも、いくつかキャンセルになった」と自分にもキャ

ンセルがあったというネガティブな情報も付け加えている。この会話から、［N14B］が次に乗る飛

行機もそうならないかという不安を抱いているのはないかと考えられる。その【不安表明】を共有

するように、［N14A］は 27 での「それはコロナの影響で？」という【質問】と 28 の「［N14B］が

ちんぱい」という【不安表明】発話で反応している。この連鎖組織は［N14B］26 の【情報提供】-

［N14A］28の【不安表明】という隣接ペアで終結している。一方、［N14A］の 27 の【質問】に対

しては、応答がないまま、会話が突然 〔不安共有の部分〕から、〔問題提示の部分〕に展開してい

る。この間、50 分ほどの時間が経過しており、［N14B］にとって新たな状況が発生していると考え

られる。 

 〔問題提示の部分〕に関しては、［N14B］が 29 でコロナの陰性証明書を持っていなかったため、

タイに入国できなくなり、ハノイからタイを経由するフライトが不可能になったという【問題提

示】を行って、新たな連鎖組織を開始している。以下の連鎖 3 で示される。 

日本語の会話例 6 の連鎖 5 

29［N14B］：  問題提示〘-〙  やばい、タイに入国できない...コロナの陰性証明書 

        が必要だって...  

30［N14A］：  驚き    え？そんなのないじゃん 

31［N14A］：   質問    病院行かないとあかんの？ 

32-33［N14A］：情報提供〘+〙  なんかタイはどこの国よりも入国禁止にするのが早か 

        ったみたいやで!そんなのも関係あるのかも 

34［N14A］：  質問（不安表明）〘-〙 ［N14A］大丈夫？ 
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35［N14A］：  ｟電話をする｠       (2.50 分) 

36［N14A］：  祈り〘+〙   なんとか帰れることを願う 

37［N14B］：   報告〘-〙   ダメだった... 

 それに対して、［N14A］は 30 で【驚き】をして、【問題提示】-【驚き】の隣接ペアが成立して

いるが、その後、［N14B］からの返事がなく、［N14B］37まで一方的に、［N14A］の発話が続いて

いるため、隣接ペアがなり立たない。しかし、会話からからみれば、［N14A］は相手に対する不安

を表すために、たくさんの質問をしたり、役に立つ情報を提供したり、最後に無事であることを祈

ったりもしていた。その後、１時間半ぐらい経って、この会話は［N14B］37 の「ダメだった...」

という【報告】で終了している。 

 以上、会話例 6 では、［N14A］はまず【挨拶】をしてから相手の現状を確認していた。【挨拶】

は会話が唐突なものにならないように〔現状確認の部分〕の前に使用された。現状確認の応答によ

って、［N14A］が自分の予想とは異なった情報を受け取ったため、やりとりが〔現状確認の部分〕

から〔安否確認の部分〕に展開していた。安否確認ができると、〔不安共有の部分〕に進んでい

た。しかし、不安共有の途中で、現場にいる［N14B］がトラブルに遭って大変なことになったた

め、会話が〔問題提示の部分〕に移っていた。 

 また、この会話例では、会話を開始する参加者は楽しく会話をしようとしていたのではないかと

考えられる。なぜなら、会話の参加者は「なにちてるの？」「あちた」「［N14B］   ヨシヨ

シ  」と子供のことばを使用していたからである。しかし、［N14A］の〔安否確認の部分〕の評

価によって、話題が空港からコロナへと展開し、会話の方向がネガティブになってしまっていた。 
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4.1.2.2 〔挨拶の部分〕から始まる会話におけるタイ語の会話例 

 次に、タイ語の会話例を見ていく。このタイ語の会話例 4 は挨拶の後、相手の近況について聞く

会話である（図 23）。 

タイ語の会話例 4 （タイ語データ T24：［T13C］・20 代女子大学院生、［T13B］・20 代女子大学

院生、LINE）  

図 23 タイ語の会話例 4 のデータ 
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図 24 日本語訳及び発話機能と連鎖相識 

01［T13C］：                      挨拶 

02［T13C］：どうぉぉぉ？                                     質問｛安否確認｝   

03［T13B］：丁度よかった                                      評価〘+〙       

04［T13B］：ゼミ終わったら、声掛けようと思ってて                

05［T13B］：私は元気だよ                          応答〘+〙｛安全｝               

06［T13B］：食べ物をたくさん買いだめしといた       情報提供〘-〙 

07［T13B］：［T13C］こそ今どこ？     質問 

07［T13B］：どう？                                 質問｛安否確認｝ 

08［T13C］：wwwwww       笑い〘-〙 

09［T13C］：［大学近くのアパート名］にいるよ。実家に  応答（文句） 

       帰ったら、隔離しないといけないから大変なの                          

10［T13C］: 元気だよ。      応答〘+〙｛安全｝ 

      すごくダラダラしてる                      現状説明（文句）〘-〙 

11［T13C］: 日本はまだよくなってないの？                      質問 

12［T13B］：日本では、感染者が増えてるよ。                    応答〘-〙 

13［T13B］：今日緊急事態宣言がでたばかり                         

14［T13B］：でも外出禁止ではないから                          現状説明〘+〙 

15［T13B］：普通にゼミに通えてる 

16［T13C］: うわぁーん。通知が来なかったの。                  独り言（文句）〘-〙 

       フェイスブックは今もう通知をしてくれないのか？   

      ああ、タイと変わらない。    評価〘-〙 

       毎日（感染者が）増えている。普通に出入国できる。  不満表明（皮肉） 

       感染者が毎日タイに入国してる 

17［T13B］：既読       理解 

18［T13B］：既読       理解 
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19［T13C］: 体を大事にして。気をつけてね。健康でいてね。   思いやり〘+〙 

       元気元気元気元気。 

18［T13B］：既読       理解 

 このタイ語の会話例 4 は、会話の内容から見ると、以下の図 25 で示すように、〔挨拶の部分〕、

〔安否確認の部分〕、〔不満共有の部分〕、そして〔挨拶の部分〕の 4 つに分けることができる。 

 この会話例 4 から、5つの連鎖組織が抽出できた。以下の順で述べる。 

 図 25 タイ語の会話例 4 の全体構造及び連鎖組織 

挨拶の部分 

 

 

安否確認の部分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   01［T13C］：挨拶 

   03-04［N13B］：評価〘+〙 

  

 

 

 

連鎖 1 

［T09B］の安否確認 

  02［T13C］: 質問｛安否確認｝        

  05［N13B］: 応答〘+〙｛安全｝        

  06［N13B］: 情報提供〘-〙       

  08［T13C］: 笑い〘-〙 

［T13C］の安否確認 

  07［N13B］: 質問｛安否確認｝        

  09［T13C］: 応答（文句）〘-〙 

  07［N13B］: 質問｛安否確認｝        

  10［T13C］: 応答〘+〙｛安全｝、（文句）〘-〙  

       

 

 

 

 

連鎖 2 

連鎖 3 
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不満共有の部分 

 

 

 

 

 

 

挨拶の部分 

 

 

 

 図 25 について詳細に述べる。まず、〔挨拶の部分〕を説明する。この隣接ペアは【挨拶】—【評

価】から成っている。以下の連鎖 1 のように示される。  

タイ語の会話例 4 の連鎖 1 

01［T13C］：挨拶   

04-05［N13B］：評価〘+〙      丁度よかった。ゼミ終わったら、声掛けようと思ってて              

 ［T13C］は 01 で「  」という挨拶をしているスタンプを送信し、［N14B］は「丁度よかっ

た。」という相手の行動に対する「評価」で応じている。【挨拶】の隣接ペアは【挨拶】―【挨

拶】というペアが一般的だが、この会話例は【挨拶】―【評価】というペアである。 

 次に、〔安否確認の部分〕について説明する。この会話も相手の近況について聞く会話である。

前述した会話例と同様に、安否確認を含意していると思われる【質問】から始まる連鎖組織であ

る。［N13C］は 02 で「どうぉぉぉ？」という【質問】で安否確認を開始している。以下の連鎖 2 に

示される。 

タイ語の会話例 4 の連鎖 2 

02［T13C］：質問｛安否確認｝ どうぉぉぉ？                                         

05［T13B］：応答〘+〙｛安全｝ 私は元気だよ。                                    

06［T13B］：情報提供〘-〙  食べ物をたくさん買いだめしといた。    

    11［T13C］: 質問 

  12-15［T13B］: 応答〘-〙、現状説明〘+〙 

  16［T13C］: 評価〘-〙 

   16［T13C］: 独り言（文句）〘-〙 

  17［T13B］: 理解（既読） 

   16［T13C］: 不満表明（皮肉）〘-〙 

  18［T13B］: 理解（既読） 

 

  

 

 

［T13C］:37報告 

 

 

 

連鎖 4 

 

  19［T13B］: 思いやり〘+〙 

   20［T13B］: 理解（既読） 

  

 

 

 

連鎖 5 
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08［T13C］：笑い〘-〙  wwwwww  

 ［T13B］は 05 で「私は元気だよ」と【応答】している。この【応答】によって［T13B］が安全で

あることが理解できた。さらに、［T13B］は 06 で「食べ物をたくさん買いだめしといた」という情

報も付け加えており、ネガティブな【情報提供】で連鎖を拡張している。［N14A］は 08 で【笑い】

で反応して、連鎖を終結している。［T13B］06 により、食べ物をたくさん買いだめしといたという

のは感染者の数がまだ多く、外出をできるだけ控えてないといけないということだと解釈できる。

従って、［T13B］06 と［N14A］08 の発話はネガティブな発話だと考えられる。 

 ［T13B］の安否を確認できたら、次に［T13B］が 07 の同じ吹き出しで「OO こそ今どこ？」「ど

う？」という 2 つ連続の【質問】をして、［N14A］の安否も確認しようとし、新しい連鎖を開始し

ている。以下の連鎖 3に示されるように、ここでは、2 つの質問を分けて順番にそれらの隣接ペア

を挙げながら、説明する。 

タイ語の会話例 4 の連鎖 3 

07［T13B］：質問｛安否確認｝ ［T13C］こそ今どこ？  

09［N13C］: 応答（文句）〘-〙 ［大学近くのアパート名］にいるよ。実家に帰っ 

      たら、隔離しないといけないから大変なの 

07［T13B］: 質問｛安否確認｝ どう？           

10［N13C］: 応答〘+〙｛安全｝ 元気だよ。 

      現状説明（文句）〘-〙 すごくダラダラしてる                    

 ［T13B］はまず、「今どこ？」に対する質問に 09 で「［大学近くのアパート］にいるよ。実家に

帰ったら、隔離しないといけないから大変なの」と「隔離しないといけない」と「大変」という表

現を用いて、文句のような言い回しで、ネガティブな【応答】をしている。一方、［T13B］07 での

「どう？」という【質問】に対して、［N14A］が 10 で「元気だよ。」と、自分は安全だという意味

合いのあるポジティブな【応答】をして、次に、同じターンで「すごくダラダラしてる   」

と、コロナで目的や生きがいもなく、だらだらと生活しているという【現状説明】で文句を言っ

て、さらに、泣くに泣けず、笑うしかないということを表すために、わざとポジティブであるはず

の嬉し泣きの顔の絵文字も付け加えて、連鎖を後方拡張して連鎖を終結している。 

 続いて、〔不満共有の部分〕について述べる。［N14A］は［T13B］の 06 の【応答】によって、食

べ物をたくさん買いだめしておかないといけない程度であるので、日本の状況がまだよくなってい

ないのかもしれないと解釈したと思われる。そのため、［N14A］は 11 で「よくなってないの？」と

いう否定疑問の表現を使って、ネガティブな意味に傾いた【質問】をして、新しい連鎖を開始して

いる。以下の連鎖 4 に示す。              
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タイ語の会話例 4 の連鎖 4 

11［N13C］: 質問   日本はまだよくなってないの？             

12-13［T13B］: 応答〘-〙  日本では、感染者が増えてるよ。今日緊急事態宣言が 

       でたばかり                                            

14-15［T13B］: 現状説明〘+〙 でも外出禁止ではないから普通にゼミに通えてる 

16［N13C］: 評価〘-〙  ああ、タイと変わらない。毎日（感染者が） 

                  増えている。  

16［N13C］: 独り言〘-〙（文句） うわぁーん。通知が来なかったの。フェイスブックは 

       今もう通知をしてくれないのか？ 

17［T13B］: 理解   既読 

16［N13C］: 不満表明〘-〙（皮肉） 普通に出入国できる。感染者が毎日タイに入国してる    

18［T13B］: 理解   既読 

  それに対して、［T13B］が 12-13で、「日本では、感染者が増えてるよ。今日緊急事態宣言がで

たばかり」というネガティブな【応答】をしているが、14-15 で感染者が増えて、緊急事態宣言も

でたが、外出禁止ではないため、普通にゼミに通えていると少しポジティブな【現状説明】を付け

加えている。［T13B］12-13 に対して、［N14A］は「ああ、タイと変わらない。毎日（感染者が）

増えている。」というネガティブな【評価】をしている。その後少し時間をおいて、16 でフェイス

ブックの通知が来ないから、返信遅くなったという【独り言】をしてから、同じ 16 の吹き出しでタ

イでは出入国禁止ではないため、「感染者が毎日タイに入国してる   」という皮肉のような言

い回しで、【不満表明】を後方拡張して行っている。［T13B］は既読して何も言葉による反応はな

かった。 

 最後に、〔挨拶の部分〕について述べる。〔安否確認の部分〕から〔不満共有の部分〕までネガ

ティブな発話が続いていたが、［N13C］19 で「体を大事にして。気をつけてね。健康でいてね。元

気元気元気元気」と気遣いの詰まった【思いやり】の発話でやりとりがポジティブに展開して、温

かい雰囲気で会話が終えられている。以下の連鎖 5 に示す。                  

タイ語の会話例 4 の連鎖 5 

19［N13C］: 思いやり〘+〙   体を大事にして。気をつけてね。健康でいてね。 

            元気元気元気元気。 

20［T13B］: 理解   既読 
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 以上、会話例 4 では、スタンプで、【挨拶】を行っていた。この部分では【挨拶】－【評価】と

いう隣接ペアからなっている。次に会話が迅速に〔安否確認の部分〕に移行していった。タイ語母

語話者の安否確認では、【質問】も【応答】も単純で分かりやすかった。タイ語母語話者は「ど

う？」という【質問】を行い、これが安否確認だとすぐに理解でき、「元気だよ」による【応答】

も簡潔で単純であるため、相手が安全かどうかもすぐに理解できる。また、タイ語母語話者はまず

自分が元気だと述べて、相手を安心させる傾向があると考えられるが、その【応答】のすぐ後ろ

に、「食べ物をたくさん買いだめしといた」「すごくダラダラしてる」と文句などのネガティブな

発話を付け加えていた。これは、ひとまず元気でコロナにかかっていないが、発話者にとって現在

の状況は好ましいものではなく、さらに不満も感じているからではないかと考えられる。そのた

め、〔安否確認の部分〕を終えると、やりとりがスムーズに〔不満共有の部分〕に展開するのでは

ないかと考えられる。 

  〔不満共有の部分〕では、前のネガティブな【情報提供】によって、聞き手が否定疑問の表現を

使っていた。そのため、やりとりがネガティブな方向に展開して会話が【不満表明】のまま終わり

そうだったが、〔挨拶の部分〕での【思いやり】の提供で、最終的にポジティブで思いやりが詰ま

った形で会話を終えることができている。 

 言語表現に関しては、相手のネガティブな【現状説明】に対して、発話者は「よくなってない

の？」という否定疑問の表現を使って、ネガティブな意味に傾いた【質問】をして、ネガティブな

やり取りに誘導しているということが観察できた。ネガティブな発話を行う際、よく皮肉のような

言い回しをしたり、「 」という嬉し泣きの顔の絵文字を用いたりしていることも観察できた。 

 また、【思いやり】を示すために、「気をつけてね。(ระวงัตวัดว้ยนะ)」「体を大事にして。(ดูแลตวัเอง

ดีหนา้)」「健康でいてね。(รักษาสุขภาพดว้ยจา้)」「元気元気元気元気。(แขง็แรงๆๆๆ)」といった様々なバリ

エーションの表現が用いられていた。 
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4.1.3 〔不安共有の部分〕から始まる会話① 

 この項では〔不安共有の部分〕から始まる会話を分析する。〔不安共有の部分〕とは、【不安表

明】という発話から会話が始まるものである。この種類の会話では、日本語の会話例を 1つのみ抽

出できた。以下、みていく。 

 

4.1.3.1 〔不安共有の部分〕から始まる会話における日本語の会話例 

 日本語の会話例 7 は所属している学部から新学期の学校に関する連絡が何も来ず不安になったと

いう気持ちを相手と共有するという会話である（図 26）。 

日本語の会話例 7 （日本語データ N06：［N03A］・20 代女子大学生、［N03B］・20 代女子大学院

生、LINE） 

図 26 日本語の会話例 7 のデータ及び連鎖組織 

 

  01［N03A］: 不安表明〘-〙 

  02［N03A］: 評価〘-〙 

  03［N03B］: 同意〘-〙 

  04［N03B］: 評価〘-〙 

  05［N03A］: 同意〘-〙 

  06［N03A］: 評価〘-〙 

  07［N03B］: 情報提供〘-〙 

  08［N03B］: 驚き〘-〙 

  09［N03B］: 質問｛安否確認｝                                 

  10［N03B］: 応答〘+〙｛安全｝                                 

     11［N03A］: 応答〘+〙｛安全｝                                         

○○ 
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 この日本語の会話例 7 は、会話の内容から見ると、以下の図 27 で示すように、【不安表明】によ

る〔不安共有の部分〕、【情報提供】による〔情報共有の部分〕、そして、【質問】による〔安否

確認の部分〕の 3 つに分けることができる。 

 この会話例 7 から、3つの連鎖組織が抽出できた。以下の順で述べる。 

図 27 日本語の会話例 7 の全体構造及び連鎖組織 

不安共有の部分 

 

 

 

 

情報共有の部分 

 

 

安否確認の部分 

 

 

 図 27 について詳細に述べる。まず、〔不安共有の部分〕では、以下の連鎖 1のように

［N03A］01の「外国語学部からなんも連絡来んよね  」と学部から春休み明けの学校がどう

なるのかとの連絡が何も来なくて、不安であるということを表し、さらに、02で「春休み入る

ころはまさかこんなことになるとは思わなかった  」と「まさか～とは思わなかった」とい

う表現と「  」と慌てていることを表す汗の絵文字を使って、コロナのせいでこのようなひ

どい結果になるとは、まったく思わなかったというネガティブな【評価】も付け加えて、不安

をより伝えている。 

日本語の会話例 7 の連鎖 1 

01［N03A］：不安表明   外国語学部からなんも連絡来んよね 

02［N03A］：評価〘-〙  春休み入るころはまさかこんなことになるとは思わ 

      なかった 

03［N03B］：同意〘-〙  思ったよりひどいね 

04［N03B］：評価〘-〙  びっくり－ 

  01-02［N03A］: 不安表明〘-〙、評価〘-〙 

  03-04［N03B］: 同意〘-〙、評価〘-〙 

  05-06［N03A］: 同意〘-〙、評価〘-〙 

 

 

連鎖 1 

  09［N03B］: 質問｛安否確認｝                           

  10-11［N03A］: 応答〘+〙｛安全｝                           

 

連鎖 3 

  07［N03B］: 情報提供〘-〙 

  08［N03A］: 驚き〘-〙 

  

 

連鎖 2 
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05［N03A］：同意〘-〙  うん... 

06［N03A］：評価〘-〙  怖い 

 ［N03B］は反応として 03 で「思ったよりひどいね」と【同意】してから、04で「びっくり」と

いうネガティブな【評価】を付け加えている。その反応に［N03A］は【同意】し、「怖い  」と

いう【評価】と怖さを表す大泣きの絵文字によって後方拡張して、連鎖を終了している。 

 続いて、〔情報共有の部分〕について説明する。以下の連鎖 2 に示すように、この連鎖は

【N03B】07の大学の近くのスターバックスというカフェでは感染者がでたようであるという【情報

提供】から開始している。 

日本語の会話例 7 の連鎖 2 

07［N03B］：情報提供〘-〙 ○○のスタバでもコロナらしいし 

08［N03A］：驚き〘-〙 マジか...   

 ［N03A］は 08 で「マジか...」という【驚き】で反応して、連鎖を結束している。 

 最後に、〔安否確認の部分〕について述べる。［N03B］は自分が上記の情報共有で述べた近くの

スターバックスについての情報を 03 の「思ったよりひどい」の具体例として提出しており、コロナ

の状況がひどいことから［N03A］のことを心配に思って、［N03B］09 で「まだ山口にいるの？」と

いう安否確認の【質問】で新たな連鎖組織を開始しているのではないかと考えられる。 

日本語の会話例 7 の連鎖 3 

09［N03B］：質問｛安否確認｝ まだ山口にいるの？ 

10-11［N03A］：応答｛安全｝〘+〙 いるよ！帰るタイミングを伺い中  

 コロナ禍という不安な社会情勢の中において、[N03B]09 の「まだ山口にいるの？」は単に近況を

尋ねる質問であるだけでなく、感染者のいるスターバックスの近くにいるかどうかを確認し、相手

の安否の確認も含めて質問しているのではないかと考えられる。［N03A］の【応答】によって、

［N03A］は山口にいるから、○○スターバックスの辺りに行っていなかったはずだということを解

釈でき、安全であるということを確認できたため、会話が終了されている。 

 以上、会話例 7 では、【不安表明】によって会話が始まり、その後、会話の参加者がお互い現状

に対するネガティブな【評価】を述べ合っていた。続いて、やりとりが【情報提供】による〔情報

共有の部分〕に展開していた。その【情報提供】を契機に［N03A］の安否を確認することで、会話

が〔安否確認の部分〕に展開していた。安全を確認できたことで、会話が終了されている。不安表

明の聞き手は、最初にネガティブな内容の【評価】ばかりを行っていたため、会話のやりとりがネ

ガティブな内容ばかりとなっていたが、最後の安否確認のおかげで、やりとりが少しポジティブに

なっていた。 
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 言語表現に関して、ネガティブな【評価】では、「まさか～とは思わなかった」、「思ったよ

り」、「びっくり」、「怖い」という表現を使ったり、「  」と「  」という大泣きと汗の絵

文字による表現を使ったりして、予想以上にコロナの状況が凄まじいという不安を表している。  
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4.1.4 〔不満共有の部分〕から始まる会話① 

 この項では≪〔不満共有の部分〕から始まる会話①≫を分析する。〔不満共有の部分〕は、【不

満表明】という発話から会話が始まるものである。なお、〔不満共有の部分〕から始まる会話もタ

イ語のデータには見つからなかったため、日本語の会話例のみ考察する。 

 

4.1.4.1 〔不満共有の部分〕から始まる会話における日本語の会話例 

 日本語の会話例 8 は不満共有をする会話である。［N10A］は、［N10B］と不満を共有してほしい

と同時に、隔離する［N10B］のことも心配している（図 28）。 

日本語の会話例 8 （日本語データ N21：［N10A］・20 代女子大学生、［N10B］・20 代女子大学

生、LINE） 

図 28 日本語の会話例 8 のデータ及び連鎖組織 
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  01［N10A］: 不満表明〘-〙 

  02［N10A］: 質問｛安否確認｝                                 

  03［N10A］: 質問｛安否確認｝                                 

  04［N10B］: 感謝〘+〙、挨拶 

  05［N10B］: 共感〘-〙 

  06［N10B］: 感謝〘+〙 

                応答〘-〙｛安全｝ 

              文句〘-〙 

  07［N10B］: 感情の表明 〘+〙      

     08［N10B］: 感謝〘+〙 

  09［N10B］: 謝罪〘-〙、感謝〘+〙 

             

           

 

   10［N10A］: 驚き〘-〙、評価〘-〙 

                  、共感〘-〙 

       

 

 

 

B A 

A 

A 

A 
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 11［N10A］: 否定〘+〙、評価〘+〙、          

              からかい〘+〙 

 

 

 12［N10A］: 励まし〘+〙、 

                誘い〘+〙 

 

 

 13［N10B］: 感謝〘+〙、 

              感情表明〘+〙 

 

 

 14［N10B］: 承諾〘+〙、願望〘+〙 

 

 

 日本語の会話 8 は、会話の内容から見ると、以下の図 29 で示すように、【不満表明】—【共感】

の隣接ペアから成る〔不満共有の部分〕と相手の安全を確認するための【質問】による〔安否確認

の部分〕そして、ツイートについての〔雑談の部分〕と現在の困難な状況に対する【励まし】から

展開された前向きな気持ちでビデオ通話飲み会に誘う発話による〔誘いの部分〕の 4 つに分けるこ

とができる。 

 この会話例 8 から、4つの連鎖組織が抽出できた。以下の順で述べる。 

図 29 日本語の会話例 5 の全体構造及び連鎖組織 

不満共有の部分 

 

 

 

  01［N10A］: 不満表明〘-〙 

  05［N10B］: 共感〘-〙  

 

連鎖 1 

B 

A 

B 

C 

C 
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安否確認の部分 

 

 

 

 

 

雑談の部分   

 

 

 

 

誘いの部分   

 

 

 

 図 29 について詳細に述べる。まず、〔不満共有の部分〕を説明する。この隣接ペアは【不満表

明】—【共感】から成っている。以下の連鎖 1のように示す。  

日本語の会話例 8 の連鎖 1 

01［N10A］：不満表明〘-〙     ここ数日でめまぐるしく状況が変わって頭爆発しそ 

05［N10B］：共感〘-〙       いや、わかる... 

 ［N10A］は 01 で「めまぐるしい」、「頭爆発しそ」など大げさでネガティブな比喩表現を用い

て、目が回ってしまうほどコロナの状況の変化が激しいという【不満表明】を行い、会話の連鎖組

織を開始している。それに対し、［N10B］は 05 で「いや、わかる...」という【共感】で連鎖を終

結させている。 

 次に、〔安否確認の部分〕を述べる。［N10A］は、01 の【不満表明】に対する相手の反応を待た

ず、すぐ隣の位置に、02-03 で「［N10B］んち大丈夫？［N10A］んちくる？」「［N10A］んちで กกั

ตวั（隔離）するか？」と 2 つの質問を連続に行って、新しい連鎖組織を開始している。［N10A］の

［N21B］の安全確認 

  02-03［N10A］: 質問｛安否確認｝、文句 〘-〙                         

  06［N10B］: 応答〘-〙｛安全｝         

  07-08［N10B］: 感情表明 〘+〙、感謝〘+〙 

  10［N10A］: 驚き〘-〙、評価〘-〙、共感〘-〙 

 

連鎖 2 

  12［N10A］: 励まし〘+〙、誘い〘+〙     

  14［N10B］: 承諾〘+〙、願望〘+〙      

 

連鎖 4 

  09［N10B］: 謝罪〘-〙、感謝〘+〙      

  11［N10A］: 否定〘+〙、評価〘+〙、からかい〘+〙 

  13［N10B］: 感謝〘+〙 

連鎖 3 
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「［N10B］んち大丈夫？［N10A］んちくる？」という表現は、直接的に相手の安否を確認する質問

なのではないかと考えられる。以下の連鎖 2に示す。    

日本語の会話例 8 の連鎖 2 

02-03［N10A］：質問｛安否確認｝  ［N02B］んち大丈夫？［N02A］んちくる？［N02A］んちで  

               กกัตวั（隔離）するか？ 

06［N10B］：感謝〘+〙       ありがとう...  

         応答〘-〙  กกัตวั（隔離）したいけど、昨日から他人の家お泊り禁 

       ｛安全｝        止条例（彼氏の家含む）が出たので難しいかも...。   

        文句〘-〙     どこ行くかも全部いわされるし...。 

           旅行はなぜ何も言われなかったのかわからない笑     

        そういう母のさじ加減で良い悪いが決まる家なの     

            です...笑 

07［N10B］：感情表明 〘+〙  でも、A ぷんがこうしてわざわざメッセージくれるだけ 

                  でうれしいし気が楽になる...！รัก（愛してる） 

08［N10B］：感謝〘+〙       ありがとう 

10［N10A］：驚き〘-〙   ぼげええ、、  そうなのか。。 

         評価〘-〙  きびしいな... 

            共感〘-〙  でもお外は問答無用で危ないからね、、お母様の    

        気持ちもわからんでもない、、非常事態ですしね、、 

［N10A］02-03 の【質問】に対する［N02B］06の応答「（［N02A］の家で）กกัตวั（隔離）したい

けど、昨日から他人の家お泊り禁止条例（彼氏の家含む）が出たので難しいかも...」とネガティブ

な【応答】をしてから、「どこ行くかも全部いわされるし...」、「母のさじ加減で良い悪いが決ま

る家なの...笑」などという母に対する【文句】を行っている。この応答は一見ネガティブな表現を

用いている発話だが、コロナ禍という特別な状況で考察すると、母の命令で自宅で隔離して他人の

ところに行けない［N02B］は、人と接触する機会が少なく、感染率が低くコロナについて安全であ

るということを含意していると言える。 

【応答】の後、［N10B］は同じ 06で母への【文句】を言った後、07-08 で「わざわざ」「～して

くれる」、「うれしい」、「รัก（愛してる）」、「ありがとう  」など恩恵、嬉しさや感謝の気
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持ちを表す表現を使って［N10A］の自分への気遣いメッセージに対するうれしさという気持ちを表

す【感謝】で会話の連鎖を後方拡張している。 

一方、【N10B］06 の【応答】に対し、［N10A］は 10 で「ぼげええ、、 そうなのか。。」とい

う【驚き】を表すオノマトペと「きびしいな..」というネガティブな内容の【評価】をしており、

次の位置で「でもお外は問答無用で危ないからね、」というネガティブな表現で外は危険だという

ことを表し、さらに、「お母様の気持ちもわからんでもない、、非常事態ですしね、、」という母

の心配する気持ちに共感しようとする表現を使って、【共感】をして、連鎖を終結している。 

 続いて、〔雑談の部分〕について説明する。［N10B］は話題を変えて、09 でこの前の自分のネガ

ティブなツイートについて謝り、連鎖 3 に示すように新たな連鎖組織を開始している。 

日本語の会話例 8 の連鎖 3 

09［N10B］：謝罪〘-〙   あと、前の私のネガティブツイートでお目を汚してしまって   

            申し訳ぬ... 

            感謝〘+〙    A ぷんのおもしろ動画ツイートでとても元気が出て、私も 

          うじうじしていてはダメだ...！と思いました、ありがとう    

11［N10A］：否定、評価〘+〙 やや、B ぽのツイートはむしろよくぞ言ってくれたという 

       気持ちで見ました... 

            冗談〘+〙 あんまり大きい声では言えないけど、ね、笑 

13［N10B］：感謝〘+〙   ありがとう...    そう言ってもらえると嬉しいです... 

  ［N10B］は【謝罪】後、同じ 09の吹き出しで［N10A］のおもしろいツイートのおかげで自分は元

気が出て、前向きになったという【感謝】を行っている。それに対し、［N10A］は ［N10B］の【謝

罪】に【否定】し、「むしろ」という逆接の副詞を使って、［N10B］の「ツイートはむしろよくぞ

言ってくれた」というポジティブな【評価】をしている。最後に［N10A］11 の【冗談】と［N10A］

11 のポジティブな【評価】に対する［N10B］13 の【感謝】によって、この連鎖はポジティブに終結

している。 

 〔安否確認の部分〕と〔雑談の部分〕を行った後、［N10A］は 12で「もう少し我慢の時や

な、、」という【励まし】で新たな連鎖を開始し、会話のやり取りは〔誘いの部分〕に移ってい

く。 

日本語の会話例 8 の連鎖 4 

12［N10A］：励まし〘+〙、誘い〘+〙 もう少し我慢の時やな、、また Cぽりんと 3人で 

       ビデオ通話飲み会しよ。 
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14［N10B］：承諾〘+〙、願望〘+〙 うん！しよ～！コロナ終わったら A ぷんとデート 

       したいなり  

 ［N10A］は 12 で「もう少し我慢の時やな、、」という【励まし】を行って、コロナの本題に戻っ

ている。さらに同じ 12でまた 3 人でビデオ通話飲み会をするように誘って、コロナで友人と対面で

会えないが、ビデオ通話でも飲み会することができるという前向きな姿勢を示している。［N10B］

は 14 で【承諾】し、「コロナ終わったら A ぷんとデートしたいなり」と「コロナ終わったら」「デ

ートしたい」という希望を表す表現をして、さらに語尾で「なり」という表現を使い、面白くふざ

ける気持ちで、前向きな【願望】を行っており、連鎖を終結して会話を終えている。 

 以上、会話例 8 では、［N10A］は 01 で「めまぐるしい」、「頭爆発しそ」など大げさでネガティ

ブな比喩表現を用いて、目が回ってしまうほどコロナの状況の変化が激しいという【不満表明】の

発話をしてから、すぐ隣の位置である 02 で［N10B］の安否確認を含意する【質問】に展開していっ

た。［N10B］の安否を確認できると、相手の隔離という大変な状況に「非常事態ですしね、、」な

どとネガティブな内容の【評価】や【共感】をしていた。ここまでネガティブな内容が続いていた

が、次の前向きな雑談のおかげで、会話が段々ポジティブになり、さらに最終的に［N10B］の気持

ちを楽にするように【励まし】をして、ビデオ通話の飲み会への【誘い】もしていた。［N10A］の

【励まし】と【誘い】によって、［N10B］が前向きになって、【願望】を持つようになっていたと

いうことが観察できた。 

 聞き手の反応に関して、ネガティブな発話に【共感】で反応することが多いことが観察できた。

例えば、【不満表明】に対して、聞き手は「いや、わかる...」という【共感】で応じていたり、相

手の【文句】に「非常事態ですしね、、」という自分も同じ立場だから理解できるという【共感】

をしたりしていた。次に多かったのは、「厳しい」、「Bぽのツイートはむしろよくぞ気持ちで見

ました...」という【評価】での反応であった。 

 また、この会話例では、会話の参加者が【感謝】を数回行っていた。注目すべきなのは、安否確

認に対する【感謝】である。この反応は他の会話では、現れなかった。ほかの会話では、安否確認

に対して、ネガティブな【応答】と【文句】を行っていた。この会話の聞き手にとって安否確認の

【質問】は話し手からの気遣いで、うれしいものであると思っているのではないかと考えられる。

そこで、気遣いをしてくれることを感謝していた。このことから、安否確認によって聞き手に気遣

いを感づかせることができると言える。 

 言語表現に関して、会話の参加者は「わざわざ」「～してくれる」、「うれしい」、「รัก（愛し

てる）」、「ありがとう」などといった表現で、うれしい気持ちやポジティブな感情を表してい

た。また、この会話では、会話の参加者は言葉遊びをして、会話に少しふざけるような印象を与え

ていた。会話の参加者はどちらもタイ語専攻の学生であり、この会話では「 กกัตวั（隔離）」「รัก

（愛してる）」というタイ語を用いていた。次に「ぼげええ、、」というオノマトペを【驚き】で

使用していた。会話の参加者は「申し訳ぬ」、「デートしたいなり」という古文も使っていた。呼
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びかけの際も、「A ぷん」、「B ほ/ぽ」、「C ぽりん」といったかわいいあだなで呼び合ってい

た。また、絵文字や「笑」を多く使用していることが観察された。 
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 次の会話例は、現状に対する不満を述べてから、相手の体調を訪ねる会話である（図 30） 。 

日本語の会話例 9 （日本語データ N53：［N20A］・50 代主婦、［N20B］・20 代女子大学生、

LINE） 

図 30 日本語の会話例 9 のデータ及び連鎖組織 

 

 

 01［N20A］：不満表明〘-〙 

 02［N20A］：不満表明〘-〙 

 03［N20B］：理解（既読） 

 04［N20A］：質問｛安否確認｝ 

 05［N20A］：応答〘+〙｛安全｝ 

 

 この日本語の会話例 9 は、会話の内容から見ると、以下の図 31 で示すように、〔不満共有の部

分〕と、安否確認をするための【質問】-【応答】の発話による〔安否確認の部分〕の 2 つに分ける

ことができる。 

 この会話例 6 から、2つの連鎖組織が抽出できた。以下、順に述べる。 

図 31 日本語の会話例 9 の全体構造及び連鎖組織 

不満共有の部分 

 

 

 

安否確認の部分 

 

 

 

［N21B］の安全確認 

  04［N20A］: 質問｛安否確認｝         

  05［N20B］: 応答〘+〙｛安全｝         

 

連鎖 2 

  01-02［N20A］: 不満表明〘-〙  

  03［N20B］: 理解（既読）  

 

連鎖 1 
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 図 31 について詳細に述べる。まず、〔不満共有の部分〕を説明する。この隣接ペアは【不満表

明】—【理解】から成っている。以下の連鎖 1のように示される。  

日本語の会話例 9 の連鎖 1 

01［N20A］：不満表明〘-〙     コロナおさまるのかね 

02［N20A］：不満表明〘-〙     大変な年だね 

03［N20B］：理解         （既読） 

 ［N20A］は 01 で「コロナおさまるのかね  」、02 で「大変な年だね   」という【不満表

明】を行い、会話の連鎖組織を開始している。ここで、［N05B］は応答しないため、発話の連鎖に

なっていないが、チャット会話であるため、既読したことは理解したことだと解釈できる。 

 ［N20A］は「ね」という終助詞を用いて、同じ立場である相手に同意を求め、相手と不満な気持

ちを共有をしようとしている。また、この会話例では、［N20A］が【不満表明】の発話の後ろに困

った顔の絵文字と不満顔の顔文字を付け加えていた。絵文字・顔文字を使うことによって、より自

分の感情を具体的に表せるのではないかと考えられる。 

 次に、〔安否確認の部分〕について述べる。［N20A］は、04 で直接、「体調大丈夫？」という

【質問】をして、［N20B］の安全を確認している。［N20B］05 での「体調なんともない」という

【応答】によって、連鎖が成り立って、連鎖を終結している。 

日本語の会話例 9 の連鎖 2 

04［N20A］：質問｛安否確認｝  体調大丈夫？ 

05［N20B］：応答〘+〙｛安全｝  体調なんともない 

 ［N20A］は、すぐに［N20B］の安全が確認できたため、会話はこれで終了している。 

 以上、会話例 9 では、［N20A］と［N20B］は同じ立場であるため、安否確認をする前に、相手と

不満を共有し、「ね」という終助詞によって相手からの同意を求めていることが観察された。不満

を言うと、返事を待たずに、すぐ次の位置で直接相手の体調を聞いていた。相手の【応答】からも

すぐ安全を確認できたため、会話が簡潔なものとなり、そのまま終了した。 
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4.1.5 〔安否確認の部分〕がある会話のまとめ 

 本研究の会話データは全てコロナウイルスに関する話題を扱った会話である。この項では、コロ

ナ禍において相手の安否を確認する≪〔安否確認の部分〕がある会話≫を分析対象とした。4.1 で

見たように≪〔安否確認の部分〕がある会話≫のデータについて、≪〔安否確認の部分〕から始ま

る会話≫、≪〔挨拶の部分〕から始まる会話≫、≪〔不安共有の部分〕から始まる会話≫、≪〔不

満共有の部分〕から始まる会話≫の 4 つの種類に分類できた。 

 まず、―つ目の≪〔安否確認の部分〕から始まる会話≫は、日本語のデータにもタイ語のデータ

にも見られた。〔安否確認の部分〕での【質問】とは、「コロナ大丈夫？」など直接に相手の安否

を確認するような【質問】、あるいは、「最近はずっとお家で過ごしてるん？」など一見単なるニ

ュートラルな近況を尋ねる質問に見えてもコロナ禍という非常事態であることを考慮すると、人が

集まる大学には行かず、家にいるかどうかという相手の安否の確認も含意するような【質問】から

会話を開始するものである。新型コロナウイルスに関することは最近新しく生じた出来事であり、

感染すると死に至ることもある恐ろしいものであるため、人々に様々な影響を与え、深刻な事態を

引き起こしている。このような不安な状況であることを前提とすると、会話を開始する質問とし

て、これらの質問はニュートラルな事実を聞くという質問であるだけでなく、相手の安否確認も含

意されていると考えられる。また、ニュートラルな近況を尋ねる質問では、普通の【質問】以外

に、「でも［N07B］は外出して遊びまくりでしょ～？？（笑）」という質問での【からかい】の発

話を用いて、相手が外で遊びまくったのではないかとからかって、相手がよく外出しているかどう

かを間接的に尋ね、相手の安全を確認していたことも見られた。この【からかい】は質問の一つの

バリエーションであった。 

 日本語は、直接に相手の安否を確認するような【質問】より、ニュートラルな近況を尋ねる【質

問】をして、間接的に相手の安全を確認することが多かった。一方、タイ語は、殆どの会話におい

ては直接相手の安否を確認するような【質問】を行っていることが観察された。また、タイ語は日

本語より安否確認の【質問】が単純で分かりやすかった。タイ語母語話者は「最近どう？（เป็นไงบา้ง

ช่วงน้ี）」「状況はどう？（เป็นไงบา้งท่ีสถานะการณ์ท่ีนัน่）」「どうぉぉぉ？（เป็นยงัไงบา้งเอ่ยยยย）」と直接に

「どう（เป็นไงบา้ง）」という表現を使って、【質問】を行う傾向があった。 

 安否確認の【質問】に対して、両言語どちらも聞き手がネガティブな発話で【応答】することが

多かった。常時の会話であれば、これは単なるネガティブな発話だが、コロナに関する会話であれ

ば、これは発話者が安全であることを示す発話である。例えば、「もう東京？コロナ大丈夫？」と

いう質問に対して、聞き手が「東京にいるはずだったんですけど。学校も 47/27 以降で検討中引っ

越しも先送りに」というネガティブな現状説明で【応答】していた。平時の会話であれば、これは

単なる好ましくない現状を説明する発話だが、コロナでの〔安否確認の部分〕の会話では、東京に

引っ越せないため、現在感染率が高い東京にはいないので、コロナに関しては安全だというように

解釈できる。また、タイ語では「元気だよ（เคา้ยงัสบายดี）」などポジティブな【応答】をしても、す
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ぐ後ろに、「食べ物をたくさん買いだめしといた。（กกัตุนอาหารไวเ้ยอะ）」「すごくダラダラしてる。

（เล่ือมากดว้ย）」といった文句などのネガティブな発話を付け加えていた。これは、ひとまず元気で

コロナにかかっていないが、発話者にとって現在の状況は好ましいものではないということを表し

ている。 

 次に、≪〔挨拶の部分〕から始まる会話≫についてまとめる。まず、この種類の会話では、日本

語もタイ語も楽しく【挨拶】から会話を開始していた。【挨拶】は会話が唐突なものにならないよ

うに使用されるのではないかと考えられるが、今回の会話データでは、殆どの会話が挨拶なしで突

然質問から始まっていたため、チャットの会話では突然質問で会話が始まっても良いのではないか

考えられる。また、【挨拶】では「おはよ」などの言葉表現だけでなく、「  」など挨拶をして

いるスタンプも使用される。さらに、【挨拶】の隣接ペアは【挨拶】―【挨拶】というペアが一般

的だが、今回のタイ語の会話例では【挨拶】―【評価】という隣接ペアも見られた。 

 本項の 2つの会話例は、日本語では、会話におけるネガティブな現状確認、不安共有や情報共有

によって、突然会話の方向がポジティブなものからネガティブなものに変わっていることが観察で

きた。これは、コロナが新たな病気で、それに関する情報量が少なく、お互い知識がないため、会

話がネガティブな方向になりやすいのではないかと考えられる。また、コロナに関する情報や知識

がないからこそ、お互い不安な気持ちを共有することができるのではないかと思われる。例えば、

日本語の会話例 6 では〔現状確認の部分〕によって、空港にいる相手から自分の予想とは異なった

空港でのコロナ検査に関する情報を受け取ったため、相手の身の安全を心配し、やりとりが〔現状

確認の部分〕から〔安否確認の部分〕に展開していた。さらに安否確認ができると、続いて〔不安

共有の部分〕に進んでいた。しかし、〔不安共有の部分〕の途中で、現場にいる［N14B］がトラブ

ルに遭って大変なことになったため、会話が〔問題提示の部分〕に移っていた。そこで、〔現状確

認の部分〕のある会話は他の会話例と異なり、会話の方向がどうなるのか予想できず、相手の応答

によってやりとりが変わっていったと思われる。一方、タイ語では、【挨拶】を行った後、会話が

迅速に〔安否確認の部分〕に移行していた。〔安否確認の部分〕を終えると、やりとりが〔不満共

有の部分〕に展開していた。〔不満共有の部分〕でのネガティブな【情報提供】において、否定疑

問の表現を使って、ネガティブな意味に傾いた【質問】をしていた。そこでは、やりとりがネガテ

ィブな方向に展開して、会話がネガティブな内容のままで終わりそうだったが、ポジティブな【現

状説明】の提供によって、会話の参加者は最終的にポジティブで思いやりが詰まった終わり方で会

話を終えることができていた。 

 続いて、≪〔不安共有の部分〕から始まる会話①≫では、【不安表明】によって会話が始まり、

その後、会話の参加者がお互い現状に対するネガティブな【評価】を述べ合っていた。そのため、

会話のやりとりがネガティブな内容ばかりとなっていたが、最後の安否確認のおかげで、やりとり

がポジティブになっていた。 
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 最後に、≪〔不満共有の部分〕から始まる会話①≫では、話し手は【不満表明】をして、相手の

反応を待たずに、すぐ次の位置で安否確認を行っていた。会話例から見れば、コロナは共通の出来

事で、お互い同じ立場であるため、相手が自分と同じ気持ちを持っているだろうという前提で、話

し手が相手の意見を求めるというより、単に不満を聞いてほしいのではないかと考えられる。安否

確認をすると、そのまま会話を終えるか、会話をポジティブな方向に展開していき、最終的に前向

きな気持ちで会話を終えていた。  

 以上、≪〔安否確認の部分〕がある会話≫のそれぞれの特徴をみた。続いて、本項で分析した会

話例の構造に関する共通点をまとめる。 

 会話のデータから日本語もタイ語も会話の参加者は、相手の安全をすぐに確認できる場合、会話

がすぐに終了されるか、次の部分に展開していくが、相手の安否を確認できない場合、相手の安全

を確認して安心するまで、相手の現在の状況など関連のある様々な質問をするという特徴がみられ

た。タイ語母語話者は、会話の途中で、様々な話題に展開し、まったく関係ない別の話題にも転換

していたが、最終的にまた前の話題に戻るという特徴がみられた。例えば、タイ語の会話例 1 で

は、［T01B］の安否確認をしている間に、やりとりが不満共有に移したり、［T01A］の安否確認に

展開したり、さらに全く関係のない雑談に移行したりしていたが、最後に再び［T01B］の安否確認

に戻っていた。 

 本項で分析した会話では、相手の安全が確認できると、次に会話の参加者によって、【不満表

明】などのネガティブな方向になるか、【からかい】、【思いやり】などのポジティブな方向にな

るか、もしくは、雑談など中立な方向に展開していくかが決まるが、両言語すべての会話で必ず

【不安表明】か【不満表明】による相手と不安および不満を共有する部分が存在する。つまり、会

話の中でのやりとりにおいて、必ず〔不安共有の部分〕〔不満共有の部分〕というネガティブな方

向に展開していく部分が観察された。これはコロナが人類共通の好ましくない出来事で、皆多少な

りとも不満や不安を抱いているからだろう。そのため、お互い同じ立場、同じ気持ちである相手と

やりとりをすると、自分の不満や不安を共有したいと思うのではないかと考えられる。従って、コ

ロナに関する会話では、同じ立場、同じ気持ちである相手とネガティブな気持ちを共有することが

重要である。さらに、SNS は、対面より話し手がネガティブな発話である不安・不満表明、文句や

皮肉などを気楽に言える場所ではないかと考えられる。 

 また、会話の主な話題はコロナに対するネガティブな話題だが、両言語ともネガティブな発話を

行うばかりでなく、【笑い】、【からかい】、【励まし】、【思いやり】などポジティブな発話も

行っていることが観察できた。さらに会話の最後にプラスの期待や現在の状況の良いところなどを

情報提供し、前向きでポジティブな結末に展開していくことが殆どである。特に、日本語もタイ語

も笑いを誘うような発話が多く見られた。その笑い誘いについては両言語も前の発話を契機に、ネ

タとして未来への期待や現状のいいところを述べたり、からかいをしたりポジティブな内容の発話

でポジティブな話題へと展開しており、最終的に笑いを誘って、ふざけて楽しい雰囲気で会話を終
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わらせる傾向がある。コロナは死に至る怖い病気であり、当時薬やワクチンもまだ広まっていな

い。そのため、将来どうなるかわからず、この先もコロナと共に生活しなければならないかもしれ

ないため、会話の最後にポジティブな発話を行い、お互い前向きな気持ちで、会話を終えようとす

るのではないかと考えられる。 

 次に、本項で見られた聞き手の反応についてまとめる。 

 まず、日本語母語話者は不安・不満表明に対してネガティブな【評価】で応じることが多かっ

た。一方、タイ語母語話者はそれに対して、【笑い】で応じることが多かった。もしこれが対面の

場面であれば、かなり失礼な反応だと思われる。しかし、SNS だからこそ、この程度であれば許さ

れ、お互い少しふざける感じであまり真剣でないやりとりをしてもいいのだろうと思われる。 

 ネガティブな発話全体の反応に関して、日本語は【共感】と【評価】が最も多く使われていた。

一方、タイ語は、日本語のような【共感】をせず、【笑い】【理解】自分の【現状説明】、そして

【皮肉】など様々なバリエーションで行っているということが分かった。また、タイ語の会話デー

タを見れば、聞き手が文字の返信をせずに、既読だけですますことが多かった。 

 また、タイ語のデータでは、相手に対する気遣いを表すための〔思いやりの部分〕が観察され

た。これは、タイ語のデータはすべての会話参加者が皆違う国に在住しているという背景があるデ

ータだったからであると考えられる。話し手が聞き手の状況がよくわからず、実際に会ったり、助

けたりすることができないため、相手に気をつけるように気遣いを示すのではないかと考えられ

る。それと反対に、日本語では気遣いをする側ではなく、相手の気遣いを受ける側が、相手からの

安否確認のメッセージによる気遣いに【感謝】をし、その感謝の気持ちを「わざわざ」「～してく

れる」、「うれしい」、「รัก（愛してる）」、「ありがとう」などといった言葉、表現で表してい

た。 

 最後に、本項で分析した会話例でみられた言語表現をまとめる。 

 言語表現に関して、【不安表明】を行う際、日本語もタイ語も皮肉のような言い回しで自分の不

安を表すということが多く観察された。例えば、日本語の会話例 1では、「東京行ったときに移動

禁止とかにならないといいんですけど...苦笑」と、とりあえず東京に行こうとはしており、行った

場合に問題が起こらないことを期待しつつも、文末に「～ですけど...苦笑」と逆接の接続詞「け

ど...」と「苦笑」の表現を使って、行きたいけど帰ってこられるかどうかと、皮肉のような言い方

で【不安表明】を行っていた。一方、タイ語の会話例 2では、「แต่ถา้ไม่มีงานท าก็น่าจะใช่แหละ（でも仕事

なくなったら多分そうなる）」と、コロナで仕事がなくなったら、家でグータラ過ごしていること

になるかもしれないという面白めいた皮肉の言い回しで【不安表明】を行っていた。 

 また、日本語では、ネガティブなことを述べる際、会話の参加者は、「けど」や「～ですけど...

苦笑」など逆接の接続詞を使用していることが観察できた。また、文末に「苦笑」や「  」 など大

変さや慌ただしさを表す絵文字を用いて、よりネガティブな感情を具体的に伝えるということもみ
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られた。また、「～せい」という悪い結果をもたらす意味を表したり、「油断しんようにしんなら

ん」「かかっても１人でなんとかしんならんと思うとゾッとする...」と「油断する」「ゾッとす

る」などのネガティブな結末につながるような表現や「まさか～とは思わなかった」、「思ったよ

り」、「びっくり」、「怖い」などネガティブな感情の表現を使っていることも観察できた。 

 タイ語では、不満を述べる際、町が「廃れた町みたい（เหมือนเมืองร้าง）」など大袈裟な比喩が用い

られていた。聞き手もゾンビがいる終末後の世界のようであると大げさに比喩を用いて皮肉のよう

な言い方で反応している。また、【不満表明】を表すのに、「怖がってない（จะไม่กลวักนั）」、「変

（แปลก）」、「え？落ち着いてって感じ（ห๊ะ ใจเยน็ไอนอ้ง）」という【評価】を用いて、自分で見て感

じた気持ちを表している。さらに、【文句】という発話を使用して、相手と不満を共有することも

みられた。また、相手の前のネガティブな応答を契機に、発話者は「よくなってないの？（ท่ี ญป ยงั

ไม่ดีข้ึนหรอ）」という否定疑問の表現を使って、ネガティブな意味に傾いた質問をして、ネガティブ

なやり取りに誘導していることも観察された。 

 一方、会話の参加者が会話を楽しく開始するために、日本語では、「なにちてるの？」「あち

た」「［N14B］   ヨシヨシ 」と子供のことばと絵文字を使用していた。さらに、会話の参加者は

言葉遊びをして、会話に少しふざけるような印象を与えていることも観察できた。まず、外国語が

使用されており、例えば、「 กกัตวั（隔離）」「รัก（愛してる）」というタイ語が用いられていた。

次に「ぼげええ、、」というオノマトペが【驚き】で使用されていた。さらに、会話の参加者は

「申し訳ぬ」、「デートしたいなり」という古文も使っていた。呼びかけの時も、「A ぷん」、「B

ほん/ぽ/ぽりん」といったかわいいあだ名で呼び合っていた。 

 一方、タイ語では会話をポジティブになるように「気をつけてね。(ระวงัตวัดว้ยนะ)」「体を大事に

して。(ดูแลตวัเองดีหนา้)」「健康でいてね。(รักษาสุขภาพดว้ยจา้)」「元気元気元気元気。(แขง็แรงๆๆๆ)」とい

った様々なバリエーションの表現が用いられていた。 

  両言語とも発話の種類を問わず、「笑」、絵文字やスタンプを多く使用していた。しかし、日本

語の会話例 6 のように相手が大変なトラブルに遭遇した時など真剣な場合には、絵文字を一切使っ

ていなかった。このことから、「笑」、絵文字やスタンプがチャットの会話では欠かせないもの

で、それらの役割は、会話を真面目過ぎないようにすることではないかと考えられる。従って、真

剣な場合には、それらを用いないでメッセージのみを送信する。この点については、岡本・服部

(2017)が述べたように SNS でのやりとりでは、単に情報のやりとりだけでなく、ことば遊びやから

かいを通じて、「楽しさ」や「のり」を共有しあい、文字を通した「おしゃべり」を楽しむのが特

徴であるということで説明できる。特に、COVID-19 に関する話題というネガティブな内容の会話に

おいては、岡本・服部の指摘するような特徴がコミュニケーション上、重要な意味を持つのではな

いかと考えられる 
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4.2 〔安否確認の部分〕がない会話 

 この節では、〔安否確認の部分〕がない会話における連鎖組織及び言語表現を分析する。分析す

る際、会話例を≪〔不安共有の部分〕から始まる会話②≫と≪〔不満共有の部分〕から始まる会話

②≫の大きく 2 つに分けて、分析する。なお、〔安否確認の部分〕がある会話の≪〔不安共有の部

分〕から始まる会話①≫と≪〔不満共有の部分〕から始まる会話①≫と区別するために、いずれも

②という番号を付している。 

 

4.2.1 〔不安共有の部分〕から始まる会話② 

 本研究のデータ収集当時、世界中で新型コロナウイルス感染症が拡大し、世界的な危機となって

いたが、それに関する情報や知識にはまだ不明な点が多く、多くの人々が不安を感じ、ときには精

神的な負担が生じた。そこでは、コロナによる不安や精神的な負担を同じ立場同じ気持ちを持って

いる相手に共有することが重要であり、この点がコロナの話題における特徴の一つだと考えられ

る。 

 従って、本項では、会話のデータから、不安共有という部分から始まる会話をすべて抽出し、不

安共有がどのようなやりとりであるのか、どのような会話から展開してきたのか、またその後どの

ような内容へと展開するのかについて、発話の連鎖組織と言語表現、スタンプなどの SNS特有の表

現の観点から分析する。 

 なお、この種類の会話では、≪【不安表明】から始まる会話≫と≪【予定変更】から始まる会話

≫の 2 つの種類があり、どちらも両言語のデータにおいて確認できた。 

 

4.2.1.1【不安表明】から始まる会話 

 この項では【不安表明】という発話から始まる〔不安共有の部分〕を分析し、日本語の会話例と

タイ語の会話例を対照しながら考察する。 

 

4.2.1.1.1 【不安表明】から始まる会話における日本語の会話例 

 まず、不安表明による不安共有から始まる日本語の会話例を 2 つ挙げながら、みていく。  

 日本語の会話例 10 では、公務員試験が遅くなることで公務員の内定が出るのがさらに遅くなるた

め、不安になったという気持ちを相手と共有するという会話である（図 32）。 
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日本語の会話例 10 （日本語データ N07：［N03A］・20 代女子大学生、［N03B］・20 代女子大学

院生、LINE） 

図 32 日本語の会話例 10 のデータ及び連鎖組織 

        01［N03A］: 不安表明〘-〙 

           

  02［N03B］: 驚き〘-〙 

  03［N03B］: 質問 

  04［N03A］: 応答 

              不安表明〘-〙 

 

  05［N03A］: 不満表明〘-〙 

  06-07［N03B］: 評価〘+〙 

  08［N03A］: 否定〘-〙 

                  悩み語り〘-〙 
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  09［N03A］: 悩み語り〘-〙 

 

  10［N03B］: 共感〘-〙 

  11［N03A］: 悩み語り〘-〙 

  12［N03A］: 悩み語り〘-〙 

 

  13-15［N03B］: 共感〘-〙 

  16［N03A］: 同意〘-〙 

               不安表明〘-〙 

  17［N03A］: 評価〘-〙 

  18［N03B］: 同意〘-〙 

 

 この日本語の会話例 10 は、会話の内容から見ると、以下の図 33 で示すように、【不満表明】―

【驚き】の隣接ペアから成る〔不安共有の部分〕と、【悩み語り】―【意見提示】の隣接ペアから

成る〔悩み語りの部分〕の 2 つに分けることができる。 

 この会話例 10 から 2つの連鎖組織が抽出できた。以下、順に述べる。 

図 33 日本語の会話例 10 の全体構造及び連鎖組織 
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不安共有の部分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

悩み語りの部分 

 

 

 

 

 

 図 33 について詳細に述べる。まず、〔不安共有に部分〕について説明する。［N03A］コロナで公

務員試験が 4～6 月から 8～9 月に変更されため、新年度ギリギリで内定をもらったら、自分にとっ

てメンタル的な負担が大きすぎるという【不安表明】を行い、連鎖組織を開始している。以下の連

鎖 1 に示す。 

日本語の会話例 10 の連鎖 1 

01［N03A］: 不安表明〘-〙 公務員試験ももともと 4 月から 6 月にかけてあるんだけど... 

     今年、８月、9 月になってるらしくてギリギリまで内定が 

      出ないらしいんよ 

    来年もこうなったら私メンタル死んでるわ 

02［N03B］: 驚き〘-〙 Σ(っﾟД ﾟ；)っヒｯ 

03［N03B］: 質問       公務員ひとすじ？ 

04［N03B］: 応答  教職取ってるからそれと併願かな... 

   01［N03A］: 不安表明〘-〙 

   02［N03B］: 驚き〘-〙 

   03［N03B］: 質問 

   04-05［N03A］: 応答、不安表明〘-〙、不満表明〘-〙 

   06-07［N03B］: 評価〘+〙 

   08［N03A］: 否定〘-〙、 

       : 悩み語り〘-〙 

    09［N03A］: 悩み語り〘-〙 

   10［N03B］: 共感〘-〙 

 

連鎖 1 

    11-12［N03A］: 悩み語り〘-〙 

    13-15［N03B］: 共感〘-〙 

    16［N03A］: 同意〘-〙、不安表明〘-〙              

    17［N03A］: 評価〘-〙 

    18［N03B］: 同意〘-〙 

  

 

連鎖 2 
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       不安表明〘-〙 やけど今年あった実習が中止になって来年度になったから公務 

     員試験と実習被ったら先生の免許は取れない... 

05［N03A］: 不満表明〘-〙 コロナのせいで狂ってるよ 

06-07［N03B］: 評価〘+〙    すごい 将来安泰そう！ 

08［N03A］: 否定〘-〙 いやいや... 

        不安表明〘-〙 今のままだったら公務員試験にまず受からない... 

     勉強しないといけないのはわかってるんだけどだらけてしまうん  

       だよね 

09［N03A］: 悩み語り〘-〙 本当に自分が公務員になりたいのか分からなくなってきて 

      しまった... 

10［N03B］: 共感〘-〙 大変だね 

 それに対して、［N03B］は 02 で「Σ(っﾟД ﾟ；)っヒｯ」という【驚き】の顔文字で対応し

ている。続いて、［N03B］は 03 で公務員試験だけに集中するのかを聞いて連鎖を拡張してい

る。［N03B］は 04 で教職と併願していると【応答】し、ただ今年の教育実習は中止になっ

て、来年度に変更されたため、公務員試験と実習が被ったら教員免許は取れなくなるのではな

いかという【不安表明】も行い、さらに、「コロナのせいで狂ってるよ 」と悪い結果の原因

を表す「～のせい」や「狂っている」、慌ただしさを表す「 」というネガティブな表現を使

った【不満表明】を付け加えて、相手に不安と不満な気持ちを共有しようとしている。 

 上記の【応答】、【不安表明】そして【不満表明】というネガティブな発話に［N03B］は

06-07 で「すごい将来安泰そう！」とポジティブな発話である【評価】で反応している。

［N03A］は 08 でそのポジティブな評価を【否定】して、自分は今勉強に関してだらけている

ため、このままでは公務員試験に合格できないのではないかという【不安表明】を行って、そ

のような自分だから、09 で「本当に自分が公務員になりたいのか分からなくなってしまっ

た...」という【悩み語り】もしている。［N03B］は 10 で「大変だね」と【共感】していて、

連鎖を終結している。 

 次に、〔悩み語りの部分〕について説明する。「N03A」は自分の 08 と 09 の【不安表明】と

【悩み語り】を契機にして、会話を〔悩み語りの部分〕に展開している。以下の連鎖 2 は、

「N03A」11の「なんかもうすこし時間が欲しい...」という【悩み語り】によって、開始され

ている。  
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 日本語の会話例 10 の連鎖 2 

11［N03A］: 悩み語り〘-〙 なんかもうすこし時間が欲しい... 

12［N03A］: 悩み語り〘-〙 最悪、就活失敗したら卒論出さずに休学しようかなって 

      考えてるよ... 

13-15［N03B］: 共感〘-〙 大学生あっという間すぎる  

    6 月入ったらこんなに一気に就活なんだね 4 年生 

16［N03A］: 同意〘-〙 本当だね    

    不安表明〘-〙  自分たちもそうなるのか... 

17［N03A］: 評価〘-〙 いやだよ 

18［N03B］: 同意〘-〙 嫌だァ 

 ［N03A］の 11 の「なんかもうすこし時間が欲しい」と 12 の「最悪、就活失敗したら卒論出さず

に休学しようかなって考えてるよ...」という【悩み語り】に対して、［N03B］は 13-15 で大学生の

時間があっという間にすぎて、4 年生は 6 月から一気に就活することになるという【共感】で対応

している。［N03A］は 16 で「本当だね   」と【同意】し、同じ吹き出しで、自分たちもそうなる

のか...」と「   」と悲しみを表す大泣きの絵文字を付け、【不安表明】をして、さらに、【不

安表明】に対して、いやだというネガティブな【評価】も後方拡張している。いやという【評価】

に［N03B］は「嫌だァ」と繰り返し、【同意】を行っているが、そこで小さいカタカナの「ァ」を

使った少しふざける感じを表すように見える。この会話はここで終了している。 

 以上、会話例 10 では、【不安表明】から会話が始まっていた。最初は［N03A］が公務員試験の時

期変更に関する不安について述べていたが、聞き手の反応によって、自分の将来に不安を感じ、会

話が不安の共有から、来年の就活にまつわる悩み語りに展開していった。［N03A］は【不安表

明】、【悩み語り】などネガティブな発話を続けていた。一方、［N03B］は相手の【不安表明】

に、一回ポジティブな【評価】で対応しようとしていたが、相手に否定された。そして、その後の

反応は【共感】などネガティブな反応ばかりしたため、会話は最初から最後までネガティブなまま

で終わっていた。 

 また、［N03A］はネガティブな発話に「  」や「   」の絵文字を用いていた。［N03B］は相

手のネガティブな発話に対して「Σ(っﾟД ﾟ；)っヒｯ」という顔文字を使用したり、「嫌だァ」と

いう言葉の末尾に小さいカタカナの「ァ」を使ったりして、会話に少しふざける印象を与えてい

た。それは、会話の雰囲気が真面目過ぎないようにするために使用されたのではないかと考えられ

る。このことから、好ましくない会話の雰囲気を真面目過ぎず、少しふざけた会話にするというこ

とができるのは、対面の会話とは異なる SNSでの会話の特徴の一つだと思われる。  
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 続いて、〔不安共有の部分〕のみの会話をみていく。日本語の会話例 11 は 3人での会話であり、

感染者が増える一方で、感染するのが怖いし、そのせいで予定も色々変わり、困っているというこ

とを話す会話である（図 34）。 

日本語の会話例 11 （日本語データ N25：［N12A］・50 代女子大学院生、［N12B］・50 代女子大

学院生、「N12C］・40 代女子大学院生、LINE） 

図 34 日本語の会話例 11 のデータ及び連鎖組織 

 

    01［N12C］: 不安表明〘-〙 

    02［N12A、N12B］: 既読 

    03［N12C］: 質問〘+〙 

    04［N12A］: 応答（不安表明）〘-〙、 

                評価〘+〙 

    05［N12B］: 共感（+） 

         : 情報提供〘-〙 

    06［N12A］: 理解、評価（残念）〘-〙 

 

    07［N12C］: 理解〘-〙、共感〘-〙 

        共感〘-〙 

   

 

    08［N12C］: 評価（残念）〘-〙 
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 この日本語の会話例 11 は、会話の内容から見ると、以下の図 35 で示すように、〔不安共有の部

分〕のみ抽出できる。 

 この会話例 11 では、3 つの連鎖組織が抽出できた。 

 

図 35 日本語の会話例 11 の全体構造及び連鎖組織 

不安共有の部分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 35 について詳細に述べる。まず、【不安表明】―【理解】という隣接ペアから成る連鎖 1 を説

明する。以下に示す。 

日本語の会話例 10 の連鎖 1 

01［N12C］: 不安表明〘-〙 なんか東京も感染爆発しそうだと今言ってるし、 

      怖い.......   

02［N12A、N12B］: 理解 既読 

 この連鎖の始まりでは、［N12C］が 01 で「なんか東京も感染爆発しそうだと今言ってるし、怖

い.......    」と感染者数の増加が怖いという【不安表明】を行っている。その後、［N12C］が

すぐ 02 で質問を続けて述べているため、［N12A と N12B］は返信する機会がなく、既読のみとなっ

ているが、チャットの会話では既読するというのはもうメッセージを読んで、理解したと解釈でき

るため、【不安表明】―【理解】という隣接ペアとして成立していると見なすことができる。 

 次の連鎖組織は【質問】で開始している。以下の連鎖 2 に示す。 

 

     01［N12C］：不安表明〘-〙 

     02［N12A、N12B］：既読 

 

     03［N12C］：質問〘+〙  

     04［N12A］：応答（不安表明）〘-〙、 

                 評価〘+〙 

     05［N12B］: 共感（+） 

    07［N12C］：理解〘-〙、共感〘-〙 

 

     05［N12B］：情報提供〘-〙 

     06［N12A］：理解〘-〙、評価（残念）〘-〙 

     08［N12C］：評価（残念）〘-〙 

連鎖 1 

連鎖 2 

 

連鎖 3 
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日本語の会話例 10 の連鎖 2 

03［N12C］: 質問〘+〙   ［N12A］さんの学校は、学生さんは無事に入って 

      これそうですか？ 

04［N12A］: 応答（不安表明）〘-〙、いつ入ってくるか、さっぱりわからん 

               入学式も中止だし、いつくるかわからんけど   

          評価〘+〙      準備万端できたから。暇～～  

05［N12B］: 共感〘+〙      早く収まったらいいですね 

07［N12C］: 理解〘-〙     そうですか 

            共感〘-〙  せっかく、バタバタして X 県にいかれたのに、 

      残念ですね 

       共感〘-〙  どこの日本語学校も大変でしょうね 

 この連鎖 2 に示すように、［N12C］は 03 で「［N12A］さんの学校は、学生さんは無事に入ってこ

れそうですか？  」というポジティブな【質問】をしている。それに対する隣接ペアとして、

［N12A］は 04 で学生はいつ来日できるのかわからなくて、入学式も中止だったと【不安表明】での

【応答】をしているが、「けど」という逆接の接続詞を用いて、「準備万端できたから。暇～

～  」と「準備万端」、「できた」という可能形、そして赤いハートの感嘆符「  」の絵文字

の表現を使用し、難しい出来事の中であっても自分はもういつでも対応できるからというポジティ

ブな【評価】をしている。次に［N12A］04 の現在の勤務先である日本語学校についての【応答】に

対して、それぞれ［N12B］05 と［N12C］07 の発話がなされている。［N12B］は 05で「早く収まっ

たらいいですね」と状況がよくなるという希望を表すポジティブな【共感】を示している。一方、

［N12C］は 07 で 04 に対する【理解】を示して、「せっかく～のに」、「残念ですね」、「大変で

しょうね 」などの表現を用いて、【共感】を示している。これらの発話は［N12A］の【不安表

明】に対するネガティブな【共感】である。 

 続いて、［N12B］は 05 で、3 人が在学している大学の新入生歓迎パーティーも今年中止になると

いうネガティブな【情報提供】を行って、連鎖を開始している。以下の連鎖 3に示す。 

日本語の会話例 10 の連鎖 3 

05［N12B］: 情報提供〘-〙   今年は新入生歓迎パーティーもないそうです 

06［N12A］: 理解〘-〙、  そうなんだ。 

            評価（残念）〘-〙 楽しかったのに。色々な人や先生とあんなにざっく 

       ばらんに話せるチャンスってなかなかないのにね。 
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08［N12C］: 評価（残念）〘-〙 残念.......     楽しみしていたのに.......  

 ［N12B］05 に対して、［N12A］06の【理解】+【評価】と［N12C］08の【評価】が隣接ペアをな

している。ここでは、［N12A］と［N12C］は残念な気持ちを表す【評価】をしている。残念な【評

価】では、「楽しかった/楽しみしていたのに」、「色々な人や先生とあんなにざっくばらんに話せ

るチャンスってなかなかないのにね」という残念な気持ちを表す「のに/のにね」と「残念」という

表現を使っている。さらに、残念な気持ちを表すのに、悩む顔の「  」や大泣きの「  」など

ネガティブな絵文字も使用している。 

 以上、日本語の会話 11 では、相手が【不安表明】をすると、聞き手は理解をしたり、ネガティブ

な内容の【共感】や【評価】をしたりしていた。聞き手のネガティブな内容の反応によって、会話

のやりとりがネガティブなままで続けられていた。 

 言語表現に関して、日本語では、「共感」をする際、「せっかく～のに」「残念ですね」や「大

変でしょうね」、「大変だね」などの表現を用いている。よく「ね」の終助詞が使われることが観

察できた。森田（2008）では、「ね」は「協調」のための道具であり、「ね」は相手の注意を引き

付けたり、共感を示したり、同意を引き出したり、といった様々な行為に現れるが、その基調にあ

るのが「協調」であると述べている。また、「ね」を付けたことによって、共同解決されるべきこ

と、参加者の「協調」によって相互行為的に整えられなければならないことが公然化されると述べ

ている。つまり、最後に「ね」を付けることで、聞き手の肯定的な態度を強調していると言える。 

 一方、【評価】をする際には、残念な気持ちを表す終助詞の「のに/のにね」、「残念」などとい

う表現が使われていた。森田（1980）は、「のに」が後件を省略することによって、“前件の事実

から予想し期待していたにもかかわらず”という期待はずれの事実に対する不満や不平などといっ

たマイナスの感情を表す意味があると報告している。 
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4.2.1.1.2 【不安表明】から始まる会話におけるタイ語の会話例 

 次に、【不安表明】による不安共有から始まるタイ語の会話例を 3 つ挙げながら、みていく。 

 まず、会話例 5 は、今の状況であれば、自分もコロナに感染するのではないかという不安を表す

会話である。［T02A］の不安を聞いて、［T02B］は面白いからかいをしてから、相手の状況を確認

する質問を聞く（図 36）。 

タイ語の会話例 5 （タイ語データ T09：［T02A］・20 代社会人女生、［T02B］・20 代女子大学院

生、LINE） 

図 36 タイ語の会話例 5 のデータ 
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図 37 日本語訳及び発話機能と連鎖相識 

01［T02A］: あたしもう感染したのかな？    不安表明〘-〙 

02［T02A］: くそぉぉぉぉ      不満表明〘-〙 

03［T02A］: 苛立っているよ      不満表明〘-〙 

04［T02B］: 感染してるよ      からかい〘+〙 

05［T02A］:            不満表明〘-〙 

06［T02A］: 検査するお金がない     不満表明〘-〙 

07［T02A］: wwwww       不満表明〘-〙 

08［T02B］: （病院が）検査させてくれないと思うよ  からかい〘+〙 

09［T02B］: まず熱でた？wwww     質問 

10［T02A］: ない       応答 

11［T02A］: 時々めまいがした     情報提供〘-〙 

12［T02A］: 時々咳が出た。2－3 回で    情報提供〘-〙 

13［T02B］: エアコン消して      からかい〘+〙 

14［T02B］: （エアコンからの）冷えた空気が気道に流れ込み からかい〘+〙 

15［T02B］: wwwwwww44      からかい〘+〙 

16［T02A］: 鼻詰まりはたまにあったよ。    情報提供〘-〙 

17［T02A］: 食欲ないだけは、まだ大丈夫    情報提供〘-〙 

18［T02B］: あたしは頭痛くなってきた    からかい〘+〙 

19［T02B］: あんたから感染したの     からかい〘+〙 

20［T02A］:         笑い〘+〙 

21［T02A］: 感染したのは苛立ち病だね    ツッコミ〘+〙 

22［T02A］: コロナじゃなくて     ツッコミ〘+〙 

23［T02B］:         受けいれ〘+〙 

 このタイ語の会話例 5 は、会話の内容から見ると、以下の図 38 で示すように、【不安表明】によ

る〔不安共有の部分〕と〔症状確認の部分〕の 2 つに分けることができる。 

 この会話例 5 から、2つの連鎖組織が抽出できた。以下、順に述べる。 
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図 38 タイ語の会話例 5 の全体構造及び連鎖組織 

不安共有の部分 

 

 

 

 

 

症状確認の部分 

 

 

 

 

 

 

 

〘-〙 

 

 まず、〔不安共有の部分〕の連鎖組織について詳細に述べる。［T02A］は 01「あたしもう感染し

たのかな？」と自分もコロナに感染したのではないかという【不安表明】によって、連鎖組織を開

始している。以下の連鎖 1 に示す。 

タイ語の会話例 5 の連鎖 1 

01［T02A］: 不安表明〘-〙  あたしもう感染したのかな？    

02-03［T02A］: 不満表明〘-〙 くそぉぉぉぉ 。苛立っているよ    

04［T02B］: からかい〘+〙  感染してるよ      

05-07［T02A］: 不満表明〘-〙        検査するお金がない wwwww   

   01-03［T04A］: 不安表明〘-〙、不満表明〘-〙 

   04［T02B］: からかい〘+〙  

   05-07［T02A］: 不満表明〘-〙  

   08［T02B］: からかい〘+〙  

連鎖 1 

    09［T02B］: 質問 

   10［T02A］: 応答 

    11-12［T02A］: 情報提供〘-〙 

    13-15［T02B］: からかい〘+〙 

    16-17［T02A］: 情報提供〘-〙 

    18-19［T02B］: からかい〘+〙 

    20［T02A］: 笑い〘+〙 

   21-22［T02A］: ツッコミ〘+〙 

    23［T02B］: 受けいれ〘+〙 

連鎖 2 
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08［T02B］: からかい〘+〙  （病院が）検査させてくれないと思うよ12   

 ［T02A］はそれに続いて「くそぉぉぉぉ。苛立っているよ」という【不満表明】を付け加え

ている。それに対して、［T02B］は 04 で「感染してるよ」という皮肉めいた【からかい】で

応じている。［T04A］は 05-07 でスタンプと「検査するお金がないｗｗｗｗｗ」という【不満

表明】をしている。そして［T04B］の 08 での「（病院が）検査させてくれないと思うよ」と

いう否定的な予測を示す皮肉めいた面白い【からかい】による発話で連鎖を終結している。こ

の否定的な予測は、当時タイでは感染者数が圧倒的に多く、病院や診療所が新規の患者を受け

入れなかったという事情にもとづくもので、お金をどれだけ払っても診察をしてくれないだろ

うということを含意している。 

  続いて、〔症状確認の部分〕について述べる。［T02B］は上記のやり取りを契機にして、

09 で「まず熱でた？wwww」という【質問】を行い、新たな連鎖組織を開始している。以下の連

鎖 2 に示す。 

タイ語の会話例 5 の連鎖 2 

09［T02B］: 質問   まず熱でた？wwww     

10［T02A］: 応答   ない        

11-12［T02A］: 情報提供〘-〙 時々めまいがした。時々咳が出た。2－3 回で   

13-15［T02B］: からかい〘+〙  エアコン消して。（エアコンからの）冷えた空気が気道に流

れ込み wwwwwww4413    

16-17［T02A］: 情報提供〘-〙 鼻詰まりはたまにあったよ。食欲ないだけは、まだ  

       大丈夫    

18-19［T02B］: からかい〘+〙 あたしは頭痛くなってきた。あんたから感染したの 

20［T02A］: 笑い〘+〙        

21-22［T02A］: ツッコミ〘+〙 感染したのは苛立ち病だね。コロナじゃなくて 

23 [T02B］: 受けいれ〘+〙      

  ［T02B］は 09 の【質問】の末尾に笑いを用いており、症状確認の質問に関して少しふざけて聞い

ている感じを表している。［T02A］は 10 で症状がないと言っているにもかかわらず、次の 11-12、

16-17 で食欲はあるが、時々めまいや咳があるなどというネガティブな【情報提供】を行ってい

 

12 当時タイでは病床がひっ迫して、新型コロナ患者を受け入れない医療機関が多いため、症状がない人には基本的

にコロナの検査をしなかった。 

13 タイ語の 55 という笑い声の書き間違い 
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る。［T02B］はそれに【からかい】で対応している。コロナの症状は風邪などとは変わらないた

め、コロナかどうか見極めるのが難しいものである。そのため、［T02B］はその症状はコロナでは

ないと直接に言わずに、13-15 の「エアコン消して。エアコンからの）冷えた空気が気道に流れ込

み wwwwwww44」という【からかい】を用いて、間接的にそれはただの冷房病だということを表して

いる。さらに、18-19 で「あたしは頭痛くなってきた。あんたから感染したの」という面白い【か

らかい】をして、自分のことへと話題を変えている。［T02A］はそれを受けて、21-22 で「感染し

たのは苛立ち病だね。コロナじゃなくて」と【ツッコミ】をして、面白いこととして、笑いを誘っ

て会話を終えている。 

 以上、この会話例 5の始まりは、不安共有で始まっているが、症状確認の質問によって、会話が

症状確認に展開していく。その症状がコロナかどうかを見極めるのが難しいため、聞き手が【から

かい】という手段を用いて反応していた。それによって、会話の雰囲気を面白くさせる効果があ

り、会話を前向にして、笑いを誘って終わらせることができたのである。  

 言語表現に関して、からかいをする際、「エアコン消して(ปิดแอร์ไป)」など命令のような表現を使

ったり、「苛立ち病に感染した(ติดโรค ปสด แหละ)」などの大げさな表現を用いたり、「コロナに感染

しているよ(ติดละแหละ)」などの皮肉めいた表現を使ったりしていた。また、からかいやツッコミに

対して、笑いやドヤ顔など面白いスタンプで応じていたことが見られた。 
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 次に、この会話例 6は、周りに感染者がいないかという不安を共有する４人の参加者による会話

である（図 39）。 

タイ語の会話例 6 （タイ語データ T51：［T27A］・20 代女子大学生、［T27B］・20 代女子大学

生、［T27C］・20 代女子大学生、［T27D］・20 代女子大学生、LINE） 

図 39 タイ語の会話例 6 のデータ 
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図 40 日本語訳及び発話機能と連鎖相識 

01［T27A］: 感染した人いたのかな？     不安表明（質問）〘-〙 

02［T27B］: 悲しいよ。ぴえんんんん会いたいでも  不安表明〘-〙 

                                 コロナ怖い 

03［T27B］: あたしは毎日パニックなんだよ   不安表明〘-〙 

04［T27C］: あんたぁぁぁ     情報提供〘-〙 

05［T27C］: あたしの近所（感染者が）2 人いたよ  情報提供〘-〙 

06［T27B］: 本当？治療受けた？その辺で消毒液を  質問（不安表明）〘-〙 

                                   噴霧された？   

07［T27D］: 最近は気をつけてね    思いやり 

 このタイ語の会話例 6は、会話の内容から見ると、以下の図 41 で示すように、この会話では〔不

安共有の部分〕の 1 つの部分に抽出できる。 

 この会話例 6 から、2つの連鎖組織が抽出できた。以下、順に述べる。 

図 41 タイ語の会話例 6 のデータ及び連鎖組織 

不安共有の部分 

 

 

 

 

 

 

 図 41 について詳細に述べる。この会話は［T07A］01 の「感染した人いたのかな？」という

【不安表明】から連鎖組織を開始している。この【不安表明】に対して、2 つの連鎖が組み合

わさっている。まず、一つ目の【不安表明】-【不安表明】の隣接ペアをみる。以下の連鎖 1

に示す。 

タイ語の会話例 6 の連鎖 1 

01［T27A］: 不安表明（質問）〘-〙 感染した人いたのかな？    

     01［T27A］: 不安表明（質問）〘-〙 

     02-03［T27B］: 不安表明〘-〙 

 

     01［T27A］: 不安表明〘-〙 

     04-05［T27C］: 情報提供〘-〙  

     06［T27B］: 驚き〘-〙、質問（不安表明）〘-〙 

     07［T27D］: 思いやり〘+〙 

連鎖 1 

連鎖 2 
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02-03［T27B］: 不安表明 〘-〙 悲しいよ。ぴえんんんん会いたいでもコロナ怖い。 

      あたしは毎日パニックなんだよ    

 それに対して、［T27B］は 02-03で「悲しい」、「ぴえんんんん」、「会いたいでもコロナ怖

い」、「毎日パニック」など、［T07A］とは異なる内容の【不安表明】を行っている。 

 一方、［T07A］01 の【不安表明】に対して、［T27C］は 04-05 近所で感染者がでたというネガテ

ィブな【情報提供】で反応している。以下の連鎖 2 に示す。 

タイ語の会話例 6 の連鎖 2 

01［T27A］: 不安表明（質問）〘-〙 感染した人いたのかな？ 

04-05［T27C］: 情報提供〘-〙 あんたぁぁぁ。あたしの近所（感染者が）2 人いたよ  

06［T27B］: 驚き〘-〙、  本当？ 

       質問（不安表明）〘-〙 治療受けた？その辺で消毒液を噴霧された？ 

07［T27D］: 思いやり〘+〙  最近は気をつけてね  

［T27C］04-05 の【情報提供】に対して、［T27B］は 06 で【驚き】を後方拡張して、さらに、

「（近所の感染者が）治療受けた？その辺で消毒液を噴霧された？」という【質問】を行い、不安

を表している。一方、［T27D］は 07 で「最近は気をつけてな」という【思いやり】をして連鎖を終

結して、会話を終えている。 

 以上、この会話例 6では、【不安表明】によって会話が始まっていた。それに対して、聞き手が

【不安表明】やネガティブな【情報提供】で反応していた。また、会話の参加者の安全にかかわる

ネガティブな【情報提供】に対して、聞き手がその状況に対する【驚き】、【不満表明】や【思い

やり】を行っていた。 

 言語表現に関して、【不安表明】を表すのに、会話の参加者は「悲しい（เส้าาาวะ่）」、「会いたい

でもコロナ怖い（คิดถึงแต่กลวัโรค）」、「毎日パニックなんだよ（กูแพนิคทุกวนัน้ี）」という表現以外に、

「ぴえんんんん（แงงงง）」というオノマトペも使っていた。また、「治療受けた？その辺で消毒液

を噴霧された？；_；（เขาไปรักษาแลว้ใช่ป่ะ ฉีดยาฆ่าเช้ือแถวนั้นยงั）」という相手の気遣いを表す質問を用い

て、不安表明を行うということが観察できた。  
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 次に、会話例 7 は、オンライン授業に関する不安を共有する会話である（図 42）。 

タイ語の会話例 7 （タイ語データ T47：［T25A］・20 代男子大学生、［T25B］・20 代男大学生、

LINE） 

図 42 タイ語の会話例 7 のデータ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 43 日本語訳及び発話機能と連鎖相識 

01［T25B］: オンライン授業化だっけ？先輩がそう言ってたみたい 不安表明〘-〙 

02［T25B］:  マジで聞きたいの     不安表明〘-〙 

03［T25B］: 絶対混乱するよ      不安表明〘-〙 

04［T25A］: 楽しすぎる。      皮肉〘-〙、 

      オンラインって勉強に集中できるの？   不安表明〘-〙 

      これしか聞きたくない 

05［T25B］: もっと早い新しいネットのプランに変更しなきゃ 意見提示（冗談）〘+〙 

06［T25A］: またお金かかるでしょ。     評価〘-〙 
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06［T25A］:    必要あるの？      質問  

07［T25B］: お金持ちだから      応答（冗談）〘+〙 

08［T25B］: お金で解決する      応答（冗談）〘+〙 

09［T25B］:         応答（冗談）〘+〙 

10［T25A］: ふーん。なんだその自信はぁぁ    からかい〘+〙 

 このタイ語の会話例 7 は、会話の内容から見ると、以下の図 44 で示すように、この会話では〔不

安共有の部分〕の 1 つの部分が抽出できる。 

 この会話例 7 から、1つの連鎖組織が抽出できた。以下、順に述べる。 

図 44 タイ語の会話例 7 の全体構造及び連鎖組織 

不安共有の部分 

 

 

 

 

 

 

 図 44 について詳細に述べる。まず、この会話は会話が［T25B］01のオンライン授業化にな

ると「絶対混乱するよ」という【不安表明】から連鎖組織を開始している。以下の連鎖 1に示

す。 

タイ語の会話例 7 の連鎖 1 

01-03［T25B］: 不安表明〘-〙 オンライン授業化だっけ？先輩がそう言ってたみた 

       い。マジで聞きたいの。絶対混乱するよ   

04［T25A］: 皮肉〘-〙  楽しすぎる 

      不安表明〘-〙  オンラインって勉強に集中できるの？これしか聞きた 

       くない 

05［T25B］: 意見提示（冗談）〘+〙 もっと早い新しいネットのプランに変更しなきゃ  

   01-03［T25B］: 不安表明〘-〙 

   04［T25A］: 皮肉〘-〙、不安表明〘-〙 

   05［T25A］: 意見提示（冗談）〘+〙  

   06［T25B］: 評価〘-〙、 

         質問   

   07-09［T25A］: 応答（冗談）〘+〙 

    10［T25B］: からかい〘+〙 

連鎖 1 
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06［T25A］: 評価〘-〙  またお金かかるでしょ 

      質問   必要あるの？  

07-09［T25B］: 応答（冗談）〘+〙 お金持ちだから。お金で解決する    

10［T25A］: からかい〘+〙  ふーん。なんだその自信はぁぁ    

 ［T25A］は 04 でオンライン授業に対する【皮肉】を表すために、「楽しすぎる」という

【皮肉】を述べ、さらに、オンラインできちんと勉強に集中できるのだろうかという【不安表

明】も付け加えている。［T25B］は 05 もっと速度の高いインターネットプランに変更すると

いう冗談交じりの【意見提示】をして、連鎖を拡張している。それに対して、［T25A］は 06

で無駄遣いをしようとしている相手の行動に対するネガティブな【評価】と「必要あるの？」

という【質問】を行っている。［T25B］は、07-09 で「お金持ちだから。お金で解決する  」

と、［T25A］07 の質問に対して面白くてポジティブな【応答】で応じている。最終的に、

［T25A］はそれを受け入れて、10で「ふーん。なんだその自信はぁぁ」という【からかい】で

連鎖を終えている。 

 以上、この会話例 7は、【不安表明】-【皮肉】+【不安表明】による隣接ペアから開始され

る会話であり、会話の参加者はどちらもオンライン授業に不安というネガティブな感情を抱い

ていたが、［T25B］の冗談まじりな【意見提示】や【応答】によって、会話はネガティブなも

のから楽しい結末になっている。 

 言語表現に関して、この会話例から、会話の参加者は【皮肉】を表すのに、わざとポジティブな評

価を用いていたということが観察できた。また、冗談を言う際、「お金持ちだから。お金で解決す

る（คนมนัรวย ใชเ้งินแกป้ห.）」など大げさな表現や大げささを表す拍手のスタンプも用いていた。 
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4.2.1.1.3 【不安表明】から始まる会話のまとめ 

 以上、この項では、【不安表明】というネガティブな発話から始まる会話を見た。日本語では、

話し手の不安な気持ちを共有するために、【驚き】、【理解】、【評価】そして【共感】をしてい

た。もっとも多かった反応はネガティブな内容への【評価】である。本項で見た 10 会話のうち 5 つ

の会話で現れていた。そこでは、聞き手のネガティブな反応によって、会話の方向性としては最初

から、最後まで、ネガティブな発話が続いて行われていた。一方、タイ語では、【共感】せず、

【不安表明】に対して、【不安表明】や【皮肉】、ネガティブな【情報提供】をしたり、面白く笑

いを誘う【からかい】、【冗談】または【意見提示】をしたりしていた。そこでは、会話としては

ネガティブなやりとりばかりが続いていたわけではなく、途中で会話がポジティブな方向に展開し

ていく傾向があった。 

 また、タイ語では、相手がコロナに感染したかどうかなど反応を見極めるのが難しい時に、聞き

手が【からかい】という手段を用いて反応していることが観察された。それによって、会話の雰囲

気を面白くさせる効果があり、会話が前向きに展開することにもなる。 

 言語表現に関して、日本語では、【共感】をする際、「せっかく～のに」「残念ですね」や「大

変でしょうね」、「大変だね」などの表現を用いている。またよく「ね」という終助詞が使われる

ことが多い。一方、【評価】をする際、「いや」「怖い」、残念な気持ちを表す「のに/のにね」、

「残念」などという表現が使われていた。また、ネガティブな発話では、「wwww」や慌ただしさや

大変さを表す「  」と困っていることなどを表す大泣きの「  」、「  」の絵文字の表現

や、「Σ(っﾟ Д ﾟ；)っヒｯ」びっくりの顔文字を使用したり、「嫌だァ」という言葉の末尾に小さ

い「ァ」のカタカナを使ったりして、会話の雰囲気を少しふざける感じにするということもみられ

た。このことから、好ましくない会話の雰囲気を真面目過ぎず、少しふざけた会話にすることがで

きるのは、対面会話とは異なる SNS の会話の特徴の一つだと思われる。 

 一方、タイ語ではからかいをする際、「エアコン消して(ปิดแอร์ไป)」など命令のような表現を使っ

たり、「苛立ち病に感染した(ติดโรค ปสด แหละ)」などの大げさな表現を用いたり、「コロナに感染し

ているよ(ติดละแหละ)」などの皮肉めいた表現を使ったりしていた。また、冗談を言う際、「お金持

ちだから。お金で解決する(คนมนัรวย ใชเ้งินแกป้ห.) など大げさな表現も用いられていた。 

 また、日本語と比べると、タイ語母語話者はスタンプを使用することが多かったが、日本語のよ

うには絵文字と顔文字を使用していなかった。 
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4.2.1.2 【予定変更】から始まる会話 

 新型コロナウイルスの感染状況は、人々に不安を感じさせる。当時感染拡大を防ぐため、人々は

3 密を避ける行動をとり、外出を禁止されたり、自粛を要請されたりしていた。空港でも運休、減

便、臨時便などが続いて、海外に行くことも 難しくなった。このように、コロナ感染の状況によ

って、様々な予定がキャンセルされたり、延期されたりするようになった。 

 この項では【予定変更】による〔不安共有の部分〕を分析し、日本語の会話例とタイ語の会話例

を対照しながら考察する。 

 

4.2.1.2.1 【予定変更】から始まる会話における日本語の会話例 

 まず、【予定変更の提案】から始まる〔不安共有の部分〕の日本語の会話例を 2 つ挙げながら、

みていく。  

 日本語の会話例 12 は、コロナのため、台湾旅行を中止するか延期するかという提案をする会話で

ある（図 45）。 

日本語の会話例 12（日本語データ N05：［N03A］・20 代女子大学生、［N03B］・20 代女子大学

生、LINE） 

図 45 日本語の会話例 12 のデータ及び連鎖 
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    01［N03A］: 予定変更の提案〘-〙 

    02［N03B］: 驚き〘-〙 

    03［N03B］: 評価(不安表明) 〘-〙 

    04［N03B］: 評価（不安表明）〘-〙 

    05［N03A］: 情報提供（不安表明）〘-〙 

    06［N03A］: 同意〘-〙 

    07［N03A］: 意見提示（不安表明）〘-〙 

    08［N03B］: 理解〘-〙 

    09［N03B］: 意見提示（不安表明）〘-〙 

    10［N03B］: 意見提示（不安表明）〘-〙 

    11［N03A］: 情報提供（同意）〘-〙 

    12［N03A］: 提案〘+〙 

 

    13［N03B］: 決断〘-〙 

    14［N03A］: 承諾〘-〙、 

         評価（残念）〘-〙、 

        不満表明〘-〙 

  

C 

C 
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     15［N03B］: 誘い 〘+〙 

     16［N03B］: 意見提示〘+〙 

 

     17［N03A］: ためらい〘-〙、 

           提案 

     18［N03A］: 評価〘+〙 

 

        

 この日本語の会話例 12 は、会話の内容から見ると、以下の図 46 で示すように、【予定変更の提

案】による〔不安共有の部分〕、そして前向きに新たな誘いをする〔誘いの部分〕の 2 つに分ける

ことができる。 

 この会話例 12 から 2つの連鎖組織が抽出できた。以下、順に述べる。 

図 46 日本語の会話例 12 の全体構造及び連鎖組織 

不安共有の部分 
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    01［N03A］: 予定変更の提案〘-〙 

    02［N03B］: 驚き〘-〙 

    03-04［N03B］: 評価（不安表明）〘-〙  

     06-07［N03A］: 同意〘-〙、意見提示（不安表明）〘-〙 

 

     05［N03A］: 情報提供（不安表明）〘-〙 

     08-10［N03B］: 理解〘-〙、意見提示（不安表明）〘-〙 

     11-12［N03A］: 情報提供（同意）〘-〙、提案〘+〙 

   

    13［N03B］: 決断（中止）〘-〙 

                   14［N03A］: 承諾〘-〙、評価（残念）〘-〙、 

                                                            不満表明〘-〙 

 

連鎖 1 
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誘いの部分 

 

 

 

 

 

 図 46 について詳細に述べる。まず、〔不安共有の部分〕について説明する。［N03A］は 01 でコ

ロナのため、もう一人の友人である C と話した上で、やはり台湾の旅行を中止にするか延期にする

かという【予定変更の提案】を行い、この会話の連鎖組織を開始している。以下の連鎖 1に示す。 

日本語の会話 12 の連鎖 1 

01［N03A］: 予定変更の提案〘-〙  C ちゃんとも話したんやけど...台湾旅行やっぱり中

止か延期にしない？   

02［N03B］: 驚き〘-〙   マジか...  

03［N03B］: 評価（不安表明）〘-〙  まあでも危ないよねぇ  

04［N03B］: 評価（不安表明）〘-〙  日本も危ない 

06［N03A］: 同意〘-〙   日本も危ない 

07［N03A］: 意見提示（不安表明）〘-〙 国内旅行するにしても３月のおわりくらいにした 

       ほうがいいかもね...  

05［N03A］: 情報提供（不安表明）〘-〙 C ちゃん親に反対されてたみたい  

08［N03B］: 理解〘-〙   たしかに... 

09-10［N03B］: 意見提示（不安表明）〘-〙 親に反対されてるならやめたがいいかも！ね！ 

11-12［N03A］: 情報提供（同意）〘-〙 やめたほうがいいって言われたらしい 

        提案〘+〙   ただ台湾のビザは３ヶ月有効らしいから延期する 

        のもありかも... 

13［N03B］: 決断（中止）〘-〙  やめちゃうか... (´；ω；｀) 

14［N03A］: 承諾〘-〙   そうするか... 

     評価（残念）〘-〙  行きたかったよ 

    15［N03B］: 誘い 〘+〙 

   16［N03B］: 意見提示〘+〙 

    17［N03A］: ためらい〘-〙、 

         提案 

   18［N03A］: 評価〘+〙 

  

  

 

連鎖 2 
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                   不満表明 〘-〙   コロナウイルスマジで最悪！ 

 隣接ペアとして、［N03B］は 02で「マジか...   」という【驚き】を行っている。その後、

［N03B］は 03 で台湾が危ないという【評価】に続き、04 で「日本も危ない」という【評価】をし

て、台湾と日本に対する不安な気持ちを表している。【評価】に対して［N03A］は 06 で「日本も危

ない」と［N03B］04 と同じ表現を繰り返し、「  」という慌ただしさを表す汗の絵文字をつけ

て、【同意】を行っている。さらに、07 でコロナが不安であるため、国内旅行も延期したほうがい

いという【意見提示】もしている。 

 続いて、不安な気持ちを共有するために、【評価】を述べ合う他、［N03A］は 05 でもう一

人の台湾旅行メンバーであるＣの親に台湾旅行を反対されたというネガティブな【情報提供】

も取り上げている。［N03B］09-10は「親に反対されてるならやめたがいいかも！ね！」と親

も不安で反対されたなら、今回の台湾旅行を中止したほうがいいかもしれないという【意見提

示】を行っている。［N03A］11 はそれに関して強く【同意】している。それは［N03A］が「や

めたほうがいいって言われたらしい  」ともう一度念を押して述べているからである。台湾

のビザは 3ヶ月間有効であるため、［N03A］12 は旅行を延期してもいいというポジティブな

【提案】も提示しているが、それでも「N03B」が中止するという決断をしている。 

 最終的に、［N03B］は 13 で「やめちゃうか... (´；ω；｀)」と台湾旅行を中止するという【決断】

を行っている。この【決断】で、［N03B］は「(´；ω；｀)」という泣きの顔文字を付けて、残念な気

持ちを表し、01 の【予定変更の提案】に対する答としている。それに対して、［N03A］は【承諾】

をし、「行きたかったよ  」というネガティブな【評価】と残念を表す泣きの絵文字を行ってい

る。さらに、「コロナウイルスマジで最悪！」という【不満表明】も付け加え、残念なことがわか

る気持ちをより伝えることによって連鎖を終結している。 

 以上のことから、［N03A］と［N03B］は 2 つの不安な気持ちを共有していた。一つ目は日本

の状況が危ないという【評価】、二つ目は Cの親に反対されたという【情報提供】である。こ

の 2 つの不安な気持ちを共有することで、最終的に［N03B］が台湾旅行を中止するという決断

を下している。 

 最後に、〔誘いの部分〕について説明する。台湾旅行の話題を終えると、［N03B］は 15で

新たな旅行の【誘い】を行い、新たな連鎖組織を開始している。 

日本語の会話 12 の連鎖 1 

15［N03B］: 誘い〘+〙 2/17～20 でどっか行く？それとも別の日にする...? 

16［N03B］: 意見提示 〘+〙 18 きっぷで遊びに行くのも楽しそう 

17［N03A］: ためらい 〘-〙 どっちがいいかね？ 

      提案  みんなで話し合うか... 
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18［N03A］: 評価〘+〙 18 きっぷもいいね！ 

 ［N03B］は【誘い】の次の位置の 16 で「18きっぷで遊びに行くのも楽しそう」と前向きな【意

見提示】を付け加えている。誘われた［N03A］はその誘いに【ためらい】をし、今は決められない

ため、17 で「みんなで話し合うか」という【提案】をしている。それでも、18で［N03B］16 の意

見提示に「18 きっぷもいいね！」というポジティブな【評価】をして、行きたい気持ちを表してい

る。この会話は誘いの途中で終わり、結末がわからないが、［N03A］のポジティブな【意見提示】

と【評価】から、少なくとも［N03A］と［N03B］には行く意思があると予測できる。 

 以上、この会話例 12では、コロナの状況によって旅行計画を変更するという突然の提案が行われ

ていた。中止するという決断まで、お互い【評価】、【情報提供】や【意見提示】を分かち合い、

今回の旅行に対する不安な気持ちを共有して、中止を決めた。しかし、台湾旅行を中止しても

［N03A］は諦めきれず、前向きな気持ちで国内旅行の誘いを行っていた。 

 言語表現に関して、【予定変更の提案】に対して、まず、返事をすぐ出さずに、［マジか...］と

いう【驚き】で反応し、その後、その提案に同意を表明する「よねぇ」という終助詞を用いている

【評価】をしている。また、決断を述べる際、「やめちゃうか... (´；ω；｀) 」、「どっちがいい

かね？」などと強く自分の意見を言わず、相手の同意や意見を聞くような言い回しをしていた。さ

らに顔文字も付けて、残念な気持ちを表すということも見られた。 
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 続いて、日本語の会話例 13 は、外出禁止令が出たため、明日の予定を変更するかやめるかと提案

する会話である（図 47）。 

日本語の会話例 13（日本語データ N03：［N01A］・20 代女子大学生、［N01B］・20 代女子大学院

生、LINE） 

図 46 日本語の会話例 13 のデータ及び連鎖 

 

    01［N01B］: 予定変更の提案〘-〙 

    02［N01B］: 予定変更の提案〘-〙 

    03［N01A］: 理解〘-〙 

    04［N01A］: 意見提示〘+〙 

    05［N01A］: 意見要求〘-〙 

    06［N01A］: 意見要求〘-〙 

    07［N01B］: 理解〘-〙  

    08［N01B］: ためらい〘-〙 

    09［N01B］: 決断（不安表明）〘-〙 

   10［N01B］: 意志表明〘+〙 

   11［N01A］: 承諾〘-〙 

   12［N01A］: 同意 

 

  

B 
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   13［N01B］: 不満表明〘-〙 

   14［N01B］: 意志表明〘+〙 

   15［N01A］: 同意〘-〙 

   16［N01A］: 意志表明〘+〙 

   17［N01A］: 感情の表明〘+〙 

 

 

 

 

    18［N01B］: 感情の表明〘+〙 

 

 

 

この日本語の会話例 13は、会話の内容から見ると、以下の図 48 で示すように、〔不安共有の部

分〕、〔不満共有の部分〕そして前向きに次回の約束を遂げようとする〔意志表明の部分〕の 3 つ

に分けることができる。 

 この会話例 13 から 3つの連鎖組織が抽出できた。以下、順に述べる。 
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図 48 日本語の会話例 13 の全体構造及び連鎖組織 

不安共有の部分 

 

 

 

 

 

 

 

不満共有の部分 

 

 

 

意志表明の部分 

 

 

 

 

 

 

 図 48 について詳細に述べる。まず、〔不安共有の部分〕について説明する。［N01B］は 01 で

「大阪も外出禁止令みたいんなん出たけど明日どうしよ   」という【予定変更の提案】を行

い、この会話の連鎖組織を開始している。以下の連鎖 1に示す。 

日本語の会話 13 の連鎖 1 

01［N01B］: 予定変更の提案〘-〙  大阪も外出禁止令みたいんなん出たけど明日 

連鎖 1 

     01［N01B］: 予定変更の提案〘-〙 

     03-04［N01A］: 理解〘-〙、意見提示〘+〙 

    07［N01B］: 理解〘-〙 

    02［N01B］: 予定変更の提案〘-〙 

     05-06［N01A］: 意見要求〘-〙 

     08［N01B］: ためらい〘-〙 

     09［N01B］: 決断（不安表明）〘-〙 

   11［N01A］: 承諾〘-〙 

 

 

連鎖 2 

  13［N01B］: 不満表明〘-〙 

  15［N01A］: 同意〘-〙 

 

 

連鎖 3 

  10［N01B］: 意志表明〘+〙 

  12［N01A］: 同意 〘+〙 

  14［N01B］: 意志表明〘+〙 

  16［N01A］: 同意〘+〙  

  17［N01A］: 感情の表明〘+〙 

    18［N01B］: 感情の表明〘+〙 
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         どうしよ 

02［N01B］: 予定変更の提案〘-〙     日付けずらす、？ 

03［N01A］: 理解〘-〙      出たね、、 

04［N01A］: 意見提示〘+〙   というか先週とかも出てたからあんまり気に 

                    してなかった笑 

07［N01B］: 理解〘-〙   先週も出てたんや！ 

05-06［N01A］: 意見要求〘-〙  どうする？［N01B］に任せる！ 

08［N01B］: ためらい〘-〙   どうしよう 

09［N01B］: 決断（不安表明）〘-〙  なんか増えてるし、一応やめとく？ 

11［N01A］: 承諾〘-〙   おけおけ！ 

 【不安表明】を行った後、［N01B］02 は「日付けずらす、？」とすぐ【予定変更の提案】を

行っている。［N01A］は［N01B］01 の【予定変更の提案】に対して、03 で「理解」をしてか

ら、前週も外出禁止令が出ていたため、「気にしてなかった笑」というポジティブな【意見提

示】で反応しているが、05-06 で明日の約束についてどう判断するかを［N01B］に任せると依

頼している。［N01B］は 08 で「どうしよう」と言って、「   」という困っている気持ち

を表す泣きの絵文字を付け加えることで【ためらい】を行って、09で「なんか増えてるし」と

いう不安を表し、「一応やめとく？  」という【決断】と残念な気持ちを表す絵文字をして

いる。［N01A］は［N01B］の【決断】に【承諾】をして、この連鎖組織を終結している。 

 次に、〔不満共有の部分〕について述べる。［N01B］は【決断】を行った後、「ほんまｺﾛﾅ

許すまじ！！！！！！」という【不満表明】をして、新たな連鎖組織を開始している。以下連

鎖 2 に示す。 

日本語の会話 13 の連鎖 2 

13［N01B］: 不満表明〘-〙 ほんまｺﾛﾅ許すまじ！！！！！！ 

15［N01A］: 同意〘-〙 まじそれな！！ 

 その不満を共有するために、［N01A］は「まじそれな！！」という【同意】で反応して、連

鎖組織を終結している。 

 最後に、〔意志表明の部分〕について説明する。約束を中止すると決断した［N01B］が、そ

の後 10 で「安心していけるようになったら絶対行こう 」と今回の約束はコロナで中止にな

ったが、また状況が落ち着いたら、絶対遊びに行くと、「安心していけるようになったら」と
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いう希望を表すポジティブな【意志表明】を行い、今回の約束に対する残念な気持ちを表す泣

きの絵文字も後ろに付け加えて、新たな連鎖組織を開始している。 

日本語の会話 13 の連鎖 3 

10［N01B］: 意志表明〘+〙  安心していけるようになったら絶対行こう 

12［N01A］: 同意 〘+〙  絶対行こう～ 

14［N01B］: 意志表明〘+〙  行こうね 

16［N01A］: 同意〘+〙   いこいこ！！ 

17［N01A］: 感情の表明〘+〙 

18［N01B］: 感情の表明〘+〙  

 ［N01A］は 12 で「絶対行こう～    」という【同意】と力こぶの絵文字をしている。この場

合、力こぶの絵文字は頑張るという意味を表しているのではないかと考えられる。続いて、

［N01B］は念を押して、「行こうね   」ともう一度【意志表明】を行っている。ここでは、

［N01B］は「  」の絵文字を用いて、10 と同じく今回は残念だが、次回は必ず行こうという残念

な気持ちを表していると思われる。［N01A］ももう一度【同意】をし、さらに、「  」と「ぜっ

たい」という文字が含まれているスタンプも付け加えて、絶対行くという気持ちを念押ししてい

る。それに対して、［N01B］は感動の気持ちを表す泣き笑いのスタンプで反応して、前向きな気持

ちで会話を終えている。 

  以上、この会話例 13 では、会話の最初に【予定変更の提案】を行っていた。その【予定変更の

提案】に対して、聞き手がポジティブな【意見提示】で反応していたにもかかわらず、自分から決

断せずに、提案した相手に任せていた。今回の約束が台無しになったのはコロナのせいだという

【不満表明】を行って、不満な気持ちを相手と共有してから、次回の約束をして、絶対行くという

【意志表明】を行って、状況がよくなったら会えるようになるという前向きな結末で会話を終えて

いた。 

 言語表現に関して、予定の変更を提案する人は、「日付けずらす、？」と直接に中止を言わず

に、相手に意見を聞くような言い回しで述べていた。聞かれた側も自分が気にしていないといった

にもかかわらず、中止することを判断せずに、「どうする？」という【質問】で返して、判断を相

手に任せていた。中止すると決断をしても、さらに「一応やめとく？」と相手の同意を要求するよ

うな【質問】のような言い回しで述べていることも観察できた。また、中止すると述べた人は、そ

の残念な気持ちを表すために、「  」泣きの絵文字を付け加えていることが観察された。 

 この会話では多くの絵文字を用いていた。時に、泣きの絵文字である。泣きの絵文字は残念のよ

うなネガティブな発話の後ろに付け加えるだけではなく、「行こうね」などポジティブな発話であ

る意志表明の後ろにも付け加えていた。意志表明の後ろで付け加えることで、今回は中止すること
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になって残念であるが、次回は絶対いくという気持ちをはっきりさせているのではないかと考えら

れる。また、会話の最後にお互いスタンプを送りあって、会話を終了していた。中止すると述べた

人は最後まで、泣きのスタンプを送っていた。しかし、最後の泣き笑いの絵文字は残念な気持ちを

表す絵文字ではなく、感動を表すものだと思われる。 
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4.2.1.2.2 【予定変更】から始まる会話におけるタイ語の会話例 

 次に、【予定変更】による〔不安共有の部分〕のタイ語の会話例を 2 つ挙げながら、みていく。  

 この会話例 8 は、コロナのため、すでに約束していた女子会を延期するという会話である（図

49）。 

タイ語の会話例 8 （タイ語データ T84：［T42A］・20 代社会人、［T42B］・20 代女子大学院生、

MESSEMGER） 

図 49 タイ語の会話例 8 のデータ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 50 日本語訳及び発話機能と連鎖相識 

01［T42B］: ［T42A］       呼びかけ 

02［T42B］:  ミーティング（女子会）はもうコロナの後にしない  予定変更の指示 

      といけないよ                   （不安表明）〘-〙  

03［T42A］: もちろん       同意〘-〙 

04［T42A］: 外出の生活が懐かしいよ     文句〘-〙 

05［T42B］: 私は回転寿司を食べたい     文句〘-〙 

06［T42B］: イクラを食べたい     文句〘-〙 

A 
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 このタイ語の会話例 8 は、会話の内容から見ると、以下の図 51 で示すように、〔不安共有の部

分〕と、〔不満共有の部分〕の 2つの部分を抽出できる。 

 この会話例 8 から、2つの連鎖組織が抽出できた。以下に述べる。 

図 51 タイ語の会話例 8 の全体構造及び連鎖組織 

不安共有の部分 

 

 

 

 

不満共有の部分 

 

 

 

 図 51 について詳細に述べる。まず、〔不安共有の部分〕について説明する。この連鎖は

［T42B］01の呼びかけと［T42B］02 の「ミーティング（女子会）はもうコロナの後にしない

といけないよ」という【予定変更の提示】から始まっている。以下の連鎖 1 に示す。 

タイ語の会話 8 の連鎖 1 

01［T42B］: 呼びかけ     ［T42A］  

02［T42B］: 予定変更の指示（不安表明）〘-〙 ミーティング（女子会）はもうコロナの 

        後にしないといけないよ   

03［T42A］: 同意〘-〙    もちろん 

 ［T42B］02 では明示的には不安な気持ちを表していないが、コロナ禍の状況を考えると、外出す

れば、コロナに感染する可能性が高くなるため、今回の予定をコロナが終束し、安心して会える時

期まで待ち、延期すべきだと考えていると解釈できるのではないかと考えられる。［T42A］はその

不安に応じて、03 で【同意】という発話を行うことによって不安な気持ちを共有しているのはない

かと考えられる。 

 次に、〔不満共有の部分〕について説明する。［T42A］は 04 で「外出の生活が懐かしいよ」とい

う【不満表明】を行って、新しい連鎖組織を開始している。以下の連鎖 2 に示す。 

 

  01［T60B］: 呼びかけ 

  02［T42B］: 予定変更の指示（不安表明）〘-〙 

  03［T42A］: 同意〘-〙 

 

連鎖 1 

  04［T42A］: 文句〘-〙 

  05-06［T42B］: 文句〘-〙 
連鎖 2 
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タイの会話 8 の連鎖 2 

04［T42A］: 不満表明〘-〙  外出の生活が懐かしいよ  

05-06［T42B］: 不満表明〘-〙 私は回転寿司を食べたい。イクラを食べたい   

 ［T42A］の不満に対して、［T42B］も 05-06で【不満表明】を述べて、不満を共有している。 

 以上、この会話例 8では、会話の最初にコロナ禍においての不安による【予定変更の提示】を行

い、その後お互い、不満を述べ合って、現状に関する不満を共有していた。 

 言語表現に関して、予定を変更する際、相手の意見を聞かずに、「～ないといけない（ตอ้ง）」と

いう表現を使っているのは、予定を中止するのが義務のようなものであるということを表している

ように聞こえる。それは、相手に意見を聞くような言い回しをする日本語とは異なっている。  
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 次に、タイ語の会話例 9 では、母がコロナに不安を感じており、遊びに行くなと言われたため、

遊びの約束をキャンセルしてほしいという会話である（図 52）。 

タイ語の会話例 9 （タイ語データ T65：［T33A］・20 代男子大学生、［T33B］・20 代男子大学

生、MESSENGER） 

図 52 タイ語の会話例 9 のデータ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 53     日本語訳及び発話機能と連鎖相識 

01［T33B］: ［T33A］ 遊びの約束なんだけど、お母さんに聞いたら 予定変更の報告〘-〙 

         行ってほしくないと言っている。 

         病気のことも射殺のこともあったし。   不安表明〘-〙 

                                    お母さんが［デパート名］では 

      人が少ないし、一階 2-4 人しか歩いていないって。 情報提供〘-〙 

          行かない方がいい。この時期を超えるまで待って 

       って 

02［T33A］:  あ、分かった       理解〘-〙             

A 
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03［T33B］: ごめんね。      謝罪〘-〙 

04［T33B］: ちゃんと約束したのに     謝罪〘-〙 

05［T33A］: 大丈夫だよ      否定〘+〙 

06［T33A］: 一人で行ける         解決〘+〙 

07［T33B］: 既読          理解〘+〙 

 このタイ語の会話例 9は、会話の内容から見ると、以下の図 54 で示すように、〔不安共有の部

分〕と、〔解決の部分〕の 2 つの部分を抽出できる。 

 この会話例 9 から、2つの連鎖組織が抽出できた。以下に述べる。 

図 54 タイ語の会話例 9 の全体構造及び連鎖組織 

不安共有の部分 

 

 

 

 

 

解決の部分 

 

 

 図 54 について詳細に述べる。まず、〔不安共有の部分〕について説明する。この連鎖は

［T33B］01の「［T33A］遊びの約束なんだけど、お母さんに聞いたら行ってほしくないと言っ

ている」と母の言葉を取り上げることによる【予定変更の報告】から始まっている。以下の連

鎖 1 に示す。 

タイ語の会話 9 の連鎖 1 

01［T33B］: 予定変更の報告  ［T33A］遊びの約束なんだけど、お母さんに聞いたら 

      （不安表明）〘-〙 行ってほしくないと言っている。  

      不安表明〘-〙  病気のことも射殺のこともあったし。   

      情報提供〘-〙  お母さんが［デパート名］では人が少ないし、一階 

  01［T33B］: 予定変更の報告（不安表明）〘-〙、 

       不安表明〘-〙、情報提供〘-〙 

  02［T33B］: 理解〘-〙 

  03-04［T33B］: 謝罪〘-〙 

  05［T33A］: 否定〘+〙 

 

連鎖 1 

  06［T33A］: 解決〘+〙 

  07［T33B］: 理解〘+〙 

 

連鎖 2 
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                  2-4 人しか歩いていないって。行かない方がいい。 

          この時期を超えるまで待ってって 

02［T33A］: 理解〘-〙     あ、分かった 

03-04［T33A］: 謝罪〘-〙  ごめんね。ちゃんと約束したのに。 

05［T33A］: 否定〘+〙     大丈夫だよ 

 続いて、後ろに自分の不安も付け加えている。ここではコロナのことだけでなく、この前に起こ

った射殺事件についても取り上げ、少し大げさなことを述べている。さらに、母の言葉を引用し

て、デパートに関するネガティブな情報も述べている。最終的に、「この時期を超えるまで待って

って」ともう一度母の言葉を引用するという方法を用いて、行かないということを暗示的に示して

いる。［T33A］はそれに対して、02で【理解】をし、約束を中止することを認めている。続いて、

自分の都合で予定を中止することに対する申し訳なさを表すのに、［T33A］が 03-04 で［T33B］に

謝っている。［T33A］は 05 の【謝罪】への【否定】で連鎖を終結している。 

 次に、〔解決の部分〕について述べる。［T33A］が 06で「一人で行ける」と自分から【解決】を

申し出る発話から連鎖を開始している。以下の連鎖 2 に示す。 

タイ語の会話 9 の連鎖 2 

06［T33A］: 解決〘+〙   一人で行ける 

07［T33B］: 理解〘+〙   既読 

 ［T33B］07 は既読のみとなって連鎖を終結している。 

 以上、この会話例 9では、相手の約束を中止するために、予定変更を申し出る話し手が直接自分

が行かないと言わずに、何度か母の不安な言葉を引用したり、自分の不安を述べたり、さらに、行

く場所の悪い点まで述べたりしていた。約束を中止しようと、予定変更を申し出る話し手が【謝

罪】を通して、相手に対する申し訳さを表している。ここまでは、会話がネガティブなものになっ

ていたが、［T33A］は【否定】で応じて、最終的に不安表明の聞き手が「一人で行ける」と自分か

ら解決方法を述べて、会話をポジティブなものに展開していた。すなわち、【不安表明】とそれに

対する【謝罪】によって、会話がネガティブなものから始まっていたが、不安表明の聞き手による

【否定】と【解決】というポジティブなものに展開しているということが観察された。 

 言語表現として、予定変更を申し出る話し手が「遊びの約束なんだけど、お母さんに聞いたら行

ってほしくないと言っている（ท่ีจะไปเท่ียวกนัอ่ะ เราถามแม่ล่ะแม่บอกวา่ยงัไม่อยากใหไ้ปช่วงน้ี）」という報告のような

言い回しをしていた。そのため、聞き手は自分の意見を言えずに、【理解】で対応することしかで

きなかったのではないかと考えられる。また、予定を中止することをサポートするために、自分の
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意見をあまり言わず、第三者の言葉を引用して、遠回しに、行くデメリットを述べることもみられ

た。さらに、コロナの他、射殺など命に関わる大げさな理由も取り上げていた。  
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4.2.1.2.3 【予定変更】から始まる会話のまとめ 

 今回の日本語の二つの会話例では、会話の参加者は現在のコロナの状況に不安を感じ、すでに約

束していた予定を変更しようとしているが、決断を直接言わずに、「台湾旅行やっぱり中止か延期

にしない？」、「日付けずらす、？」という相手の意見を聞くような言い回しをしていた。それに

よって、お互い、【評価】、【情報提供】、【意見提示】、【不安表明】、【同意】などを通し

て、不安な気持ちを共有することができた。また、不安を表すのに、自分の意思だけでなく、第三

者の不安も取り上げて、一つの情報として提供していた。例えば、会話例 12 で会話の参加者は、友

人の親の台湾旅行に対する不安を情報として提供していた。このことから、様々な不安を共有する

と、それらを理由にして、予定変更の判断がより容易になるのではないかと考えられる。 

 日本語母語話者は、不安を共有する際、ネガティブな発話をするだけでなく、ポジティブな【意

見提示】などの発話もしていた。それによって、会話がネガティブなものになったり、ポジティブ

なものになったりしていた。さらに、不安を共有した後、状況がいつ収まるかわからないものの、

会話の参加者はすぐに次の予定を提供し、新しい約束をしようとする態度を相手に見せるようにし

ていた。それらのおかげで、やりとりがネガティブなやりとりから前向きな結末に展開していた。

それは、会話参加者にとって、COVID-19 はどのようなものなのか、これからどうなっていくかよく

分からないという特殊性があるため、ネガティブなこともポジティブなことも両方の意見を、時に

は根拠もなしに提供している。こうしてたとえ確証はなくても、最後に前向きなことを考えようと

するのではないかと考えられる。 

 一方、タイ語の会話例では、予定を変更する際、「ミーティング（女子会）はもうコロナの後に

しないといけないよ(เราตอ้งจดัมีทต้ิงหลงัโควิดแลว้แหละ)」、「遊びの約束なんだけど、お母さんに聞いたら

行ってほしくないと言っている。(ท่ีจะไปเท่ียวกนัอ่ะ เราถามแม่ล่ะ แม่บอกวา่ยงัไม่อยากใหช่้วงน้ี)」という報告のよう

な言い回しをしていた。そのため、聞き手が自分の意見を言えるチャンスがなく、【同意】と【理

解】でしか相手との不安を共有できなかった。 

 不安を共有した際、タイ語母語話者はその後、今の状況に対する不満を共有したり、解決方法を

提供したりしていた。そのため、会話の参加者の行為によって、会話は最初から最後までネガティ

ブな内容のままでやりとりが終わる場合もあり、ネガティブな内容からポジティブの内容に展開し

て会話を終える場合もあった。ただし、日本語のように、新しい約束をするというようなやりとり

は見られず、むしろ、「一人で行ける」のように、一緒に行くことをやめるという形の解決が見ら

れた。 

 言語表現に関して、日本語では、予定の変更をする際、約束を中止したいと直接言わずに、「台

湾旅行やっぱり中止か延期にしない？」や「日付けずらす、？」のように、相手の意見を聞くよう

な言い回しを用いていた。決断を述べる時も、同じく中止するといわずに、「やめちゃうか」、

「一応やめとく？」のように相手の同意を要求するような言い回しを用いていることが観察され

た。 
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 また、予定を中止するという決断を述べた人は、その申し訳なさを表すために、「(´；ω；｀)」、

「  」、「  」など泣きの顔文字、絵文字やスタンプを付け加えていることが観察された。そ

れを用いることによって、残念で申し訳ないという気持ちをはっきり伝え、使い手の気持ちが楽に

なれるのではないかと考えられる。 

 一方、タイ語では、予定の変更をする際、相手の意見を聞かずに、「～ないといけない(ตอ้ง)」と

いう表現を使って、予定を中止するのが義務のような言い回しをしていた。予定を中止することを

サポートするために、自分の意見を直接言わず、遠回しに、第三者の言葉を引用して、デメリット

を述べたり、射殺など命に関わる大げさな理由も取り上げていたりしていた。 
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4.2.1.3 〔不安共有の部分〕から始まる会話②のまとめ 

 ≪〔不安共有の部分〕から始まる会話②≫では、2 つの種類が抽出された。一つ目は≪【不満表

明】から始まる会話≫、二つ目は≪【予定変更】から始まる会話≫である。 

 ≪【不満表明】から始まる会話≫について、タイ語と日本語の共通点は、会話の参加者が、不安

表明を単独に行う場合もあれば、ネガティブな【評価】と【不満表明】を一緒に行い、ネガティブ

な感情をよりはっきり伝える場合もあったという点である。 

 日本語では、聞き手の不安な気持ちを共有するために、【理解】、【評価】そして【共感】をし

ていた。もっとも多かった反応はネガティブな内容への【評価】である。例えば、「残念.......     

楽しみしていたのに」、「怖い」などである。そこでは、聞き手のネガティブな反応によって、会

話の方向性としては最初から、最後まで、ネガティブな発話が続いて行われていた。一方、タイ語

では、【共感】をせず、【不安表明】に対して、「毎日パニックなんだよ（กูแพนิคทุกวนัน้ี）」などの

【不安表明】や「楽しすぎる（สนุกละไป）」などの【皮肉】、「あたしの近所（感染者が）2 人いた

よ（ตรงบา้นฉนัมีเป็น2คนแลว้วะ่）」などのネガティブな【情報提供】をしたり、「（あなたは）コロナに

感染しているよ(ติดละแหละ)」など面白く笑いを誘う【からかい】や【冗談】、または「もっと早い

新しいネットのプランに変更しなきゃ（สงสัยตอ้งไปจดัแพคเก็จเน็ตใหม่ให้แรงกวา่เดิมและ）」などポジティブな

【意見提示】をしたりしていた。そこでは、会話としてはネガティブなやりとりばかりが続いてい

たわけではなく、途中で会話がポジティブな方向に展開していく傾向があった。 

 また、タイ語では、相手がコロナに感染したかどうかなど反応を見極めるのが難しい時に、聞き

手が【からかい】という手段を用いて反応していることが観察された。それによって、会話の雰囲

気を面白くさせる効果があり、会話が前向きに展開することにもなっていた。 

 次に≪【予定変更】から始まる会話≫では、日本語では【予定変更の提案】、タイ語では【予定

変更の報告】という行為で行われていた。 

 今回の日本語の二つの会話例では、会話の参加者は現在のコロナの状況に不安を感じ、すでに約

束していた予定を変更しようとしているが、決断を直接言わずに、「台湾旅行やっぱり中止か延期

にしない？」、「日付けずらす、？」という相手の意見を聞くような言い回しをしていた。それに

よって、お互い、【評価】、【情報提供】、【意見提示】、【不安表明】、【同意】などを通し

て、不安な気持ちを共有することができた。また、不安を表すのに、自分の意思だけでなく、第三

者の不安も取り上げて、一つの情報として提供していた。例えば、友人の親の台湾旅行に対する不

安という情報を提供していた。様々な不安を共有すると、それらを理由にして、予定変更の判断が

より容易になるのではないかと考えられる。 

 一方、タイ語の会話例では、予定を変更する際、「ミーティング（女子会）はもうコロナの後に

しないといけないよ(เราตอ้งจดัมีทต้ิงหลงัโควิดแลว้แหละ)」、「遊びの約束なんだけど、お母さんに聞いたら

行ってほしくないと言っている。（ท่ีจะไปเท่ียวกนัอ่ะ เราถามแม่ล่ะ แม่บอกวา่ยงัไม่อยากใหช่้วงน้ี)」という報告のよう
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な言い回しをしていた。そのため、聞き手が自分の意見を言えるチャンスがなく、【同意】と【理

解】でしか相手との不安を共有できなかった。 

 以上のことから、タイ語より日本語の方が、相手と不安を共有しようとしているのではないかと

考えられる。不安を共有する際、日本語母語話者はネガティブな発話をするだけでなく、ポジティ

ブな【意見提示】などの発話もしていた。それによって、会話がネガティブなものになったり、ポ

ジティブなものになったりしていた。さらに、不安を共有した後、状況がいつ収まるかわからない

ものの、会話の参加者はすぐに次の予定を提供し、新しい約束をしようとする態度を相手に見せる

ようにしていた。それらのおかげで、やりとりがネガティブなやりとりから前向きな結末に展開し

て終了していた。このようなやりとりが行われているのは、会話参加者にとっては、COVID-19 がど

のようなものなのか、これからどうなっていくかよく分からないという特殊性があるため、ネガテ

ィブなこともポジティブなことも両方の意見を、時には根拠もなしに提供することになるものの、

たとえ確証はなくても、最後に前向きなことを考えようとするからではないかと考えられる。一

方、不安を共有するチャンスが少ないタイ語母語話者は、不安を共有した際、今の状況に対する不

満を共有したり、解決方法を提供したりしていた。そのため、会話の参加者の行為によって、会話

は最初から最後までネガティブな内容のままでやりとりを終える場合もあり、ネガティブな内容か

らポジティブな内容に展開して会話を終える場合もあった。  

 言語表現に関して、日本語では、予定の変更をする際、約束を中止したいと直接言わずに、「台

湾旅行やっぱり中止か延期にしない？」や「日付けずらす、？」のように、相手の意見を聞くよう

な言い回しを用いていた。決断を述べる時も、同じく中止するといわずに、「やめちゃうか」、

「一応やめとく？」のように相手の同意を要求するような言い回しを用いていることが観察され

た。一方、タイ語では、予定の変更をする際、相手の意見も聞かずに、「～ないといけない(ตอ้ง)」

という表現を使って、予定を中止するのが義務のような言い回しをしていた。予定を中止すること

をサポートするために、自分の意見を直接言わず、遠回しに、第三者の言葉を引用して、デメリッ

トを述べたり、射殺など命に関わる大げさな理由も取り上げたりしていた。 

 日本語では、相手との不安を共有するために、【共感】と【評価】が多く行われた。【共感】を

する際、「せっかく～のに」「残念ですね」や「大変でしょうね」、「大変だね」などの表現を用

いている。よく「ね」という終助詞が使われることが多い。一方、【評価】をする際、「「い

や」、「怖い」、残念な気持ちを表す「のに/のにね」、「残念」などという表現が使われていた。

また、ネガティブな発話では、「wwww」や「  」と「  」、「  」など、汗や「泣き」の絵

文字の表現や、「Σ(っﾟ Д ﾟ；)っヒｯ」というびっくりした表情を表す顔文字を使用したり、「嫌

だァ」という言葉の末尾に小さい「ァ」のカタカナを使ったりして、会話の雰囲気を少しふざける

感じにすることもみられた。このことから、好ましくない会話の雰囲気を真面目過ぎず、少しふざ

けた会話にすることができるのは、対面の会話とは異なる SNS の会話の特徴の一つだと思われる。 
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 一方、タイ語では【共感】や【評価】をせず、【からかい】という発話を行う特徴がみられた。

【からかい】をする際、「エアコン消して(ปิดแอร์ไป)」など命令のような表現を使ったり、「苛立ち

病に感染した(ติดโรค ปสด แหละ)」などの大げさな表現を用いたり、「（あなたは）コロナに感染して

いるよ(ติดละแหละ)」などの皮肉めいた表現を使ったりしていた。また、冗談を言う際、「お金持ち

だから。お金で解決する（คนมนัรวย ใชเ้งินแกป้ห.）」など大げさな表現も用いられていた。  

 また、日本語と比べると、タイ語母語話者はスタンプを使用することが多かったが、タイ語は日

本語のようには絵文字と顔文字を使用していなかった。例えば、タイ語では冗談を言う際、「お金

持ちだから。お金で解決する（คนมนัรวย ใชเ้งินแกป้ห.）」という表現をより大げさに表すために拍手のス

タンプを用いていたり、【からかい】に対して、笑いやドヤ顔のスタンプを用いて、面白く笑いを

誘ったりしていた。一方、日本語では、予定を中止するという決断述べた人は、その残念な気持ち

を表すために、「(´；ω；｀)」、「  」など泣きの顔文字、絵文字やスタンプを付け加えているこ

とが観察された。それを用いることによって、残念という気持ちをはっきり伝え、使い手の気持ち

が楽になれるのではないかと考えられる。 
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4.2.2 〔不満共有の部分〕から始まる会話② 

 コロナが広まっている社会において、ウイルスとの共存・共生は決して我々が望んだものではな

い。そのため、新しい生活様式の中では何かしら不満を抱えている人も多いだろう。 

 本項は人々が SNS を通して、どのように不満を共有するのか、不満を共有した後、やりとりがど

のように展開していくのかを見ていく。 

 

4.2.2.1 【不満表明】から始まる会話 

 この項では≪【不満表明】から始まる会話②≫を分析し、日本語の会話例とタイ語の会話例を対照

しながら考察する。 

 

4.2.2.1.1 【不満表明】から始まる会話における日本語の会話例 

 まず、【不満表明】から始まる〔不満共有の部分〕の日本語の会話例を 2 つ挙げながら、みてい

く。  

 日本語の会話例 14 は、コロナに疲れるという不満を述べる会話である（図 55）。 

日本語の会話例 14（日本語データ N50：［N19A］・20 代女子大学生、［N19B］・20 代女子大学

生、MESSENGER） 

図 55 日本語の会話例 14 のデータ及び連鎖 
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     01［N19A］: 不満表明〘-〙 

    02［N19B］: 不満表明〘-〙 

 

 

    03［N19B］: 共感〘-〙 

    04［N19B］: 現状説明〘+〙、 

         感情表明〘+〙 

 

    05［N19A］: 共感〘+〙 

    06［N19A］: 現状説明〘+〙 

 

 この日本語の会話例 14 は、会話の内容から見ると、以下の図 56 で示すように、この会話では

〔不満共有の部分〕と、〔現状説明の部分〕の 2 つの部分に抽出できる。 

 この会話例 14 から、2 つの連鎖組織が抽出できた。以下、順に述べる。 

図 56 日本語の会話例 14 の全体構造及び連鎖組織 

不満共有の部分 

 

 

 

 

 

   01-02［N19A］: 不満表明〘-〙 

   03［N19B］: 共感〘-〙 

 

連鎖 1 
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現状説明の部分 

 

 

  

 図 56 について詳細に述べる。まず、〔不満共有の部分〕について説明する。この連鎖は

［N19A］01-02 の「ふわあああ。なんかコロナで疲れる」という【不満表明】から始まってい

る。以下の連鎖 1 に示す。 

日本語の会話 14 の連鎖 1 

01［N19A］: 不満表明〘-〙 ふわあああ 

02［N19A］: 不満表明〘-〙 なんかコロナで疲れる 

03［N19B］: 共感〘-〙 家ずっとおるって疲れるな 

 不満表明の聞き手は 03 で「家ずっとおるって疲れるな」という【共感】で返答して、［N19A］の

不満を共有し、連鎖を終結している。 

 続いて、〔現状説明の部分〕について述べる。［N19B］の不満を【共感】で共有した後、すぐ隣

の位置の 04で「でも最近ぼちぼちバイト行ってるの！」というポジティブな【現状説明】を行い、

家にずっといると疲れるが自分は時々バイトに行っているため、うれしいというポジティブな【感

情の表明】もしている。 

日本語の会話 14 の連鎖 2 

04［N19B］: 現状説明〘+〙 でも最近ぼちぼちバイト行ってるの！ 

      感情表明〘+〙 うれしみ！ 

05［N19A］: 共感〘+〙 よかったやん！！！ 

06［N19B］: 報告〘+〙 いえあ！明日も行ってくる！！ 

 それに対して、［N19A］は 05 で「よかったやん！！！」といったポジティブな【共感】で反応し

ている。最終的に、［N19B］は 06で「いえあ！明日も行ってくる！！」というポジティブな【報

告】で連鎖を拡張し、会話をポジティブな内容で終えている。 

 以上、この会話例 14では、【不満表明】というネガティブな内容から始まっている。不満表明の

聞き手がその気持ちを共有するため、「家ずっとおるって疲れるな」という同じネガティブな内容

の【共感】で返答している。しかし、その後、［N19B］のポジティブな【現状説明】によって、会

話がネガティブな内容からポジティブな内容に切り替わっている。それによって、やりとりを最終

的にポジティブな形で終えている。 

   04［N19B］: 現状説明〘+〙、感情の表明〘+〙 

   05［N19A］: 共感〘+〙 

   06［N19B］: 報告〘+〙 

 

連鎖 2 
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 言語表現に関して、会話の参加者は「ふわあああ」というオノマトペ、英単語の「いえあ！

（yeah!）」、若者言葉の「うれしみ」、関西弁の「家ずっとおるって疲れるな」や「よかったや

ん！！！」、そして、興奮を表す感嘆符「！」といった様々な表現を使用して、会話にすこしふざ

けるような印象を与えている。 
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 続いて、日本語の会話例 15 では、コロナによって世界中で移動制限が起きているということを話

している（図 57）。 

日本語の会話例 15（日本語データ N37：［N14D］・40 代女子社会人、［N14B］・40 代男子大学

生、LINE） 

図 57 日本語の会話例 15 のデータ及び連鎖 

 

      01［N14D］: 不満表明〘-〙 

    02［N14B］: 不満表明〘-〙 

 

    03［N14B］: 質問 

    04［N14D］: 応答〘-〙 

 

    05［N14D］: 意見提示〘+〙 

 

    06［N14B］: 感情の表明〘-〙 

    07［N14B］: 意見提示〘+〙 

 

 

 

 

 

 

 



176 

 

 

    08［N14B］: 写真〘+〙 

 

 

 

 

 

    09［N14D］: 意見提示〘+〙 

    10［N14B］: 同意、 

          意見提示〘+〙 

    11［N14B］: 同意〘+〙 

 

 日本語の会話例 15 は、会話の内容から見ると、以下の図 58 で示すように、〔不満共有の部

分〕、〔雑談の部分〕の 2 つに抽出できる。 

 この会話例 15 から、3 つの連鎖組織が抽出できた。以下に述べる。 

図 58 日本語の会話例 15 の全体構造及び連鎖組織 

不満共有の部分 

 

 

 

 

 

 

 

   01［N14D］: 不満表明〘-〙 

   02［N14B］: 不満表明〘-〙  

 

 

 

 

 

連鎖 1 
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雑談の部分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図 58 について詳細に述べる。まず、〔不満共有の部分〕について説明する。この連鎖は

［N14D］01の「ねぇ...こんなに woldwide な世の中になってきたのに、急に激しい移動制限

が   」という【不満表明】から始まっている。以下の連鎖 1 に示す。 

日本語の会話 15 の連鎖 1 

01［N14D］: 不満表明〘-〙 ねぇ...こんなに woldwide な世の中になってきたのに、急に激しい 

     移動制限が    

02［N14B］: 不満表明〘-〙   週一出勤だなんて、大学生（4 年生）みたい！ 

 それに対して、［N14B］は 02 で移動制限に関連のある［N14D］の出勤数について取り上げて、

［N14D］が週一出勤なんて、大学 4 年生のようであるというネガティブな【不満表明】を行ってい

る。 

 続いて、〔雑談の部分〕について説明する。不満を【不満表明】で共有した後、［N14B］は突然

別の話題に切り替えて、03 で「そういや、株はどんな感じですか？」という株に関する【質問】を

行い、新たな連鎖組織を開始している。以下の連鎖 2 に示す。 

日本語の会話 15 の連鎖 2 

03［N14B］: 質問   そういや、株はどんな感じですか？ 

04［N14D］: 応答〘-〙  全体的には、かなり  ですーｗ 

06［N14B］: 感情の表明〘-〙  あらら... 

05［N14D］: 意見提示〘+〙   今日の満月は、イツモニマシテ、パワーをいただけるそう 

  03［N14B］: 質問 

   04［N14D］: 応答〘-〙 

             07［N14B］: 感情の表明〘-〙 

   05［N14D］: 意見提示〘+〙 

    07［N14B］: 意見提示〘+〙 

   08［N14B］: 写真〘+〙 

   09［N14D］: 意見提示〘+〙 

   10［N14B］: 同意、 

                意見提示〘+〙 

   11［N14B］: 同意〘+〙 

 

  

 

 

 

 

連鎖 2 
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       です  

07［N14B］: 意見提示〘+〙   今日は確かに月が目立ちましたね！ 

08［N14B］: 写真〘+〙 

 

09［N14D］: 意見提示〘+〙    人がいないっ！ｗ海外みたい 

10［N14B］: 同意〘+〙  確かに 

          意見提示〘+〙  東南アジアの新興国みたい！ 

11［N14D］: 同意〘+〙   です！です、 

［N14D］は 04 で「全体的には、かなり  ですーｗ」と「ｗ」という笑いの記号を付け加えて、ネ

ガティブな内容の【応答】を行っている。「ｗ」を付け加えることで、下がった状況を笑っている

ということを含意しているのではないかと考えられる。［N14B］はそれに対して、06 でネガティブ

な【感情の表明】を行っている。［N14D］は株について続いて 05 で「今日の満月は、イツモニマシ

テ、パワーをいただけるそうです「  」と満月のパワーで株が上手く売買できるかもしれないと

いうポジティブな内容の【意見提示】を述べて、連鎖を拡張している。それに対して、［N14B］は

06 でポジティブな【感情の表明】を行い、「今日は確かに月が目立ちましたね！」という満月に関

するポジティブな【意見提示】も行っている。さらに、08 で今の満月の写真を撮り、送信してい

る。その写真に［N14D］が 09 で「ｗ海外みたい  」と「ｗ」をしてから、写真がおしゃれで、日

本ではないようであるというポジティブな内容の【意見提示】を行っている。さらに、笑顔で写真

を撮っている絵文字も付け加えて、ポジティブなことをより表している。［N14B］が 10 でそれを

【同意】をして、街並みが新しくて綺麗な「東南アジアの新興国みたい！」と同調的な【意見提

示】をしている。［N14D］が最終的に 11 で【同意】をし、会話をポジティブな内容で終えている。 

 以上、この会話例 16では、【不満表明】というネガティブな発話から始まり、それを共有するた

めに、不満表明の聞き手がネガティブな内容の【意見提示】で返答していた。しかし、返答し終わ

ると、すぐに会話を全く関係のない別の話題に切り替えていた。最初の話題をネガティブな内容で

終えたため、会話の参加者は別のポジティブな内容の話題に切り替えて、会話をポジティブで、楽

しいやりとりとしていた。 

 言語表現に関して、不満表明をする際、不満表明の話し手が「急に激しい移動制限が」のように

文末を省略していた。文末を省略できるのは日本語の特徴の一つだと考えられる。さらに、文末を

省略した後ろに「   」という絵文字を使って、言葉で表せず、困っていることを具体的に伝え

ていた。ネガティブな発話の後ろに「ｗ」という笑いの記号も用いていた。また、言葉の代わりに

絵文字を用いるということが観察された。例えば、「全体的には、かなり  ですーｗ」のよう

に、「下がる」の代わりに「   」という絵文字を使っていた。 
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4.2.2.1.2 【不満表明】から始まる会話におけるタイ語の会話例 

 まず、【不満表明】から始まる〔不満共有の部分〕のタイ語の会話例を 3 つ挙げながら、みてい

く。  

 タイ語の会話例 10 は、コロナのせいでアルバイトができなくなり、どこにも行けないという不満

を述べる会話である（図 59）。 

タイ語の会話例 10（タイ語データ T13：［T03A］・20 代女子大学生、［T03B］・20 代女子大学

生、MESSENGER） 

図 59 タイ語の会話例 10 のデータ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 60    日本語訳及び発話機能と連鎖相識 

01［T13B］: コロナって最悪だ    不満表明〘-〙 

02［T13B］:  バイト探そうと思ってたけどくそ！  現状説明（不満表明）〘-〙             

03［T13B］: どこにも出られないし    現状説明（不満表明）〘-〙 

04［T13A］: うん本当に     同意〘-〙 

05［T13A］: あたしが旅行行きたくても行けない  現状説明（不満表明）〘-〙  

06［T3A］: 稼ぐお金も        現状説明（不満表明）〘-〙 

07［T13A］: 無くなった     現状説明（不満表明）〘-〙      
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 タイ語の会話例 10 は、会話の内容から見ると、以下の図 61 で示すように、〔不満共有の部分〕の

み抽出できる。 

 この会話例 10 から、2 つの連鎖組織が抽出できた。以下に述べる。 

図 61 タイ語の会話例 10 の全体構造及び連鎖組織 

不満共有の部分 

 

 

 

 

 図 61 について詳細に述べる。この連鎖は［T13B］01 の「コロナって最悪だ」という【不満

表明】から始まっている。以下の連鎖 1 に示す。 

タイ語の会話 10 の連鎖 1 

01［T13B］: 不満表明〘-〙   コロナって最悪だ 

04［T13A］: 同意〘-〙   うん本当に 

02-03［T13B］: 現状説明（不満表明）〘-〙 バイト探そうと思ってたけどくそ！ 

       とこにも出られないし 

06-07［T13A］: 現状説明（不満表明）〘-〙 あたしが旅行行きたくても行けない 

      稼ぐお金も無くなった 

 それに対して、不満表明の聞き手が 04 で「うん本当に」という【同意】を行っている。［T13B］

はその不満を具体的に伝えるために、02-03 でバイトを探そうと思っていたが、コロナで台無しに

なったこととコロナでどこにも出られないという 2 つのネガティブな内容の【現状説明】を取り上

げている。反応として、［T13A］は 06-07 で旅行に行けないことと稼ぐお金が無くなったという 2

つのネガティブな内容の【現状説明】をして、会話を不満な気持ちで終えている。 

 以上、この会話例 10では、【不満表明】から始まり、不満表明の聞き手が【同意】で反応してい

た。不満表明の話し手がその【不満表明】を具体的に伝えるために、自分にまつわる不満である

【現状説明】を 2 つ取り上げ、それに対して、聞き手も同じく 2 つの【現状説明】を取り上げて、

お互い不満な気持ちで会話を終えていた。このことから、この会話例 10 では会話の参加者が会話の

最初から最後までネガティブな感情を表していたため、会話がネガティブな内容のみとなっている

ということが観察できる。 

   01［T13B］: 不満表明〘-〙 

   04［T13A］: 同意〘-〙 

   02-03［T13B］: 現状説明（不満表明）〘-〙 

   06-07［T13A］: 現状説明（不満表明）〘-〙 

連鎖 1 
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 言語表現に関して、「バイト探そうと思ってたけどくそ！（วา่จะหางานพิเศษท าแต่แม่ง）」という、タイ

語にはめったに見られない文末の省略を観察できた。それに関して、吉田（2004）では、タイ語は

主語や時制の言語的表示を省略する傾向があると述べているが、文末を省略することに関する研究

は管見の限りまだなされていない。 
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 次に、タイ語の会話例 11 は、コロナのため、家を出られないことを不満に思っているという会話

である（図 62）。 

タイ語の会話例 11（タイ語データ T48：［N25A］・20 代男子大学生、［N12B］・20 代女子大学

生、LINE） 

図 62 タイ語の会話例 11 のデータ 
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図 63  日本語訳及び発話機能と連鎖相識 

01［T25A］: 人生超つまらない。最悪。このくそコロナ 不満表明〘-〙 

02［T25B］:  あっまったく     不満表明〘-〙             

03［T25B］: 家から長ぁぁく出ていない   現状説明（不満表明）〘-〙 

04［T25B］: 長すぎて友達の顔を忘れちゃったんだ。 現状説明（不満表明）〘-〙 

05［T25A］: 誰も出られないぃぃぃぃい。死ぬの怖いから 現状説明（不満表明）〘-〙 

     どこにも行けない    

06［T25A］: ずっとビデオ通話だよ       現状説明（不満表明）〘-〙 

07［T25A］: こうなると新学期どうなるか。まだまったく  不安表明〘-〙   

      わからん 

08［T25B］: ほんとにどうやって勉強するの？    不安表明〘-〙      

09［T25B］: えっ？て思う     不安表明〘-〙 

10［T25A］: 本当に勉強できるの？ってこれだけ聞きたい 不安表明〘-〙 

11［T25A］: 私たち皆死ぬ     心情の表明〘-〙 

12［T25A］:       心情の表明〘-〙 

 このタイ語の会話例 11は、会話の内容から見ると、以下の図 64 で示すように、〔不満共有の部

分〕と〔不安共有の部分〕の 2 つに抽出できる。 

 この会話例 11 から、2 つの連鎖組織が抽出できた。以下に述べる。 

図 64 タイ語の会話例 11 の全体構造及び連鎖組織 

不満共有の部分 

 

 

 

 

 

 

 

   01［T25A］: 不満表明〘-〙 

   02［T25B］: 不満表明〘-〙 

   03-04［T25B］: 現状説明（不満表明）〘-〙 

   05-06［T25A］: 現状説明（不満表明）〘-〙 

連鎖 1 
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不安共有の部分 

 

 

 

 図 64 について詳細に述べる。まず、〔不満共有の部分〕について説明する。この連鎖は

［T25A］01の「人生超つまらない。最悪。このくそコロナ」という【不満表明】から始まって

いる。以下の連鎖 1 に示す。 

タイ語の会話 11 の連鎖 1 

01［T25A］: 不満表明〘-〙   人生超つまらない。最悪。このくそコロナ 

02［T25B］: 不満表明〘-〙   あっまったく  

03-04［T25B］: 現状説明（不満表明）〘-〙 家から長ぁぁく出ていない 

      長すぎて友達の顔を忘れちゃったんだ 

05-06［T25A］: 現状説明（不満表明）〘-〙 誰も出られないぃぃぃぃい。死ぬの怖いからどこにも 

                     行けない。ずっとビデオ通話だよ  

 それに対して、［T25A］は 02 で同じく「あっまったく」という【不満表明】で返答している。さ

らに、03-04でコロナで友人の顔を忘れてしまうほど、家から長く出ていないという不満の【現状

説明】を付け加えている。その不満の【現状説明】に対して、［T25A］は 05-06で「誰も出られな

いぃぃぃぃい死ぬの怖いからどこにも行けない」、「ずっとビデオ通話だよ」という 2 つの【現状

説明】で反応することによって不満な気持ちを共有し、連鎖を終結している。 

 続いて、〔不安共有の部分〕を詳細に述べる。コロナに対する不満を共有すると、［T25A］

は 07 で「こうなると新学期どうなるか。まだまったくわからん」と新学期に対する不安を表

し、【不安表明】で新たな連鎖組織を開始している。以下の連鎖 2に示す。 

タイ語の会話 11 の連鎖 2 

07［T25A］: 不安表明〘-〙  こうなると新学期どうなるか。まだまったくわからん 

08-09［T25B］: 不安表明〘-〙 ほんとにどうやって勉強するの？えっ？て思う 

10［T25A］: 不安表明〘-〙   本当に勉強できるの？ってこれだけ聞きたい 

11-12［T25A］：心情の表明〘-〙  私たち皆死ぬ                   

 不満表明の聞き手が 08-09 で「ほんとにどうやって勉強するの？えっ？て思う」と上記の 07 の

【不安表明】に対して、【不安表明】で対応することによって、やりとりが〔不安共有の部分〕に

   07［T25A］: 不安表明〘-〙 

   08-09［T25B］: 不安表明〘-〙 

   10-12［T25A］: 不安表明〘-〙、心情の表明〘-〙 

 

連鎖 2 
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展開している。それを聞いた［T25A］は 10 で、「本当に勉強できるの？」というと同意的な【不安

表明】を述べて、11-12で「私たち皆死ぬ   」という大げさでネガティブな内容の発話とスタ

ンプを通じて、【心情の表明】を行い、会話を終えている。 

 以上、会話例 11 では、不満表明の話し手がコロナに対する【不満表明】によって会話を始め、一

方、不満表明の聞き手がそれに対し、同じくコロナに対する【不満表明】で返答している。【不満

表明】―【不満表明】の後に、不満をはっきり具体的に表すために、会話の参加者はコロナのせい

で友達の顔を忘れてしまうほど家を長く出ていないというネガティブな内容の【現状説明】を行っ

ていた。それに対して、聞き手が【現状説明】で同意するように不満を表し、コロナに対する不満

を共有していた。その後、やりとりが【不安表明】によって不安共有の部分に展開していった。こ

の会話例から【不安表明】に対して、不安表明の聞き手が【不安表明】とネガティブな【感情の表

明】で対応しているということが観察された。このことから、会話が最初から最後までネガティブ

な感情のみで続いていた。 

 言語表現に関して、不満・不安を表すために、大げさな比喩を用いている。それは 04 の「長すぎ

て友達の顔を忘れちゃったんだ（นานจนลืมหนา้เพื่อนหมดและ）」、「死ぬの怖いから（กลวัตุยเย）่」や 11の

「私たち皆死ぬ（เราจะตายกนัหมด）」である。また、不満を言う際、自問するような言い回しをしてい

る。それは 08-09 の「ほんとにどうやって勉強するの？えっ？て思う（ละเราจะเรียนยงัไง งงมา้ก）」と 10

の「本当に勉強できるの？ってこれだけ聞きたい（จะไดเ้รียนไหม ถามแค่น้ี）」である。さらに、最後の音

を伸ばすという方法も行われていた。それは、05 の「誰も出られないぃぃぃぃい（ไม่มีใครไดอ้อก

จา้าาาา）」である。 
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 次に、タイ語の会話例 12 は、コロナのため、ストレスが溜まっているという会話である（図

65）。 

タイ語の会話例 12（タイ語データ T45：［N23A］・20 代女子大学生、［N23B］・20 代女子大学

生、LINE） 

図 65 タイ語の会話例 12 のデータ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 66    日本語訳及び発話機能と連鎖相識 

01［T23A］: ストレスやばい     不満表明〘-〙 

02［T23A］:  死にたい      不満表明〘-〙             

03［T23B］: もう終わるべき     不満表明〘-〙 

04［T23B］: （コロナが）もう休むべき   不満表明〘-〙 

05［T23B］: だよ      不満表明〘-〙   

06［T23B］: ね？          不満表明〘-〙 

07［T23B］: このくそコロナ      不満表明〘-〙   

08［T23A］: それな        同意〘-〙      

09［T23B］: すべてをめちゃくちゃにされてる  不満表明〘-〙 
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 タイ語の会話例 12 は、会話の内容から見ると、以下の図 67 で示すように、〔不満共有の部分〕の

みが抽出できる。 

 この会話例 12 から、1 つの連鎖組織が抽出できた。以下に述べる。 

図 67 タイ語の会話例 12 の全体構造及び連鎖組織 

不満共有の部分 

 

 

 

 

 図 67 について詳細に述べる。この連鎖は［T23A］01-02の「ストレスやばい。死にたい」と

いう【不満表明】から始まっている。以下の連鎖 1 に示す。 

タイ語の会話 12 の連鎖 1 

01-02［T23A］: 不満表明〘-〙 ストレスやばい。死にたい 

03-07［T23B］: 不満表明〘-〙 もう終わるべき。（コロナが）もう休むべきだよね？ 

              このくそコロナ   

08［T23A］: 同意〘-〙  それな 

09［T23B］: 不満表明〘-〙    すべてをめちゃくちゃにされてる   

 【不満表明】に対して、不満表明の聞き手も 03-07 で「このくそコロナ」などという【不満表

明】を行っている。不満表明の話し手が 08 でそれに【同意】で反応している。最終的に［T23B］が

09 で「すべてをめちゃくちゃにされてる」という【不満表明】を後方拡張して、ネガティブな気持

ちで会話を終えている。 

 以上のことから、会話が【不満表明】―【不満表明】というネガティブな連鎖で始まり、最終的

にも【不満表明】で連鎖組織を終結している。 

 言語表現に関して、会話の参加者は不満を述べる際、「死にたい（อยากตาย）」という大げさな表

現を用いていたり、「休むべき（ควรไดพ้กั）」といった表現を用いて、コロナを人間のように扱って

いたりしていた。また、「～だよね（ถึกใะ(ถกูมะ)）」など相手の同意を求めるような言い回しをし

て、自分の不満を表していることが観察された。  

   01-02［T23A］: 不満表明〘-〙 

   03-07［T23B］: 不満表明〘-〙 

   08［T23A］: 同意〘-〙 

   09［T23B］: 不満表明〘-〙 

連鎖 1 
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4.2.2.1.3 【不満表明】から始まる会話のまとめ 

 会話例はすべて、【不満表明】というネガティブな発話から始まっていた。日本語では、不満表

明の聞き手が【共感】やネガティブな内容の【不満表明】を行っていたが、タイ語では、【不満表

明】、【同意】や【皮肉】で応答していた。 

 日本語は不満を 1 つの隣接ペアで共有すると、すぐに会話を別の話題に展開しようとしていた。

展開していった話題がポジティブな話題であったため、会話が一気にネガティブな内容からポジテ

ィブな内容に展開し、会話をポジティブな気持ちで終えていた。 

 一方、タイ語では、相手が【不満表明】をすると、自分も【不満表明】や不満といった内容の

【現状説明】などで応答して、お互いコロナによる様々な不満を共有していた。話題を変えようと

しても、同じようにネガティブな内容である不安について展開していた。そのため、お互い会話が

最初から最後までネガティブな内容なままであることが分かった。 

 このことから、日本語母語話者の会話の参加者にとって SNS は、不満を共有しにくい場であるの

ではないかと考えられる。それは、雰囲気が悪くなるのを避けたいからであるのではないかと考え

られる。チャットの会話では、文字しか見えず、相手の本当の感情を把握するのが難しいため、不

満というネガティブな内容を述べることが、雰囲気を気まずくしてしまうかもしれない。そのため

それよりも、面白いことや前向きな内容を述べた方がお互い良い関係を保つことができると考えて

いるのではないかと考えられる。しかし、タイ語母語話者にとって、SNS は不満を言うことができ

る場で、相手と様々な不満を共有できる場である。すなわち SNS は充分に不満を表したいという感

情が満たされる場面と言えるのではないか。不満をたくさん述べても、お互い良い関係を保つこと

ができるのではないかと考えられる。 

 言語表現に関して、日本語では、不満表明をする際、不満表明の話し手が「急に激しい移動制限

が」のように文末を省略していた。文末を省略できるのは日本語の特徴の一つだと考えられる。さ

らに、文末を省略した、その後ろに「   」という絵文字を使って、言葉で表せず、困っている

ことを具体的に伝えていた。 

 また、会話の参加者は、「ふわあああ」というオノマトペ、英単語の「いえあ！（yeah！）」、

若者言葉の「うれしみ」、そして、関西弁の「家ずっとおるって疲れるな」や「よかったや

ん！！！」という様々な表現を使用したり、「全体的には、かなり   ですーｗ」のように、

「下がる」の代わりに「  」という絵文字を使ったりすることによって、会話に少しふざけるよ

うな印象を与えていた。 

 一方、タイ語でも、「バイト探そうと思ってたけどくそ！（วา่จะหางานพิเศษท าแต่แม่ง）」というタイ語

にはめったに見られない文末の省略が観察された。吉田（2004）では、タイ語は主語や時制の言語

的表示を省略する傾向があると述べているが、日本語のように文末を省略する研究は管見の限りま

だなされていない。 
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 さらに、不満を述べる際、自問するような言い回しをしている。例えば、「ほんとにどうやって

勉強するの？えっ？て思う（ละเราจะเรียนยงัไง งงมา้ก）」や「本当に勉強できるの？ってこれだけ聞きた

い（จะไดเ้รียนไหม ถามแค่น้ี）」である。さらに、「（コロナが）休むべきだよね（ควรไดพ้กัถึกใะ(ถูกมะ)）」な

ど相手に同意を求めるような言い回しもして、自分の不満を表していることが観察された。 

 また、不満・不安を表すために、「（コロナが）休むべき（ควรไดพ้กั）」の表現を使って、コロナ

を人間のように扱っていたり、「長すぎて友達の顔を忘れちゃったんだ（นานจนลืมหนา้เพื่อนหมด

และ）」、「死ぬの怖いから（กลวัตุยเย）่」、「私たち皆死ぬ（เราจะตายกนัหมด）」、「死にたい（อยาก

ตาย）」など大げさな比喩を用いたり、「誰も出られないぃぃぃぃい（ไม่มีใครไดอ้อกจา้าาาา）」と最後の

音を伸ばしたりして、会話に少しふざける印象を与えていた。 

 このことから、SNS では、不満共有という真面目な場面であってもどちらの言語の母語話者も、

会話の雰囲気を真面目過ぎないように少しふざける印象を与えるために、様々なストラテジーを用

いて工夫しているということが分かった。  
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4.2.2.2 【現状説明】から始まる会話 

  この項では、不満を生じさせている状況の【現状説明】という発話から始まる会話について分

析する。 

 

4.2.2.2.1 【現状説明】から始まる会話における日本語の会話例 

 まず、【現状説明】から始まる日本語の会話例を 1 つ挙げながら、みていく。  

 日本語の会話例 16 は、授業の課題が多いことが不満であると話している会話である（図 68）。 

日本語の会話例 16（日本語データ N44：［N17A］・20 代女子大学生、［N17B］・20 代女子大学

生、MESSENGER） 

図 68 日本語の会話例 16 のデータ及び連鎖 

 

    01［N17A］: 現状説明（不満表明）〘-〙 

    02［N17A］: 感情の表明〘-〙 

 

    03［N17B］: 不満表明〘-〙 

    04［N17A］: 同意〘-〙 

 

    05［N17A］: 現状説明（冗談）〘+〙 
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 この日本語の会話例 16 は、会話の内容から見ると、以下の図 69 で示すように、〔不満共有の部

分〕のみ抽出できる。 

 この会話例 16 から、1 つの連鎖組織が抽出できた。以下、順に述べる。 

図 69 日本語の会話例 16 の全体構造及び連鎖組織 

不満共有の部分 

 

 

 

 

 

 図 69 について詳細に述べる。この連鎖は、［N19A］01の「なんかどこの先生も自分の授業

しか受けてないみたいな体で課題出してくるよな」という不満を感じる状況の【現状説明】か

ら始まっている。以下の連鎖 1 に示す。 

日本語の会話 16 の連鎖 1 

01［N17A］: 現状説明（不満表明）〘-〙 なんかどこの先生も自分の授業しか受けてないみたい 

         な体で課題出してくるよな 

02［N17A］: 感情の表明〘-〙   死にそう 

03［N17B］: 不満表明〘-〙   普段出席すら取らん授業のくせに課題重すぎ問題、    

         もう試験もレポートもなしで単位くれんかったら怒る 

        からな、、 

04［N17A］: 同意〘-〙   それな... 

05［N17A］: 現状説明（冗談）〘+〙  概説書を和訳する課題が出たんだが電子書籍で見てる 

       から Google先生が毎日「このページを翻訳します   

       か？」って出してくる誘惑に耐え切れなくなってきて 

                  いる。 

 ［N17A］はすぐ後ろの 02 で、「死にそう」というネガティブな【感情の表明】を付け加えてい

る。それらに対して、［N17B］は 03 で［N17A］と同じく課題が多いことを不満に思って、さらに

「もう試験もレポートもなしで単位くれんかったら怒るからな、、」という不満のような【不満表

    01-02［N17A］: 現状説明（不満表明）〘-〙、 

             感情の表明〘-〙 

    03［N07B］: 不満表明〘-〙 

    04［N17A］: 同意〘-〙、 

    05［N17A］: 現状説明（冗談）〘+〙 

 

連鎖 1 
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明】で反応している。それについて、［N17A］は【同意】している。【現状説明】の連鎖を終える

と、［N17A］がさらに 05 で「Google 先生が毎日「このページを翻訳しますか？」って出してくる

誘惑に耐え切れなくなってきている。」という課題に関する冗談交じりな【現状説明】を後方拡張

して、会話を面白く終えている。 

 以上、この会話例 16では、課題に関する不満といった内容の【現状説明】で会話を開始してい

る。話し手が【現状説明】の後にネガティブな【感情の表明】を付け加えて述べている。一方、聞

き手が同じ話題についてのネガティブな内容の【不満表明】で対応している。ここまでネガティブ

な内容が続いてきたが、会話の参加者は最終的に冗談交じりな【現状説明】を行うことによって、

やりとりをポジティブなものに切り替えて、会話を面白く終わらせていた。 

 言語表現に関して、会話の参加者は不満を表す際、「このページを翻訳しますか？」って出して

くる誘惑」と「～てくる」という表現を使っていた。それに関して、筒井（2019）では、「―テク

ル」は他者の行為の理不尽さや不可能さに対する不満や不快感、怒りなどの否定的な感情を表して

いると述べており、ここでは課題に Google 翻訳を使ってはいけないのに提案してくるという、あり

がた迷惑の意味を表すことで、冗談の発話となっている。また、「すら」という普段考えられない

ということを意味する副詞を使用したり、「くせに」という不満の気持ちを込めた逆接詞を使用し

たりしていた。一方、【冗談】を言う際、「Google 先生」のように無生物に対して人間のように先

生をつけて、恩着せがましいことを表している。 
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4.2.2.2.2 【現状説明】から始まる会話におけるタイ語の会話例 

 この項では、≪【現状説明】から始まる会話≫におけるタイ語の会話例を分析する。 

 まず、【現状説明】から始まるタイ語の会話例を 3 つ挙げながら、みていく。  

 タイ語の会話例 13 は、コロナのため、家を出られないことを不満に思っているという会話である

（図 70）。 

タイ語の会話例 13（タイ語データ T46：［N24A］・20 代女子大学生、［N24B］・20 代女子大学

生、LINE） 

図 70 タイ語の会話例 13 のデータ 
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図 71  日本語訳及び発話機能と連鎖相識 

01［T24A］: あんた。やだぁぁぁ。あたしもう 5 日間ずっと 現状説明（不満表明）〘-〙 

      家にいて、頭おかしくなっちゃう。 

02［T24A］:  くそコロナ     不満表明〘-〙             

03［T24B］: セイム（same）だ。（自分が）枯れて死ぬ 現状説明（不満表明）〘-〙 

04［T24B］: なんで（コロナが）今起こらないと  不満表明〘-〙 

      いけなかったの 

05［T24B］: （〇〇人が）コウモリを食べなければ、   不満表明〘-〙 

     （コロナは存在しなかったため、）私 

    ソンクラーン14祭りに行けたのに。      

06［T24B］: あぁぁぁぁぁぁぁ       感情の表明（不満表明）〘-〙 

07［T24B］:    頭おかしくなって死にそう     感情の表明（不満表明）〘-〙   

08［T24B］: 一回家をでるたび、いろいろ超大変だ  現状説明（不満表明）〘-〙  

      わーんわーん    

09［T24A］: うん。くそ。毎回セブン15入るたびにマスクを 現状説明（不満表明）〘-〙 

    つけないといけない。私毎回忘れるんだぁぁぁ 

      ぁぁぁ 

10［T24B］:    本当にぃぃ     同意〘-〙 

11［T24A］: せっかく長くロックダウンしてきたのに。 不満表明〘-〙 

      首相が外国人に入国許可をしたせいで全部 

      台無しになってしまった。くそぉぉぉぉぉ 

 タイ語の会話例 13 は、会話の内容から見ると、以下の図 72 で示すように、〔不満共有の部分〕

のみ抽出できる。 

 この会話例 13 から、2 つの連鎖組織が抽出できた。以下に述べる。 

 

14 タイの旧正月のお祭り 

15 セブンイレブン 
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図 72 タイ語の会話例 13 の全体構造及び連鎖組織 

不満共有の部分 

 

 

 

 

 

09［T24A］:現状説明（不満表明）〘-〙 

 

 

 図 72 について詳細に述べる。まず連鎖 1 について述べる。この連鎖は［T25A］01 の「あんた。

やだぁぁぁ。あたしもう 5 日間ずっと家にいて、頭おかしくなっちゃう」という不満のような内容

の【現状説明】から始まっている。以下の連鎖 1 に示す。 

タイ語の会話 13 の連鎖 1 

01［T24A］: 現状説明（不満表明）〘-〙 あんた。やだぁぁぁ。あたしもう 5 日間ずっと家に 

        いて、頭おかしくなっちゃう 

02［T24A］: 不満表明〘-〙   くそコロナ 

03［T24B］: 現状説明（不満表明）〘-〙 セイム（same）だ。（自分が）枯れて死ぬ  

04-05［T24B］: 不満表明〘-〙  なんで（コロナが）今起こらないといけなかったの 

      〇〇人が）コウモリを食べなければ、（コロナは存在 

      しなかったため、）私ソンクラーン祭りに行けたのに

06-07［T24B］:感情の表明（不満表明）〘-〙あぁぁぁぁぁぁぁ。頭おかしくなって死にそう  

 【現状説明】の話し手はさらに、02 で「くそコロナ」という【不満表明】を付け加えている。そ

の【現状説明】+【不満表明】に対して、［T24B］が 03 で「セイム（same）だ。（自分が）枯れて

死ぬ」と自分も同じ状況であるという【現状説明】で反応している。さらに、［T24B］は次々と

「なんで（コロナが）今起こらないといけなかったの」、「（〇〇人が）コウモリを食べなけれ

ば、（コロナは存在しなかったため、）私ソンクラーン祭りに行けたのに」という様々な【不満表

明】を行い、最終的に「頭おかしくなりそう」というネガティブな【感情の表明】で連鎖を後方拡

張して、連鎖を終結している。 

   01-02［T24A］: 現状説明（不満表明）〘-〙、不満表明〘-〙    

   03［T24B］: 不満表明〘-〙 

   04-05［T24B］: 現状説明（不満表明）〘-〙 

   06-07［T24B］: 感情の表明（不満表明）〘-〙 

 

   08［T24B］: 現状説明（不満表明）〘-〙 

    09［T24A］: 現状説明（不満表明）〘-〙  

   10［T24B］: 同意〘-〙 

   11［T24A］: 不満表明〘-〙 

  

連鎖 1 

連鎖 2 
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 次に連鎖 2 について説明する。［T24B］はまだターンを交代せず、08で「一回家を出るたび、い

ろいろ超大変だ。わーんわーん」という不満の内容の【現状説明】をして、新しい連鎖組織を開始

している。以下の連鎖 2 に示す。 

タイ語の会話 13 の連鎖 2 

08［T24B］: 現状説明（不満表明）〘-〙 一回家を出るたび、いろいろ超大変だ。わーんわーん 

09［T24A］:現状説明（不満表明）〘-〙  うん。くそ。毎回セブン入るたびにマスクをつけ 

       ないといけない。私毎回忘れるんだぁぁぁ 

10［T24B］: 同意〘-〙   本当だねぇぇ 

11［T24A］:不満表明〘-〙         せっかく長くロックダウンしてきたのに。首相が 

        外国人に入国許可をしたせいで全部台無しになって 

        しまった。くそぉぉぉぉぉ 

 それに対して、［T24A］は 09 で自分の日常に関するネガティブな【現状説明】をしている。

［T24B］10ではそれに【同意】をして、さらに外国人の入国に関して政府に対する【不満表明】の

話題に展開し、連鎖を後方拡張して、会話を終えている。 

 以上、この会話例 13では不満の内容の【現状説明】から始まり、【現状説明】の後ろに【不満表

明】を付け加えることによって、会話参加者は不満な気持ちよりをはっきり伝えていた。【現状説

明】+【不満表明】に対して、聞き手が自分も同じ立場・同じ気持ちだと表すために、同調的な【現

状説明】+【不満表明】+【感情の表明】で連続して応答していた。その後、お互い自分にとっての

不満を述べて合って、話題を終結していた。それにより、最初から最後までネガティブな内容ばか

りが続いていた。 

 言語表現に関して、タイ語は不満を述べる際、大げさな表現を用いていた。例えば、「枯れて死

ぬ（เฉาตาย）」、「頭おかしくなって死にそう（จะบา้ตาย）」である。また、コロナは死に至るほど恐

ろしい病気であるため、会話の参加者は死にまつわる表現を使用しているのではないかと考えられ

る。さらに、会話の参加者はこの不満という真面目な場面で、セイムという英語の単語を使った

り、「あぁぁぁぁぁぁぁ（อา้กกกกกกก）」、「わーんわーん（แงงง）」という怒鳴り声と泣き声のオノ

マトペを使ったり、「やだぁぁぁ（เช่ียยย）」「本当だねぇぇ（จิงมึลงง）」、「くそぉぉぉぉぉ（เวงงงง

งง）」などの長音を使ったりして、会話にふざけるような印象を与えていた。  
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 次に、タイ語の会話例 14 は、ずっとマスクをつけているとニキビができるという会話である（図

73）。 

タイ語の会話例 14（タイ語データ T64：［N32A］・20 代女子大学生、［N32B］・20 代男子大学

生、LINE） 

図 73 タイ語の会話例 14 のデータ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 74 日本語訳及び発話機能と連鎖相識 

01［T32A］: ずっとマスクをつけていると   現状説明（不満表明）〘-〙 

02［T32A］:  ニキビができてるの    現状説明（不満表明）〘-〙            

03［T32B］: うん。      同意〘-〙、 

            :   飽きる      現状説明（不満表明）〘-〙 

04［T32B］:    勉強にもちょっと飽きてる   現状説明（不満表明）〘-〙 

05［T32B］: オンライン授業だから      現状説明（不満表明）〘-〙   

06［T32A］: オンライン授業わかんねぇ   意見提示〘-〙 

07［T32B］: イエス（yes）        同意〘-〙 

 このタイ語の会話例 14 は、会話の内容から見ると、以下の図 75 で示すように、〔不満共有の部

分〕のみ抽出ができる。 
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 この会話例 14 から、1 つの連鎖組織が抽出できた。以下に述べる。 

図 75 タイ語の会話例 14 のデータ及び連鎖組織 

不満共有の部分 

 

 

 

 

 

 図 75 について詳細に述べる。この連鎖は［T32A］01-02の「ずっとマスクをつけるとニキビがで

きてるの」という不満のような内容の【現状説明】から始まっている。以下の連鎖 1 に示す。 

タイ語の会話 14 の連鎖 1 

01-02［T32A］: 現状説明（不満表明）〘-〙 ずっとマスクをつけているとニキビができてるの  

03［T32B］: 同意〘-〙   うん 

     : 現状説明（不満表明）〘-〙 飽きる  

04-05［T32B］: 現状説明（不満表明）〘-〙 勉強にもちょっと飽きてる。オンライン授業だから 

06［T32A］: 意見提示〘-〙   オンライン授業わかんねぇ 

07［T24B］: 同意〘-〙   イエス（yes） 

 それに対して、［T32B］は 03 で「うん」という【同意】を行っている。その後、［T32B］は 03-

05 で【現状説明】を通じて、自分の不満を述べている。それはオンライン授業に対する不満であ

る。その不満に［T32A］は「オンライン授業わかんねぇ」というネガティブな内容の【意見提示】

で応じている。［T24B］は 07 でそれに「イエス（yes）」という【同意】をし、会話を終えてい

る。 

 以上、この会話例 14では、不満のような内容の【現状説明】から会話が始まり、聞き手がそれに

ネガティブな【評価】で応答してから、【現状説明】を通じて、自分の不満も述べていた。その不

満を共有するために、【現状説明】の聞き手がネガティブな内容の【意見提示】で返答して、相手

から【同意】をもらった。 

 言語表現に関しては、「イエス（yes、เยส）」という英単語を用いて、会話に少しふざける印象

を与えていた。 

 

    01-02［T32A］: 現状説明（不満表明）〘-〙 

    03［T32B］: 同意〘-〙 

    03-05［T32B］: 現状説明（不満表明）〘-〙 

    06［T32A］: 意見提示〘-〙 

    07［T24B］: 同意〘-〙 

 

連鎖 1 
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 次に、タイ語の会話例 15 は、コロナでずっと家にいるため、太ってきたという会話である（図

76）。 

タイ語の会話例 15（タイ語データ T15：［T05A］・20 代女子大学生、［T05B］・20 代女子大学

生、LINE） 

図 76 タイ語の会話例 15 のデータ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 77   日本語訳及び発話機能と連鎖相識 

01［T05A］: お母さんにダイエットをすると言ったあたしが 現状説明（不満表明）〘-〙 

02［T05A］:  まさか、前よりもっと太ってる   現状説明（不満表明）〘-〙            

03［T05B］: ｗｗｗｗｗｗｗｗ    笑い 

04［T05A］:  くそコロナ     不満表明〘-〙 

05［T05B］: 私も           現状説明（不満表明）〘-〙   

06［T05B］: うん本当だ     同意〘-〙 

07［T05B］: くそ病気         不満表明〘-〙 

08［T05B］: あたし、体重だけ減った    現状説明（不満表明）〘-〙 

09［T05A］:  （コロナで）家で食べては寝て食べては  現状説明（不満表明）〘-〙 

    寝て。くそ 
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  このタイ語の会話例 15 は、会話の内容から見ると、以下の図 78 で示すように、〔不満共有の部

分〕のみが抽出できる。 

  この会話例 15 から、1 つの連鎖組織が抽出できた。以下に述べる。 

図 78 タイ語の会話例 15 の全体構造及び連鎖組織 

不満共有の部分 

 

 

 

 

 

08［T05B］:  現状説明（不満表明）〘-〙 

 図 78 について詳細に述べる。この連鎖は［T32A］01-02の「母さんにダイエットをすると言った

あたしがまさか、前よりもっと太ってる」という不満のような内容の【現状説明】から始まってい

る。以下の連鎖 1 に示す。 

タイ語の会話 15 の連鎖 1 

01-02［T05A］: 現状説明（不満表明）〘-〙 母さんにダイエットをすると言ったあたしがまさか、 

        前よりもっと太ってる 

03［T05B］: 笑い〘-〙   ｗｗｗｗｗｗｗｗ 

05［T05B］: 現状説明（不満表明）〘-〙 私も 

 

  04［T05A］: 不満表明〘-〙  くそコロナ      挿入拡張 

  06［T05B］: 同意〘-〙   うん本当だ 

  07［T05B］: 不満表明〘-〙     くそ病気  

 

08［T05B］: 現状説明（不満表明）〘-〙 あたし、体重だけ減った 

09［T05A］: 現状説明（不満表明）〘-〙 （コロナで）食べては寝て食べては寝て。くそ  

   01-02［T05A］: 現状説明（不満表明）〘-〙 

   03［T05B］: 笑い〘-〙 

   05［T05B］:  現状説明（不満表明）〘-〙 

   08［T05B］: 現状説明（不満表明）〘-〙 

   04［T05A］: 不満表明〘-〙 

   06-07［T05B］: 同意〘-〙、不満表明〘-〙 

   09［T05A］: 現状説明（不満表明）〘-〙 

  

 

連鎖 1 
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 ［T05B］は 03 で【笑い】で応じてから、「私も。あたし、体重だけ減った」と自分の現状も述べ

ている。最終的に、［T05A］は 09で「（コロナで）食べては寝て食べては寝て。くそ」と【現状説

明】を後方拡張してペアを終了して、不満な気持ちで会話を終えている。尚、この会話例では、01

と 02 の現状説明に対して［T05B］の 05 の現状説明が隣接ペアを成しているが、［T05A］04の「く

そコロナ」という【不満表明】がその前に挿入されたために、［T05B］は先にそれに対する反応と

して 06-07で「うん本当だ」という【同意】と「くそ病気」という【不満表明】で応答し、その後

に 05 の発話の続きを 08で続けている。その結果、04と 06、07 の隣接ペアが挿入拡張として位置

付けられている。 

 以上、会話例 15 では、【現状説明】―【笑い】+【現状説明】のペアからネガティブな内容の会

話で始まり、最終的にネガティブな【現状説明】を後方拡張して会話を終えていた。そのペアの間

に、【不満表明】―【同意】+【不満表明】というペアが挿入拡張されていた。 

 言語表現に関して、不満な【現状説明】を述べる際、「お母さんにダイエットをすると言ったあ

たしがまさか、前よりもっと太ってる (กูท่ีบอกแม่วา่จะลดนน อิสัด อว้นกวา่เดิม)」のようにオチのあるような笑

える語り方を用いて、予想外な現状への不満であることを表していた。  
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4.2.2.2.3 【現状説明】から始まる会話のまとめ 

 今回の会話データでは、≪【現状説明】から始まる会話≫は、日本語では、1つの会話例のみ抽

出できた。タイ語の方が多く見られたということから、タイ語母語話者は【現状説明】を行うこと

によって、ただ不満な気持ちを相手と共有するだけでなく、不満である現状も相手に説明したい、

すなわち、コロナが自分の生活に具体的にどのような影響を与えているのか、そして、それに関し

て自分がどんな気持ちであるのかを相手に共有しようとする傾向があると考えられる。また、【現

状説明】の後に、【不満表明】を付け加えて述べるということも観察された。例えば、「もう 5 日

間ずっと家にいて、頭おかしくなっちゃう（กูอยูบ่า้นมาหา้วนัจนจะเป็นบา้แลว้เน่ีย）」という【現状説明】の後

ろに「くそコロナ(โคโรน่าเวร)」という【不満表明】を付け加えている。【不満表明】を付け加えるこ

とによって、現状に対する不満な気持ちをより強く伝えていた。 

 【現状説明】の反応に関して、日本語では、【現状説明】―【不満表明】という隣接ペアが見ら

れた。つまり、【現状説明】の聞き手が、話し手の現状を聞くと、同じ状況で同じ不満を持ってい

ることを表すために、自分も同じ内容の現状で応答していたのではないかと考えられる。 

 一方、タイ語では、様々な反応が見られた。最も多かった反応は、日本語と同じく不満の内容の

【現状説明】である。しかし、日本語では相手と合わせるように同じ話題の現状を述べていたが、

タイ語では、必ずしも同じ話題の現状を述べているわけではなかった。さらに一つの現状を述べる

と、間合いを開けず、次々と別の様々な不満を連続で述べていることも観察された。次に多かった

反応は【不満表明】である。【不満表明】の多くはコロナに対する不満な感情や出来事を吐き出す

ものであった。不満な感情に関して、例えば、「くそコロナ（โควิดเห้ีย）」や「（コロナのせいで）

ストレスやばい(เครยีด)」などである。不満な出来事は、例えば、「首相が外国人に入国許可をした

せいで全部台無しになってしまった（อุตส่าห์ลอ็คดาวน์มาตั้งนาน มาเสียเพราะอินายกเอาต่างชาติเขา้ประเทศ）」や「（〇

〇人が）コウモリを食べなければ、（コロナは存在しなかったため、）私ソンクラーン祭りに行け

たのに（ถา้มนัไม่กินคา้งคาว ป่านน้ีกุไปเล่นสงกรานตล์ะ）」などである。他の反応は、【皮肉】、【意見提示】、

【同意】、【笑い】などのネガティブな内容の発話である。ポジティブな内容の反応は今回のデー

タでは見つからなかった。 

 言語表現に関して、まず、日本語では、不満を表すのに、「～てくる」という表現を使ってい

た。それに関して、筒井（2019）では、「―テクル」は他者の行為の理不尽さや不可能さに対する

不満や不快感、怒りなどの否定的な感情を表していると述べている。また、「すら」という普段考

えられないということを意味する副詞を使用したり、「くせに」という不満の気持ちを込めた逆接

詞を使用したりしていた。一方、【冗談】を言う際、「Google 先生」のように無生物に対して人間

のように先生をつけて、恩着せがましいことを表している。 

 タイ語では、不満を述べる際、大げさな表現を用いていた。例えば、「枯れて死ぬ（เฉาตาย）」、

「頭おかしくなって死にそう（จะบา้ตาย）」である。コロナは死に至る恐れのある怖い病気であるた

め、会話の参加者は死にまつわる表現を使用しているのではないかと考えられる。不満の内容の
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【現状説明】を述べる際、「母さんにダイエットをすると言ったあたしがまさか、前よりもっと太

ってる(กูท่ีบอกแม่วา่จะลดนน อิสัด อว้นกวา่เดิม)」のようにオチのあるような笑える語り方を用いて、予想外な

現状への不満であることを表していることが観察された。また、今回のデータでは、ネガティブな

内容の発話ばかりであったが、「イエス（yes）」、「セイム（same）」など英単語を用いたり、

「あぁぁぁぁぁぁぁ（อา้กกกกกกกก）」、「わーんわーん（แงงง）」という怒鳴り声と泣き声のオノマ

トペを使ったり、「やだぁぁぁ（เช่ียยย）」「本当だねぇぇ（จิงมึลงง）」、「くそぉぉぉぉぉ（เวงงงง

งง）」などの長音を使ったりして、会話に少しふざける印象を与えていた。 
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4.2.2.3 〔不満共有の部分〕から始まる会話②のまとめ 

 今回の会話データでは、二つの種類の〔不満共有の部分〕が抽出できた。一つ目は≪【不満表

明】から始まる会話≫、二つ目は≪【現状説明】から始まる会話≫である。 

 一つ目の≪【不満表明】から始まる会話≫では、日本語では不満を 1 つの隣接ペアで共有する

と、すぐに会話を別の話題に展開しようとしていたが、展開していった話題がポジティブな話題で

あったため、会話が一気にネガティブな内容からポジティブな内容に展開し、会話をポジティブな

気持ちで終えていた。一方、タイ語では、相手が【不満表明】をすると、自分も【不満表明】や不

満な内容の【現状説明】などで応答して、お互いコロナによる様々な不満を共有していた。話題を

変えようとしても、同じようにネガティブな内容である不安について展開していた。そのため、お

互い会話が最初から最後までネガティブな内容のままであった。 

 一方、二つ目の≪【現状説明】から始まる会話≫では、自分にまつわる不満である現在の出来事

について説明していた。この種類は日本語では、1 つの会話例しか見つからなかったが、タイ語で

は多くみられた。このことから、タイ語母語話者はただ不満な気持ちを相手と共有するだけでな

く、不満である現状も相手に説明したい、すなわち、コロナが自分の生活に具体的にどのような影

響を与えているのか、そして、それに関して自分がどんな気持ちをもっているのかを相手と共有し

ようとする傾向があるのではないかと考えられる。 

 この種類の会話において、日本語だけに見られる特徴は、最初の不満といったネガティブな内容

から、冗談交じりの【現状説明】を行うことによって、やりとりが最終的にポジティブなものに切

り替わって、会話を面白く終わらせていたことである。一方、タイ語の特徴は最初から最後までネ

ガティブな内容が続いており、やりとりが不満な気持ちのまま終わっているということが観察され

た。 

 【不満表明】の反応に関して、日本語では、不満表明の聞き手が【共感】やネガティブな内容の

【意見提示】を行っていたが、タイ語では、【不満表明】、【同意】+ネガティブな内容【現状説

明】、【皮肉】で応答していた。すなわち、両言語ともネガティブな内容の発話で応答していたと

いうことが分かった。しかし、日本語では、不満表明の聞き手が相手の不満に共感または意見を提

示していたが、自分の不満を相手と共有することはなかった。一方、タイ語は相手の不満に対し

て、自分の不満で応答して、お互いの不満を共有していた。 

 不満な【現状説明】の反応に関して、日本語では、不満な【現状説明】―【不満表明】という隣

接ペアが見られた。つまり、【現状説明】の聞き手が、話し手の現状を聞くと、同じ状況で同じ不

満を持っていることを表すために、自分も同じ内容の現状で応答しやすいのではないかと考えられ

る。 

 一方、タイ語では、様々な反応が見られた。最も多かった反応は、日本語と同じく不満な内容の

【現状説明】である。しかし、日本語では相手と合わせるように同じ話題の現状を述べていたが、
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タイ語では、必ずしも同じ話題の現状を述べているわけではなかった。さらに一つの現状を述べる

と、間合いを開けず、次々と別の様々な不満を連続で述べていることも観察された。次に多かった

反応は【不満表明】である。【不満表明】の多くはコロナに対する不満な感情や出来事を吐き出す

ものであった。不満な感情に関して、例えば、「くそコロナ（โควิดเห้ีย）」や「（コロナのせいで）

ストレスやばい(เครยีด)」などである。不満な出来事は、例えば、「首相が外国人に入国許可をした

せいで全部台無しになってしまった（อุตส่าห์ลอ็คดาวน์มาตั้งนาน มาเสียเพราะอินายกเอาต่างชาติเขา้ประเทศ）」や「（〇

〇人が）コウモリを食べなければ、（コロナは存在しなかったため、）私ソンクラーン祭りに行け

たのに（ถา้มนัไม่กินคา้งคาว ป่านน้ีกุไปเล่นสงกรานตล์ะ）」などである。他の反応は、【皮肉】、【意見提示】、

【同意】、【笑い】などのネガティブな内容の発話である。ポジティブな内容の反応は今回の会話

データでは見つからなかった。 

 このことから、日本語母語話者の会話の参加者にとって、SNS は不満を共有しにくい場であるの

ではないかと考えられる。それは会話の参加者は雰囲気が悪くなるのを避けたいからである。チャ

ットの会話では、文字しか見えず、相手の本当の感情を把握するのが難しいため、不満というネガ

ティブな内容を述べることで、雰囲気を気まずくしてしまうかもしれない。そのためそれよりも、

面白いことや前向きな内容を述べた方がお互い良い関係を保つことができると思っているのではな

いかと考えられる。しかし、タイ語母語話者にとって、SNS は不満を言うことができる場で、相手

と様々な不満を共有できる場である。すなわち SNS は充分に不満を表したいという感情が満たされ

る場面と言えるのではないか。不満をたくさん述べても、お互い良い関係を保つことができるので

はないかと思われる。 

 言語表現に関して、日本語では、不満表明をする際、不満表明の話し手が「急に激しい移動制限

が」のように文末を省略していた。文末を省略できるのは日本語の特徴の一つだと考えられる。さ

らに、文末を省略した。その後ろに「   」という絵文字を使って、困っていることを伝えてい

た。一方、タイ語でも、「バイト探そうと思ってたけどくそ！」というタイ語にはめったに見られ

ない文末の省略が観察された。吉田（2004）では、タイ語は主語や時制の言語的表示を省略する傾

向があると述べているが、日本語のように文末を省略する研究は管見の限りまだなされていない。 

 不満を述べる際、日本語では、不満を表すのに、「～てくる」という表現を用いていた。それに

関して、筒井（2019）では、「―テクル」は他者の行為の理不尽さや不可能さに対する不満や不快

感、怒りなどの否定的な感情を表していると述べている。また、「すら」という普段考えられない

ということを意味する副詞を使用したり、「くせに」という不満の気持ちを込めた逆接詞を使用し

たりしていた。 

 不満を述べる際、タイ語では、自問するような言い回しをしている。例えば、「ほんとにどうや

って勉強するの？えっ？て思う（ละเราจะเรียนยงัไง งงมา้ก）」や「本当に勉強できるの？ってこれだけ聞

きたい（จะไดเ้รียนไหม ถามแค่น้ี）」である。さらに、「（コロナが）休むべきだよね（ควรไดพ้กัถึกใะ(ถูก

มะ)）」など相手に同意を求めるような言い回しもして、自分の不満を表していることが分かった。



206 

 

さらに、タイ語ではよく大げさな表現を用いていた。例えば、「枯れて死ぬ（เฉาตาย）」、「頭おか

しくなって死にそう（จะบา้ตาย）」、「みんな死ぬ（เราจะตายกนัหมด）」などである。コロナは死に至る

ほど恐ろしい病気であるため、会話の参加者は死にまつわる表現を使用しているのではないかと考

えられる。また、不満といった【現状説明】を述べる際、「母さんにダイエットをすると言ったあ

たしがまさか、前よりもっと太ってる(กูท่ีบอกแม่วา่จะลดนน อิสัด อว้นกวา่เดิม)」のようにオチのあるような笑

える語り方を用いて、予想外な不満であることを表していたことも観察された。 

 今回のデータでは、不満といったネガティブな内容のやりとりを扱ったが、どちらの言語も言葉

による遊びで、会話を少しふざける印象を与えていた。 

 日本語では、まず、【冗談】を言う際、「Google 先生」のように無生物に対して人間のように先

生をつけて、恩着せがましいことを表している。また、会話の参加者は、「ふわあああ」、「いえ

あ！」というオノマトペ、若者言葉の「うれしみ」、英単語の「いえあ！（yeah!）」、そして、関

西弁の「家ずっとおるって疲れるな」や「よかったやん！！！」という表現を使用したり、「全体

的には、かなり  ですーｗ」のように、「下がる」の代わりに「  」という絵文字を使ったり

していた 

 タイ語では、「イエス（yes）」、「セイム（same）」など英単語を用いたり、「あぁぁぁぁぁぁ

ぁ（อา้กกกกกกกก）」、「わーんわーん（แงงง）」という怒鳴り声と泣き声のオノマトペを使ったり、

「やだぁぁぁ（เช่ียยย）」「本当だねぇぇ（จิงมึลงง）」、「くそぉぉぉぉぉ（เวงงงงงง）」などの長音を

使ったりしていた。 

 このことから、SNS では、不満共有という真面目な場面であってもどちらの言語の母語話者も、

会話の雰囲気を真面目過ぎないように少しふざける印象を与えるために、様々な方法を用いて工夫

しているということが分かった。 
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第 5 章 総合的な考察 

 本章では、第 4 章での日本語とタイ語のネガティブな会話における連鎖組織及び言語表現の分析

結果に基づき、両言語の会話の全体構造、会話内容のネガティブ・ポジティブの方向性、及び言語

表現（スタンプと絵文字・顔文字を含む）の異同についてまとめた上で、コロナ禍における SNS の

意味について考察し、今後の課題について述べる。 

 

5.1 会話の全体構造のまとめ 

 本節では、会話の全体構造についての分析結果をまとめる。本研究では、COVID-19 に関するチャ

ットの会話データについての連鎖相識を分析した。その結果、≪〔安否確認の部分〕がある会話≫

と≪〔安否確認の部分〕がない会話≫の 2 つに分類することができた。それぞれの種類の下位分類

について順に見ていく。 

 

5.1.1 〔安否確認の部分〕がある会話の構造 

 ≪〔安否確認の部分〕がある会話≫は、≪〔安否確認の部分〕から始まる会話≫と≪〔挨拶の部

分〕から始まる会話≫、≪〔不安共有の部分〕から始まる会話①≫、そして≪〔不満共有の部分〕

から始まる会話①≫の 4 つに分けることができた。以下、それぞれの種類をみていきたい。 

 以下の図では、色分けをしている。〔安否確認の部分〕は赤色で示している。また、今回の分析

データは、両言語どちらの会話も必ず〔不安共有の部分〕または〔不満共有の部分〕というネガテ

ィブな方向に展開していくという特徴があるため、それ等の部分はどこに現れるのか、どの部分か

ら展開してきたのかなどが分かりやすいように〔不安共有の部分〕と〔不満共有の部分〕を青色で

示している。それ以外の部分は緑色で示している。 

 では、日本語とタイ語の〔安否確認の部分〕から始まる会話の構造を図 79-80 に示す。 
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図 79 日本語データにみられた〔安否確認の部分〕から始まる会話の構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 80 タイ語データにみられた〔安否確認の部分〕から始まる会話の構造 
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 以上の図から、日本語は安否確認をした後、不安共有に展開する傾向があるが、タイ語は不満共

有に展開する傾向があったことが観察できた。またタイ語では安否確認が 2 回出てくる会話もあっ

た。その会話は他の会話と異なり、一方的に相手の安否を確認するだけでなく、お互いの安否確認

をしていたからである。 

 次に、≪〔挨拶の部分〕から始まる会話≫をみていく。以下、日本語とタイ語をそれぞれ図示す

る。 

図 81 日本語データにみられた〔挨拶の部分〕から始まる会話の構造 
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図 82 タイ語データにみられた〔挨拶の部分〕から始まる会話の構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 〔挨拶の部分〕から始まる会話では、挨拶をすると、日本語もタイ語もまず、相手の現状を確認

してから、相手の安否を確認する傾向があることが観察された。安否を確認できた後、日本語は

〔不安共有の部分〕に展開していったが、タイ語は〔不満共有の部分〕に展開していった。 

 続いて、≪〔不安共有の部分〕から始まる会話①≫を図示する。この構造のデータは日本語にし

かみられなかった。 

図 83 日本語データにみられた〔不安共有の部分〕から始まる会話の構造 
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 最後に、≪〔不満共有の部分〕から始まる会話①≫を図示する。これも日本語のみにみられた構

造である。 

図 84 日本語データにみられた〔不満共有の部分〕から始まる会話の構造 
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えられる。 
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察できた。 

 日本語は〔不安共有の部分〕が行われていることが多かった。これはコロナが人類共通の好まし

くない出来事であり、皆多少なりとも不安を抱いているからだろう。お互い同じ立場、同じ気持ち
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である相手とやりとりをすることで、自分の不安を共有しているのではないかと考えられる。一

方、タイ語は、〔不満共有の部分〕が行われていたことが多かった。不満は【文句】などの悪口に

移行することが多いため、不安を述べるより会話の雰囲気が悪くなる恐れがある発話だと考えられ

るが、タイ人は個人主義で日本人のように集団を考えるのではなく、自分中心に考えている（フォ

ーンサターポーン：2012）ため、雰囲気が悪くなるのを怖がらずに溜まった不満を解放しているの

ではないかと考えられる。いずれにしても、コロナに関する会話では、同じ立場、同じ気持ちであ

る相手とネガティブな気持ちを共有することが重要視されていると考えられる。 

 

5.1.2 〔安否確認の部分〕がない会話の構造 

 続いて、≪〔安否確認の部分〕がない会話≫をみていきたい。≪〔安否確認の部分〕がない会話

≫は≪〔不安共有の部分〕から始まる会話②≫と≪〔不満共有の部分〕から始まる会話②≫に分け

られる。 

まず、≪〔不安共有の部分〕から始まる会話②≫は、さらに、≪【不安表明】から始まる会話≫と

≪【予定変更】から始まる会話≫の 2 つに分けることができる。以下、日本語とタイ語をそれぞれ

図示する。 

 以下の図では、色分けをしている。〔不安共有の部分〕と〔不満共有の部分〕を青色で示してい

る。それ以外の部分は緑色で示している。 

図 85 日本語データにみられた【不安表明】から始まる会話の構造 
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図 86 タイ語データにみられた【不安表明】から始まる会話の構造 

 

 

 

 

 

図 87 日本語データにみられた【予定変更】から始まる会話の構造 

 

 

 

 

 

 

 

図 88 タイ語データにみられた【予定変更】から始まる会話の構造 
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 また、≪〔不満共有の部分〕から始まる会話≫については、≪【不満表明】から始まる会話≫と

≪【現状説明】から始まる会話≫の 2 つに分けることができる。以下、日本語とタイ語をそれぞれ

図示する。 

図 89 日本語データにみられた【不満表明】から始まる会話の構造 

 

 

 

 

 

 

 

図 90 タイ語データにみられた【不満表明】から始まる会話の構造 

 

 

 

 

 

 

 

図 91 日本語データにみられた【現状説明】から始まる会話の構造 
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不満共有の部分 

不満共有の部分 
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図 92 タイ語データにみられた【現状説明】から始まる会話の構造 

 

 

 

 ≪【不満表明】から始まる会話≫は、日本語は、不満を共有できると、会話が次の部分に展開し

ていくが、タイ語は会話がすぐに終了されるか、次の部分に展開していた。一方、【現状説明】か

ら始まる会話は日本語もタイ語も不満を共有できるとそのまま会話が終えられていたことが観察さ

れた。 

 ≪〔安否確認の部分〕がない会話≫、すなわち〔不安共有の部分〕または〔不満共有の部分〕か

ら始まる会話では、日本語もタイ語も不安あるいは不満を共有できると、会話がすぐに終了するこ

とが多かった。同じ会話で不安と不満を両方共有することも見られた。そこで、≪〔安否確認の部

分〕がない会話≫では、〔不安共有の部分〕あるいは〔不満共有の部分〕が重要であることが分か

った。 

  以上、日本語とタイ語のそれぞれの構造をみた。続いて、会話データで見られたネガティブな

発話とポジティブな発話について詳しく述べる。 

 

  

タイ語 

不満共有の部分 
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5.2 会話内容のネガティブ/ポジティブの方向性 

  この節では、会話の内容の方向性をみていく。それぞれの会話では、どこでどのようにポジティ

ブな発話を行ったのか、どこでどのようにネガティブな発話を行ったのか、最終的にどのように終

結したのかを詳しく見ていく。 

表 5 日本語とタイ語の会話内容の方向性と会話の種類 

方向性 言語 会話例 会話の種類 

 

 

 

 

 

 

ポジティブな内容で 

終わった会話 

 

 

 

 

 

日本語 

2 〔安否確認の部分〕から始まる会話 

4 〔安否確認の部分〕から始まる会話 

7 〔不安共有の部分〕から始まる会話① 

8 〔不満共有の部分〕から始まる会話① 

9 〔不満共有の部分〕から始まる会話① 

12 〔不安共有の部分〕から始まる会話② 

13 〔不安共有の部分〕から始まる会話② 

14 〔不満共有の部分〕から始まる会話② 

15 〔不満共有の部分〕から始まる会話② 

16 〔不満共有の部分〕から始まる会話② 

 

 

タイ語 

1 〔安否確認の部分〕から始まる会話 

2 〔安否確認の部分〕から始まる会話 

4 〔挨拶の部分〕から始まる会話 

5 〔不安共有の部分〕から始まる会話② 

6 〔不安共有の部分〕から始まる会話② 

7 〔不安共有の部分〕から始まる会話② 

9 〔不安共有の部分〕から始まる会話② 

 

 

 

 

 

 

ネガティブな内容で 

終わった会話 

 

 

 

日本語 

1 〔安否確認の部分〕から始まる会話 

3 〔安否確認の部分〕から始まる会話 

5 〔挨拶の部分〕から始まる会話 

6 〔挨拶の部分〕から始まる会話 

10 〔不安共有の部分〕から始まる会話② 

11 〔不安共有の部分〕から始まる会話② 

 

 

 

タイ語 

3 〔安否確認の部分〕から始まる会話 

8 〔不安共有の部分〕から始まる会話② 

10 〔不満共有の部分〕から始まる会話② 

11 〔不満共有の部分〕から始まる会話② 

12 〔不満共有の部分〕から始まる会話② 

13 〔不満共有の部分〕から始まる会話② 

14 〔不満共有の部分〕から始まる会話② 

15 〔不満共有の部分〕から始まる会話② 
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5.2.1 〔安否確認の部分〕がある会話の会話内容 

 今回の会話データの主な話題はコロナに対するネガティブな話題だが、両言語ともネガティブな

発話を行うばかりでなく、【笑い】、【からかい】、【励まし】、【思いやり】などポジティブな

発話も行っていることが観察できた。さらに会話の最後にプラスの期待や現在の状況の良いところ

などを情報提供したりして、前向きでポジティブな結末に展開していくことがある。特に、日本語

もタイ語も笑いを誘うような発話が見られた。その笑いの誘いについては両言語とも前の発話を契

機に、ネタとして未来への期待や現状のいいところを述べたり、からかいをしたりポジティブな内

容の発話を行うことでポジティブな話題へと展開しており、最終的に笑いを誘って、ふざけて楽し

い雰囲気で会話を終わらせる傾向がある。 

 コロナは死に至る怖い病気であり、当時薬やワクチンなどもまだ広まっていなかった。そのた

め、将来どうなるかわからず、この先もコロナと共に生活しなければならないかもしれないため、

会話の最後にポジティブな発話でお互い前向きな気持ちになって、会話を終えようとするのではな

いかと考えられる。以下、ポジティブな内容で終わった会話と、ネガティブな内容で終わった会話

に分けて考察する。 

 

5.2.1.1 〔安否確認の部分〕がある会話におけるポジティブな内容で終わった会話 

 両言語の〔安否確認の部分〕がある会話のうち、ポジティブな内容で終わった会話を、以下の表

に示す。日本語は 5 会話、タイ語は 3 会話であった。 

表 6 日本語とタイ語のポジティブな方向性の会話 

方向性 言語 会話例 会話の種類 

 

 

 

ポジティブな内容で 

終わった会話 

 

 

日本語 

2 〔安否確認の部分〕から始まる会話 

4 〔安否確認の部分〕から始まる会話 

7 〔不安共有の部分〕から始まる会話① 

8 〔不満共有の部分〕から始まる会話① 

9 〔不満共有の部分〕から始まる会話① 

 

タイ語 

1 〔安否確認の部分〕から始まる会話 

2 〔安否確認の部分〕から始まる会話 

4 〔挨拶の部分〕から始まる会話 

 では、ポジティブな内容で終わった会話はどこでどのようにポジティブな発話が行われているの

かをみていきたい。以下、必要な場合は連鎖組織についても詳しくみる。 
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図 93 日本語の会話例 2 の構造とネガティブ/ポジティブな内容の発話 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 日本語の会話例 2 では、安否確認の【質問】を行った後、次に不安共有の部分に展開していた。

ここまでネガティブな発話を続けていたが、最終的に雑談の部分に展開していき、そこでポジティ

ブな【評価】、【情報提供】、【現状説明】が行われ、やりとりがポジティブになり、そして、最

後の【ツッコミ】と【笑い】によって笑いを誘って会話を終えていた。 

 

  

不安共有の部分 

日本語の会話例 2 

安否確認の部分 

雑談の部分 

 
  17［N02A］: 質問｛事実確認｝     

  18［N02B］: 応答      

  19［N02A］:    理解、評価〘+〙 

  19［N02A］: 情報提供〘+〙    

  20［N02B］: 承認   

  20［N02B］: 現状説明〘+〙、評価〘+〙 

   21［N02A］: 評価〘+〙 

  22［N02A］: 修復 

  23［N02B］: ツッコミ〘+〙    

  24［N02B］: 笑い〘+〙                                
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図 94 日本語の会話例 4 の構造とネガティブ/ポジティブな内容の発話 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  日本語の会話例 4では、【からかい】による質問という方法で安否確認を行っていたため、会

話が楽しい気持ちで開始していたが、会話が〔不安共有の部分〕に展開すると、楽しい会話がネガ

ティブな方向に変わっていた。しかし、不安共有の後、会話の参加者の【励まし】のおかげで、や

りとりを前向きに終わらせていた。 

 

  

日本語の会話例 4 

安否確認の部分 

不安共有の部分 

   01［N07H］: からかい〘+〙  

   02-03［N07B］: 否定〘+〙、現状説明〘+〙 

   04-05［N07H］: 驚き +からかい 

   06-08［N07B］: 現状説明〘+〙 

 

 

 

   09［N18A］: 質問 

   10［N07B］: 応答〘-〙 

   11-13［N07B］: 情報提供〘-〙、不安表明〘-〙、 

             理由説明〘-〙 

   14［N07H］: 励まし〘+〙 

   15［N07B］: うけいれ〘+〙 
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図 95 日本語の会話例 7 の構造とネガティブ/ポジティブな内容の発話 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 日本語の会話例 7 では、ネガティブな発話である【不安表明】から始まっていた。不安表明の聞

き手は、最初にネガティブな内容の【評価】ばかりを行っていたため、会話のやりとりがネガティ

ブな内容ばかりとなっていたが、最後の安否確認のおかげで、やりとりが少しポジティブになって

いた。 

 

 

 

 

 

日本語の会話例 7 

不安共有の部分 

情報共有の部分 

安否確認の部分 

  01-02［N03A］: 不安表明〘-〙、評価〘-〙 

  03-04［N03B］: 同意〘-〙、評価〘-〙 

  05-06［N03A］: 同意〘-〙、評価〘-〙 

  07［N03B］: 情報提供〘-〙 

  08［N03A］: 驚き〘-〙 

  

 

  09［N03B］: 質問｛安否確認｝                           

    10-11［N03A］: 応答〘+〙｛安全｝                           
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図 96 日本語の会話例 8 の構造とネガティブ/ポジティブな内容の発話 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

  会話例 8では、〔不満共有の部分〕から始まり、〔安否確認の部分〕に展開していった。ここま

でネガティブな内容が続いていたが、前向きな〔雑談の部分〕のおかげで、会話が段々ポジティブ

になり、さらに最終的に【励まし】と【誘い】によって、会話の参加者が前向きになって、【願

望】を持つようになっていた。 

 

 

 

 

 

日本語の会話例 8 

不満共有の部分 

雑談の部分 

誘いの部分 

安否確認の部分 

      09［N10B］: 謝罪〘-〙、感謝〘+〙      

  11［N10A］: 否定〘+〙、評価〘+〙、からかい〘+〙 

  13［N10B］: 感謝〘+〙 

  12［N10A］: 励まし〘+〙、誘い〘+〙     

  14［N10B］: 承諾〘+〙、願望〘+〙      
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図 97 日本語の会話例 9 の構造とネガティブ/ポジティブな内容の発話 

 

 

 

 

 

 

 

 会話例 9では、〔不満共有の部分〕から始まっていたが、〔安否確認の部分〕でのポジティブな

応答によって、会話をポジティブな気持ちで終えていた。 

 続いてタイ語の会話例を見ていく。 

図 98 タイ語の会話例 1 の構造とネガティブ/ポジティブな内容の発話 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本語の会話例 9 

不満共有の部分 

安否確認の部分 

［N21B］の安全確認 

  04［N20A］: 質問｛安否確認｝         

  05［N20B］: 応答〘+〙｛安全｝         

 

不満共有の部分 

タイ語の会話例 1 

安否確認の部分 

安否確認の部分 
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 タイ語の会話例 1 では、質問による安否確認の部分を行った後、不満共有に展開し、相手の安否

確認に進んでいた。相手の安否が確認できると、〔雑談の部分〕と〔不満共有の部分〕に移行して

いた。不満共有によって会話のやりとりが殆どネガティブであったが、最終的に［T01A］の【励ま

し】で会話がポジティブで前向きになっていた。 

 

図 99 タイ語の会話例 2 の構造とネガティブ/ポジティブな内容の発話 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雑談の部分 

不満共有の部分 

励ましの部分 

   88-89［T01A］: 励まし〘+〙 

  90［T01B］: 受け入れ〘+〙 

  91［T01A］: 慰め〘+〙 

  

 

 

タイ語の会話例 2 

不満共有の部分 

安否確認の部分 
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 会話例 2では、「質問」によって、相手の安否確認を行っていた。そして相手の安全が確認でき

たら、次に【不満共有】と【思いやり】を述べ合うやりとりが行われていた。会話の終末で【思い

やり】を述べ合うことで、会話は不満であるネガティブな話題から、ポジティブな話題へ展開して

いき、最終的に温かい雰囲気で会話を終えていた。 

 

図 100 タイ語の会話例 4 の構造とネガティブ/ポジティブな内容の発話 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

励ましの部分 

 12［T41B］: 思いやり〘+〙 

  14［T41H］: 受け入れ〘+〙 

 13，15［T41B］: 情報提供〘-〙 

 16［T41H］: 理解（既読） 

 17-18［T41B］: 思いやり〘+〙 

 19［T41H］: 理解（既読） 

 

 

 

 

 

  

 
タイ語の会話例 4 

挨拶の部分 

安否確認の部分 

［T09B］の安否確認 

  02［T13C］: 質問｛安否確認｝        

  05［N13B］: 応答〘+〙｛安全｝        

  06［N13B］: 情報提供〘-〙｛安全｝        

  08［T13C］: 笑い〘-〙 

［T13C］の安否確認 

  07［N13B］: 質問｛安否確認｝        

  09［T13C］: 応答（文句）〘-〙 

  07［N13B］: 質問｛安否確認｝        

  10［T13C］: 応答〘+〙｛安全｝、文句〘-〙  
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 タイ語の会話例 4 では、〔安否確認の部分〕で安全である【応答】で会話がポジティブになった

り、ネガティブな【情報提供】や【文句】で会話がネガティブになったりしていた。さらにその

後、会話が〔不満共有の部分〕に展開し、会話がネガティブな方向に進んでいたが、最後の〔挨拶

の部分〕での気遣いの詰まった【思いやり】の発話のおかげで会話がポジティブに切り替わって終

えられていた。 

 以上、ポジティブな内容で終わった会話をみた。これらの会話では、不安または不満を共有でき

たからこそ会話が最終的にポジティブに展開することができるのではないかと考えられる。 

 日本語もタイ語も会話を最終的にポジティブなものにするために、様々な方法を用いていた。例

えば、日本語では、ツッコミをして笑いを誘ったり、オンライン飲み会に誘って前向きな気持ちを

表したりしていた。一方、タイ語では、【思いやり】を示して、相手への気遣いを表していた。さ

らに、両言語は、【励まし】という発話を行っていたことがみられた。これは未来はどうなるかが

わからないが、絶対よくなるというポジティブな気持ちを伝えるのに有効であった。また、タイ語

では安否確認と不満共有の後、会話が〔励ましの部分〕など別の部分に展開していったが、日本語

では必ずしもそうではなかった。会話例 7 と 9 のように不安あるいは不満を共有して、安否確認が

できると会話がすぐ終了されていたからである。不安や不満を共有し、相手の安否確認もできて、

もう十分に安心であると考えているのではないかと考えられる。 

 

5.2.1.2 〔安否確認の部分〕がある会話におけるネガティブな内容で終わった会話 

 両言語の〔安否確認の部分〕がある会話のうち、ネガティブな内容で終わった会話を、以下の表

に示す。日本語は 4 会話、タイ語は 1 会話であった。 

 

 

不満共有の部分 

挨拶の部分 

  19［T13B］: 思いやり〘+〙 

   20［T13B］: 理解（既読） 
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表 7 日本語とタイ語のネガティブな方向性の会話 

 では、ネガティブな内容で終わった会話はどこでどのようにネガティブな発話が行われているの

かをみていきたい。以下、詳しくみる。 

図 101 日本語の会話例 1 の構造とネガティブ/ポジティブな内容の発話 

 

 

 

 

 

 日本語の会話例 1 では、安否確認の【質問】を行った後、すぐ不安共有の部分に展開していくた

め、ポジティブな発話が行われず、ネガティブなままで終えていた。 

 

図 102 日本語の会話例 3 の構造とネガティブ/ポジティブな内容の発話 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

方向性 言語 会話例 会話の種類 

 

ネガティブな内容で 

終わった会話 

 

日本語 

1 〔安否確認の部分〕から始まる会話 

3 〔安否確認の部分〕から始まる会話 

5 〔挨拶の部分〕から始まる会話 

6 〔挨拶の部分〕から始まる会話 

タイ語 3 〔安否確認の部分〕から始まる会話 

不安共有の部分 

日本語の会話例 1 

安否確認の部分 

不満共有の部分 

日本語の会話例 3 

安否確認の部分 
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 日本語の会話例 3 では、安否確認の【質問】を行った後、次に〔不安共有の部分〕に展開してい

た。そして、冗談めかしのお願いを行って、〔お願いの部分〕に展開していた。この冗談めかしの

お願いによって、やりとりが途中で少しポジティブになっていたが、最終的に会話の参加者はポジ

ティブな提案への【否定】とネガティブな【評価】を行ったため、会話がネガティブに進んで終え

られていた。 

 

図 103 日本語の会話例 5 の構造とネガティブ/ポジティブな内容の発話 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お願いの部分 

 
  02-03［N18A］: お願い(冗談めかし) 〘+〙 

  06［N18B］: 提案〘+〙 

  07［N18A］: 否定(文句) 〘-〙 

  08［N18B］: 評価〘-〙 

 

 

日本語の会話例 5 

挨拶の部分 

安否確認の部分 

   03［N14A］: 質問｛安否確認｝        

   06［N14B］: 応答〘+〙｛安全｝        

   08［N14A］: 理解〘+〙、評価〘+〙、安心〘+〙 
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 日本語の会話例 5 では、〔挨拶の部分〕から始まり、〔安否確認の部分〕に展開していた。相手

の安全をすぐ確認できたため、この部分を安心な気持ちで終えることができた。次に会話が〔情報

共有〕に移行し、会話の参加者がネガティブな発話でネガティブな情報を共有していたが、共有し

た後、会話をネガティブになり過ぎないように、相手が述べたネガティブな感情をネタにして、ツ

ッコミをし、ふざけたやりとりで、笑いを誘っていた。しかし、最終的に会話がまた〔不安共有の

部分〕に展開して、ネガティブで終えられていた。 

 

図 104 日本語の会話例 6 の構造とネガティブ/ポジティブな内容の発話 

 

 

 

 

 

情報共有の部分 

不安共有の部分 

      04［N14A］: 評価〘-〙 

   07［N14B］: 情報要求 

   09［N14A］: 情報提供〘-〙 

   10［N14B］: 共感〘-〙 

   11［N14A］: 情報提供〘-〙 

   12［N14B］: 共感〘-〙 

   13［N14A］: 感情表明〘-〙 

   14［N14B］: ツッコミ〘+〙、笑い〘+〙 

   16［N14A］: うけいれ〘+〙 

 

 

 

［N14A］:37報告 

 

 

 

日本語会話例 6 

挨拶の部分 

現状確認の部分 
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 日本語の会話例 6 では、〔挨拶の部分〕から始まり、〔現状確認の部分〕に移行していた。ここ

までの発話が中立であったが、次の〔安否確認の部分〕に展開していくと、会話がネガティブな

【評価】によって、ネガティブに進んでいた。しかし、最後のポジティブな応答のおかげで、相手

の安否を確認でき、安全な気持ちでこの部分を終わらせていた。その後会話が〔不満共有の部分〕

と〔問題提示の部分〕に展開し、発話がまたネガティブに切り替わっていたが、ポジティブな【情

報提供】や【祈り】によって、会話がネガティブのみでなく、ポジティブになったりもしていた。

少し会話の参加者の前向きな気持ちをみられた。しかし、最後のネガティブな内容の【報告】によ

って、会話がネガティブで終えられていた。 

 

安否確認の部分 

不安共有の部分 

問題提示の部分 

  16［N14A］: 評価〘-〙 

  18［N14B］: 否定〘-〙 

  17［N14A］: 質問｛安否確認｝        

  19［N14B］: 応答〘-〙 

  20［N14A］: 質問｛安否確認｝        

  21［N14B］: 応答〘+〙｛安全｝        

 

 

 

     29［N14B］: 問題提示〘-〙 

  30［N14A］: 驚き 〘-〙 

  31［N14A］: 質問 

  32-33［N14A］: 情報提供〘+〙 

  34［N14A］: 質問（不安表明）〘-〙 

    35［N14A］： ｟電話をする｠  

  36［N14A］: 祈り〘+〙 

  37［N14A］: 報告〘-〙 
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 続いて、タイ語の会話例を見る。 

図 105 タイ語の会話例 3 の構造とネガティブ/ポジティブな内容の発話 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 タイ語の会話例 3 では、会話が終始ネガティブに続けられていたのではなく、〔からかいの部

分〕での【からかい】によって途中でポジティブで面白いやりとりが行われ、笑いを誘っていた

が、最終的にコロナに対する不安な気持ちで終えられていた。 

 以上、〔安否確認の部分〕がある会話のうち、ネガティブな内容で終わった会話をみた。日本語

もタイ語も、安否確認を行った後、〔不安共有の部分〕に展開し、会話がネガティブな方向に進ん

でいく傾向があることがみられた。タイ語は〔不安共有の部分〕で会話が終えられていたが、日本

語では、〔不安共有の部分〕で会話が終えられていたものもあれば、〔お願いの部分〕や〔問題提

示の部分〕に展開していって最終的にネガティブな発話で終えられていたものもある。また、両言

語とも会話は最終的にネガティブに進んで終結していたものの、会話の途中で冗談めかしの【お願

タイ語の会話例 3 

からかいの部分① 

安否確認の部分 

雑談の部分 

からかいの部分② 

不安共有の部分 

   02［T01A］: からかい〘+〙 

   04-06［T01B］: 現状説明（文句）〘-〙 

   07［T01A］: 笑い（理解）〘-〙 

 

  

  14-15［T01A］: からかい〘+〙 

  16［T01B］: 受け入れ〘+〙 
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い】、【ツッコミ】、【からかい】、【祈り】などのポジティブな発話によって、会話がポジティ

ブになっていたことが観察できた。特にタイ語の会話例 3 では、安否確認の後、会話の参加者は 2

回も〔からかいの部分〕を行い、会話が最初から最後までポジティブに進んで終えられそうだった

が、最終的に不安の共有をおこなって、会話をポジティブなものからネガティブなものに切り替え

ていた。 

 

5.2.2 〔安否確認の部分〕がない会話の会話内容 

 本項では〔安否確認の部分〕がない会話の内容を見ていく。日本語の〔安否確認の部分〕がない

会話では、会話の参加者は不安や不満を共有した後、状況がいつ収まるかわからないものの、冗談

や新しい約束への提供など、楽観的な態度を相手に見せるようにしていた。それらのおかげで、や

りとりがネガティブなやりとりから前向きな結末に展開する傾向があった。一方、タイ語では、不

安を共有した後は、会話の参加者は会話の最後に面白く笑いを誘う【からかい】、【冗談】、また

は【思いやり】の発話を行っていた。そこでは、会話がポジティブな方向に展開して、ポジティブ

な内容でやりとりを終える傾向があった。COVID-19 はどのようなものなのか、これからどうなって

いくかよく分からないという特殊性があるため、会話参加者はネガティブなこともポジティブなこ

とも両方の意見を、時には根拠もなしに提供し、たとえ確証はなくても、最後に前向きなことを考

えようとするのではないかと考えられる。しかし、タイ語母語話者の不満共有は、不安共有とはま

ったく異なり、タイ語母語話者は不満に対して、【不満表明】や不満のような内容の【現状説明】

などで応答して、お互いコロナによる様々な不満を共有していた。そのため、会話が最初から最後

までネガティブな内容のままであった。それに関して考えてみると、タイ語母語話者にとって、SNS

は充分に不満を表したいという感情が満たされる場面と言えるのではないかと考えられる。 

 

5.2.2.1 〔安否確認の部分〕がない会話におけるポジティブな内容で終わった会話 

 まず、両言語の〔安否確認の部分〕がない会話のうち、ポジティブな内容で終わった会話を、以

下の表に示す。日本語は 5 会話、タイ語は 4会話であった。 

表 8 日本語とタイ語のポジティブな方向性の会話 

方向性 言語 会話例 会話の種類 

 

 

 

ポジティブな内容で 

終わった会話 

 

 

 

日本語 

12 〔不安共有の部分〕から始まる会話② 

13 〔不安共有の部分〕から始まる会話② 

14 〔不満共有の部分〕から始まる会話② 

15 〔不満共有の部分〕から始まる会話② 

16 〔不満共有の部分〕から始まる会話② 

 5 〔不安共有の部分〕から始まる会話② 



232 

 

タイ語 6 〔不安共有の部分〕から始まる会話② 

7 〔不安共有の部分〕から始まる会話② 

9 〔不安共有の部分〕から始まる会話② 

 では、ポジティブな内容で終わった会話はどこでどのようにポジティブな発話が行われているの

かをみていきたい。以下、詳しくみる。 

 まず、日本語の≪〔不安共有の部分〕から始まる会話②≫での≪【予定変更】から始まる会話≫

をみる。今回の分析データでは、≪【予定変更】から始まる会話≫を 2 つ抽出できた。2 つの会話

例とも最終的にポジティブに終結していた。この種類の会話例は、不安を共有した後、状況がいつ

収まるかわからないものの、会話の参加者はすぐに次の予定を提供し、新しい約束をしようとする

態度を相手に見せるようにしていた。 

図 106 日本語の会話例 12 の構造とネガティブ/ポジティブな内容の発話 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本語の会話例 12 

不安共有の部分 

誘いの部分 

   01［N03A］: 予定変更の提案〘-〙 

   02［N03B］: 驚き〘-〙 

   03-04［N03B］: 評価（不安表明）〘-〙  

    06［N03A］: 同意〘-〙 

      05［N03A］: 情報提供（不安表明）〘-〙 

    08-09［N03B］: 理解〘-〙、意見提示（不安表明）〘-〙 

    11-12［N03A］: 情報提供（同意）〘-〙、提案〘+〙 

       07［N03A］: 意見提示（不安表明）〘-〙 

    10［N03B］: 同意〘-〙 

   13［N03B］: 決断（中止）〘-〙 

   14［N03A］: 承諾〘-〙、評価（残念）〘-〙、不満表明〘-〙 

    15［N03B］: 誘い 〘+〙 

   16［N03B］: 意見提示〘+〙 

    17［N03A］: ためらい〘-〙、 

         提案 

   18［N03A］: 評価〘+〙 
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 会話例 12では、コロナの状況によって旅行計画を変更するという突然の提案が行われていた。中

止するという決断まで、お互いネガティブな【評価】、【情報提供】や【意見提示】を分かち合

い、今回の旅行に対する不安な気持ちを共有して、中止を決めた。しかし、台湾旅行を中止しても

会話の参加者は諦めきれず、前向きな気持ちで国内旅行の誘いを行っていた。 

 

図 107 日本語の会話例 13 の構造とネガティブ/ポジティブな内容の発話 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本語の会話例 13 

不安共有の部分 

不満共有の部分 

意志表明の部分 

    01［N01B］: 予定変更の提案〘-〙 

    03-04［N01A］: 理解〘-〙、意見提示〘+〙 

   07［N01B］: 理解〘+〙 

   02［N01B］: 予定変更の提案〘-〙 

      05-06［N01A］: 意見要求〘-〙、依頼 

    08［N01B］: ためらい〘-〙 

    09［N01B］: 決断（不安表明）〘-〙 

  11［N01A］: 承諾〘-〙 

 

  10［N01B］: 意志表明〘+〙 

  12［N01A］: 同意 〘+〙 

  14［N01B］: 意志表明〘+〙 

  16［N01A］: 同意〘+〙  

  17［N01A］: 感情の表明〘+〙 

    18［N01B］: 感情の表明〘+〙 
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 会話例 13では、会話の最初に【予定変更の提案】を行っていた。今回の約束が台無しになったの

はコロナのせいだという【不満表明】を行って、不満な気持ちを相手と共有してから、次回の約束

をして、絶対行くという【意志表明】を行って、状況がよくなったら会えるようになるという前向

きな結末で会話を終えていた。 

 次に、≪〔不満共有の部分〕から始まる会話②≫での≪【不満表明】から始まる会話≫を見てい

く。この種類の会話例も 2 つの会話を抽出できた。2 つともポジティブな発話で終えられていた。

不満表明の聞き手が【共感】や【不満表明】を行っていたが、不満を 1 つの隣接ペアで共有する

と、すぐに会話を別の話題に展開しようとしていた。展開していった話題がポジティブな話題であ

ったため、会話が一気にネガティブな内容からポジティブな内容に展開し、会話をポジティブな気

持ちで終えていた。以下、詳しくみる。 

図 108 日本語の会話例 14 の構造とネガティブ/ポジティブな内容の発話 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 会話例 14では、【不満表明】というネガティブな内容から始まっていた。不満表明の聞き手がそ

の気持ちを共有するため、同じネガティブな内容の【共感】で返答していた。しかし、その後話題

を変えて、ポジティブな【現状説明】によって、会話がネガティブな内容からポジティブな内容に

切り替わっていた。それによって、やりとりを最終的にポジティブな形で終えていた。 

 

日本語の会話例 14 

不満共有の部分 

現状説明の部分 

   01-02［N19A］: 不満表明〘-〙 

   03［N19B］: 共感〘-〙 

 

   04［N19B］: 現状説明〘+〙、感情の表明〘+〙 

   05［N19A］: 共感〘+〙 

   06［N19B］: 現状説明〘+〙 
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図 109 日本語の会話例 15 の構造とネガティブ/ポジティブな内容の発話 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 会話例 15では、【不満表明】というネガティブな発話から始まり、それを共有するために、不満

表明の聞き手が【不満表明】で返答していた。しかし、返答し終わると、すぐに会話を全く関係の

ない別の話題に切り替えていた。最初の話題をネガティブな内容で終えたため、会話の参加者は別

のポジティブな内容の話題に切り替えて、会話をポジティブで、楽しいやりとりとしていた。 

 また、≪【現状説明】から始まる会話≫では、日本語では、1 つの会話例のみ抽出できた。【現

状説明】の反応に関して、日本語では、不満な【現状説明】―【不満表明】という隣接ペアが見ら

れた。不満を共有すると、冗談によってやりとりがネガティブなものからポジティブなものに展開

して、会話をポジティブに終えていた。以下、詳しくみる。 

日本語の会話例 15 

不満共有の部分 

雑談の部分① 

   01［N14D］: 不満表明〘-〙 

   02［N14B］: 不満表明〘-〙  

 

 

 

 

 

 

   03［N14B］: 質問 

   04［N14D］: 応答〘-〙 

  

 

 

 

 

雑談の部分② 

   05［N14D］: 語り〘+〙 

    06-07［N14B］: 感情の表明〘+〙、意見提示〘+〙 

   08［N14B］: 写真〘+〙 

   09［N14D］: 意見提示〘+〙 

   10［N14B］: 受け入れ、 

         意見提示〘+〙 

   11［N14B］: 同意〘+〙 
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図 110 日本語の会話例 16 の構造とネガティブ/ポジティブな内容の発話 

 

 

 

 

 

 

 

 

 会話例 16では、課題に関する不満の内容の【現状説明】で会話を開始していた。話し手が【現状

説明】の後にネガティブな【感情の表明】を付け加えて述べていた。一方、聞き手が同じ話題につ

いての【不満表明】で対応していた。ここまでネガティブな内容が続いてきたが、会話の参加者は

最終的に冗談交じりな【現状説明】を行うことによって、やりとりをポジティブなものに切り替え

て、会話を面白く終わらせていた。 

 続いて、タイ語の会話例を見ていく。 

 まず、≪〔不安共有の部分〕から始まる会話≫での≪【不安表明】から始まる会話≫について述

べる。≪【不安表明】から始まる会話≫は 3つ抽出できた。すべての会話でネガティブなことをポ

ジティブに切り替えて会話を終えていた。 

 タイ語では、〔不安共有の部分〕のみとなっていた会話が多いが、不安を共有した後、会話の参

加者は会話の最後に面白く笑いを誘う【からかい】、【冗談】、または【思いやり】をしたりして

いた。そこでは、会話としてはネガティブなやりとりばかりが続いていたわけではなく、途中で会

話がポジティブな方向に展開して、ポジティブな内容でやりとりを終える傾向があった。以下、図

を見ながら、説明する。 

  

日本語の会話例 16 

不満共有の部分 

   01-02［N17A］: 現状説明（不満表明）〘-〙、感情の表明〘-〙 

   03［N07B］: 不満表明〘-〙 

   04［N17A］: 同意〘-〙 

   05［N17A］: 現状説明（冗談）〘+〙 

 



237 

 

図 111 タイ語の会話例 5 の構造とネガティブ/ポジティブな内容の発話 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 タイ語の会話例 5 では、〔不安共有の部分〕で始まっているが、【からかい】という反応によっ

て会話が面白く展開されていた。会話が症状確認に展開しても、聞き手が【からかい】や【ツッコ

ミ】という手段を用いて反応していた。それによって、会話の雰囲気を面白くさせる効果があり、

会話を前向きにして、笑いを誘って終わらせることができた。  

 

 

 

 

タイ語の会話例 5 

不安共有の部分 

症状の部分 

   01-03［T04A］: 不安表明〘-〙、不満表明〘-〙 

   04［T02B］: からかい〘+〙  

   05-06［T02A］: 不満表明〘-〙  

   08［T02B］: からかい〘+〙  

  

    09［T02B］: 質問 

   10［T02A］: 応答 

    11-12［T02A］: 情報提供〘-〙 

    13-15［T02B］: からかい〘+〙 

    16-17［T02A］: 情報提供〘-〙 

    18-19［T02B］: からかい〘+〙 

    20［T02A］: 笑い〘+〙 

   21-22［T02A］: ツッコミ〘+〙 

    23［T02B］: 受けいれ〘+〙 
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図 112 タイ語の会話例 6 の構造とネガティブ/ポジティブな内容の発話 

 

 

 

 

 

 

 

 

 会話例 6では、【不安表明】によって会話が始まっていた。それに対して、聞き手が【不安表

明】やネガティブな【情報提供】で反応していた。また、ネガティブな【情報提供】に対して、聞

き手がその状況に対するネガティブな発話である【驚き】や【不満表明】をしたり、ポジティブな

発話である【思いやり】を表したりしていた。 

 

図 113 タイ語の会話例 7 の構造とネガティブ/ポジティブな内容の発話 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タイ語の会話例 6 

不安共有の部分 

     01［T27A］: 不安表明〘-〙 

     02-03［T27B］: 不安表明〘-〙 

     04-05［T27C］: 情報提供〘-〙  

     06［T27B］: 驚き〘-〙、不安表明〘-〙  

     07［T27D］: 思いやり〘+〙 

タイ語の会話例 7 

不安共有の部分 

   01-03［T25B］: 不安表明〘-〙 

   04［T25A］: 皮肉〘-〙、不安表明〘-〙 

   05［T25A］: 意見提示（冗談）〘+〙  

   06［T25B］: 評価〘-〙、 

         質問   

   07-09［T25A］: 応答（冗談）〘+〙 

    10［T25B］: からかい〘+〙 
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 会話例 7は、【不安表明】-【皮肉】+【不安表明】による隣接ペアから開始される会話である

が、会話参加者の冗談まじりな【意見提示】や【応答】によって、会話はネガティブなものから楽

しい結末になっていた。 

 最後に、≪【予定変更】から始まる会話≫について述べる。≪【予定変更】から始まる会話≫は

2 つの会話を抽出できたが、一つの会話例は【文句】というネガティブな発話によって会話がネガ

ティブに終わっていた。しかし、下記のタイ語の会話例 9 の≪【予定変更】から始まる会話≫で

は、不安を共有した際、タイ語母語話者はその後、今の状況に対する不満を共有してから、解決方

法を提供していた。そのため、会話の参加者の行為によって、会話はネガティブな内容からポジテ

ィブな内容に展開して会話を終えていた。以下、詳しくみていきたい。 

図 114 タイ語の会話例 9 の構造とネガティブ/ポジティブな内容の発話 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 会話例 9では、会話の始まりでは、会話の参加者は【予定変更の報告】をしたり、【不安表

明】、ネガティブな【情報提供】そして【謝罪】をしたりしていた。そのため、ここまでは、会話

がネガティブなものになっていた。しかし、［T33A］は【謝罪】に対して、【否定】で応じて、最

終的に不安表明の聞き手が自分から解決方法を述べて、会話をポジティブなものに展開していた。 

タイ語の会話例 9 

不安共有の部分 

解決の部分 

   01［T33B］: 予定変更の報告〘-〙（不安表明）、 

         不安表明〘-〙、情報提供〘-〙 

   02［T33B］: 理解〘-〙 

   03-04［T33B］: 謝罪〘-〙 

   05［T33A］: 否定〘+〙 

 

   06［T33A］: 解決〘+〙 

   07［T33B］: 理解〘+〙 
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 以上、ポジティブな内容で終わった会話をみた。日本語では、≪〔不安共有の部分〕から始まる

会話≫は、不安を共有すると、【誘い】や【意志表明】というポジティブな発話によって会話をポ

ジティブなものに展開する傾向があった。このことから、不安な気持ちを共有できたため、会話の

参加者は状況を冷静に把握して、困難に負けないように楽観的に考えられるのではないかと考えら

れる。一方、≪〔不満共有の部分〕から始まる会話≫は、チャットの会話では、文字しか見えず、

相手の本当の感情を把握するのが難しいため、不満というネガティブな内容を述べることが、雰囲

気を気まずくしてしまうかもしれない。それよりも、面白いことや前向きな内容を述べた方がお互

い良い関係を保つことができると考えているのではないかと考えられる。また、タイ語では、≪

〔不安共有の部分〕から始まる会話≫では、不安共有によって、不安を分かち合えたから、ネガテ

ィブな雰囲気を少しでも柔らかくするために、笑いを誘ったり気遣いを示したりしたのではないか

と考えられる。 

 

5.2.2.2 〔安否確認の部分〕がない会話におけるネガティブな内容で終わった会話 

 続いて、両言語の〔安否確認の部分〕がない会話のうち、ネガティブな内容で終わった会話を、

以下の表に示す。日本語は 2 会話、タイ語は 7 会話であった。 

表 9 日本語とタイ語のネガティブな方向性の会話 

方向性 言語 会話例 会話の種類 

 

 

 

ネガティブな内容で 

終わった会話 

日本語 10 〔不安共有の部分〕から始まる会話② 

11 〔不安共有の部分〕から始まる会話② 

 

 

 

タイ語 

8 〔不安共有の部分〕から始まる会話② 

10 〔不満共有の部分〕から始まる会話② 

11 〔不満共有の部分〕から始まる会話② 

12 〔不満共有の部分〕から始まる会話② 

13 〔不満共有の部分〕から始まる会話② 

14 〔不満共有の部分〕から始まる会話② 

15 〔不満共有の部分〕から始まる会話② 

 では、ネガティブな内容で終わった会話はどこでどのようにネガティブな発話が行われているの

かをみていきたい。 

 まず、日本語の会話例をみる。≪【不安表明】から始まる会話≫は、日本語では、聞き手の不安

な気持ちを共有するために、【理解】、ネガティブな内容での【評価】そして【共感】をしてい

た。そこでは、聞き手のネガティブな反応によって、会話の方向性としては最初から最後まで、ネ

ガティブな発話が続けて行われていた傾向がある。では、以下、詳しく説明する。 
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図 115 日本語の会話例 10 の構造とネガティブ/ポジティブな内容の発話 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 会話例 10では、【不安表明】から会話が始まって、悩み語りに展開していった。そのため、【不

安表明】、【悩み語り】などネガティブな発話を続けていた。不安表明の聞き手が一回ポジティブ

な【評価】で対応しようとしていたが、その後の相手の反応がネガティブな反応ばかりであったた

め、会話は最初から最後までネガティブなままで終わっていた。 

 

 

 

日本語の会話例 10 

不安共有の部分 

悩み語りの部分 

   01［N03A］: 不安表明〘-〙 

   02［N03B］: 驚き〘-〙 

   03［N03B］: 質問 

   04-05［N03A］: 応答、不安表明〘-〙、不満表明〘-〙 

   06-07［N03B］: 評価〘+〙 

   08［N03A］: 否定〘-〙、 

         悩み語り〘-〙 

    09［N03A］: 悩み語り〘-〙 

   10［N03B］: 共感〘-〙 

 

 

 

       11-12［N03A］: 悩み語り〘-〙 

    13-15［N03B］: 共感〘-〙 

    16［N03A］: 同意〘-〙、不安表明〘-〙  

    17［N03A］: 評価〘-〙 

    18［N03B］: 同意〘-〙 
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図 116 日本語の会話例 11 の構造とネガティブ/ポジティブな内容の発話 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 日本語の会話 11 では、相手が【不安表明】をすると、聞き手は理解をしたり、ネガティブな内容

の【共感】や【評価】をしたりしていた。聞き手のネガティブな内容の反応によって、会話のやり

とりがネガティブなままで続けられていた。 

 以上、ネガティブな内容で会話を終わる日本語の会話例は 2 つのみであった。 

 次にタイ語の会話例を見ていく。 

 タイ語では、≪〔不安共有の部分〕から始まる会話≫での≪【予定変更】から始まる会話≫は 2

つの会話を抽出できたが、一つの会話例は上記の図 114 に示したように【解決】というポジティブ

な発話によって会話をポジティブに終えられていた。しかし、下記の図 117 の≪【予定変更】から

始まる会話≫の会話例 8 は、不安を共有した後、今の状況に対する不満を共有していた。そのた

め、会話は最初から最後までネガティブな内容のままで終えられていた。 

  

日本語の会話例 11 

不安共有の部分 

     01［N12C］：不安表明〘-〙 

     02［N12A、N12B］：既読 

     03［N12C］：質問〘-〙  

     04［N12A］：応答（不満表明）〘-〙、 

                 評価〘+〙 

     05［N12B］: 共感（+） 

             情報提供〘-〙 

     06［N12A］：理解〘-〙、評価〘-〙（残念） 

     07［N12C］：理解〘-〙、共感〘-〙 

     08［N12C］：評価〘-〙（残念） 



243 

 

図 117 タイ語の会話例 8 の構造とネガティブ/ポジティブな内容の発話 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 会話例 8では、会話の最初にコロナ禍における不安による【予定変更の指示】を行い、その後お

互い、文句を述べ合って、現状に関する不満を共有していた。 

 次に、タイ語の≪〔不満共有の部分〕から始まる会話②≫について述べる。≪【不満表明】から

始まる会話≫と≪【現状説明】から始まる会話≫それぞれ 3 つずつの会話を抽出できた。6つすべ

ての会話がネガティブに進み、終結していた。 

 まず、≪【不満表明】から始まる会話≫について説明する。タイ語では、不満表明の話し手が

【不満表明】をすると、聞き手は【不満表明】や不満のような内容の【現状説明】などで応答し

て、お互いコロナによる様々な不満を共有していた。話題を変えようとしても、同じようにネガテ

ィブな内容である不安について展開していた。そのため、会話が最初から最後までネガティブな内

容のままであることが分かった。以下、図をみながら、詳しくみていく。 

  

タイ語の会話例 8 

不安共有の部分 

不満共有の部分 

   01［T60B］: 呼びかけ 

   02［T42B］: 予定変更の指示（不安表明）〘-〙 

   03［T42A］: 同意〘-〙 

 

   04［T42A］: 文句〘-〙 

   05-06［T42B］: 文句〘-〙 
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 図 118 タイ語の会話例 10 の構造とネガティブ/ポジティブな内容の発話 

 

 

 

 

 

 

 会話例 10では、【不満表明】から始まり、不満表明の聞き手が【同意】で反応していた。不満表

明の話し手がその【不満表明】を具体的に伝えるために、自分にまつわる不満である【現状説明】

を 2 つ取り上げ、それに対して、聞き手も同じく 2 つの【現状説明】を取り上げて、お互い不満な

気持ちで会話を終えていた。このように、この会話例 10では会話の参加者が会話の最初から最後ま

でネガティブな感情を表していたため、会話がネガティブな内容のみとなっていた。 

 

図 119 タイ語の会話例 11 の構造とネガティブ/ポジティブな内容の発話 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タイ語の会話例 10 

不満共有の部分 

   01［T13B］: 不満表明〘-〙 

   04［T13A］: 同意〘-〙 

   02-03［T13B］: 現状説明（不満表明）〘-〙 

   06-07［T13A］: 現状説明（不満表明）〘-〙 

タイ語の会話例 11 

不満共有の部分 

   01［T25A］: 不満表明〘-〙 

   02［T25B］: 不満表明〘-〙 

   03-04［T25B］: 現状説明（不満表明）〘-〙 

   05-06［T25A］: 現状説明（不満表明）〘-〙 

不安共有の部分 

   07［T25A］: 不安表明〘-〙 

   08-09［T25B］: 不安表明〘-〙 

   10-12［T25A］: 不安表明〘-〙、心情の表明〘-〙 
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 会話例 11では、【不満表明】によって会話を始め、一方、不満表明の聞き手がそれに対し、同じ

くコロナに対する【不満表明】で返答していた。その後、やりとりが【不安表明】によって不安共

有の部分に展開していった。このことから、会話が最初から最後までネガティブな感情のみで続い

ていた。 

 

図 120 タイ語の会話例 12 の構造とネガティブ/ポジティブな内容の発話 

 

 

 

 

 

 

 

 会話例 12では、会話が【不満表明】－【不満表明】というネガティブな連鎖で始まり、最終的に

も【不満表明】で連鎖組織を終結していた。この会話も最初から最後までネガティブな感情のみで

続いていた。 

 以上、≪【不満表明】から始まる会話≫をみた。最後に、タイ語の≪【現状説明】から始まる会

話≫をみていきたい。 

 タイ語では、日本語と異なり、ネガティブな内容の【現状説明】に対して様々な反応が見られ

た。例えば、日本語と同じく不満のようなネガティブな【現状説明】である。しかし、日本語では

相手と合わせるように同じ話題の現状を述べていたが、タイ語では、必ずしも同じ話題の現状を述

べているわけではなかった。さらに一つの現状を述べると、次々と別の様々な不満を連続で述べて

いることも観察された。 

 他の反応は、【不満表明】、【皮肉】、【意見提示】、【同意】、【笑い】などのネガティブな

内容の発話である。今回の分析データではポジティブな内容の反応が見つからなかった。そのた

め、会話が最初から最後までネガティブな内容で続いており、やりとりが不満な気持ちのまま終わ

っているということが観察された。以下、詳しくみる。 

 

タイ語の会話例 12 

不満共有の部分 

   01-02［T23A］: 不満表明〘-〙 

   03-07［T23B］: 不満表明〘-〙 

   08［T23A］: 同意〘-〙 

   09［T23B］: 不満表明〘-〙 
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図 121 タイ語の会話例 13 の構造とネガティブ/ポジティブな内容の発話 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 会話例 13ではネガティブな【現状説明】+【不満表明】から始まっていた。【現状説明】+【不満

表明】に対して、聞き手が自分も同じ立場・同じ気持ちだと表すために、同調的な【現状説明】で

応答していた。不満を共有すると、その後、次々と自分にとっての様々な不満を述べていた。最終

的に、ネガティブな【感情の表明】を行ってこの話題を終結していた。続いて、やりとりが別の

【現状説明】を通じて、新たな不満に展開していた。【現状説明】に対して、聞いた側が関連のあ

る話題の【現状説明】で応答している。最終的に別の不満も付け加えて、ネガティブな内容で会話

を終えていた。 

 

図 122 タイ語の会話例 14 の構造とネガティブ/ポジティブな内容の発話 

 

 

 

 

 

 

 

タイ語の会話例 13 

不満共有の部分 

    01-02［T24A］: 現状説明〘-〙、不満表明〘-〙 

    03［T24B］: 現状説明〘-〙 

    04-05［T24B］: 不満表明〘-〙 

    06-07［T24B］: 感情の表明（不満表明）〘-〙 

    08［T24B］: 現状説明（不満表明）〘-〙 

     09［T24A］: 現状説明（不満表明）〘-〙  

    10［T24B］: 同意〘-〙 

    11［T24A］: 不満表明〘-〙 

タイ語の会話例 14 

不満共有の部分 

   01-02［T32A］: 現状説明（不満表明）〘-〙 

   03［T32B］: 評価〘-〙 

   03-05［T32B］: 現状説明（不満表明）〘-〙 

   06［T32A］: 意見提示〘-〙 

   07［T24B］: 同意〘-〙 
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 会話例 14では、不満のような内容の【現状説明】から会話が始まり、聞き手がそれにネガティブ

な【評価】で応答してから、【現状説明】を通じて、自分の不満も述べていた。その不満を共有す

るために、【現状説明】の聞き手がネガティブな内容の【意見提示】で返答して、相手からネガテ

ィブな【同意】をもらっていた。 

 

図 123 タイ語の会話例 15 の構造とネガティブ/ポジティブな内容の発話 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 会話例 15では、【現状説明】―【笑い】+【現状説明】のペアからネガティブな内容の会話で始

まり、最終的にネガティブな【現状説明】を後方拡張して会話を終えていた。そのペアの間に、

【不満表明】―【同意】+【不満表明】というペアが挿入拡張されていた。 

 以上、ネガティブな内容で終わった会話をみた。日本語では、聞き手の不安な気持ちを共有する

ために、【理解】、ネガティブな内容での【評価】そして【共感】をしていたため、会話の方向性

としては最初から最後まで、ネガティブな発話が続けて行われていた。また、会話例 10 のように

〔不安共有の部分〕によってネガティブな内容で会話を開始していたことで、会話が順調に〔悩み

語りの部分〕に展開していた。一方、タイ語では、不満を述べ合ってネガティブな発話を続け、他

の部分に展開せずそのまま会話を終えるという特徴がみられた。それに関して考えてみると、タイ

語母語話者にとって、SNS は不満を言うことができる場で、相手と様々な不満を共有でき、不満を

たくさん述べてもお互い良い関係を保つことができるのではないかと考えられる。しかし、日本語

母語話者にとって、不満は自分の個人的なネガティブな意見で、相手と意見が違うと気まずくなる

恐れがあるため、あまりにも自分の不満を言わないようにしているのではないかと考えられる。 

 以上、≪〔安否確認の部分〕がある会話≫と≪〔安否確認の部分〕がない会話≫におけるポジテ

ィブな内容で終わった会話とネガティブな内容で終わった会話をそれぞれみた。≪〔安否確認の部

タイ語の会話例 15 

不満共有の部分 

   01-02［T05A］: 現状説明（不満表明）〘-〙 

   03［T05B］: 笑い〘-〙 

   05［T05B］:  現状説明（不満表明）〘-〙 

   08［T05B］: 現状説明（不満表明）〘-〙 

   04［T05A］: 不満表明〘-〙 

   06-07［T05B］: 同意〘-〙、不満表明〘-〙 

   09［T05A］: 現状説明（不満表明）〘-〙 
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分〕がある会話≫では、〔安否確認の部分〕が最も重要であり、〔安否確認の部分〕以外で始まっ

ても、その後安否確認を行っていた。安否確認ができると、その時点で会話はポジティブになり、

そこで会話が終了されていたこともあった。また、〔安否確認の部分〕の後、会話が必ず〔不安共

有の部分〕または〔不満共有の部分〕に展開していった。〔不安共有の部分〕に展開した場合は、

両言語とも会話がネガティブな方向に進んでいき、不安を共有してネガティブな内容で終わる傾向

があった。 

一方、ポジティブな内容で終わった会話では、日本語もタイ語も会話を最終的にポジティブにする

ために、様々な方法を用いていた。例えば、両言語で【励まし】という発話を行っていた。また、

ポジティブな内容で終わった会話をみると、日本語は不安または不満、タイ語は不満のみ共有して

いた。 

 続いて、≪〔安否確認の部分〕がない会話≫について、ポジティブな内容で終わった会話を見て

みると、日本語は不安と不満を両方共有し、タイ語は、不安を共有する傾向があった。不安な気持

ちを共有できれば、会話の参加者は状況を冷静に把握して、困難に負けないように楽観的に考える

ことができるようになるのではないかと考えられる。また、不満というネガティブな内容を述べる

ことが、雰囲気を気まずくしてしまうかもしれないため、それよりも、面白いことや前向きな内容

を述べた方がお互い良い関係を保つことができると考えているのではないかと考えられる。 

一方、ネガティブな内容で終わった会話では、日本語は不安、タイ語は不満を共有していたことが

観察できた。不満は自分の個人的なネガティブな意見で、相手と意見が違うと気まずくなる恐れが

あると考えると思われるため、日本語母語話者はあまり自分の不満を言わないようにしているので

はないかと考えられる。  
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5.3 日本語とタイ語の会話における言語表現のまとめ 

 この節では、日本語とタイ語の会話における言語表現を《ポジティブな言語表現》と《ネガティ

ブな言語表現》、そして《共感》に大きく分けてみていく。《ポジティブな言語表現》では、《ポ

ジティブな言語表現》、《【励まし】の言語表現》、《【誘い】の言語表現》、《【からかい】の

言語表現》、《ふざける言語表現》という順でみていきたい。一方、《ネガティブな言語表現》で

は、《不安表明の言語表現》、《不満表明の言語表現》、《ネガティブな言語表現》の順でみる。   

なお、ここでは、4 章で分析したデータ以外のデータに見られた表現も併せて見ていく。 

 

5.3.1 日本語とタイ語の会話におけるポジティブな言語表現のまとめ 

 この項では、ポジティブな内容の発話を表す言語表現について説明する。日本語では、ポジティ

ブな内容の発話を表すのに、「安心」、「うれしい」、「よかった」、「わざわざ～くれる」など

様々なバリエーションのポジティブな言語表現を用いていた。一方、タイ語は日本語と比べると、

あまりポジティブな言語表現を使用していなかった。そのため、タイ語では、日本語のようにポジ

ティブを表す言葉表現を明示的に示すものが少なく、その発話がポジティブかどうかを見極めるた

めに、会話の文脈をみて判断しなければならないということが分かった。以下、日本語とタイ語の

ポジティブな内容の発話に用いられた言語表現を、表 10と表 11 にまとめる。なお、表中の下線部

分が、該当する表現である。 

表10 日本語の会話におけるポジティブな言語表現 

言語表現（表現） 例 

安心 （日本語データN04) 

13［N02B］：そうか…ちょっと安心 

結構メリハリでいい感じ

笑 

（日本語データN04) 

20［N02B］：家にいると怠けちゃうからアプリで大学と同じ時間にチ

ャイム鳴らしてる笑笑結構メリハリでいい感じ笑 

意外と （日本語データN04) 

06［N02B］：意外とスムーズに使えるな 

08［N02A］：意外といけるんやね〜 

スムーズに （日本語データN04) 

06［N02B］：意外とスムーズに使えるな 

笑 （日本語データN48) 

06［N18B］：タイ料理食べる？笑 
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（日本語データN18) 

05［N07H］：［N07B］はかからなさそうだし(笑) 

ありがとう （日本語データN21) 

06［N10B］：ありがとう 

08［N10B］：ありがとう 

08［N10B］：ありがとう 

うれしい （日本語データN21） 

07［N10B］：でも、Aぷんがこうしてわざわざメッセージくれるだけ

でうれしいし気が楽になる...！รัก（愛してる） 

13［N10B］：そう言ってもらえると嬉しいです... 

気が楽になる （日本語データN21） 

07［N10B］：でも、Aぷんがこうしてわざわざメッセージくれるだけ

でうれしいし気が楽になる...！รัก（愛してる） 

よかった （日本語データN30） 

08［N14A］：  なら良かったね！ 

心配しちゃった （日本語データN30） 

08［N14A］： 心配しちゃった 

さいこう （日本語データN01） 

02［N01B］：え！！さいこうやん 

会いたい （日本語データN02） 

15［N01B］：入れ違いのとき一瞬会いたい 

 

（日本語データN12） 

02［N06B］：［名前］ちゃんも今大阪におってな、この自粛期間終わ

ったらぜひ四人で会いたい 

05［N06A］：早く会いたいよ 

ベストタイミング （日本語データN01） 

36［N01A］：ある意味ベストタイミングやな笑 

V-れる・られる（動詞の

可能形） 

（日本語データN04) 

06［N02B］：意外とスムーズに使えるな 

08［N02A］：意外といけるんやね〜 
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（日本語データN21） 

13［N10B］：そう言ってもらえると嬉しいです... 

わざわざ～くれる （日本語データN21） 

07［N10B］：でも、Aぷんがこうしてわざわざメッセージくれるだけ

でうれしいし気が楽になる...！รัก（愛してる） 

～てくれる （日本語データN21） 

11［N10A］：やや、Bぽのツイートはむしろよくぞ言ってくれたとい

う気持ちで見ました... 

 

表11 タイ語の会話におけるポジティブな言語表現 

言語表現（表現） 例 

ไม่ไดแ้ยม่าก 

（ひどくはない） 

 

（タイ語データT01） 

04［T01B］: でもそんなにひどくはない。 

                                  (แต่ยงัไม่ไดแ้ยม่าก) 

ดีละ 

（いいね） 

 

（タイ語データT02） 

11［T02A］：いいね   

                                (ดีละ) 

โอเค(สบายดี) 

（大丈夫） 

（タイ語データT65） 

05［T33A］: 大丈夫だよ 

                                 (โอเค (สบายดี) 

ดีมาก 

(よく頑張った) 

（タイ語データT07） 

18［T01B］: うん。よく頑張った 

                                 (อ้ืม ดีมาก) 

ผูอ้ยูร่อดท่ีแทท้รู 

(生き残った人) 

（タイ語データT11） 

19［T02B］: （あなたは）生き残った人だね 

       (ผูอ้ยูร่อดท่ีแทท้รู) 

ข้ีหมูข้ีหมา 

(なんでもない) 

（タイ語データT20） 

20［T10B］: コロナはなんでもない 

       (โควิดก็ข้ีหมูข้ีหมา) 

อยา่คิดมาก 

(あまり考えないで) 

（タイ語データT52） 

10［T27B］: あんた、あまり考えないで 
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       (มงึอยา่คิดมาก) 

 続いて、会話をネガティブからポジティブに転換する発話を紹介する。会話をネガティブな内容

からポジティブで前向きになる内容に切り替えるために、日本語では、【励まし】、【誘い】、

【思いやり】、そして【からかい】を行っていた。一方、タイ語では、【励まし】、【思いや

り】、【からかい】、という発話を用いていた。どちらの言語も【励まし】、【思いやり】、【か

らかい】を行っていたということが分かった。 

 まず、【励まし】に関して、日本語では、「もう少し我慢の時やな、、」や「（あなたなら）大

丈夫でしょ(笑)」など、相手に頑張ってほしいというような言い回しの言語表現を用いていた。一

方、タイ語では「みんな同じだからね。一人じゃない。」、「抱きしめてあげようか」などのよう

に、私たちは同じ状況であり、一緒に頑張って乗り越えてほしいというような言い回しの表現で励

ましていたり、「頑張って」、「陰ながら応援している」など、相手に頑張ってほしいということ

を伝える言い回しをしたりしていた。日本語とタイ語の【励まし】の言語表現は以下のようにまと

められる。 

表 12 日本語の会話における【励まし】の表現 

言語表現（表現） 例 

もう少し我慢の時や

な、、 

（日本語データN21） 

12［N10A］：もう少し我慢の時やな、、 

大丈夫でしょ(笑) （日本語データN18） 

14［N07H］： [第三者の名前] でも受かったんだから大丈夫でしょ

(笑) 

いけいけー （日本語データN02） 

60［N01B］：いけいけー 

負けたらあかん！！ （日本語データN26) 

03［N13B］：負けたらあかん！！ 

  

表13 タイ語の会話における【励まし】の言語表現 

言語表現 例 

ทุกคนโดนอ่ะนะ อนัน้ีซวยถว้นหนา้ 
ไม่เดียวดาย 

（みんな同じだからね。

みんなそう。一人じゃな

い） 

（タイ語データT01） 

88-89［T01B］：でもみんな同じだからね。みんなそう。一人じゃな

い 

                                   (ทุกคนโดนอ่ะนะ อนัน้ีซวยถว้นหนา้ ไม่เดียวดาย) 
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ใหก้ าลงัใจอยูห่่างๆ 

（陰ながら応援してい

る） 

（タイ語データT07） 

15［T01A］：陰ながら応援している 

      (ใหก้ าลงัใจอยูห่่างๆ) 

สู้ๆนะ 

（頑張って） 

（タイ語データT07） 

19［T01A］：頑張って 

      (สู้ๆนะ) 

เธอท าได ้สบายมาก 

（あなたなら大丈夫。余

裕） 

（タイ語データT07） 

26-27［T01A］：あなたなら大丈夫。余裕。 

        (เธอท าได ้สบายมาก) 

กอดๆๆๆ 

（抱きしめてあげよう

か） 

（タイ語データT79） 

84［T41C］：抱きしめてあげようか。 

      (กอดๆๆๆ) 

 

 【からかい】に関して、今回のデータから、特にからかいを明示的に示すような言語表現はなか

ったが、【からかい】という発話を行うために、会話の参加者は様々な言語表現の方法を用いてい

た。特にタイ語では、ネガティブな発話に対して【からかい】で応じて会話を面白くする傾向があ

るため、日本語と比べると、タイ語の方がからかいのバリエーションが多数あった。日本語では、

「てっきりコロナ上等でウロウロしてるのかと思った(笑)」など「大げさな表現を用いる」という

ストラテジーしか見つからなかったが、タイ語では、「面白い写真を送って、相手のことを馬鹿に

するような言い回し」をしたり、「皮肉めいた言い回し」をしたり、「命令形」を使用したり、

「大げさな表現」を用いたりしていたことが観察された。日本語とタイ語の【からかい】の言語表

現の方法は以下のようにまとめられる。 

表 14 日本語の会話における【からかい】の言語表現 

言語表現（方法） 例 

大げさな表現を用いる （タイ語データN18） 

04［N07H］：てっきりコロナ上等でウロウロしてるのかと思った(笑) 

05［N07H］：［N07B］は（コロナに）かからなさそうだし(笑) 

 

（日本語データN01） 

25［N01A］：［名前］ウィルスには強いけどな 
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（日本語データN13） 

04［N07B］：ニート期間のびましたね 

 

表15 タイ語の会話における【からかい】の言語表現 

言語表現（方法） 例 

面白い写真等を送って、

相手のことを馬鹿にする

ような言い回しをする 

（タイ語データT02） 

14―15［T02A］：      あんただねwww 

                                                                        (เทอแน่ๆ555) 

 

（日本語訳：隔離中何をすればいい？起きる→食べる→寝る→ゲーム

→ 食べる→寝る） 

皮肉めいた言い回しをす

る 

（タイ語データT09） 

04［T02B］: 感染してるよ  

                             ( ติดละแหละ) 

 

（タイ語データT47） 

10［T25A］: ふーん。なんだその自信はぁぁ  

                               ( หืมม ภยัความมัน่นน) 

命令形を使用する （タイ語データT09） 

13-15［T02B］: エアコン消して。 

                                         ( ปิดแอร์ไป) 

大げさな表現を用いる （タイ語データT09） 

18-19［T02B］: あたしは頭痛くなってきた。あんたから感染したの 

                                       (กุปวดหวัละ ติดเมิงอะ) 

 

 次に、タイ語にはなかった、【誘い】について述べる。日本語では、コロナのせいで予定をキャ

ンセルされるなど、コロナの現状に対する残念や申し訳ない気持ちをポジティブで前向きな気持ち

に転換するために、次回の予定を誘おうとするという方法を使用していた。【誘い】では、「安心

していけるようになったら絶対行こう」などの「動詞意向形」や、「どっか行く？」など直接に誘

いを表す表現を使用したりしていた。以下、【誘い】における言語表現のまとめである。 
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表16 日本語の会話における【誘い】の表現 

言語表現（表現） 例 

動詞意向形 （日本語データN21） 

12［N10A］：またBぽりんと3人でビデオ通話飲み会しよ。 

 

（日本語データN03） 

10［N01B］: 安心していけるようになったら絶対行こう 

12［N01A］: 絶対行こう～ 

14［N01B］: 行こうね 

どっか行く？ （日本語データN05） 

15［N03A］: 2/17～20でどっか行く？それとも別の日にする...? 

 

 最後に、【思いやり】について紹介する。日本語では、「気を付ける」、「健康第一」という表

現を用いていた。また、日本語は動詞意向形を使う傾向がみられる。一方、タイ語では、【思いや

り】を表すのに、タイ語母語話者は様々なバリエーションの言葉表現を用いていた。例えば、「気

をつけてな （ดูแลตวัเองนะ）」「体を大事にしてください（รักษาสุขภาพนะคะ）」「健康でいてね（รักษา

สุขภาพดว้ยจา้）」などである。以下、【思いやり】の言語表現のまとめである。 

表17 日本語の会話における【思いやり】の言語表現 

言語表現（表現） 例 

気を付ける 

 

（日本語データN02） 

07［N10B］：気を付けていこう 

 

（日本語データN24） 

03［N12C］：みなさん気を付けましょう 

06［N12B］：皆さん健康には気を付けましょう 

健康第一 （日本語データN01） 

40［N01B］：健康第一やからな、、 

 

表18 タイ語の会話における【思いやり】の言語表現 

言語表現（表現） 例 

ดูแลตวัเองนะ （タイ語データT83） 
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ดูแลตวัเองดีหนา้ 

ดูแลสุขภาพ 

（気をつけてな 、気を

つけてください） 

08［T41H］： 気をつけてな    

     (ดูแลตวัเองนะ) 

12［T41B］： おじさんも気をつけてください。 

       (อาก็ดูแลตวัเองนะคะ) 

 

（タイ語データT51） 

07［T27D］: 最近は気をつけてな   

                                    (ช่วงน้ีก็ดูแลสุขภาพดว้ยนะมึง)                       

รักษาสุขภาพนะคะ 

（体を大事にしてくださ

い） 

（タイ語データT83） 

17-18［T41B］：体を大事にしてください。        

                (รักษาสุขภาพนะคะ)                              

ระวงัตวัดว้ยนะ ดูแลตวัเองดี
หนา้ รักษาสุขภาพดว้ยจา้  
แขง็แรงๆๆ   

（体を大事にして。気を

つけてね。健康でいて

ね。元気元気元気元気） 

 

（タイ語データT24） 

19［N13C］: 体を大事にして。気をつけてね。健康でいてね。元気元

気元気元気  

                             (ระวงัตวัดว้ยนะ ดูแลตวัเองดีหนา้ รักษาสุขภาพดว้ยจา้  แขง็แรงๆๆ  ) 

 

 また、今回のデータでは、会話のやりとりが主にネガティブな内容での発話で行われていたが、

ネガティブな発話が行われていても、会話の参加者は様々な方法を使って、言葉による遊びをし

て、会話を真面目にしすぎず、少しふざけた印象を与えていることが観察できた。言葉による遊び

は様々で、日本語の方がタイ語よりバリエーションが多かった。会話にふざけた印象を与えるため

の日本語とタイ語の言語表現は以下のようにまとめられる。 

表19 日本語の会話におけるふざける言語表現 

言語表現（方法） 例 

書き間違いをネタとして

ツッコんでいる 

（日本語データN04） 

21［N02A］：すこ、そんなアプリあるんや！、教えてあげようかな笑 

22［N02A］：すご、やな笑 

 

23［N02B］：    

かわいいあだ名で呼び合 （日本語データN21） 
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う 02［N10A］：Bほん大丈夫？ 

07［N10B］：でも、Aぷんがこうしてわざわざメッセージくれるだけ

でうれしいし気が楽になる...！รัก（愛してる） 

外国語を使う （日本語データN21） 

02-03［N10A］：Bほん大丈夫？C(彼氏)んちくる？/Cんちでกกัตวั（隔

離）するか？ 

07［N10B］：でも、Aぷんがこうしてわざわざメッセージくれるだけ

でうれしいし気が楽になる...！รัก（愛してる） 

 

（日本語データN50） 

06［N19B］: いえあ！（yeah!）明日も行ってくる！！ 

笑、（笑）を使う （日本語データN18） 

01［N07H］： でも［N07B］は外出して遊びまくりでしょ～？？

（笑） 

06「N07B」：さすがに自粛してる笑  

10「N07B」：仮免試験がコロナで潰れた笑 

 

（日本語データN21） 

11［N10A］：あんまり大きい声では言えないけど、ね、笑 

古文を使う （日本語データN21） 

08［N10B］：あと、前の私のネガティブツイートでお目を汚してしま

って申し訳ぬ... 

14［N10B］：うん！しよ～！コロナ終わったらAぷんとデートしたい

なり  

子供言葉を使う （日本語データN27） 

02［N14A］： なにちてるの？ 

05［N14A］： あちた帰ってくるんだったっけ？         

11［N14A］：  ヨシヨシ 

28［N14A］：［N14B］がちんぱい 

ツッコミ （日本語データN30） 

14［N14B］：笑ってるんじゃね～！ 

小さいカタカナ （日本語データN07） 

18［N03B］: 嫌だァ 
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オノマトペ （日本語データN21） 

10［N10A］：ぼげええ、、そうなのか。。 

 

（日本語データN50） 

01［N19A］: ふわあああ 

関西弁 （日本語データN50） 

05［N19A］: よかったやん！！！ 

若者言葉 （日本語データN50） 

04［N19B］: うれしみ！ 

言葉の代わりに絵文字を

用いる 

（日本語データN37） 

04［N14D］: 全体的には、かなり  ですーｗ 

無生物に対して人間のよ

うな呼び方をする 

（日本語データN44） 

05［N17A］:概説書を和訳する課題が出たんだが電子書籍で見てるか

らGoogle先生が毎日「このページを翻訳しますか？」って出てくる誘

惑に耐え切れなくなっている 

 

表20 タイ語の会話におけるふざける言語表現 

言語表現（方法） 例 

ツッコミをする （タイ語データT09） 

21-22［T02A］: 感染したのは苛立ち病だね。コロナじゃなくて  

                                        (ติดโรค ปสด แหละ ไม่ใช่โควิด) 

オノマトペを使用する （タイ語データT51） 

02-03［T40B］: 悲しいよ。ぴえんんんん会いたいでもコロナ怖い。 

               (เสา้าาวะ่ คิดถึงแต่กลวัโรค) 

（タイ語データT46） 

06［T24B］: あぁぁぁぁぁぁぁ 

                                 (อา้กกกกกกกก) 

08［T24B］: 一回家をでるたび、いろいろ超大変だわーんわーん

 （泣き声） 

                                  (จะออกบา้นที ล าบากยุง่ยากไปหมด แงงง) 

大げさな表現を用いる冗

談 

（タイ語データT47） 

07-09［T25B］: お金持ちだから。お金で解決する  
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                                          (คนมนัรวย ใชเ้งินแกป้ห.) 

冗談を言う （タイ語データT47） 

05［T25B］: もっと早い新しいネットのプランに変更しなきゃ 

                          (สงสัยตอ้งไปจดัแพคเก็จเน็จใหม่ใหแ้รงกวา่เดิมและ) 

外国語を使う （タイ語データT46） 

03［T24B］: セイム(same)だ。（自分が）枯れて死ぬ  

                               (เซมจา้ จะเฉาตายอยูล่ะ) 

（タイ語データT64） 

07［T32B］: イエス（yes） 

                             (เยส) 

長音を使う （タイ語データT51） 

02-03［T40B］: 悲しいよ。ぴえんんんん会いたいでもコロナ怖い。 

                                (เส้าาาวะ่ คิดถึงแต่กลวัโรค) 

（タイ語データT46） 

01［T24A］: あんた。やだぁぁぁ。あたしもう5日間ずっと家にい

て、頭おかしくなっちゃう。 

                             (มึง เช่ียยย กูอยูบ่า้นมาหา้วนัจนจะเป็นบา้แลว้เน่ีย) 

06［T24B］: あぁぁぁぁぁぁぁ 

                            (อา้กกกกกกกก) 

09［T24A］: うん。くそ。毎回セブン入るたびにマスクをつけないと

いけない。私毎回忘れるんだぁぁぁぁぁぁ 

                                  (เออ แม่ง แลว้จเัขา้เซเวน่ทีตอ้งใส่หนา้กาก กุก็ลืมตลอดดดดดด) 

10［T24B］:    本当にぃぃ 

                                   (จริงมึลงง) 

11［T24A］: せっかく長くロックダウンしてきたのに。首相が外国人

に入国許可をしたせいで全部台無しになってしまった。くそぉぉぉぉ

ぉ 

                           (อุตส่าห์ลอ็คดาวน์มาตั้งนาน มาเสียเพราะอินายกเอาต่างชาติเขา้ประเทศ เวงงงงงง) 

（タイ語データT47） 

10［T25A］: ふーん。なんだその自信はぁぁ  

                                ( หืมม ภยัความมัน่นน)  
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5.3.2 日本語とタイ語の会話におけるネガティブな言語表現のまとめ 

 まず、不安を表す言語表現を紹介する。表21-22を見ると、日本語の方が言葉のバリエーションが

多かったということが分かった。また、どちらの言語も、最も出現した表現は「怖い」である。こ

のことから、皆にとって、コロナは怖いものであることが分かった。以下、日本とタイ語の不安を

表す言語表現のまとめである。 

表21 日本語の会話における不安を表す言語表現 

言語表現（表現） 例 

油断しんようにしんなら

ん 

（日本語データN04） 

15［N02B］：私外出るの買い物ぐらいやけど外出少ないからって油断

しんようにしんならん 

ゾッとする （日本語データN04) 

15［N02B］：かかっても１人でなんとかしんならんと思うとゾッとす

る... 

怖い （日本語データN04) 

13［N02B］：でも行き帰りは怖いな… 

16［N02A］：一人暮らしやとそれも怖いなぁ 

 

（日本語データN25) 

01［N12C］: なんか東京も感染爆発しそうだと今言ってるし、怖

い.......   

 

（日本語データN16) 

03［N07E］: 正直コロナ怖すぎる 

 

（日本語データN18) 

02［N07B］：こっからどんどん欠便増えると思うし 予定通り帰って

これやんだら怖いでさ（；；） 

 

（日本語データN23) 

03［N11B］：コロナ怖いからあんまり公共交通機関使いたくないしな

ぁ 

 

（日本語データN24) 
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02［N12B］：X県も続々と感染者出ていて、怖いですね 

03［N12C］：コロナ本当に怖いですね 

 

（日本語データN26) 

03［N13B］：ほんまに怖いから気をつけなあかん... 

大変 （日本語データN04) 

09［N02A］：余計大変や 

 

（日本語データN59） 

01［N20A］：コロナ大変。宮崎も感染者増えてる 

たまらんな （日本語データN30) 

20［N14B］：何度もコロナ、罹ったらたまらんな 

メンタル死んでる （日本語データN07) 

01［N03A］: 公務員試験ももともと4月から6月にかけてあるんだけ

ど...今年、8月、9月になってるらしくてギリギリまで内定が出ない

らしいんよ来年もこうなったら私メンタル死んでるわ 

危ない （日本語データN05) 

03［N03B］: まあでも危ないよねぇ  

どうしよう、どうしよ （日本語データN03) 

01［N01B］: 大阪も外出禁止令みたいんなん出たけど明日どうしよ 

どうなんやろう （日本語データN01) 

05［N01B］: ショッピングとかも行きたいけどコロナどうなんやろう 

やばい （日本語データN01) 

17［N01B］: コロナだったらやばい 

 

（日本語データN020) 

07［N09B］: 北海道やばいかなあ 

心配 （日本語データN01) 

25［N01B］: でももしウィルス系やったらてゃあそんだらうつしちゃ

いそうで心配 
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表22 タイ語の会話における不安を表す表現 

言語表現 例 

ล าบาก 

（大変） 

 

（タイ語データT24） 

09［N13C］: OO（大学近くのアパート）にいるよ。実家に帰ったら、

隔離しないといけないから大変なの 

                                (อยู ่OO น่ีแหละจา้ กลบับา้นล าบาก ท่ีบา้นตอ้งกกัตวัต่างๆ) 

กลวั 

（怖い） 

 

（タイ語データT51） 

02［T40B］: 悲しいよ。ぴえんんんん会いたいでもコロナ怖い。 

                         (เส้าาาวะ่ คิดถึงแต่กลวัโรค)  

 

（タイ語データT12） 

05［T02B］: とっっってもこわい 

     (น่ากลวัมากกก) 

 

（タイ語データT52） 

04［T27A］: 心細い。コロナめちゃ怖い 

         (ใจไม่ดีโควิดน่ากลวัมาก) 

 

（タイ語データT70） 

24［T35B］: 東京（の感染者数が）怖いよね 

         (โตเกียวน่ากลวัสสั) 

 

（タイ語データT82） 

07［T41G］: 人が多い。どこから来たのかわからないから、怖い 

         (คนเยอะ ไม่รู้มาจากไหนบา้ง น่ากลวั) 

แพนิค 

（パニック） 

 

（タイ語データT51） 

03［T40B］: あたしは毎日パニックなんだよ 

                                (กูแพนิคทุกวนัน้ี) 

 

 また、不安を表すネガティブな言葉表現を用いること以外、日本語は「第三者の言葉を引用す

る」という方法を使って、不安を表すことも見られた。この方法はタイ語にも見られたが、タイ語
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は「第三者の言葉を引用する」という方法以外、「大げさな比喩」を使用したり、「大げさな理

由」を取り上げたりするという方法も観察できた。以下の表23-24では、日本語とタイ語における不

安を表すための言語表現の方法を示す。 

表23 日本語の会話における不安を表す言語表現 

言語表現（方法） 例 

第三者の言葉を引用する （タイ語データN05） 

05［N03A］: Cちゃん親に反対されてたみたい  

11-12［N03A］: （親に）やめたほうがいいって言われたらしい 

 

表24 タイ語の会話における不安を表す言語表現 

言語表現（方法） 例 

大げさな比喩を使用する （タイ語データT01） 

10［T01B］：人が多かったとこが廃れた町みたい。 

                                 (บางจุดท่ีคนเคยเยอะน่ีเหมือนเมืองร้าง)  

11-13［T01A］: タイみたいだねapocalypseっぽい。でもまだ（町中

で）ゾンビが歩いてなくてよかった      

                                           (คลา้ยๆในไทยเลย มีความเป็น apocalypse แต่ยงัดีไม่มีซอมบ้ีมาเดิน)                   

大げさな理由を取り上げ

る。 

（タイ語データT65） 

01［T33B］: 病気のことも射殺のこともあったし。 

                                 (มนัมีทั้งเร่ืองของโรคและการยงิฆ่ากนั)  

第三者の言葉を引用する （タイ語データT65） 

01［T33B］: 遊びの約束なんだけど、お母さんに聞いたら行ってほし

くないと言っている。 

                                 (ท่ีจะไปเท่ียวกนัอะ่ เราถามแม่ล่ะแม่บอกวา่ยงัไม่อยากใหไ้ปช่วงน้ี)  

 

 次に、不満を表す際の言語表現を紹介する。日本語もタイ語も、不満を表すネガティブな言語表

現を様々なバリエーションで使っていた。日本語は「～のせい」という表現を最も多く用いてい

た。一方、タイ語では、「くそ」など不満な感情を吐き出す汚い言葉を最も多く用いていたという

ことがわかった。また、タイ語では、「（コロナは）いつ終わるの？」という表現も多く用いてい

た。このことから、タイ人は不満を感じながら、コロナが早く終わってほしいという願望も持って

いることが見られた。日本語とタイ語の会話における不満を表す言語表現は以下に示す。 
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表25 日本語の会話における不満を表す言語表現 

言語表現（表現） 例 

めまぐるしい （日本語データN21） 

01［N10A］：ここ数日でめまぐるしく状況が変わって頭爆発しそ 

頭爆発しそ （日本語データN21） 

01［N10A］：ここ数日でめまぐるしく状況が変わって頭爆発しそ 

笑 （日本語データN21） 

06［N10B］：昨日から他人の家お泊り禁止条例（彼氏の家含む）が出

たので難しいかも...。どこ行くかも全部いわされるし...。旅行はな

ぜ何も言われなかったのかわからない笑そういう母のさじ加減で良い

悪いが決まる家なのです...笑 

大変 （日本語データN53) 

02［N20A］：大変な年だね    

コロナおさまるのかね （日本語データN53) 

01［N20A］：コロナおさまるのかね 

最悪 （日本語データN05) 

14［N03A］: コロナウイルスマジで最悪！ 

ほんまｺﾛﾅ許すま

じ！！！！！！ 

（日本語データN03) 

13［N01B］: ほんまｺﾛﾅ許すまじ！！！！！！ 

疲れる （日本語データN50) 

02［N19A］: なんかコロナで疲れる 

うらむ （日本語データN01) 

09［N01B］: コロナまじうらむ 

しんでよ （日本語データN10) 

26［N04B］: マジコロナしんでよ 

大丈夫？ （日本語データN10) 

23［N04B］: この国大丈夫？あ---- 

ショック （日本語データN20) 

04［N09A］: まじでショックやわ 

奴め （日本語データN22) 

07［N11B］: コロナの奴め 

コロナストレス （日本語データN28) 

06［N14A］: コロナストレスなってる 
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ピリピリ （日本語データN45) 

05［N17A］: 日本ピリピリしてるって言ってた 

～ですけど... （日本語データN17) 

07 [N07G] ：東京行ったときに移動禁止とかにならないといいんです

けど...苦笑い 

～のせい（で） 

～せいで 

（日本語データN48） 

01［N18B］： ［N18A］はコロナのせいでタイ旅行がなくなって萎え

てます 

 

（日本語データN07） 

05［N03A］: コロナのせいで狂ってるよ 

 

（日本語データN09） 

01［N04B］：コロナで自粛休みやったせいで、14もしかしたら、休み

なくなって、仕事になっとるかも知れん、、、 

28［N04B］：地味な自粛なせいで地味に広がり地味にコロナが死なず 

 

（日本語データN18) 

06［N07H］：コロナのせいでめちゃくちゃやね、、予定が 

 

（日本語データN22) 

09［N11A］: ほんまにコロナのせいや 

まさか～とは思わなかっ

た 

（日本語データN06） 

02［N03A］：春休み入るころはまさかこんなことになるとは思わなか

った 

～てくる 01［N17A］: なんかどこの先生も自分の授業しか受けてないみたい

な体で課題出してくるよな 

 

表26 タイ語の会話における不満を表す表現 

言語表現（表現） 例 

ไอเหีย้ เวร หนงัหมา แม่ง อีผี อี
ดอก สน้ตีน อีควยั 

（くそ）など不満な感情

を吐き出す汚い言葉 

（タイ語データT09） 

02-03［T02A］: くそぉぉぉぉ 。苛立っているよ 

                                         (ไอ่เห้ียยยยย ปสด)  
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（タイ語データT15） 

06［T05B］: くそ病気 

                                  (โรคเห้ีย)  

 

（タイ語データT18） 

06［T08B］: くそコロナ 

                                   (อิโควิด อิควยั)  

 

（タイ語データT41） 

07-08［T20B］: コロナのやつめ、くそ 

                                   (อิโควิด ส้นตีน)  

 

（タイ語データT42） 

11［T20A］: くそコロナ 

                                (โคโรน่าอีดอก)  

 

（タイ語データT48） 

01［T25A］: 人生超つまらない。最悪。このくそコロナ 

                                (ชีวิตน่าเบ่ือมาก เฮงซวยสุดอะไรสุด โควิดเวรน่ี)  

 

（タイ語データT45） 

03-07［T23B］: もう終わるべき。（コロナが）もう休むべきでだよ 

ね？このくそコロナ 

                                      (มนัควรจะจบไดแ้ลว้ คือควรไดพ้กั ถึกใะ อีโควิดหนงัหมาน่ี)  

 

（タイ語データT46） 

02［T24A］:  くそコロナ 

                                    (โคโรน่าเวร)  

09［T24A］: うん。くそ。毎回セブン入るたびにマスクをつけないと

いけない。私毎回忘れるんだぁぁぁぁぁぁ 

                                  (เออ แม่ง แลว้จะเขา้เซเวน่ทีตอ้งใส่หนา้กาก กุก็ลืมตลอดดดดดด) 
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11［T24A］: せっかく長くロックダウンしてきたのに。首相が外国人

に入国許可をしたせいで全部台無しになってしまった。くそぉぉぉぉ

ぉ 

                                (อุตส่าห์ลอ็คดาวน์มาตั้งนาน มาเสียเพราะอินายกเอาต่างชาติเขา้ประเทศ เวงงงงงง) 

 

（タイ語データT58） 

02［T28B］: （新学期延長に）くそ 

                                 ((เล่ือนเปิดเทอม)อีผี) 

อย่างแย่ เฮงซวย 

（最悪） 

 

（タイ語データT47） 

01［T13B］: コロナって最悪だ 

                                  (โควิดแม่งอยา่งแย)่ 

 

（タイ語データT48） 

01［T25A］: 人生超つまらない。最悪。このくそコロナ 

                                (ชีวิตน่าเบ่ือมาก เฮงซวยสุดอะไรสุด โควิดเวรน่ี) 

ล าบากยุง่ยาก ล าบาก ยุง่ยาก  

（大変） 

 

（タイ語データT48） 

08［T24B］: 一回家をでるたび、いろいろ超大変だ  

                                (จะออกบา้นที ล าบากยุง่ยากไปหมด) 

 

（タイ語データT48） 

09［T21A］: オンライン授業ってめっちゃ大変だ 

                                (ไอเรียนออนไลนเ์น่ีย โคตรล าบากเลยอ่ะ) 

 

（タイ語データT75） 

02［T38B］: 生活は本当に大変だ 

                                (ชีวิตยุ่งยากแท)้ 

เซง เบ่ือ 

（飽きる） 

 

（タイ語データT64） 

04［T32B］:    勉強にもちょっと飽きてる 

                                 (แอบเซงเร่ืองเรียนดว้ย)  

 

（タイ語データT77） 



268 

 

21［T40A］:    コロナに飽きてる 

                                 (เบ่ือโควิดจงั)  

เครียด 

（ストレスやばい） 

 

（タイ語データT45） 

01-02［T23A］: ストレスやばい。死にたい 

                                   (เครียดดด อยากตาย)  

สรวนปวดแตกไปหมด 

（めちゃくちゃにされて

る 

） 

（タイ語データT45） 

05-06［T23B］: すべてをめちゃくちゃにされてる 

                                    (ท าทุกอยา่งสรวนปวดแตกไปหมด)  

เช่ีย 

（やだ） 

 

（タイ語データT46） 

01［T24A］: あんた。やだぁぁぁ。あたしもう5日間ずっと家にい

て、頭おかしくなっちゃう。 

                             (มึง เช่ียยย กูอยูบ่า้นมาหา้วนัจนจะเป็นบา้แลว้เน่ีย) 

หงุดหงิด 

（イライラする） 

（タイ語データT04） 

15-16［T01B］: どこに文句を言っても解決できないってわかってる

けど、ここ数日イライラしてる 

                                          (เรารูว้่าเราบ่นที่ไหนมนัก็แกอ้ะไรไม่ไดเ้ลยหงดุหงิดมาหลายวนัละ) 

จะบา้ 

（馬鹿になりそう） 

（タイ語データT04） 

31［T01B］: 馬鹿になりそう 

                                    (จะบา้) 

เบ่ือ 

（つまらない） 

（タイ語データT12） 

23［T02B］: どこにも行けなくて、つまらない 

        (ไปไหนไม่ได ้เบ่ือ) 

 

（タイ語データT14） 

01［T04B］: オンライン授業がめっちゃつまらない 

        (ไปไหนไม่ได ้เบ่ือ) 

แย ่

（よくない） 

（タイ語データT29） 

23［T17B］: それはよくないね 

        (อนันั้นแย)่ 

ไม่ไดป่้ะ （タイ語データT29） 
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（だめでしょ） 23［T17B］: それはだめでしょぉぉぉ 

        ไม่ไดป่้ะะะะ) 

โมโห 

（怒る） 

（タイ語データT48） 

18［T21B］: 怒るぅぅ 

                                (โมโหหห) 

เม่ือไหร่จะหมดซะที มนัจะส้ินสุด
เม่ือไหร่วะ เมื่อไหรจ่ะหาย 

（いつ終わるの？） 

（タイ語データT43） 

11［T21B］: いつ終わるの？  

                                (เม่ือไหร่นางจะไป) 

 

（タイ語データT55） 

08［T27B］: いつ終わるの？ 

                                (เม่ือไหร่จะหายสกัที) 

 

（タイ語データT60） 

06［T29B］: いつ終わるの？コロナは 

                                (เม่ือไหร่จะหายโควิด) 

 

（タイ語データT76） 

07［T39B］: コロナがいつ終わるの？ 

                                (เม่ือไหร่โควิดจะหมดซะที) 

 

（タイ語データT81） 

59［T41F］: いつ終わるの？ 

                                (เม่ือไหร่จะหมดซะที) 

 

（タイ語データT85） 

08［T43B］: いつ終わるの？ 

                                (มนัจะส้ินสุดเม่ือไหร่วะ) 

หมดที 

（終わって） 

（タイ語データT57） 

04［T27E］: コロナ終わって 

                                (โควิดหมดที) 
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วิบากกรรม 

（悲惨） 

（タイ語データT81） 

58［T41F］: コロナは超悲惨だ 

                                (โควิดน่ีคือแบบโคตรวิบากกรรม) 

ไม่make sense 

（make senseではない） 

（タイ語データT81） 

47［T41F］: （対策は）make senseではない 

                                ((มาตรการ)ไม ่make sense) 

หมดกนัชีวิต 

(人生が終わった) 

（タイ語データT85） 

09［T43B］: もう人生が終わったんだ 

                                (หมดกนัชีวิต) 

ป่ันป่วน 

(狂っている) 

（タイ語データT85） 

01［T43B］: コロナのせいで生活がくるってるんだ 

                                (หมดกนัชีวิต) 

 

 また、両言語とも「大げさな言い回しをする」という言語表現の方法を用いて、不満を大げさに

言うことによって、不満を表していたことが観察された。日本語では、「大げさな言い回しをす

る」、「皮肉のような言い回しをする」、「オノマトペを使う」という方法しか使っていなかった

が、タイ語では、「死にまつわる言葉を用いる」、「大げさな比喩を使用する」、「自分に質問を

聞かせるような言い回しをする」、「コロナを人間として扱うような言い回しをする」という方法

も観察された。以下、日本語とタイ語の会話における不満を表す言語表現に示す。 

表27 日本語の会話における不満を表す言語表現 

言語表現（方法） 例 

大げさな言い回しをする （日本語データN48） 

07［N18B］: タイ料理より南国フルーツロスなの 

 

（日本語データN21） 

01［N10A］：ここ数日でめまぐるしく状況が変わって頭爆発しそ 

皮肉のような言い回しを

する 

（日本語データN17） 

07[N07G] ：東京行ったときに移動禁止とかにならないといいんです

けど...苦笑い 

オノマトペ （日本語データN10) 

23［N04B］: この国大丈夫？あ---- 
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（日本語データN22) 

23［N11A］: はぁぁぁぃん 

 

表28 タイ語の会話における不満を表す言語表現 

言語表現（方法） 例 

大げさな言い回しをする （タイ語データT46） 

01［T24A］: あんた。やだぁぁぁ。あたしもう5日間ずっと家にい

て、頭おかしくなっちゃう。 

                           (มึง เช่ียยย กูอยูบ่า้นมาหา้วนัจนจะเป็นบา้แลว้เน่ีย) 

05［T24B］: （〇〇人が）コウモリを食べなければ、（コロナは存在

しなかったため、）私ソンクラーン 祭りに行けたのに。 

                          (ถา้มนัไม่กินคา้งคาว ป่านน้ีกุไปเล่นสงกรานตล์ะ) 

11［T24A］: せっかく長くロックダウンしてきたのに。首相が外国人

に入国許可をしたせいで全部台無しになってしまった。くそぉぉぉぉ

ぉ 

                             (อุตส่าห์ลอ็คดาวน์มาตั้งนาน มาเสียเพราะอินายกเอาต่างชาติเขา้ประเทศ เวงงงงงง) 

 

（タイ語データT85） 

09［T43B］: もう人生が終わったんだ 

                                (หมดกนัชีวิต) 

皮肉のような言い回しを

する 

（タイ語データT47） 

04［T25A］: 楽しすぎる 

                          (สนุกละไป) 

死にまつわる言葉を用い

る 

（タイ語データT48） 

05-06［T25A］: 誰も出られないぃぃぃぃい。死ぬの怖いからどこに

も行けない。 

                                    (ไม่มีใครไดอ้อกจา้าาาา ไปไหนไม่ไดก้ลวัตุยเย)่ 

11-12［T25A］：私たち皆死ぬ  

                                     (เราจะตายกนัหมด) 

 

（タイ語データT45） 

01-02［T23A］: ストレスやばい。死にたい 
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                                        (เครียดดด อยากตาย) 

（タイ語データT46） 

03［T24B］:   セイムだ。（自分が）枯れて死ぬ 

                                 (เซมจา้ จะเฉาตายอยูล่ะ) 

07［T24B］:    頭おかしくなって死にそう 

                                 (จะบา้ตายย) 

 

（タイ語データT14） 

07［T04B］: 枯れて死ぬ 

        (เฉาตายก่อน) 

大げさな比喩を使用する （タイ語データT48） 

03-04［T25B］: 家から長ぁぁく出ていない。長すぎて友達の顔を忘

れちゃったんだ  

                                       (กุไม่ไดอ้อกจากบา้นนานมา้กกก นานจนลืมหนา้เพื่อนหมดและ) 

自分に質問を聞かせるよ

うな言い回しをする 

（タイ語データT47） 

04［T25A］: オンラインって勉強に集中できるの？これしか聞きたく

ない                              

                            (เรียนออนไลน์คือจะรู้เร่ืองไหมถามแค่น้ี) 

 

（タイ語データT48） 

08-09［T25B］: ほんとにどうやって勉強するの？えっ？て思う 

                                 (ละเราจะเรียนยงัไง) 

コロナを人間として扱う

ような言い回しをする 

（タイ語データT45） 

03-07［T23B］: もう終わるべき。（コロナが）もう休むべきでだよ

ね？このくそコロナ 

                                      (มนัควรจะจบไดแ้ลว้ คือควรไดพ้กั ถึกใะ อีโควิดหนงัหมาน่ี) 

 

（タイ語データT67） 

28［T34B］: （コロナが）来るべきではなかった 

                                               (มนัไม่ควรมาเลย) 

オノマトペ （タイ語データN29) 

38［N14B］: きゃゃゃゃ 
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                             (กรีด๊ดดด) 

 

 続いて、【不安表明】と【不満表明】のほかに、ネガティブな内容の【評価】や【感情の表明】

などネガティブな言語表現もみていきたい。日本語はタイ語と比べると言語表現のバリエーション

が豊富である。以下、日本語とタイ語のネガティブな言語表現のまとめである。 

表29 日本語の会話におけるネガティブな表現 

言語表現（表現） 例 

オノマトペ （日本語データN21） 

10［N10A］：ぼげええ、、そうなのか。。 

 

（日本語データN50） 

01［N19A］: ふわあああ 

厳しい （日本語データN21） 

10［N10A］：きびしいな 

思ったよりひどい （日本語データN06） 

03［N03B］：思ったよりひどいね 

びっくり （日本語データN06） 

04［N03B］：びっくり－ 

なくなった （日本語データN02） 

35［N01B］：わたしバイトもなくなった笑 

 

（日本語データN18） 

07［N07B］：ほとんど旅行なくなった（笑） 

 

（日本語データN20） 

03［N09B］：謝恩会も祝賀会もなくなって、卒業式もワンチャンなく

なるかもやし 

 

（日本語データN22） 

06［N11B］：入学式なくなったから 

 

（日本語データN49） 
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05［N18B］：あ、コロナにつき夜のバイトなくなりました、、 

オワッタ （日本語データN02） 

40［N01B］：オワッタ 

いや （日本語データN07） 

17［N03A］: いやだよ 

18［N03B］: 嫌だァ 

 

（日本語データN26) 

09-10［N13B］：かからんとってなー－嫌やで～ 

死にそう （日本語データN44） 

02［N17A］: 死にそう 

タイミング悪い （日本語データN20） 

09［N09A］: ほんまタイミング悪いよなあ、 

やばい （日本語データN20） 

10［N09A］: 今やばいでな、、、どんどん増えて60人ぐらいやでな笑 

悲しい （日本語データN24） 

01［N12A］: うちの卒業パーティーが中止に、卒業式は簡潔になって

しまいました。悲しい 

可哀想 （日本語データN24） 

02［N12B］: 卒業式が簡潔なのは可哀想。。 

ぴえん （日本語データN20） 

11［N09A］：卒業式なくなったらまじぴえんすぎ 

バタバタする （日本語データN24） 

03［N12C］: 私が働いている日本語学校も学期終わりが一週間早まっ

たり、先生たちはバタバタしています。 

 

表30 タイ語の会話におけるネガティブな表現 

言語表現（表現） 例 

วา่แปลก 

（変な感じ） 

 

（タイ語データT01） 

16［T01B］：あたし的には変な感じ。   

                           (คือแบบเรามองวา่แปลก) 

เล่ือ （タイ語データT24） 
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（ダラダラしてる） 

 

10［N13C］: すごくダラダラしてる 

                            (เล่ือมากดว้ย) 

ร้องไห ้

（泣く） 

 

（タイ語データT67） 

17［N34A］: 泣くわそれ 

                               (จิร้องไห)้ 

ซวยมาก 

（運が悪い） 

 

（タイ語データT67） 

13-14［N34A］: コロナ時代の学生は運が悪ぅぅかったね 

                              (นกัศกึษารุน่โควิด ซวยมากกก) 

เศร้า 

（悲しい） 

 

（タイ語データT67） 

25［N34B］: 本当。めちゃ悲しいよ 

                            (จริงเศร้ามาก) 
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5.3.3 日本語の会話における【共感】の言語表現のまとめ 

 「不安」と「不満」に対して、多かった反応の一つは【共感】である。【共感】は日本語の会話

しか見つからなかった。一方、タイ語は、【からかい】、【冗談】、【不満表明】など様々な反応

があったが、日本語には存在せず、多かった反応の一つは【からかい】である。これは、チャラン

ポン（2020）が論じた通りに、悩み語りのような好ましくない会話において、タイ語母語話者の聞

き手は、【からかい】、日本語母語話者は【共感】で応じる傾向があったということである。 

 今回のデータでは、【共感】の多くはネガティブな内容の言語表現である。【共感】の表現は以

下のようにまとめられる。 

表31 日本語の会話における【共感】の言語表現 

言語表現（表現） 例 

そうやよなぁ… （日本語データN04） 

10［N02B］：そうやよなぁ… 

わかる （日本語データN21） 

05［N10B］：いや、わかる... 

 

（日本語データN02） 

18［N01B］：わかる笑 

 

（日本語データN47） 

02［N17D］：めっちゃ分かります、、、 

終助詞の「ね」 （日本語データN07） 

10［N03B］: 大変だね 

13-15［N03B］: 大学生あっという間すぎる6月入ったらこんなに一気

に就活なんだね4年生 

 

（日本語データN21） 

10［N10A］：でもお外は問答無用で危ないからね、、お母様の気持ち

もわからんでもない、非常事態ですしね、、 

 

（日本語データN25） 

05［N12B］: 早く収まったらいいですね 

07［N12C］: せっかく、バタバタしてX県にいかれたのに、残念です

ね 
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（日本語データN30） 

12［N14B］：あら！身近にもあるんやね 

21［N14A］：薬ないからね～ 

 

（日本語データN34） 

13［N14C］: 期待大ですね！ 

16［N14C］: ホントですよね... 

大変 （日本語データN30） 

10［N14B］：あら大変やったな 

 

（日本語データN07） 

10［N03B］: 大変だね 

残念 （日本語データN25） 

07［N12C］: せっかく、バタバタしてX県にいかれたのに、残念です

ね 

おさまる （日本語データN11） 

08［N05B］: ね。早くおさまってほしい 

 

（日本語データN25） 

04［N12C］: 早く収まったらいいですね 

ほんま/本当 （日本語データN25） 

04［N14B］: ホンマやな！ 

 

（日本語データN34） 

16［N14C］: ホントですよね... 

ですよね （日本語データN34） 

11［N14C］: ですよね！ 

 

（日本語データN47） 

05［N17D］：ですよね～、、、 

～のに （日本語データN25） 

06［N12A］: 楽しかったのに。色々な人や先生とあんなにざっくばら
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んに話せるチャンスってなかなかないのにね。 

08［N12C］: 残念.......  楽しみしていたのに.......  

 

 会話データから、「共感」をする際、終助詞の「ね」が頻繁に用いられていることが分かった。

これに関して、森田（2008）では、「ね」は「協調」のための道具であり、「ね」は相手の注意を

引き付けたり、共感を示したり、同意を引き出したり、といった様々な行為に現れるが、その基調

にあるのが「協調」であると述べている。また、「ね」を付けたことによって、共同解決されるべ

きこと、参加者の「協調」によって相互行為的に整えられなければならないことが公然化されると

述べている。つまり、最後に「ね」を付けることで、聞き手の肯定的な態度を強調していると言え

る。 

 以上のことから、日本語母語話者の聞き手は「共感」を行うことで、語り手の発話に対して、自

分がどのような態度をとっているのかを表している。さらに、【共感】の後、「ね」を付けると、

その共感を強く表すことができる。こういった相互行為の仕方により、聞き手は語り手の不安・不

満を理解したことを示唆し、語り手を語りやすくさせているのではないかと考えられる。 
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5.3.4 スタンプと絵文字・顔文字に関するまとめ 

 この項では、スタンプと絵文字・顔文字についてまとめる。 

 

5.3.4.1 スタンプのまとめ 

 Oberwinkler・大家（2022）では、LINE スタンプ・顔文字・絵文字を分析し、大学生を対象にス

タンプの使用について尋ねたところ、スタンプを使用しない者はほとんどおらず、LINE が登場して

以来、スタンプを使用するコミュニケーションは日常生活に欠かせないものとなっていることがわ

かると報告している。今回の分析データからでも、たくさんのスタンプの使用が様々な面で見られ

た。以下、本研究で出現したスタンプはいくつあるのか、出現したスタンプはどんなものなのか、

どこで使用されたのか、そして何のために使用されたのかをみていきたい。 

 

5.3.4.1.1 スタンプの出現数 

 使用数に関して、データから、日本語のデータでは 59のデータのうち、スタンプを使用していた

のは 13 データで、全部で 26 個のスタンプが使用されていた。そのうちポジティブなスタンプは 17

個で、ネガティブなスタンプも 9個使用された。一方、タイ語では、全 86 データのうち、スタンプ

を使用していたのは 30データで、全部で 62 個のスタンプが使用されていた。そのうちの 39個はポ

ジティブなスタンプで、残りの 23個はネガティブなスタンプである。 

 本研究でのポジティブなスタンプとは、笑い、笑顔、ポジティブな表情や仕草などポジティブな

態度を表すものである。以下、その例である。 

 

 一方、ネガティブなスタンプは上記と反対に、泣き、ネガティブな表情や仕草などネガティブな

態度を表すものだと考えられる。以下、その例である。 
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 判断が難しいものは前後の発話の文脈をみて判断する。以下の例である。 

 

 このスタンプはただ拡大鏡を持っている仕草で、ネガティブでもポジティブでもないものに見え

るが、前の発話は「ところで、ものもらいができた」というネガティブな内容の【情報提供】であ

るため、このスタンプはネガティブなことを表しているのではないかと考えられる。 

 以上のことから、日本語と比べると、タイ語の方がスタンプを使う傾向があると言える。また、

使用されるスタンプの殆どはポジティブなスタンプであったということが分かった。 

 

5.3.4.1.2 スタンプの種類 

 本項はスタンプの種類をみていく。今回のデータから 2 つの種類が見られた。 

 

5.3.4.1.2.1 イラストのスタンプ 

 普通のイラストのスタンプで、文字・音声やアニメーションなどがついていないものである。以

下は例である。 

 

5.3.4.1.2.2 文字スタンプ 

 この種類はイラストの中に日本語、英語、タイ語での文字が含まれているものである。例えば、

「Hi」や「すこ」である。以下は例である。 
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 文字スタンプは、文字が含まれているため、言葉の代わりに使うことができる。例えば、

「  」というスタンプは「おはよう」や「こんにちは」という言葉の代わりに、挨拶の時に使え

る。一方、イラストのスタンプは文字が含まれていないため、言葉の代わりには使えないが、イラ

ストによって「うれしい」や「悲しい」など大まかな感情を表すことができる。 

 

5.3.4.1.3 スタンプの配置 

 この項では、スタンプの配置を分析する。 

 

5.3.4.1.3.1 スタンプのみ 

 この種類は前の発話に対する応答として、スタンプのみで送信するものである。以下は例であ

る。 

 図 124 は、1A の「でもみんな同じだからね。みんなそう。一人じゃない。」という【励まし】を

する部分である。2B はその【励まし】を受け入れて、「本当。みんなが同じ」と述べている。最終

的に 3A が頭をなでるスタンプを送信し、スタンプのみで応じて、励ましを表している。 

図 124 スタンプのみの例 

 

 続いて、もう一つの例を取り上げる。図 125 では、3Bが 1-2A の「コロナじゃなく、感染したの

は苛立ち病だね」という発話に対して、応答として、ドヤ顔のスタンプのみ送った例である。 

図 125 スタンプのみの例 

1A 

2B 

3A 
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5.3.4.1.3.2 発話+スタンプ、スタンプ+発話 

 この種類は発話の前の位置か次の位置に、スタンプをくっつけているものである。 

 図 126 は、相手に「体を大事にしてください。」という【思いやり】を行う部分である。1B の発

話の次に、2B で思いやりを表すスタンプが続いている。            

図 126 発話+スタンプの例 

 

 図 127 は、挨拶の部分である。1A は「Hi」の文字スタンプを送ってから、次の位置に「どうぉぉ

ぉぉ？」という発話を述べている。            

図 127 スタンプ+発話の例 

 

 

1B 

2B 

1A 

2A 

1A 

2A 

3B 
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5.3.4.1.3.3 スタンプの連続 

 この種類は、会話の参加者がスタンプを 2個以上連続で送ったり、または話し手と聞き手がお互

いスタンプを送りあったりするものである。 

 参加者がスタンプを 2 個以上連続に送る例は以下のようである。 

 図 128 は、近況を訪ねる部分である。1A の「（日本）状況はどう?」という【質問】に対して、

2B は大丈夫だと【応答】し、さらにずっと引きこもって、あまり外出していないという【現状説

明】も行っている。［T41B］02 の【応答】と【現状説明】によって、［T41B］が人と接触する機会

が少なく、感染の確率が低く安全であると解釈できるため、3-4A はポジティブなスタンプを連続に

送信し、【評価】を行って、連鎖を拡張して終結している。 

図 128 スタンプのみの例 

 

 次に、話し手と聞き手がお互いスタンプを送りあう例を説明する。 

 図 129 は、コロナに罹ったら大変という【不満表明】を行っている部分である。2A は「薬ないか

らね」という【共感】をして、さらに 4A で「大阪 387 人もおるで感染者」というネガティブな【情

報提供】もしている。それに続いてネガティブなスタンプを用いて、ネガティブな感情を表してい

る。それに対して、6Bも応答として、同じネガティブなスタンプを送信している。 

1A 

2B 

3A 

4A 
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図 129 スタンプの連続の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.3.4.1.4 スタンプの機能 

 最後に、会話の参加者は何のために、スタンプを使用するのかをみていきたい。 

 

5.3.4.1.4.１ 挨拶をする 

 図 130 は、スタンプで挨拶をしている部分である。1Aは「Hi」と書いている文字のあるスタンプ

を送信し、文字での挨拶の代わりに行っている。 

図 130 スタンプでの挨拶の例 

 

 

1B 

2A 

3B 

4A 

5A 

6B 

1A 

2A 
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5.3.4.1.4.2 ツッコミや冗談をする。 

 図 131 は、ツッコミの部分である。4B は、家で大学と同じ時間にチャイムを鳴らしていることを

「笑」を使って面白いこととして紹介し、「メリハリついていい感じ笑笑」というポジティブな言

語形式を使って、COVID-19 の状況をポジティブに捉えようとしていることを表している。5Aは「そ

んなアプリあるんや！うちの生徒に教えてあげようかな笑」と、アプリに対する驚きやポジティブ

な【評価】を述べた後、5A で書き間違った「すこ」を 6A「すご、やな笑」と【修復】しているが、

そのミスをネタとして利用して、7B が「すこ」と書かれたスタンプで突っ込みを入れ、さらに「笑

笑」と反応してこの会話を笑いで終えている。 

図 131 スタンプでのツッコミの例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.3.4.1.4.3 励ましをする 

 図 132 は、励ましの部分である。1A は「でもみんな同じだからね。みんなそう。一人じゃな

い。」という【励まし】しており、最終的に 3A で頭をなでるスタンプを送信し、励ましを表してい

る。 

1A 

2B 

3A 

4B 

5A 

6A 

7B 

8B 
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図 132 スタンプでの励ましの例 

 

5.3.4.1.4.4 思いやりを表す 

 図 133 は、思いやりの発話の次の位置に思いやりを表すスタンプを送信した部分である。 

図 133 スタンプでの思いやりの例 

 

 

 

 

 

 

5.3.4.1.4.5 感情を表す 

 図 134 は、1B の「日本人はまだ花見に行ってるって友人は言ってました。この時期は桜が咲いて

る」という【不満表明】16の部分である。それに対して、3A は笑いのスタンプを送信し、それは面

白いということを表している。 

図 134 スタンプでの感情を表す例 

 

 

 

16 この発話は一見単なる現在の日本の事情に関する情報を提供するものに見えるが、コロナ禍という非常事態であ

ることを考慮すると、3密を守らないで、花見のように大勢の人が集まる場所に行くことが自分にとって非常識だと

いうことを含意しているのではないかと考えられるため、この発話は【不満表明】だと解釈できる。 

1A 

2A 

3A 

1B 

2B 
3A 

2B 

1B 
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 以上、面白いというポジティブな感情を表すスタンプをみた。では、ネガティブな感情を表すス

タンプもみていきたい。 

 図 135 は、1B の「コロナはいつ終わるの？もうマスクをつけたくない。」という【不満表明】の

部分である。1B の後ろに怒りという気持ちを表すスタンプを付け加えて、不満な気持ちをより明確

に伝えている。 

図 135 スタンプでの感情を表す例 

 

5.3.4.2 絵文字と顔文字のまとめ 

 今回の分析データでは、日本語のデータでは、絵文字が 167 個用されていた。そのうちの 5 割

（86 個）は、ネガティブな発話の後ろにつけられていた。例えば、【不満表明】や【不安表明】の

後ろや、【驚き】やネガティブな【評価】の後ろである。 

図 136 【不満表明】の後ろにつけている例 

 

 

 

 

図 137 【不安表明】の後ろにつけている例 

 

 

  

 

 

1B 

2B 
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図 138 【驚き】の後ろにつけている例 

 

 

 

 

 

図 139 ネガティブな【評価】の後ろにつけている例 

 

 

 約 3 割（46 個）はポジティブな発話の後ろについていた。例えば、【安心表明】、ポジティブな

【評価】、【感謝】などの後ろについていた。 

図 140 【安心表明】の後ろにつけている例 

 

 

図 141 【褒め】の後ろにつけている例 

 

 

図 142 【感謝】の後ろにつけている例 

 

  

 残り（35個）は中立な発話の後につけていた。例えば、【理解】の後ろに付けている。 

図 143 【理解】の後につけている例 

 

 

 

 一番多かった絵文字の種類は「顔文字と感情：Smileys & Emotion」の絵文字である。「顔文字と

感情：Smileys & Emotion」の絵文字は、Unicode 14.0 と Emoji 14.0 に準拠した                など

名前 
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の色々な表情の顔文字や   悪魔         鬼     天狗    エイリアン     おばけなどの顔文字と❤        

ハートマークなどの感情を表す絵文字の一覧である（https://lets-emoji.com：参照）。  

  分析データでは、最も多かった絵文字は「  」という大声で泣いている顔である。167個のう

ち 35 個使用された。次に多かったのは「  」という汗の絵文字で、16 個使用された。そして、3

番目は「  」という嬉し泣きの顔で、14 個使用された。どちらの絵文字も【不安表明】などネガ

ティブな発話の後についている傾向がある。 

 一方、タイ語では、絵文字をあまり用いておらず、23個しか見つからなかった。そして、すべて

の絵文字は「顔文字と感情：Smileys & Emotion」の絵文字で、ネガティブな発話の後につけられて

いた。 

図 144 ネガティブな発話の後ろについている例17 

 

 

 最も多かった絵文字は「  」という大声で泣いている顔で、10個使用された。次に多かったの

は、「  」というふくれっ面と「  」という嬉し泣きの顔である。 

 以上のことから、日本語の方が絵文字を使うのが多かったが、日本語母語話者もタイ語母語話者

もネガティブな発話の後に、「顔文字と感情：Smileys & Emotion」の絵文字を用いる傾向があると

いうことが分かった。両言語とも最も多く使用された絵文字は「  」という大声で泣いている顔

である。 

 顔文字に関して、今回の会話データでは、日本語では、5 個使用された。以下のようなものであ

る。 

            「Σ(っﾟ Д ﾟ；)っヒｯ」、「(TT)」、    、   、 

 タイ語では 3 個あった。以下のものである。 

   「；_；」「T＾T」「；―；」 

 どちらの言語もネガティブな発話の後ろに、ネガティブな顔文字を使用していた。また、両言語

共通の顔文字は「泣き」の顔文字である。「泣き」の顔文字はおそらく他の感情の顔文字より組み

合わせの要素が少なく、打ちやすいからなのではないかと思われる。 

 以上のことから、現在の大学生・大学院生は、SNS で絵文字を多数使っているが、顔文字はもう

あまり使用していなかったということがわかった。絵文字は LINE や MESSENGER の機能についてお

 

17 タイ語訳：元気だよ。すごくダラダラしてる                     

https://lets-emoji.com：参照
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り、自分で様々な記号から作らないといけない顔文字より使用するのが便利であり、種類も豊富で

あるため、顔文字より LINE や MESSENGER の絵文字の方が使用されるのではないかと考えられる。 

 また、タイ語では、元々日本語のように顔文字を使う習慣はなかったため、顔文字や絵文字より

スタンプの方が使用されているのではないかと考えられる。 
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5.4 コロナ禍における SNS の意味に関する考察 

 2019 年末、中国・武漢で発生した新型コロナウイルスが世界に蔓延して、外出時にマスクをつけ

ることや、手洗いや手指消毒、3 密の回避、人との間隔を空けるなど人々の生活様式が様々な面で

変わった。外出自粛、飲食店の時短営業など新型コロナウイルスによる様々な制約があり、多くの

会社では、オフィスに出勤せず在宅勤務やテレワークになったり、学校も授業が対面から遠隔に切

り替わったりしていた。そのような人間らしい触れ合いや会話もできない、会えないという毎日が

続いた日々の中で、LINE や MESSENGER などの SNS が重要なコミュニケーションツールとなった。特

に、SNS を日常的に多く使っている大学生という若い世代にとっては、より欠かせないものとなっ

ていると考えられる。 

 本研究では、最初は友人との LINE のコミュニケーションは、何か真面目なことを話すというよ

り、雑談やおしゃべりのような時間つぶしのやりとりが多いのではないかと考えていたが、今回収

集した会話データから、SNS はただ雑談やおしゃべりをするツールであるだけでなく、相手の安否

を確認することや、不安・不満を共有するツールでもあるということがわかった。 

 新型コロナウイルスは感染者と 2 メートルの間隔でいるだけで感染する可能性があり、死に至る

こともある病気である。またコロナウイルスの感染拡大防止のため、大学の授業がほとんどオンラ

インになり、学生同士が顔を合わせて交流できる場面が著しく減少したため、相手の状況がどうで

あるか、今安全であるかどうかを知ることができない。そのため、SNS を通して、相手の安否が確

認されているのだと考えられる。平時の状況であれば、私たちは SNS で相手の安否を確認するよう

なことをしないだろう。おそらく私たちは普通に挨拶をしたり、早速本題に入ったりすると思われ

る。コロナ禍だからこそ、このような現象がみられるのではないかと考えられる。 

 さらに、今回の分析データでは、どの会話にも必ず不安共有や不満共有を行う部分が存在してい

る。三浦他（2016）では、特にネガティブな感情が SNS で共有されやすいことが示唆されている。

さらに、コロナは人類共通の出来事であり、皆が同じ立場、同じ気持ちであるため、ほかの話題よ

りネガティブな感情が共有されやすかったと考えられる。また、コロナに関する話題は、会話の参

加者がコロナはどのようなものなのか、これからどう対処すればいいのかよく分かっていないとい

う特殊性があるため、やりとりが不安や不満の部分に展開しやすいのではないかと考えられる。た

だ日本語母語話者は、不安なことについては詳細に共有していたが、不満なことについては深く共

有せず、すぐに話題を変えようとしていた。それは、不安は話し手と聞き手に共通する気持ちであ

るが、不満は話し手自身の意見であり、不満を言うと雰囲気が悪くなる恐れがあるため、不安より

共有しにくいためではないかと考えられる。一方、タイ語母語話者は不安も不満もたくさん共有す

る傾向がある。 

 しかし、SNS は、ネガティブな感情ばかりを共有するツールではなかった。分析データにおいて

は、多くの会話がポジティブで前向きな結末に展開していた。コロナ渦の生活になって約 1 年経ち

（データ収集の時点）、先が見えない不安を抱いているが、同時にコロナがいつか収まってこれか
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らよくなるという希望も持っているだろう。SNS でのやりとりなら、例え何の根拠がなくても、ポ

ジティブなことを気楽に言えるのではないかと考えられる。そのため、SNS はポジティブな意思を

発動させるツールでもあると考えられる。 

 また、SNSは、友人同士にとっての「遊び」の場でもあると考えられる。特に言葉による遊びで

ある。会話データから様々な言葉による遊びの方法がみられた。ネガティブな発話にもかかわら

ず、スタンプや絵文字の多用も観察できた。従って、多くの会話が真面目過ぎず、少しふざけた印

象になっていた。それに関連して、加藤（2017）は、大学生 118 名を対象に LINEスタンプの利用動

機や利用行動を訪ねたところ、友人と「楽しさ」のためにスタンプを利用している大学生の姿を報

告している。このことから、友人同士の会話参加者は、SNS で「楽しさ」を表すために様々な言葉

による「遊び」を工夫してやりとりをするということが分かった。 

 以上のことから、友人同士にとって SNS では、平時には雑談やおしゃべりをする場かもしれない

が、異常事態における会話では、相手の安否を確認する重要なツールになっているといえる。ま

た、コロナ渦のような人に会うのが困難な状況では、SNSで不安・不満な気持ちを分け合って、感

情を共有することに加えて、気持ちが楽になるように言葉による遊びを行う場面としての役割を担

っているのではないかと考えられる。 
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5.5 今後の課題 

 今回の分析では、主に、〔安否確認の部分〕、〔不安共有の部分〕そして、〔不満共有の部分〕

の 3 つの部分に注目した。結果、コロナに関する話題は通常の話題と異なり、相手の安全を確認す

る部分がみられることなどの特殊性があることを明らかになった。しかし、この 3 つ以外に〔情報

共有の部分〕、〔雑談の部分〕、〔からかいの部分〕など他の部分も存在している。今回はそれら

に少し触れたのみであったが、もっと詳しく分析・考察を行うことでよりコロナに関する話題の特

殊性をみられるのではないかと考えられる。 

 研究のデータの限界としては、日本語がタイ語よりデータの数が少ないことと、殆どの協力者が

女性であることである。日本語データが少ないことから、やりとりのバリエーションが少なく、タ

イ語と対照するには物足りない点があるかもしれない。例えば、タイ語のデータでは、〔不満共有

の部分〕の会話例が数多くあるが、日本語の会話例が少ないため、連鎖組織や言語表現を分析・考

察するには限界があり、タイ語と日本語の共通点と相違点を明確に見られなかったかもしれない。

また、協力者の殆どが女性であることに関して、スタンプや絵文字・顔文字の使用の仕方が挙げら

れる。顔文字や絵文字の使用頻度や使用動機は、全体として女性の方が男性よりも高いことが報告

されている（文化庁文化部国語課：2016）。日本人大学生を対象とした調査でも、女性は男性より

も顔文字や絵文字、LINE スタンプを多く利用していた（加藤：2017）と言われている。今回の分析

でも、女性の協力者が多いため、様々なスタンプや絵文字・顔文字が抽出されたが、分析結果を一

般化するのは難しいのではないかと考えられる。したがって、今後さらに会話データを増やして男

性女性の両方について同じくらいの数のデータを対象として分析していく必要がある。 

 加藤（2017）は、文字や非言語的表現が加わった記号としてのスタンプは、文章以上に多義的な

記号であり、相手に返信するときには、文章では表現しきれない感情を送る意味合いをもつと述べ

ている。本研究の分析結果から、タイ語ではスタンプ、日本語では絵文字が言葉による「遊び」の

雰囲気を作り出す役割を担っているのではないかという示唆が得られたが、会話分析の手法では、

発話者のスタンプや絵文字・顔文字の使用動機までは明らかにすることはできない。したがって、

フォローアップ・インタビューをあわせて行うことにより、発話者の意図を探ることが今後の課題

であると考える。 

   また、本研究では、タイ語を母語とする日本語学習者への日本語教育においてネガティブな内容

の会話を指導できるようにするために、タイ語と日本語ではどのような言語表現を用いてネガティ

ブな発話を行って、それに対してどのような反応で対応しているのかも考察した。例えば、今回の

会話データでは、日本母語話者はネガティブな内容での【共感】と【評価】などを【応答】として

述べることで、話し手のネガティブな気持ちを共有しようとしていたが、タイ語のデータではこの

ような共有の仕方が現れなかった。このような応答があれば、自分が同じ気持ちであることを分か

ちあうことができ、日本語母語話者との会話が円滑になると考えられる。しかし、タイ語を母語と

する日本語学習者への日本語教育において、どのような点に留意して指導を行えばよいかについて
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の具体的な考察までは行うことができていない。今後、日本語教育への提言ができるよう、両言語

の特徴についてより詳細に分析し、その異同を明らかにしていきたい。 
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Other 」（https://www.chp.gov.hk/files/pdf/navigating_covid-19_with_family_thai.pdf

閲覧日：2022 年 9 月 19日） 

文化庁文化部国語課「平成 27 年度 国語に関する世論調査の結果の概」

（https://www.bunka.go.jp/tokei_hakusho_shuppan/tokeichosa/kokugo_yoronchosa/ 

pdf/h27_chosa_kekka.pdf 閲覧日：2020 年 11 月 16 日） 
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